


 
 

発刊にあたって 
 

 

国立研究開発法人水産研究･教育機構（以下、当機構）は、平成 28 年度から第 4 期中長

期計画に基づき、研究開発と人材育成に注力しています。 

 

平成 29 年度からは、新たな水産基本計画が開始され、その後 9月からは水産政策の見直

しがなされ、平成 30 年 6月 1 日には「水産政策の改革について」が発表されました。資源

管理を強化し、資源回復を図るとともに水産業の成長産業化が求められています。 

当機構は長年、資源評価に関する研究開発に取り組んでおりましたが、水産政策の改革

の中で、その役割がより一層期待されることとなりました。また、資源評価をもとに、今

後の資源管理がいったいどの方向に進むのか、多くの方々から注目されています。 

現在、当機構では、これらの課題に対処できるよう組織の改革、新たな資源評価に係る

業務を着実に推進できるよう取組んでいます。 
 
 このたび平成 30 年度の当機構における主な業務実績をとりまとめた「平成 30 年度水産

研究・教育機構年報」を刊行し、機構の業務全般、特に研究開発の成果や、水産業ならび

に国民生活に関わる活動等をご報告させていただきます。 
 私たちの取り組みと成果に関心を持っていただき、より深く知っていただくための一助

にしていただければ幸いです。 
 
 当機構は、水産業の成長産業化による水産日本復活のために、今後とも、大いに貢献で

きる組織であり続けるよう努力いたします。今後とも、より一層のご理解とご支援を下さ

いますよう、お願い申し上げます。 
 
 
 

令和元年 1 月吉日 
国立研究開発法人 水産研究･教育機構 

理事長 宮原 正典 
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平成 30 年度の主な業務実績 

はじめに 

 

国立研究開発法人水産研究･教育機構は、旧国立研究開発法人水産総合研究センターと旧独立行政法人水産大学校

が、平成 28 年 4 月 1 日に２つの組織が統合して発足しました。当機構は、水産業が抱える課題を解決するため、水産分野

における研究開発と人材育成を推進し、その成果を最大化し、社会への還元を進めることで、我が国の水産業を活性化させ

ることを目指しています。 

研究開発分野においては、（1）水産資源の持続的利用のための研究開発、（2）水産業の健全な発展と安全な水産物の

安定供給のための研究開発、（3）海洋・生態系モニタリングと次世代水産業のため基盤研究の 3 つの重点研究課題を軸と

して、国が進める施策に必要な科学的な知見の提供や、イノベーションの創出による課題の解決を行います。さらに、研究

開発成果をスムーズに社会に還元するため、社会的ニーズの把握に基づく出口を意識した研究開発を実施し、成果の実用

化への橋渡しを目的とした応用研究や社会連携を推進しています。 

平成 29 年に新たな水産基本計画が策定され、国立研究開発法人 水産研究・教育機構は、試験・研究機関等が担うべき

課題として、水産資源を持続的に利用するための資源管理の高度化及び水産業の成長産業化等に積極的に対応が求めら

れるなか、平成 30 年 12 月には漁業法が改正され、これに基づき実施される新たな資源評価等にも対応していくことが、特

に重要な課題になっています。一方、水産庁と共同で外部有識者による検討会を設け、研究体制のあり方についての提言

を平成 30 年 4 月に公表したところですが、保有している既存施設の老朽化等に伴い維持・管理にかかる経費の拡大も問題

になってきておりますので、今後も一層効率的な予算活用を図りながら、必要とされる調査・研究を将来にわたり着実に実施

するための研究体制について、引き続き検討を行ってまいります。 

人材育成分野においては、広く全国から意欲ある学生を確保し、幅広い見識と技術、実社会で力を発揮する社会人基礎

力を有する、創造性豊かで水産の現場における問題解決能力を備えた、次世代の水産業界を担う人材の育成を行いました。 

平成 30 年度は、第 4 期中長期計画の 3 年目として、全国に配置された 9 つの研究所及び開発調査センターにて、上記

3つの重点研究課題の研究開発に積極的に取り組んだほか、水産大学校では、教育機関としての認定の維持、水産に関す

る学理及び技術の教育、就職対策の充実、自己収入の拡大と教育内容の高度化及び学生確保の強化に努めました。 

それでは、国立研究開発法人水産研究･教育機構の平成 30 年度の主な業務実績について報告いたします。 
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㻵㻚 ◊✲㛤Ⓨ成ᯝの᭱ཬ䜃䛭の業

務の㉁のྥୖ 

 

㻵㻙㻝㻚 ◊✲㛤Ⓨ業務 

 

(1) Ỉ⏘㈨※のᣢ⥆ⓗな⏝の䛯めの◊✲㛤Ⓨ 
䐟 ⁺業㈨※の㐺ษな⟶⌮の䛯めの◊✲㛤Ⓨ 

我が国࿘㎶資源の≧ἣの調査⤖果等に基づき、漁業資

源の㐺ษな管理のための研究開発を行います。 

我が国࿘㎶海ᇦの漁業資源について、漁⋓ྍ能㔞

（7$&）を定めた対㇟✀をは䛨め、䝬䝎䝷な䛹 7$& 管理への

⛣行が定される㨶✀の資源㔞推定⢭度ྥ上等を図りつ

つ、�0 㨶✀ 84 系⩌௨上の資源評価を⥅続しました。さらに、

水産政策の改㠉（漁業法改正）による新しい資源評価を展

ᮃし、新たな生物学的チ容漁⋓㔞（$%&）算定つ๎の策定

や評価対㇟㨶✀拡大等のస業ᕤ⛬の検討な䛹を進めまし

た。国㝿的な管理対㇟であるኴ平洋䜽䝻䝬グ䝻、䝃ン䝬、䝯

䝞䝏や䝯䜹䝆䜻等の資源評価に主ᑟ的に関し、関ಀ国㝿

会㆟に的確に対応しました。 

漁⋓努力㔞管理を定㔞化する試䜏として、まき⥙漁業で

漁⋓される䝬䝃䝞、䝂䝬䝃䝞を対㇟として、漁業ື態�ಶ体

⩌ື態モ䝕䝹を用いて、努力㔞管理による漁⋓㔞๐ῶ効

果を定㔞化しました（資ᩱ䠍）。ス䜿䝖䜴䝎䝷ኴ平洋系⩌では、

Ἀ合ᗏびき⥙漁業の༢努力㔞あたり漁⋓㔞（&38(）算

出にᶆ‽化ᡭ法をᑟ入しました。 

䜹䝒䜸・䝬グ䝻㢮等における分ᕸᅇ㐟調査の拡大として、

ኴ平洋共同体務ᒁ（63&）や大学等と共同で⇕ᖏま䛠ろ

㢮の成長解ᯒや、⇕ᖏᇦとள⇕ᖏᇦにおけるᑠᆺ䜹䝒䜸の

ᶆ識ᨺὶ調査を実施しました。ኴ平洋䜽䝻䝬グ䝻 0�1 ṓ㨶の

生ᜥᇦ�䝝䝡タ䝑䝖�推定、ኴ平洋䜽䝻䝬グ䝻等の安定同体

ẚの分ᯒ、ኴ平洋䜽䝻䝬グ䝻ᗂ㨶の記㘓ᆺᶆ識によるኴ平

洋ᶓ᩿ᅇ㐟䝟ターンの解ᯒ、ኴ平洋䝶シ䜻リ䝄䝯及び䜰

䜸䝄䝯の成長ᘧ推定を行いました。 

新たな資源評価モ䝕䝹のస成にྥけて、䝬䝎䝷日本海系

⩌ຍ入㔞䝕ータの一⯡化⥺ᆺモ䝕䝹によるᶆ‽化、ຍ入

㔞指ᶆ್の年䝖䝺ン䝗のᢳ出、䝬䝎䝷海㐨系⩌の資源㔞

推定⢭度ྥ上のための䝁䝩ー䝖解ᯒ、ス䜿䝖䜴䝎䝷日本海

部系⩌の統合ᆺ資源評価モ䝕䝹による解ᯒを行いました。 

ఀໃ・୕Ἑ‴の䝖䝷䝣グの統合ᆺ資源評価モ䝕䝹を成

させ、資源㔞推定方法の䝁䝩ー䝖解ᯒと 6WDWLVWLFDO�&DWFK�

$W�$JH（6&$$）の性能評価を行いました。また、䝬䝃䝞ኴ

平洋系⩌を対㇟として 6&$$ モ䝕䝹の一つである 6$0 ᡭ

法をᑟ入しました。 

そのの資源評価ᡭ法の高度化として、䝬䝎䝷海㐨系

⩌では 4 海ᇦに分けた資源評価を新たに実施しました。䝩

䝑䜿㐨系⩌を主対㇟に、Ἀ合ᗏびき⥙ &38( と水 を組

䜏合わせ、機Ე学⩦法による資源㔞の✵㛫ኚື予 を

行い、予 ⢭度をྥ上させました。䝬䜰䝆、イ䜹䝘䝂、䜰䜹䜰

䝬䝎イ、䜻䝆䝝タ、䝝タ䝝タ、ス䜿䝖䜴䝎䝷を対㇟とした水ᵴ㣫

育実験により、ྛ✀生物学的䝟䝷䝯ータを᫂らかにしました。 

ᮾシ䝘海・日本海における䝬イ䝽シ༸や㨶の出現及び

䝬䝃䝞・䝂䝬䝃䝞㨶の成長㏿度について、海ᇦや年代に

よるኚ化を評価しました。ኴ平洋の䝬イ䝽シでは、19�8䡚

201� 年の⫧‶度、生Ṫ⭢指ᩘにᐦ度౫存的なኚືが見ら

れ、㏆年の成⇍≧ἣがⰋዲであることが♧၀されました。一

方、ኴ平洋の䝬䝃䝞では、2013 年⣭⩌発生௨㝆、成長が

ⴭしくపୗしていました。ス䝹䝯イ䜹について、資源のప水

‽期における $%& の安定性を⪃៖して、現行の $%& 算定

䝹ー䝹から䛂ほ 䝕ータがᑡない資源におけるᡭ法䛃にኚ

᭦した場合の資源管理方策評価を実施しました。 

ྎ‴において、㏆年のイ䜹䝘䝂資源ῶᑡに対する㣗性

のኚ化の方が、䝠䝷䝯、䝬䜺䝺イ、イシ䜺䝺イで␗なってい

ました。また、㟈⅏๓後（200�䡚201� 年）における䜹䝺イ㢮、

タ䝷㢮、イ䜹㢮な䛹主要 20 ✀の分ᕸ㔞の䝢ー䜽は 2014 年

๓後に見られ、ከくはその後にῶᑡしていました。ᮾἈ༡

部海ᇦに (FRSDWK モ䝕䝹を構⠏し、㟈⅏๓後のᣲືẚ㍑に

より、主要漁⋓対㇟✀（䝬䝎䝷等）の現存㔞のቑຍが、生態

系の㘽✀にኚ化をもたらすことを確認しました。また、㟈⅏

後の漁⋓ᅽのపୗがᗏ㨶⩌㞟の分ᕸᐦ度にえるᙳ㡪に、

生物┦స用による㛫㐜れがあることが♧၀されました。 

ま䛠ろはえ⦖漁業による海㫽のΰ⋓について、海洋⎔ቃ

と対㇟㨶✀ูの᧯業海ᇦ及び海㫽分ᕸの関ಀを一⯡化ຍ

法モ䝕䝹�*$0�で分ᯒし、᧯業䛤とにΰ⋓リス䜽の高い

期と海ᇦをᩚ理するとともに、対㇟㨶✀によっては、これらを

㑊けることにより漁⋓を維持しつつ᧯業することがྍ能であ

ることを♧しました。 

ኳⓚ海ᒣ海ᇦでは、䝥䝷ン䜽䝖ン組成及び安定同体ẚ

分ᯒの⤖果から㣗性図をస成し、定性的な生態系構造とし

て、䝬イ䜽䝻䝛䜽䝖ン、ベン䝖スそれ䛮れを中ᚰとする㣗物⥙ 
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の存在を確認しました。さらに、すኴ平洋について、生態

系モ䝕䝹స成に必要な主要㪒㢮 8 ✀の既存の生物学的

報を、生産・Ṛஸ・成長・分ᕸ・生理・ᦤ㣵・㣗性の � 㡯目

に分㢮してᩚ理し、このう䛱䝁䝡䝺䝂ン䝗䜴と䝭ン䜽䜽䝆䝷につ

いて、生物試ᩱ解ᯒによる性成⇍年㱋、最高年㱋の推定を

行いました。 

୕重┴の䜅䛠はえ⦖漁ᐙをモ䝕䝹として、漁⋓期をシ

䝣䝖させることで総合所ᚓを最大化するための分ᯒを行い、

所ᚓが⣙ 11䠂ቑຍすることを♧した。また、ᮾ海 3 ┴の䜅䛠

はえ⦖漁業者に対して、᧯業実態、漁場㑅ᢥのุ᩿、㈍㊰

等についての㠃᥋調査を実施しました。さらに、䝃䝽䝷につ

いても資源管理による資源造成ᡭ法について検討し、資源

管理が実施されなかった場合との資源㔞のẚ㍑により、ⱝ

㱋㨶保ㆤ༢独では ��3 ಸ、✀ⱑᨺὶ༢独では 1�� ಸ、୧方

策の┦では ��1 ಸの資源ቑ大効果が期ᚅできることを♧

しました。 

生態系䝃ー䝡スの持続的利用・保全のẚ㍑分ᯒを

⪃ᐹする生態系として、日本全国に分ᕸする䜰䝬モ場生態

系に着目し、4 ᆅᇦ（能取†、ᮾி‴、℩ᡞ内海、▼す♋†）

について、利用と保全のẚ㍑⤖果を䝫ン䝏⤮でᩚ理・分ᯒ

しました。また、能取†と▼す♋†については、ᵝ䚻なス䝔

ー䜽䝩䝹䝎ーの関ಀ図や関ಀする法ᚊ、施策、┬庁のᩚ理

も行いました。 

6+䇾8䇿1（䝃ス䝔䜱䝘䝤䝹で䝦䝹シーなうまい日本の㨶）

䝥䝻䝆䜵䜽䝖では、ከ㨶✀同漁⋓漁業（ᗏびき⥙等）もྵ

めた評価を実施し、その⤖果を業界との䝃イ䜶ンス䝁䝭䝳ニ

䜿ーションに活用しました。さらに、ᆅᇦ漁業の取り組䜏を

系統立ててᩚ理できる䝒ー䝹と䝕ータベースである䛂の㐨

ල⟽（ᆅᇦ漁業の取り組䜏を系統立ててᩚ理できる䝒ー䝹

と䝕ータベース）䛃を用いた活䝥䝷ンの改定や、,4（ಶู

り当て）方ᘧの実ドにಀる調査･分ᯒ業、資源管理指

㔪策定、漁業認ド、漁場利用の実態と㜼ᐖ要ᅉの把握によ

る㣴Ṫ業への新つཧ入ᨭな䛹、水産政策の改㠉�漁業法

改正�にも科学的に㈉⊩しました。 

7$& 制度の対㇟㨶✀をྵ䜐 �0 ✀ 84 系⩌の資源評価報

告᭩を国に提出し、$%& の提♧等を㏻して、国が策定する

7$& 及び漁業管理指㔪等へ研究成果をᫎしました。水

産政策の改㠉（漁業法改正）に基づく新しい資源評価に対

応するため、評価ᡭ法等の検討を進めました。また、䝬䝎䝷

への䝁䝩ー䝖解ᯒᑟ入な䛹重要資源の特性解᫂にかかわる

成果は、資源評価の改ၿに㈉⊩しました。 

(FRSDWKモ䝕䝹を用いた漁⋓㔞と資源ື態ኚືの機構解

᫂な䛹、生態系を⪃៖した水産資源研究を推進しました。  

本課題の成果に基づき、我が国ἢᓊ資源の資源評価⤖

果ヲ⣽∧及び䝎イ䝆䜵ス䝖∧、国㝿漁業資源の現ἣヲ⣽∧

と要⣙∧を䝩ーム䝨ー䝆で公表するとともに、6+䇾8䇿1 䝥䝻

䝆䜵䜽䝖を推進して、国Ẹへの報提供にも㈉⊩しました。㻌

（6+䇾8䇿1 䝥䝻䝆䜵䜽䝖 85/䠖KWWS���VK�X�Q�IUD�JR�MS�）また、

䛂の㐨ල⟽䛃はᆅᇦの䛂䝥䝷ン䛃立等にᐤし、ᆅᇦ

産業の活性化につながることが期ᚅされます。 

ྛ✀国㝿会㆟にᘏべ 100 人௨上をὴ㐵し、科学ጤဨ会

等における㆟ㄽの主ᑟと国㝿資源管理への㈉⊩に努めま

した。特に平成 30 年度は、ኴ平洋海洋科学機関（3,&(6）

の年次総会をᶓにて主ദし、ኴ平洋における海洋科

学に関するྛ✀調査研究成果を発表し、この研究分野にお

ける我が国のᆅྥ上に大きく㈉⊩しました。 

 

䐠 Ẽೃኚື䜢⪃៖䛧䛯⁺ሙのᙧ成䜔㈨※のኚືに㛵

䛩䜛ሗ䜢ⓗ☜にᥦ౪䛩䜛䛯めの◊✲㛤Ⓨ 

漁業資源を㐺ษに管理し効率よく利用することを目的に、

漁業資源の分ᕸや⛣ື経㊰及び資源㔞のኚືを、ᆅ⌫つ

ᶍでのẼೃኚືや海洋⎔ቃとの関連から᫂らかにします。

海洋・生態系調査⤖果にຍえて漁業者からの現場報に

ついても積極的に活用し、⎔ቃኚືを的確に取り㎸䜐こと

により、漁海ἣ予報等の高⢭度化を図ります。また、その成

果として、より確度の高い漁海ἣ報を㎿㏿に水産現場に

発ಙします。特に、㏆年分ᕸ・ᅇ㐟のኚ化が指されている

䝬䝃䝞・䝬イ䝽シ・ス䝹䝯イ䜹等については、ᚑ来の長期漁

海ἣ予報にຍえ、高⢭度海洋ື態モ䝕䝹の出力⤖果を活

用して、漁期中において、月一ᅇ⛬度の中▷期漁海ἣ予

報の発ಙを実現します。 

ኴ平洋ᮾ海ᇦ及び日本海において、海洋⎔ቃ・ప

次生態系モニタリング調査を実施するとともに、既存䝕ータ

を用いた✵㛫ኚື解ᯒを実施しました。ᮾ海ᇦにおい

ては、Ꮨに発生する大つᶍ⌛⸴䝤䝹ームのᙧ成䝯䜹ニズ

ムとして、పሷ分であるἢᓊぶ₻水が大きなᙺを果たして

いることを᫂らかにしました。日本海においては、㟷᳃┴ὠ

㍍༙ᓥす方ᇦにおけるື物䝥䝷ン䜽䝖ン⩌㞟のᏘ⠇・経年

ኚືの解ᯒを行うとともに、ᒣ㝜Ἀの䝬イ䝽シの漁場ᙧ成に

関ಀする⎔ቃ要ᅉのᢳ出を行いました。ᮾ海ᇦの水ሢを

自ື的に分㢮する䝋䝣䝖䜴䜵䜰を開発・公開するとともに、そ

れを用いてྛ水ሢの出現率の年ኚືを求め、ぶ₻䝣䝻ン䝖

のኚືやኴ平洋つᶍの海洋ኚືとのᩚ合性を確認しました。 
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㯮₻・䝣ン䝪䝹䝖海ὶを対㇟海ᇦとして、䝬イ䝽シ・䜹タ䜽

䝏イ䝽シの㨶✀᭰にಀる生物学的䝯䜹ニズムの解᫂に取

り組䜏ました。㯮₻ᇦでは、䝬イ䝽シ・䜹タ䜽䝏イ䝽シの 1 ಶ

体当たりの産༸㔞は䝬イ䝽シの産༸ぶ㨶㔞と㈇の┦関が見

られ、同✀㛫・␗✀㛫のᐦ度効果が見られることがわかりま

した（資ᩱ２）。 

長期漁海ἣ予報については、年度計画㏻りに公表しまし

た。䝡ン䝘䜺、䜹䝒䜸の来㐟㔞等については、機構から関ಀ

者等に報提供するとともに、� 月に䜹䝒䜸来㐟㔞・漁場予

 を、8 月に䝃ン䝬漁海ἣ予報を䝥䝺スリリースしました。さ

らに、ኴ平洋䝬䝃䝞については、中▷期漁場予 の試行的

な取り組䜏として、海洋ື態モ䝕䝹の海ἣ予 シス䝔ム

（)5$�5206）のヱ当年の � 月 水 から同年 8 から 10 月

のᮾἢᓊの䝬䝃䝞まき⥙漁場ᙧ成ᇦを予 ・検ドすると

ともに、予 の公開方法を検討しました。䝬イ䝽シ中▷期予

報についても、まき⥙䝕ータと水 の年ኚືの解ᯒを進め

るとともに、定置⥙漁期についても予 ᡭ法の検討を行いま

した。ኴ平洋のス䝹䝯イ䜹については、漁期中に長期および

中▷期予報を漁期中に月 1 ᅇ⛬度の㛫㝸で発ಙしました。 

水産試験場担当者等からの報収㞟の⤖果、漁業者の

最大の関ᚰは 201� 年⛅に発生し、その後も漁場分ᕸをኚ

化させるな䛹漁海ἣに大きなᙳ㡪をえた㯮₻大⺬行の⤊

ᜥ期であることから、漁業者へのㄝ᫂材ᩱとして、㯮₻ὶ

軸の最༡ୗ⦋度を元とした大⺬行の⥅続期㛫に関する

報を水試担当者等に提供しました。また、㯮₻大⺬行の水

産業にえるᙳ㡪として、ఀ㇋ㅖᓥからす進したᬮ水Ἴ及

のᙳ㡪によりἢᓊ定置⥙に䜹䝒䜸が大㔞入⥙したこと等が

水産関ಀ研究機関関ಀ者の㛫で共有され、漁業関ಀ者へ

のㄝ᫂に活用されました。㯮₻大⺬行について、日本༡ᓊ

の漁業者、ᆅ方自体に対して現ἣとືྥの報提供を

⥅続しました。 

水ሢ構造解ᯒ、海ἣ予報のためのモ䝕䝹の高度化を進

め、水産関ಀ研究機関が実施している定⥺調査⤖果と統合

することで海ἣኚືと漁ἣの関ಀの解ᯒ・知見の積が進

䜏、漁海ἣ予報の高⢭度化を推進することができました。成

果は研究会等で報告されるとともに、ྛ┴における漁海ἣ

報のㄝ᫂資ᩱとして活用されました。 

水産資源ኚືにも大きなᙳ㡪をえるẼೃኚືと海洋生

態系ኚືの関ಀの解ᯒを進め、世界的な重要政策となって

いるᆅ⌫ ᬮ化対策や生物ከᵝ性ኚື対策に㈉⊩する学

術的成果を国㝿会㆟やㄽᩥで発表しました。Ẽೃኚືに関

する政ᗓ㛫䝟䝛䝹（,3&&）の活ືに┤᥋的に関わり、国㝿

的なẼೃኚືのᙳ㡪対策への取り組䜏に㈉⊩し、ᶓで

開ദされたኴ平洋海洋科学機関（3,&(6）の年次総会の

会合において、成果発表を行い、ኴ平洋の水産海洋学

の発展に㈉⊩しました。 

 

(�) 水産業の健全な発展と安全な水産物の安定供給の

ための研究開発㻌

䐟 ἢᓊᇦにおける漁場保全と水産資源の造成のための

研究㻌

ἢᓊ及び内水㠃の⎔ቃのᝏ化や水産資源のῶᑡ、⇞Ἔ

の高㦐、㣫ᩱ用㨶⢊の高㦐、漁業者のῶᑡ・高㱋化、Ẽೃ

ኚື問題の㢧在化等、生産現場が抱える問題に㎿㏿に対

応することが求められています。そのため、漁場⎔ቃや水産

資源の維持ᅇ、㣴Ṫ技術の高度化、生産現場の効率化、

ప䝁ス䝖化、┬䜶䝛化のための技術の開発な䛹、水産業を健

全に発展させるための研究開発を行っています。また、生

産物の安全性の確保やຍ価್をྥ上させる䝞リ䝳ー䝏䜵

ーンの構⠏や改ၿ等、㟂要と供給をつな䛠技術開発等を進

め、水産物の安全・安ᚰと㍺出ಁ進に資する研究開発を引

き続き行っていきます。 

ἢᓊᇦにおける、⸴場・ᖸ₲・䝃ン䝂♋等をྵ䜐漁場⎔

ቃのኚ化の把握と保全・ಟ、㉥₻䝥䝷ン䜽䝖ン等有ᐖ生物

や有ᐖ化学物㉁等のᙳ㡪解᫂と漁業⿕ᐖపῶに関する研

究開発を行うことを目的とします。また、ἢᓊᇦの重要資源

については、効果的な✀ⱑ生産・ᨺὶ技術や合理的な利

用法、生ᜥ⎔ቃ創出等に関する研究開発を行います。 

イ䝽䜺䜻では、ᗂ生拡ᩓモ䝕䝹の⤖果から、⯙㭯‴࿘㎶

海ᇦでのᗂ生฿㐩ᆅ点（᥇ⱑ場）ೃ⿵の特定できました。䜰

䝃リでは、広ᓥ┴ᯇỌ‴の‴ዟ部のẕ㈅㞟ᅋが重要である

ことがᗂ生拡ᩓモ䝕䝹で推定され、ᆅ元漁༠と連携した調

査を行い、保ㆤ⥙がẕ㈅の生ṧ率ྥ上と成⇍ಁ進に有効

であることを確認しました。 

䜰䝬モ場を利用した䜹䜻✀ⱑ成育実験では、䜰䝬モ場で

㣫育した実験༊で有意に✀ⱑの成長率がⰋく、生ṧ率も䜰

䝬モ場が↓い海ᇦの 3 ಸⰋいことが確認できました。 

䝖䝷䝣グのᶆ識技術では㣗ရῧຍ物の有機㓟とቑ⢓で

体表をᶆ識するᡭ法により、ឡ┴等が✀ⱑᨺὶしたಶ体

のᤕが確認されました。有機㓟による䝖䝷䝣グᶆ識は⡆᫆

で安全安価であり、℩ᡞ内海・ᮾி‴等でᩘᑿ༢での

ᨺὶ調査に利用されています。 

ᐑྂ‴ዟ部の䜰䝬モ場・ᖸ₲ᇦでኳ↛㨶㢮の成長・㣗性

調査を実施した⤖果、䝩シ䜺䝺イの人ᕤ✀ⱑと➇合するኳ
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↛㨶㢮のᦤ㣵≧ἣ及び成長に、䝩シ䜺䝺イ大㔞ᨺὶのᙳ

㡪は認められませんでした。䜻䝆䝝タはᨺὶ後䠈㏿やかに

㨶♋内に␃するのに対し、㨶♋を設置していない海ᇦで

は┤䛱に㐓ᩓすること、ᤕされたಶ体は同海ᇦに生ᜥす

るኳ↛㨶と同⛬度に成長することを確認しました。 

䝠䝷䝯・䝩シ䜺䝺イの㛢㙐ᚠ⎔㣫育及び䜴イ䝹ス性対

策に関する調査を実施しました。ᐮ෭ᆅ㛢㙐ᚠ⎔㣫育に㐺

したろ㐣⣽⳦┦の把握とそのᇵ㣴技術の開発により海水利

用及びຍ にかる䝁ス䝖については、30䠂の経費๐ῶが

ྍ能になると見㎸まれ、䝠䝷䝯の䜰䜽䜰䝺䜸䜴イ䝹ス対策の

技術ㅮ⩦会を開ദするとともに、技術指ᑟをᒾᡭ┴で実

施・⥅続中です。 

䜶䝌䜰䝽䝡のぶ㈅㣴成に㛢㙐ᚠ⎔㣫育をᑟ入し、ᚑ来よ

りもຍ 䝁ス䝖を๐ῶできることを確認しました。また、ᚑ来法

と同等のཷ⢭率と᥇༸ᩘがᚓられることを確認しました。ま

た、ᐮ෭ᆅにおける䜶䝌䜰䝽䝡の㛢㙐ᚠ⎔㣫育に関する、

ろ材の実ド試験を開ጞしました。 

℩ᡞ内海࿘㎶における䜽䝹䝬䜶䝡の着ᗏ⛶䜶䝡は主に 8

月௨㝆に出現し、豊後水㐨௨外では着ᗏ期の▷⦰化と着

ᗏ開ጞの㐜ᘏが認められました。⛶䜶䝡の⾑⦕度調査では

'1$ 分ᯒの⤖果、㑇ఏ的ᕪ␗は認められないことを確認し

ました。 

▼す♋†の䝃ン䝂♋ᇦにおける主要㨶✀の分ᕸ特性を

調査し、䝤䝎イ㢮について正‽対応分ᯒを行なった⤖果、

それ䛮れの✀が独特の分ᕸ特性を持䛱、✀によって䝃ン䝂

㢮への౫存度が㐪うこと等を᫂らかにしました。 

ᢞ▼♋࿘㎶でのᗏ生生物のᐦ度、体䝃イズ等に関する

調査䝕ータの解ᯒを行った⤖果、ᢞ▼♋࿘㎶においてイセ

䜶䝡のᤕ㣗により䜴ニの生ᜥᐦ度がῶᑡし、海⸴の⿕度が

ቑຍするな䛹のᢞ▼の有効性を確認しました。 

ኳ↛䝁ン䝤生育の㐪いから海㐨ᮾᓊの漁場を分㢮し、

*,6（ᆅ理報シス䝔ム）を用いて、その⎔ቃ特性をᬒほス

䜿ー䝹で把握しました。イ䝽䜺䜻⛶㈅と㣗ᐖ生物（䝺イシ䜺イ）

の共存㣫育のᙳ㡪に関するᐊ内実験を行った⤖果、䝺イシ

䜺イと共存した場合、イ䝽䜺䜻の成長は対㇟༊にẚべてຎり、

㌾体部組織のቑ大や㞤化するഴྥが᫂らかになりました。

また、Ẇのᐦ度やཌ䜏がቑ大するഴྥも認められましたが、

䝺イシ䜺イによる㣗ᐖを㜵䛠Ⅽには༑分なཌ䜏ではないこと

が♧၀されました。ᮾᮾி‴における 2004 年までの䝬䜰䝘

䝂漁⋓㔞と๓年のᮾி‴‴口部のᏘ水 は㏫┦関の関

ಀ性がありましたが、200� 年௨㝆は㏫┦関の関ಀが見られ

䛪、‴内における生産力のపୗが䝬䜰䝘䝂の成長・生ṧに

ᙳ㡪していることが♧၀されました。䝬䜰䝘䝂に関してᮾி

‴の漁業者を対㇟に資源生態に及䜌すᙳ㡪の調査及び実

験による検ドについての取り組䜏をㄝ᫂し、内‴漁業の持

続的発展について意見しました。 

⸴場では、୕ᾆ༙ᓥで䜹䝆䝯ᾘኻ後に䜰䝽䝡等が大きく

ῶᑡし、ᚤ⣽⸴㢮を㣗べる䜴䝷䜴ズ䜺イがቑຍしていること、

℩ᡞ内海の䜰䝬モ場が㣵ᩱ供給によって水産生物育成に

重要なᙺを持䛱造成・ኳ↛のい䛪れも高い生物生産力を

有すること、ᕞすᓊでノ䝖イスズ䝭（⸴㢮を㣗べる㨶）の行

ື⠊ᅖが⸴場の⾶㏥とともにኚ化したことな䛹を把握しまし

た。ᓥᕷにおいて、高㱋者にඃしい㥑㝖置として、㨶

㣴Ṫいけすを改Ⰻした᳜㣗㨶䝖䝷䝑䝥を開発しました。ኍᒱ

ᕷにおける㥑㝖対策として、᳜㣗㨶䝖䝷䝑䝥を予算化の検討

材ᩱにしました。 

ᖸ₲では、℩ᡞ内海の生産性をపୗさせていると⪃えら

れる要ᅉとして、㨶㢮や䝘䝹䝖䝡䜶イ、⫗㣗性㈅㢮等による

䜰䝃リへの㣗ᐖをᢳ出し、保ㆤ⥙をけることによる㝖な

䛹をᆅ元漁業者な䛹と連携して進めました。ᢳ出した生産性

పୗ要ᅉの㝖を進めたことで、ḷᒣ┴ḷᾆᖸ₲で

10 年䜆りに䜰䝃リ㈍が行われました。 

内‴では、℩ᡞ内海で海洋⎔ቃとప次生産の✵㛫分ᕸ

とᏘ⠇ኚືを把握して୧者の関ಀを解ᯒし、有᫂海‴ዟで

㈋㓟⣲水ሢやᾋἾ㍺㏦にᙳ㡪するᗏ層ὶのᙧ成要ᅉを解

ᯒしました。その⤖果、長期ῶᑡしているタイ䝷䜼と䜰䝃リの

長期ῶᑡに、㈋㓟⣲、⃮り、㣵ᩱᐦ度がᙳ㡪しているྍ能

性を確認しました。 

大ᆺ䜽䝷䝀のモニタリング調査及び出現予 を実施し、有

ᐖ生物漁業⿕ᐖ㜵Ṇ総合対策基㔠により実施する大ᆺ䜽䝷

䝀関連業にᫎさせました。䜹䝺ニ䜰㉥₻の発生したᏱ

ᓥ‴、シ䝱䝑䝖䝛䝷㉥₻の発生したඵ代海で⥭ᛴ調査を

実施しました。シ䝱䝑䝖䝛䝷㉥₻の活性㓟⣲䝺ベ䝹が㨶ẘ性

と関ಀしており、䝬䝎イの㣫育ᾮやගの強さで活性が上がる

ことを᫂らかにしました（資ᩱ䠏）。℩ᡞ内海ᮾ部海ᇦでは、

㈅ẘཎᅉ✀である䜰䝺䜻䝃ン䝗リ䜴ムᒓのシス䝖調査を実施

するとともに、Ꮨに大つᶍ発生した䜰䝺䜻䝃ン䝗リ䜴ム・タ

䝬䝺ンセの分ᕸ拡大要ᅉを解ᯒし、ὶれによる物理的な㍺

㏦が関していたことが♧၀されました。 

有ᐖ生物について、大ᆺ䜽䝷䝀や㉥₻のモニタリング

報の㎿㏿な発ಙを行いました。 

シ䜸䝎䝬リ䝭䝆ン䝁ᗂ生のኚ態㏿度等を指ᶆとし、化学物

㉁の៏性ẘ性試験法をほ䜌確立しました。䜹䜻ᗂ生のኚ態

␗ᖖ、着ᗏ成ຌ率等を指ᶆとするẘ性試験法について、ẘ
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性物㉁（シー䝘イン）の⃰度に対するឤ度を検討し、ኚ態␗

ᖖの方が高ឤ度指ᶆであることを♧す⤖果をᚓられました。

℩ᡞ内海ᮾ部および中ኸ部海ᇦ、3� ᆅ点より海水を䝃ン䝥

リングし、人Ⅽ活ື⏤来の化学物㉁の⃰度を分ᯒしました。 

ື᳜物の」合利用によるᗏ㉁ί化法の現場実ド試験に

ついては、試験開ጞから 1 年後のᗏ㉁䝃ン䝥リングを実施

した⤖果、䝂䜹イ等のᗏ生ື物及び着⌛⸴の⦾ⱱによっ

て、◲化物ྵ㔞のపୗ、ከ⎔ⰾ㤶᪘Ⅳ水⣲㢮によるởᰁの

ᢚ制及び化学物㉁分解⳦のቑຍが認められ、本ᡭ法の有

効性が実ドされました。 

ྛ✀研究会やㅮ₇等を㏻䛨て㒔㐨ᗓ┴の試験場、✀ⱑ

生産機関や漁༠、漁業者へのᬑ及を行いました。 

 

䐠 内水㠃漁業の⯆とさけます資源の維持・管理のた

めの研究開発㻌

内水㠃の水産資源を持続的に利用するため、⎔ቃの保

全・ಟ、外来㨶対策、資源ኚື要ᅉの解᫂やᨺὶ技術

の高度化に関する研究開発を行います。特に、ニ䝩ン䜴䝘

䜼について、シ䝷ス䜴䝘䜼の来㐟㔞ኚື要ᅉを解᫂するとと

もに、資源管理のための技術を開発します。また、さけます

資源のಶ体⩌維持のための䜅化ᨺὶとẼೃኚືや⎔ቃኚ

化のᙳ㡪を⪃៖した資源の維持・管理のための研究開発等

を一体的に実施します。 

日本ἢᓊへのシ䝷ス䜴䝘䜼の来㐟ືྥは、㯮₻ὶ㏿との

㛫に正の┦関が認められました。一方、日本及びྎ‴の㯤

䜴䝘䜼の漁⋓㔞䝕ータを、ከኚ㔞系ิモ䝕䝹を用いて資

源ືྥ解ᯒを行ったところ、㈇の┦関が認められました。Ἑ

口内‴ᇦのニ䝩ン䜴䝘䜼ᶆ本を᥇㞟して⪥▼分ᯒを行い、

㞝がἙ口ᇦを中ᚰに分ᕸするのに対し、㞤はἙ口ᇦから㞳

れるほ䛹高い合で分ᕸすることが♧されました。㏆⦕✀の

䝬䜰䝘䝂、䜸䜸䜴䝘䜼とのẚ㍑により、ニ䝩ン䜴䝘䜼㨶の

産༸場からのᅇ㐟にᙳ㡪する⎔ቃ指ᶆとして、༡方ື指

ᩘ、㉥㐨海ὶの置・強度の指ᶆ、中つᶍ の活性をᢳ

出しました。ニ䝩ン䜴䝘䜼については、2019年 �月開ദ予定

の䝽シン䝖ン᮲⣙（⤯⁛のおそれのある野生ື᳜物の✀の

国㝿取引に関する᮲⣙䠖&,7(6）⥾⤖国会㆟にྥけてᒓ

᭩ᥖ㍕提が行われるྍ能性がある中、水産庁からの౫㢗

のもと䝻ン䝗ンや䝆䝳䝛ー䝤で開かれた国㝿䝽ー䜽ショ䝑䝥に

ᑓ㛛ᐙとして༠㆟にཧຍし、関ಀ国㛫の連携推進につな䛢

ました。 

ᮾ䜰䝆䜰㫐学会（(DVW $VLD (HO 6RFLHW\）でのㅮ₇内容や、

201��2018 年シ䝷ス䜴䝘䜼漁の漁要ᅉに関する報を、

水産庁に提供しました。この報は㣴㫐業界等へのㄝ᫂に

活用されました。 

†Ἑᕝ重要✀について、2011 年のཎ発ᨾによる᥇

ᤕつ制௨㝆、中⚙ᑎ†の䝠䝯䝬ス資源㔞は大きくቑῶし、㏆

年は 2 年࿘期が見られました。䝠䝯䝬スのከくは‶ 2 ṓで成

⇍・Ṛஸするため、†内での㣵をᕠる✀内の世代㛫➇合が

資源ኚືの一つの要ᅉと⪃えられました。䜰䝴の⃮りに対

する応⟅は、Ꮴ化後の日ᩘによって␗なるほか、⥅代㣴Ṫ

ಶ体はኳ↛ಶ体よりも㗦く応し、ス䝖䝺スにᙅいྍ能性が

♧၀されました。⃮りの試験に用した䜹䜸リンの⃰度

�00PJ�/ までは䜰䝴の生ṧ率や成長率、⫧‶度にᙳ㡪をも

たらさ䛪、㪰の䝷䝯䝷構造も物理的なᦆയをཷけにくいことが

分かりました。 

䜰䝴の᪩期㐳上⩌及び᪩期産༸⩌の生育場所調査を行

った⤖果、᪩期に最上ὶ部まで㐳上するಶ体はᑡなく、

期を㏣う䛤とに上ὶᇦに⮳るಶ体がቑえることが♧၀されま

した。 

䝁イ科㨶㢮（䜴グイ、䜸イ䜹䝽、モ䝒䝂）の成長䝟ターンを

調査し、⦾Ṫで、㣵が最もከい䝤䝹ーム期に成長する✀

だけでなく、㐜れてẚ㍑的㣵のᑡない期に⦾Ṫする✀も

また㐺応的であることを理自⏤分ᕸ理ㄽに基づき♧しま

した。㑣⌃ᕝ中ὶᇦにおいて、外来✀の䝁䜽䝏䝞スの大ᆺ

ಶ体がᏘに水῝ 3P ௨῝の⦆ὶᇦ�ῡ�に㞟まることを᫂

らかにしました。 

䜹䝽䜴対策として、䝗䝻ーンのỗ用機を用いて䝗䝷イ䜰イス

を䜹䝽䜴のᕢにᢞ入して、༸の䜅化を㜼ᐖする置を開発

したほか、䝗䝻ーンの自立㣕行機能を用いた㏣いᡶい等の

䝬ニ䝳䜰䝹をస成しました。 

内水㠃漁༠組合ဨのῶᑡ㍍ῶ策として、ᆅ元௨外からの

組合ဨのび㎸䜏や、一⯡ᕷẸྥけにᗂから内水㠃

に関わる機会を提供する試䜏が有効です。また、㨩力的な

漁場の維持・ቑ進のためには、⿵ຓ業等の活用や䝪䝷ン

䝔䜱䜰のび㎸䜏が⪃えられます。㐟漁者ቑの方法として、

すでにྛᆅの漁༠で実施されている方法に関する報を

収㞟するとともに、新つ⯆策として、Ꮚ供の㐟漁ᩱ↓ᩱ化

な䛹のをリス䝖化してᩚ理しました。 

ᆅ方自体・漁連に対して内水㠃漁業・䜰䝴ᨺὶに関す

るㅮ₇会を行い、効果的なᨺὶ方法のᬑ及に努めました。

㒔㐨ᗓ┴や漁連、漁༠、㐟漁者ᅋ体から౫㢗されたㅮ⩦会

において、漁༠の経Ⴀ改ၿ、㐟漁⯆、外来㨶対策、䜹䝽

䜴対策に関するㅮ₇を」ᩘᅇ行いました 
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䝃䜿の༸・㨶期のῶ⪖に関する生物⎔ቃ要ᅉとして

䝭ズ䜹䝡ཎᅉ⳦を同定し、༸期の発生≧ἣおよびཷ⢭༸

への⣽⳦ឤᰁの確認、水⭘発㨶の組織学的ほᐹを

行いました。ἢᓊᇦで᥇㞟した䝃䜿⛶㨶のึ期成長のẚ㍑

から、ึ期の成長㏿度がึ期ῶ⪖のᅇ㑊に重要なことが♧

၀されました（資ᩱ䠐）。また、本ᕞኴ平洋ᇦでは、䝃䜿⛶㨶

のἢᓊ生活期にあたる 3 月ୗ᪪から � 月ᮎの最ప・最高水

 のᕪと、それらの 4 年㨶としてのἙᕝᅇᖐ率の㛫に㈇の

┦関が見られ、㏆年、⛶㨶期のἢᓊ水 のᕪが大きいため

にῶ⪖が大きくなっているྍ能性が♧されました。▼⊁ᕝの

䝃䜿を対㇟に、㣫育開ጞからᨺὶまでの✀ⱑ生産のシ䝭䝳

䝺ーションを行い、シ䝭䝳䝺ーション⤖果と実㝿のᨺὶ実績

から期ᚅされたἙᕝᅇᖐᩘをẚ㍑検討しました。 

水ὶをཷ容するឤୣᩘを䝃䜽䝷䝬スの野生㨶・ᨺὶ㨶・⥅

代㣫育㨶でẚ㍑した⤖果、⥅代㣫育㨶で᫂らかにᑡないこ

とを確認しました。㔲㊰ᕝᨭὶでἙᕝᤕ⋓した䝃䜿に༨める

野生㨶の合が、ᤕ⋓場がୗὶഃに⛣った 2011 年௨㝆ቑ

ຍしていることを᫂らかにするとともに、䜹䝷䝣䝖䝬スの漁⋓

㔞ື態の分ᯒによって野生㨶の漁業資源への㈉⊩を確認

しました。䝃䜿の野生㞟ᅋとᨺὶ㞟ᅋの㑇ఏ的特性をẚ㍑

し、㑇ఏ的ከᵝ性は同等もしくは野生㞟ᅋの方がやや高い

こと、୧者の㛫で㑇ఏ的分化が生䛨ていることが♧されまし

た。 

䜹䝷䝣䝖䝬スの実ドᨺὶ試験を⥅続し、今年度は、201�

年 9 月と 10 月に᥇༸した 2 ⩌の㝆Ἑ≧ἣやぶ㨶ᅇᖐ実態

を把握しました。その⤖果、201� 年⣭のἢᓊὋ期の水 

⎔ቃに問題は↓く、201� 年⣭のᅇᖐ≧ἣは๓期⩌でἙ

ᕝへの㏞い入䜏がከいഴྥが見られました。 

ᐩᒣ┴ᗉᕝで $/& ᶆ識を施した䝃䜿の発║༸ᨺὶを行

いました。健ⱑ性の指ᶆとしてᾋ上㨶期でのᖸ出⪏性を試

験したところ、⛶㨶ᨺὶ⩌とᕪがないྍ能性が♧၀されまし

た。 

䝃䜿と䜹䝷䝣䝖䝬スのᨺὶ実態と海洋⎔ቃに関する報を

海㐨のᆅ༊ቑṪᅋ体およびẼ㇟庁から収㞟し、報告᭩

を海㐨さけ・ますቑṪ業༠会に提出しました。さけ・ま

す㢮のಶ体⩌維持のため、水産資源保ㆤ法に基づいて、

䝃䜿 1 ൨ 2 ༓ 9 ⓒᑿ、䜹䝷䝣䝖䝬ス �20 ᑿ、䝃䜽䝷䝬ス

2�0 ᑿ、ベニ䝄䜿 1� ᑿのᨺὶを実施しました。水産資

源保ㆤ法に基づくさけ・ます㢮のಶ体⩌維持のための䜅化

ᨺὶとしてᨺὶ計画に๎り✀༸の確保を行い、さけ・ます資

源の安定供給にᐤしました。ຍえて、Ẹ㛫䜅化場への技

術ᬑ及୪びにモニタリングを実施しました。 

さけ・ます㢮について、水産庁が実施する༠㆟会や国㝿

対応（ኴ平洋⁋Ἑ性㨶㢮ጤဨ会（13$)&）及び日䝻΅）

へ報提供を行い、国内・国㝿資源管理に㈉⊩しました。 

Ẹ㛫䜅化場への技術ᬑ及とㅮ⩦会を実施し、䜅化ᨺὶ

技術のྥ上に㈉⊩しました。 

ᐩᒣ┴において䝃䜽䝷䝬ス $/& ᶆ識の施ᶆ方法や㐺ษ

な発║༸ᨺὶの方法の指ᑟ、Ὑ༸試験等㜵に関するㅮ

⩦を実施しました。 

さけ・ます㢮のྛ✀モニタリング調査及び㐨┴の༠力を

ᚓて取ᚓしたἙᕝᤕ⋓、ἢᓊ漁⋓、年㱋組成䝕ータ、ᅇᖐ

率等を機構䝩ーム䝨ー䝆にて公表し、一⯡・研究者ྥけに

報提供を行いました。 

 

䐡 㣴Ṫ業の発展のための研究開発㻌

持続的な㣴Ṫ業の発展のため、䜽䝻䝬グ䝻やニ䝩ン䜴䝘

䜼について人ᕤ✀ⱑの㔞産技術の開発を行い、ኳ↛✀ⱑ

への౫存を㍍ῶし人ᕤ✀ⱑとの䝞䝷ンスを図ります。また、

高 ⪏性ノリや䝝䝎ムシ⪏性䝤リ等㣴Ṫ生産に有利なඃⰋ

ᙧ㉁を持つᐙ系をస出するとともに、㣴Ṫ対㇟となる水産生

物のᐖの㜵㝖技術、㣫㣴技術、㣴Ṫ⎔ቃ管理技術、生

産䝁ス䝖పῶ技術等、㣴Ṫ経Ⴀの安定化、高収┈化のため

の技術を開発します。 

䜽䝻䝬グ䝻について、ኳ↛✀ⱑ⏤来と同ᵝ、⥅代㣫育され

た㞤でも 3 ṓでึᅇ成⇍を確認しました。人ᕤ✀ⱑ⏤来の

㞤の成⇍率は � ⛬度であり、ኳ↛✀ⱑ⏤来㨶とẚ㍑して

高くなっていました。一⯡化⥺ᙧモ䝕䝹（JOP）を用いて、海

上㣫育ึ期�㣫育開ጞ後䠓日�における人ᕤ✀ⱑの生ṧ率

に及䜌す主要ῶ⪖要ᅉを解ᯒし、⭡⬨᳝㦵のゅ度、生⠯

⥙の容積とởれ、䜽䝻䝻䝣䜱䝹⃰度୪びに㝆水㔞がᢳ出さ

れました。 

ニ䝩ン䜴䝘䜼の䝃䝯༸代᭰㣫ᩱにおいて、ప⬡㉁㣫ᩱは

ኚ態のシ䝷ス䜴䝘䜼の全長が▷くなり、ஙタン䝟䜽㉁

を㝖いた㣫ᩱではኚ態期のወᙧ発生がపῶすることが♧

၀されました。新つ高生産性水ᵴでึ期㨶（�0 日㱋まで）

を㣫育したところ、ᚑ来の大ᆺ水ᵴよりⰋዲでᑠᆺ水ᵴと同

⛬度の成長を♧し、生ṧ性もⰋዲでした。༙海水㣫育には、

ึ期㣫育の成長と༸㉁がᝏい場合のึ期生ṧをྥ上さ

せる効果が認められました。ニ䝩ン䜴䝘䜼㨶のཎ

⳦䝡䝤リ䜸・䝝ーベイの⮳㐺ቑṪ᮲௳、⸆ឤཷ性等の性

≧を᫂らかにしました。 

ឡ知┴水産試験場、ᐑᓮ┴水産試験場へ䝩ン䜴䝘䜼

ぶ㨶㣴成技術を⛣㌿し、大㔞の᥇༸と䜅化㨶の確保に
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成ຌしました。㮵ඣᓥ┴水産技術開発センターにおける人

ᕤ生産シ䝷ス䜴䝘䜼とኳ↛シ䝷ス䜴䝘䜼による㣴Ṫ試験では、

୧者で体ᆺが␗なることがุ᫂しました。 

育✀分野では、䝝䝎ムシᢠ性ᐙ系䝤リは生ṧ、成長も

Ⰻዲで、䝝䝎ムシᐤ生ᩘについてもᐙ系によってはኳ↛㨶

の༙分⛬度のᐤ生ᩘでしたので、䝤リ㣴Ṫにも利用できる

㐺性を有していることが♧၀されました。䝝䝎ムシᢠ性に

関する㑇ఏᏊᗙが保存された䝤リ䠢2 を 1�2 ᑿస出･保有し

ました。3 ṓの 3 ಸ体䝤リは、2 ṓの成⇍期と同ᵝに༸ẕ

⣽⬊をᙧ成しないዷであることが確認されました。 

䝠䝷䝯における䝺ン䝃⌫⳦ᢠ性ᐙ系のぶ㨶ೃ⿵とは

ูのᢠ性ೃ⿵⩌（ᕷ㈍㽢ᢠ性䜽䝻ーン）を用いてᑠつ

ᶍ配を実施し、⛶㨶（⣙ 30PP、正ᖖ率 93���、ⓑ化率

����）を⣙ 1�000 ᑿస出しました。ᢠ性評価試験を実施し、

䜶䝗䝽䝆䜶䝷⳦に対しᢠ性を持つことが♧၀されました。 

ニ䝆䝬スぶ㨶用ప㨶⢊㣫ᩱをえて㣴成した㑅ᢤ )1 ニ

䝆䝬スより )2 をᚓました。䝬䝎イを用いたዷ化にಀる GHDG 

HQG 㑇ఏᏊの䜰ン䝏センスモ䝹䝣䜷リノ䜸リ䝂ฎ理では、Ꮴ

化後日㱋 �0 日において生Ṫ⣽⬊ᩘがῶᑡしていることを

確認しました。 

䝺䝑䝗䝬䜴スについて、国内分㞳⳦ᰴの⾑Ύ学的ㅖ性

≧を調べたところ、シ䝻䝄䜿⛶㨶から分㞳した⳦ᰴの⾑Ύᆺ

及び㑇ఏᆺはึ発ᰴと同䛨でしたが、そのの⳦ᰴはึ発

ᰴと␗なり」ᩘのタイ䝥がありました。䝺䝑䝗䝬䜴ス⳦ᰴのシ

䝻䝄䜿へのឤᰁ試験では、ึ発ᰴと同䛨⾑Ύᆺ・㑇ఏᆺの

シ䝻䝄䜿⛶㨶⏤来ᰴでཎ性が認められて、そのの⳦ᰴ

ではཎ性が認められませんでした。䜰䝬䝂には、強ẘᰴ

をྵめた全ての⳦ᰴのཎ性は認められませんでした。 

䝠䝷䝯の䜰䜽䜰䝺䜸䜴イ䝹スについて、㟁解海水による

༸ᾘẘが本の㜵㝖に有効でした。ኳ↛䝠䝷䝯から䜴イ䝹ス

が分㞳されたため、ぶ㨶ೃ⿵のኳ↛䝠䝷䝯が✀ⱑ生産場の

ឤᰁ源になるものと推ᐹされました。 

ቑṪ✀ⱑ等のཎ体のモニタリングでは、䜰䜹䜰䝬䝎イ

ぶ㨶（䗢）� ಶ体中 1 ಶ体から䜴イ䝹ス性⚄経ቯṚཎᅉ䜴

イ䝹ス（119）が検出され、さけます㢮㐳上ぶ㨶の䝃䜽䝷䝬

ス、䜹䝷䝣䝖䝬ス、ベニ䝄䜿の体⭍ᾮの内、1 Ἑᕝの䝃䜽䝷䝬

ス（4 ಶ体）から䝃䜿科㨶㢮の䝦䝹䝨ス䜴イ䝹ス（209）が検

出されました。 

䝤リ㢮の⣽⳦性⁐⾑性㯤⑇について、ᢠཎ性ቑ強 4

✀㢮をそれ䛮れῧຍした䝩䝹䝬リン活化試స䝽䜽䝏ンを

స〇しました。䝤リに᥋✀したところ、4✀㢮のᢠཎ性ቑ強

は、い䛪れもᢠ体価を有意に上᪼させましたが、ឤᰁ㜵ᚚ

効果のቑ強は認められませんでした。 

ཎ生生物と⢓ᾮ⬊Ꮚの 3&5 によるデ᩿法をまとめ、ቑ

㣴Ṫ研究所䝩ーム䝨ー䝆にᥖ㍕・公表しました。2,(（国㝿

⋇務ᒁ）リ䝣䜯䝺ンス䝷䝪䝷䝖リー活ືとして、䝬䝎イイリ䝗

䜴イ䝹ス（56,9）については海外への䝃ン䝥䝹配を行

い、䝁イ䝦䝹䝨ス䜴イ䝹ス（.+9 ）については、国内分

㞳ᰴ 3 ᰴを (8 リ䝣䜯䝺ンス䝷䝪䝷䝖リーへ分しました。 

ప㨶⢊㣫ᩱに⭠管ኚ性ᢚ制に効果が報告されている䝺

シ䝏ン、リ䝆ン及び䝯䝏䜸ニンをῧຍして䝤リᗂ㨶の㣫育試

験を行った⤖果、対↷༊にẚべて成長がຎっていましたが、

䜰䝭ノ㓟ῧຍにより成長やタン䝟䜽㉁保␃率な䛹が改ၿする

ഴྥが見られました。䝬䝎イᗂ㨶の⭠管では、䜻モ䝖リ䝥シ

ンと䝖リ䝥シンはᗃ㛛後方の一部での䜏強い活性が確認さ

れ、䝬䝎イの⮅⮚組織が⭠の後方に置することが᫂らか

になりました。 

䞃所‴の䝬䝎イ㣴Ṫ施設では、タイ䝷䜼の㣵の指ᶆとな

る䜽䝻䝻䝣䜱䝹⃰度が高いഴྥが䜏られましたが、生物着

が⃭しくタイ䝷䜼の成長はຎっていました。䝠䝖䜶グ䝃では、

生長とⰍは䝬䝎イ㣴Ṫ場よりも䝬䜺䜻㣴Ṫイ䜹䝎でⰋዲで

した。 

䝬䝎䝁ᗂ生の䜶䝃となる䜺䝄䝭䝌䜶䜰の高ᐦ度▷期㣫育

試験では、䝽ムシ 20 ᑿ�PO のᐦ度㣫育が䝬䝎䝁にとってᰤ

㣴的に有利でした。䝬䝎䝁ᗂ生への䜽䝹䝬䜶䝡ᗂ生の給㣵

では、ึ期㣫育への有効性を確認しました。䜰䝹䝔䝭䜰給㣵

では、䝬䝎䝁 20日㱋⛬度までは、成長は⦆やかで生ṧ率は

�0�⛬度と高い್でした。また、䝬䝎䝁ᗂ生水ᵴ内の水ὶシ

䝭䝳䝺ーションのための基礎䝕ータをᚓました。 

ス䝆䜰䝷の⫶内容物重㔞が༙分になるタイ䝭ングは、3J、

30J、100J 䝃イズでは、それ䛮れ 3 㛫、8 㛫、1� 㛫後

だったことから、㐺正な一日当たりの給㣵ᅇᩘは㡰に 3 ᅇ、

1䡚2 ᅇ、1 ᅇと⪃えられました。タイ䝷䜼の᪩期᥇༸法を開

発するため、海中ᆶୗと㝣上ຍ 㣫育を組䜏合わせたぶ

㈅㣴成を行い、自↛産༸ㄏ発及び䝺䝏ノイン㓟ฎ理による

人ᕤཷ⢭を試䜏た⤖果、ᚑ来よりも 1䡚2 か月᪩い᥇༸に

成ຌしました。人ᕤཷ⢭法では、ᚓられたཷ⢭༸を㣫育して

着ᗏ⛶㈅の生産に成ຌしました（資ᩱ䠑）。 

㨶関ಀで 1 ௳、ス䝆䜰䝷で 4 ௳の特チ等の⏦ㄳ中であ

り研究の実用化が期ᚅされます。関ಀでは、開発した

技術を䝤䝻䝑䜽推進会㆟ചୗの研究会等で㒔㐨ᗓ┴に⤂

し現場で応用されています。また、デ᩿法の研ಟを行い、

特定䝬ニ䝳䜰䝹を䝩ーム䝨ー䝆で公開してᬑ及に努め
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ることで㣴Ṫ業の⯆に㈉⊩しました。行政機関ともᐦ᥋に

連携して、ᚓられた成果のཷけ渡しを着実に行っています。

㣫育関ಀでは、㣴Ṫ䝬ニ䝳䜰䝹のస成や✀ⱑ生産・㣴Ṫ技

術の指ᑟㅮ⩦、新⪺へのᥖ㍕等社会への報提供、現ᆅ

実ド試験等を活発に実施しています。 

 

䐢 漁⯪漁業の安全性確保と持続的な発展のための研究開

発㻌

漁⯪漁業の安全性と経῭性をව䛽備えた持続的な発展

を目指して、生産現場の安全性確保に関する研究や、生産

性・収┈性のྥ上のための┬䜶䝛、ప䝁ス䝖化、㍍ປ化、᧯

業の効率化及び┬䜶䝛技術のシス䝔ム化な䛹に関する研

究開発を行います。特に、┬䜶䝛技術のシス䝔ム化による

最㐺化技術を開発し、当ヱシス䝔ムをᦚ㍕した漁⯪におい

て �䠂௨上の┬䜶䝛化を実現します。また、漁業がえる生

態系や資源へのイン䝟䜽䝖やᆅ⌫⎔ቃへの㈇Ⲵをపῶし、

㐺ษに資源を利用するための技術を開発します。 

ᘓ造後年ᩘの␗なるまき⥙漁⯪にᦚ㍕したືᦂセン䝃を

用いて⯟行及び漁ປ中のືᦂを計 し、定性的な⯪体ື

ᦂに関する䝕ータを解ᯒしました。その⤖果、᪕ᅇはྑ

᪕ᅇを行うため外方ഴᩳ�ᕥ⯨ഴᩳ�が㉳こり、ᥭ⥙には

⥙の引き㎸䜏力によりྑ⯨ഴᩳが発生していることが確認

できました。これらの⤖果より安全性確保技術である㌿そ㆙

報置を開発し、実用化に必要な知見をᚓました。 

㍍ປ化にྥけた調査対㇟としたかき㣴Ṫ業について、収

⋓期のస業の特ᚩとᆅᇦによる㐪いをᩚ理しました。ຍえて、

⯪びき⥙漁業、定置⥙漁業、まき⥙漁業について、ປാ実

態に関する知見を収㞟しました。漁業用㍍ປ化ᨭスー䝒

について、開発した䝃䝻䝨䝑䝖一体ᆺタイ䝥の実用性や問題

点に関する報収㞟を行いました。まき⥙漁⯪における漁

⯪ဨのື⥺を᫂らかにし、┬人化のための䝪䝖䝹䝛䝑䜽とな

っているのが⥙ᤍきであることと、᧯స䝺䝞ーの配置を最㐺

化することで、2 ྡ⛬度の┬人化のྍ能性があることを᫂ら

かにしました（資ᩱ䠒）。漁⯪ဨのື⥺解ᯒの⤖果が新ᆺの

199*7（総䝖ンᩘ）一層⏥ᯈ᪕⥙漁⯪の基本設計に活かさ

れることとなりました。また、ື⥺解ᯒ䝋䝣䝖を用いた解ᯒ⤖

果はඃれたの一つとして評価され、䝋䝣䝖䜴䜵䜰を開発

した業からの要ㄳで 936 セ䝭䝘ーにてㅮ₇を行いま

した。 

また、㐲洋かつお㔮漁業においてຍ㏿度セン䝃をᦚ㍕し

た㟁ື自ື㔮機の実ド試験を行い、⯪体ືᦂに応䛨た➎

ືసがྍ能となり、㔮⋓性能が対人ẚ率 �2�9�にྥ上する

ことを♧しました。水産業⯆に⧅がる成果として、᧯業

の┬力化対策として開発した自ື㔮り機については、平成

29 年度より、これらの試験⤖果に基づいて、水産庁⿵ຓ

業を活用してẸ㛫業が実ド機をస〇して実ド試験を行う

と共に、᭦なる㔮⋓技術ྥ上にྥけて共同研究を実施中で

す。 

䝃イ䝗ス䜻䝱ン䝋䝘ーの調査䝕ータ及びᅇ収したᨺ置漁

ලと⨯⥙生物に関する䝕ータを解ᯒしました。ᅇ収した༢

漁ලあたりのズ䝽イ䜺ニの⨯⥙ᩘを、ᗏ่⥙ 1P あたり 0�2

ಶ体、か䛤漁ල 1 ಶあたり 0�9 ಶ体と算出しました。 

定置⥙漁業の収┈性改ၿモ䝕䝹立のための調査を行

い、高知┴㕥ᆅ༊における海ᗏᆅᙧの把握、₻ὶ・⥙῝度

計 を実施し、₻ὶと⥙成りの関ಀ等を᫂らかにしました。

定置⥙漁業をモ䝕䝹とした調査⤖果に基づき、年㛫を㏻し

ての漁海ἣ報に基づいた生産体制について提を行い

ました。定置⥙のἈ出し大ᆺ化についても、費用対効果等

を推算しました。定置⥙の現行漁ලの改ၿ対策として、⥙

容積が 0�9 ௨ୗになると漁⋓のῶᑡになることを実ドし、⥙

容積が 0�9 ௨上になるように⥙のᙧ≧をⰋዲに保つ必要性

を提言するとともに、Ἀ出しによる⥙つᶍቑ大が┤䛱に漁⋓

㔞ቑ大には┤⤖しないことから、漁ලのἈ出しはៅ重に検

討を行う必要性を提言しました。 

新₲┴上㉺ᆅ༊ᑠᆺᗏびき⥙漁業を対㇟に、,&7 技術

を活用した生産からὶ㏻㈍を㏻した䝡䝆䝛スモ䝕䝹の検

討を行い、⯪上での漁⋓報をὶ㏻業にリ䜰䝹タイムにつ

な䛠 ,&7 を活用した᧯業ᨭシス䝔ムの基本設計᭩をస成

しました。 

䝖䝷䝣グ漁業の管理構造や漁⋓≧ἣな䛹の実態調査に基

づいた資源経῭モ䝕䝹を構⠏してシ䝭䝳䝺ーションを実行し、

最㐺な管理政策のୗで現≧から䛹の⛬度利┈が上᪼する

かを推定しました。䝖䝷䝣グ漁業において、構⠏した最㐺資

源管理シ䝭䝳䝺ーションモ䝕䝹を用いて、利ᐖ関ಀྛ┴の

担当者に最㐺な管理政策に関する報を提供しました。 

まき⥙の目合拡大によりᑠᆺ㨶を㑅ᢥ的に㏨㑊させる効

果について試験を実施し、䝯䝞䝏をྵ䜐ᑠᆺ㨶のΰ⋓が大

目⥙ではᑡないことを♧၀する⤖果をᚓました。漁業現場

への㐠用のために、シ䝭䝳䝺ーションモ䝕䝹により漁ලྛ部

の⥙目の開きを計 し、ᑠᆺ㨶㏨㑊の᮲௳を推 しました。 

ᗏびき⥙の㌟⥙の目合を拡大することによる漁⋓㔞のῶ

ᑡを定㔞的に評価し、⥙ᆅᢠ解ᯒモ䝕䝹に基づく⇞Ἔ

ᾘ費㔞の試算と試験᧯業による漁⋓㔞の䝞䝷ンスから、漁

ලのᵝをุ᩿するための資ᩱをᚓました。 
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⿇⥙目合のኚ᭦やྞりᒾの取りけ⠊ᅖの拡大により、

㑅ᢥ漁ලの要物の入⥙ᢚ制機能と漁⋓対㇟生物の保持

機能のྥ上を図りました。また、漁ලの水中ᣲືの確認より、

⥙が着ᗏする๓に᭥⥙をጞめていることを᫂らかにしました。 

ス䝹䝯イ䜹を対㇟に発ගἼ長や強度が␗なる /(' ග源

への応⟅を検ドする水ᵴ実験を実施した⤖果、ග源に対

するス䝹䝯イ䜹の㉮ග性の⛬度は、㉥Ⰽを㝖き、Ἴ長や強

度にかかわら䛪ほ䜌一定であるな䛹、漁ⅉග源を置した

場合のᙳ㡪予 に資する報をᚓました。いか㔮り /(' 漁

ⅉ実ド試験では、䝯タ䝹䝝䝷イ䝗漁ⅉを用する当業⯪の

平ᆒ漁⋓㔞に対して⣙ 9 の漁⋓がᚓられること、⇞Ἔᾘ

費は 3 ๐ῶできることが確認されたことから、/(' 漁ⅉで

も᥇算が確保できることが♧されました。 

㐲洋・㏆海かつお㔮りでは、漁場᥈⣴技術の高度化にྥ

けて䝗䝻ーンの予備試験を行った⤖果、当業⯪の⯪上での

発着試験に成ຌしたほか、漁場での用にྥけた課題が

ᩚ理されました。㐲洋かつお㔮りで、活㣵⯻への㛢㙐ᚠ⎔

シス䝔ムᑟ入に関し実用化にྥけてⰋዲな水㉁維持のため

の取水᮲௳を検討し、ᾘ費㟁力䝕ータによる試算では、海

水෭༷用෭機と䝫ン䝥の✌ാをᢚえることによって、全体

で⣙ �䠂の┬䜶䝛䝹䜼ー効果が見㎸まれました。┬䜶䝛対

策に大きく㈉⊩することから、䛂もうかる漁業創設ᨭ業䛃

を活用した検討がなされています。 

国㝿海機関（,02）において開ദされる第 � ᅇ⯪⯧設

計ᘓ造ᑠጤဨ会へ提出された日本からの提ᩥ᭩の基礎

報として、⯪⯧の安全性に関する実験䝕ータが活用され

ました。 

 

䐣 漁業イン䝣䝷ᩚ備のための研究開発㻌

水産業の生産基盤である漁 ・漁場イン䝣䝷に対して、現

場ニーズを的確にᫎしたᩚ備、高度化、強㠎化を図るた

めの技術を開発するとともに、漁 施設の老朽化対策を計

画的に実施するためにప䝁ス䝖で長ᑑ化を実現する技術

を開発します。また、ᮾ日本大㟈⅏の経験を㋃まえ、漁 ・

漁ᮧの㜵⅏・ῶ⅏機能を強化するための研究開発を行いま

す。 

漁場施設の設計について、つ๎なἼにຍえ、ὶれの

ᙳ㡪も⪃៖できるὶ体力の新算定ᘧを構⠏し、海ᗏ設置ᆺ

㨶♋の調査法を高度化しました（資ᩱ䠓）。ὶ体力の新算定

ᘧは、特に㠀対⛠性の強いὸ海ᇦでのἼືὶ㏿による最

大ὶ体力について、⡆౽かつ⢭度よく評価できるため、今

後の漁場施設の設計ᡭ法の高度化にᐤすることが期ᚅ

されています。 

⢓り強さを有する上部構造（䝟䝷䝨䝑䝖）きの㜵Ἴሐを対

㇟に、設計ὠἼを㉸えるὠἼが㜵Ἴሐを㉺ὶする場合に、

㜵Ἴሐにస用するὠἼのἼᅽ・Ἴ力を水理ᶍᆺ実験等に

より把握しました。また、ᅽ力分ᕸモ䝕䝹に基づく㜵Ἴሐの

設計ᡭ法の基本ᙧを提♧しました。 

㗰材とᅵのう・ᮌ材をే用してᓊቨの⪏㟈性を高める方

法について、平成 29 年度のᅵのうの効果の試算に引き続

き、ᶍᆺをったື実験によってᮌ材の有用性を見出す

とともに、実用化にྥけて要改Ⰻ点を᫂らかにしました。㜵

Ἴሐの成果は、上部構造のᕤኵが⪏ὠἼ性を高めることを

力学的䝕ータに基づいてᩚ理しており、今後の施設設計に

おける応用が期ᚅされています。 

水中の基礎部分のḞᦆ等の老朽化を検出するᡭ法とし

て、㝣上から強制ຍで㜵Ἴሐのᅛ有ືᩘを 定・解ᯒ

する方法を提♧するとともに、㝣上部分を対㇟としたᚑ来の

点検技術を組䜏合わせることにより、ಶ䚻の㜵Ἴሐの老朽

化の⛬度を評価するᡭ法を試సしました。強制ຍで㜵Ἴ

ሐのᅛ有ືᩘを特定することにより㜵Ἴሐ基礎部の機能

をデ᩿するᡭ法にಀる成果については、水産庁漁 漁場

ᩚ備部によりస成が進められている䛂漁 施設におけるᅛ

有ື及び㏱㐣ᙎ性Ἴを用いた基礎部とሐ体内部Ḟ㝗の

デ᩿ᡭ法㐺用䝬ニ䝳䜰䝹（）䛃へ活用される予定で行政政

策に䜰䜴䝖䜹ムとして㈉⊩しています。    

 

䐤 水産物の安全・安ᚰと㍺出ಁ進をྵめた新たな利用の

ための研究開発㻌

海洋生物ẘ、㣗中ẘཎᅉᚤ生物及び有ᐖ化学物㉁等の

༴ᐖ要ᅉを高⢭度で評価・定㔞するための技術、表♧ഇ

に対応するためのཎ産ᆅ等をุูする技術及び䝖䝺ー䝃䝡

リ䝔䜱を実現するための技術を開発します。また、水産物の

ရ㉁保持・ྥ上や機能性物㉁の᥈⣴等による高ຍ価್

化を進め、䝞リ䝳ー䝏䜵ーンの構⠏に利活用するとともに、

ᮍ利用・ప利用水産物の利用技術を開発します。さらに、ᾘ

費者が正しい知識のୗで安ᚰして水産物を㉎㈙できるよう、

㣗ရの安全性やಙ㢗性にかかる㐺ษな報提供ᡭ法を開

発します。 

ୗ⑩性㈅ẘについては、ཎᅉとなる 㠴ẟ⸴をᇵ㣴し、

䝩タ䝔䜺イへの給㣵を行いました。その⤖果、高ẘ化ಶ体を

ᚓることができました。また、ẘ化特性にはಶ体ᕪがあること

を᫂らかにしました。開発したୗ⑩性㈅ẘ認ドᶆ‽物㉁は、
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わが国の㈅ẘ検査において国ᐙᶆ‽物㉁として利用され、

機ჾ分ᯒ法のᑟ入と合わせて、安全・安ᚰなᯛ㈅の供給

に㈉⊩するとともに、⤖果的に生産者の収┈ቑຍにも㈉⊩

しています。 

㯞⑷性㈅ẘについて、新たな発Ⰽ方ᘧである 2/),$ 法

をᑟ入した分ᯒ䜻䝑䝖を開発・〇造してᚑ来ᆺとẚ㍑したとこ

ろ、䝬䝖リ䜽スにより発Ⰽ㜼ᐖが認められた䜰䝃リ試ᩱでも問

題なく分ᯒがྍ能であることを確認しました。この⤖果により、

㯞⑷性㈅ẘ⡆᫆分ᯒ䜻䝑䝖を開発し、試験㈍を開ጞして

います（資ᩱ䠔）。 

㈅ẘモニタリングの効率化・䝁ス䝖䝎䜴ンを㏻して、ᯛ㈅

生産者の収┈ቑຍに大いに㈉⊩しています。 

発㓝スターターᰴを産業䝺ベ䝹の大つᶍタン䜽にῧຍし、

発㓝試験を実施しました。㯜ῧຍᆺ㨶㓺Ἔでは発㓝スター

ター↓ῧຍ༊で䝠スタ䝭ン生成⳦ᩘのቑຍと䝠スタ䝭ンの

積が認められましたが、発㓝スターターῧຍ༊では䝠スタ䝭

ン生成⳦ᩘ及び䝠スタ䝭ン積をᢚ制できることを確認しまし

た。 

㣴中の䜰䝃リẆのᚤ㔞元⣲組成のኚ化が、ཎ産国ุ

ู分ᯒに及䜌すᙳ㡪を調査しました。その⤖果、外国産の

䜰䝃リẆは㣴中にẆの元⣲組成がኚ化し、㣴はཎ産国

ุูにᙳ㡪することが♧၀されました。また、䝠䝆䜻⇱ຍ

ᕤရのᚤ㔞元⣲分ᯒを行い、ཎ産国䛤との特ᚩを調べまし

た。 

セ䝺ノ䝛インの生理活性を調べるため、ᇵ㣴⣽⬊を用い

てᢠ㓟化能を評価しました。その⤖果、セ䝺ノ䝛インはᇵ㣴

⣽⬊のᢠ㓟化能を上᪼させました。また、⬡㉁代ㅰ関連機

能の検ドのため高⬡⫫㣗䝬䜴スに海⸴をえた⤖果、⾑中

総䝁䝺ス䝔䝻ー䝹がపୗし、⬡㉁代ㅰを改ၿするྍ能性が

認められました。セ䝺ノ䝛インについては㣗ရ関ಀの会社と

知㈈等で、また平成 28 年度に開発した䝞䝺ニンについては

水産会社とၟရ化にྥけて༠㆟中です。 

㣴Ṫ䜰䝽䝡のྍ㣗部から⇕水ᢳ出䜶䜻スを調〇し、セ

ン䝃で分ᯒしたところ、䛂᪨䛃䛂ሷ䛃䛂᪨䝁䜽䛃の 3 つの

㉁㡯目について推定್と䜀れる強度を求めることがで

きました。また、ノリについてセン䝃分ᯒの方法を確立しま

した。 

䝤リ〓ኚ㜵Ṇ技術については、䝤リ⾑合➽の㓟⣲䜺ス置

᮲௳を検討し、㓟⣲䜺スᾐ㏱性と〓ኚᢚ制のほ点から、

1䉝もしくは 2䉝でのฎ理が最㐺な᮲௳であることを見出しま

した。 

㖯ᏊἈ及びᮾி‴産䜰䜹䜶イの䝠䝺㌾㦵について䝁ン䝗

䝻イ䝏ン◲㓟の、⫢⮚について高度㣬⬡⫫㓟及びス䜽

䝽䝺ンの分ᯒを実施し、⫢⮚にはス䜽䝽䝺ンはྵまれないこ

と、高度㣬⬡⫫㓟が㏻年高ྵ有ྵまれること、及び㌾

㦵中の䝁ン䝗䝻イ䝏ン◲㓟も㏻年高ྵ㔞ྵまれることを᫂ら

かにしました。また、䜰䜹䜶イについて、㈓ⶶ 度と㩭度ప

ୗ（. ್）及び⮯Ẽ生成（9%1）との関ಀを調べ、ịⶶ（0䉝）

㈓ⶶすることにより㩭度పୗと⮯Ẽ生成をᢚ制できることを

᫂らかにしました。 

䜰䝃䜽䝃ノリⴥ≧体を᥇㞟し、㐟㞳䜰䝭ノ㓟の分ᯒを行っ

た⤖果、海ⱏの主要࿊成分とされている䜰䝷ニンとグ䝹タ

䝭ン㓟については、ᆅ点による㐪いは最大でも⣙ 1�� ಸにと

䛹まることを᫂らかにしました。 

水産㣗ရの安全･安ᚰに関連して、*,（ᆅ理的表♧）保

ㆤ制度の認ドを取ᚓした㣴Ṫ䜼ン䝄䜿とシ䝷ス、$(/ 認ド

を取ᚓした㣴Ṫ䝤リを対㇟にᾘ費者䜰ン䜿ー䝖を実施しまし

た。2UGHUHG /RJLW 0RGHO 分ᯒの⤖果、認ドを取ᚓした水産

物に対し高い㉎入意欲を♧すᾘ費者の特ᚩとして、㨶㢮

㉎入に新㩭さを重どする人、認ド䝬ー䜽を安全性の認ド

としてಙ㢗できるという人等が♧されました。 

水産物における安全・安ᚰにಀる認ドの取ᚓがᾘ費者

の㉎入意欲にᙳ㡪を及䜌す要ᅉの解᫂は、㈍ಁ進にᐤ

するとともに、生産者の収入ྥ上につながる成果として評

価できうるものです。また、認ドを取ᚓした水産物に対して

㉎入意欲の高いᾘ費者の特ᚩを定㔞的に᫂らかにしたこと

は、公的機関等が行う認ド制度の存在意⩏をᨭ持する成

果で、行政施策に㈉⊩しています。 

㻌

(�) 海洋・生態系モニタリングと次世代水産業のための

基盤研究㻌

自↛⎔ቃに౫存した水産業をᨭえる研究開発を効率的

かつ着実に推進するため、基盤となる海洋・生態系の長期

モニタリングを実施するとともに、㑇ఏ資源、ᶆ本等の収㞟・

評価・保存、活用等に積極的に取り組䜏ます。次世代水産

業とᆅᇦ活力創造のため、␗分野⼥合をಁ進し、䝀ノム

報と生現㇟を一体的に解ᯒする技術（䜸ー䝭䜽ス解ᯒ技

術）や ,&7 技術等のᑟ入による基盤研究に取り組䜏ます。 

 

䐟 ᾏὒ䞉⏕ែ⣔䝰䝙䝍䝸䞁䜾䛸䛭䜜䜙の㧗度ཬ䜃Ỉ⏘

⏕≀の㞟ಖᏑ⟶⌮の䛯めの◊✲㛤Ⓨ 

日本࿘㎶海ᇦで海洋・生態系モニタリングを⥅続的に実

施し、Ẽೃኚືに伴う海洋と生態系のኚືを把握するととも
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に、生態系の構造と機能に関する理解の῝化を進め、ᚓら

れた⤖果を取りまとめて㐺ษに発ಙします。海洋・生態系モ

ニタリングの効率化と高⢭度化のため、䝯タ䝀ノム解ᯒのᑟ

入や水中グ䝷イ䝎ー、㡢㡪技術、自ᚊᆺ↓人₯水機（$89）

ほ 等の水産分野への㐺合化等を進めてセンシング技術

の高度化を図ります。ྛ✀ほ 䝕ータを一体的に統合して

利活用できる䝕ータ統合シス䝔ムを開発するとともに、統合

された䝕ータを同化しኴ平洋䡚日本࿘㎶ἢᓊᇦをシーム

䝺スにᢅう海ἣ予 ྍ能なシス䝔ムを実現し、ἢᓊ୪びに

ᅇ㐟資源の中▷期漁海ἣ予報の基盤を構⠏します。海洋

⎔ቃ䝕ータを㐺ษに収㞟・保存・管理し、㎰ᯘ水産┬のẼ

ೃኚື㐺応計画推進の基盤の強化と国が進める海洋報

の一元化に㈉⊩します。海洋⎔ቃ䝕ータとともにᶆ本や㑇

ఏ資源、䝀ノム報等の研究資源をᡓ␎的に収㞟・保存・

管理、活用するシス䝔ムを構⠏し、水産研究や産業への利

活用に取り組䜏ます。 

海洋・生態系及びᨺᑕ能のモニタリングを⥅続し、既ᚓ

䝕ータのᩚ理、解ᯒを進めました。解ᯒの⤖果、海㐨ཌ

ᓊἈのぶ₻をᶓษる定⥺（$�OLQH）の༡部では、㯮₻続ὶὶ

㊰の安定・安定に連ືして表層から 300P ῝でのሷ分が

ኚືするྍ能性がある、㟼ᒸ┴ᚚ๓ᓮἈの㯮₻をᶓษる定

⥺（2�OLQH）では、㯮₻ὶ軸┤ୗ 200P ῝の水 が �0 年๓

にẚべて 0�� 度⛬度上᪼しているྍ能性がある、新₲┴బ

渡ᓥἈの定⥺（6,�OLQH）では、新₲┴定⥺ほ 䝕ータを用

いることでబ渡ᓥ࿘㎶ᇦでの対㤿ᬮὶの構造についての

新知見がᚓられるྍ能性があります。㮵ඣᓥ┴⏋ᓥからす

方へᮾシ䝘海をᶓษる定⥺（&.�OLQH）では、ᰤ㣴ሷほ ⤖

果からᮾシ䝘海大㝣Ჴ上でపሷ分水がᙇり出すと❅⣲

足からリン足にኚ化し一次生産に大きなᙳ㡪をえるྍ

能性があることが♧されました。ᨺᑕ能モニタリングでは、⚟

ᓥ┴海ᇦにおいて海洋⎔ቃ、水産生物、海ᗏᅵの調査を

実施し、生態系を㏻䛨てᨺᑕ性物㉁が䛹のようなᣲືを♧

すのか、またその⛣行・ῶ⾶䝥䝻セスについて研究を進めま

した。また䝠䝷䝯な䛹ᗏ生㨶のセシ䜴ムపୗ㏿度が㐜い要ᅉ

について検討するため、新たな ჾによる海ᗏ┤上水の᥇

水等を行いました。引き続きス䝖䝻ン䝏䜴ムの分ᯒを⥅続し、

䝖リ䝏䜴ム分ᯒᡭ法の確立にྥけて研究を進めました。ᨺᑕ

性物㉁に関する研究は、㟈⅏後 8 年経㐣してもなお社会的

関ᚰの高い問題であるため、䝯䝕䜱䜰および水産庁を㏻䛨た

ከくの問い合わせをཷけ㐺ษに対ฎしました。 

⎔ቃモニタリングに䝀ノム報をᑟ入するため、⯪上での

䝃ン䝥リング方法、分ᯒ㡯目や分ᯒ方法な䛹のᡭ法を確定

し、⯪上でのほ స業䝬ニ䝳䜰䝹をస成しました。 

䝛䝑䝖䝽ー䜽ᆺ計㔞㨶⩌᥈知機、水中グ䝷イ䝎ー㐠用シス

䝔ム、ὸ海ᇦ生態系ほ シス䝔ムな䛹のᑟ入によりほ ᡭ

法の高度化を図り、の重点研究課題における成果の活用

を進めています。 

䝛䝑䝖䝽ー䜽ᆺ計㔞㨶⩌᥈知機の開発では、䜸䜻䜰䝭分ᕸ

をᢳ出対㇟とし、⯪上で自ື解ᯒした䝕ータをᅽ⦰し、⯪⯧

㟁ヰ等で㝣上に㌿㏦するシス䝔ムの設計を行い、生䝕ータ

をᅽ⦰し、リ䜰䝹タイム㨶⩌᥈知シス䝔ムとして実ྍ能で

あることを確認しました。水中グ䝷イ䝎ー㐠用シス䝔ムの構⠏

の䠍つとして、水中グ䝷イ䝎ー䠖6HDJOLGHU に対応した䝟䝷䝯ー

タ自ື設定シス䝔ムの実を行い、グ䝷イ䝎ー制ᚚに有効

であることを確認しました。ὸ海ᇦ生態系ほ シス䝔ムの高

度化については、野外ᙳ画ീから生物᥈知し、認識⤖果

を䝯ー䝹㏻知するシス䝔ムを開発し、実ᆅ䝔ス䝖を実施しまし

た。水中グ䝷イ䝎ーほ を容᫆にするシス䝔ム開発が進ん

でおり、グ䝷イ䝎ーをったἈ合ほ 䝕ータの充実が、海ἣ

予報等に広く活用されている海洋予 シス䝔ム �)5$�

5206�の⢭度ྥ上に㈉⊩しました。新海ἣ予 シス䝔ムの

開発・改Ⰻが確実に進んでおり、その成果が水産庁業で

の今後の活用が期ᚅできます。 

新海ἣ予 シス䝔ムの開発・改Ⰻを⥅続しました。特に、

ఀ㔛‴を対㇟として、内‴ス䜿ー䝹の海洋構造を表現す

ることがྍ能な㉸高解ീ度ἢᓊモ䝕䝹の開発を進めました

（資ᩱ䠕）。 

調査䝕ータの収㞟・管理ᡭ法では、問題点をᩚ理すると

ともに、問題点の䠍つである調査㛫で␗なる䝕ータ収㞟方法

について、ᰂ㌾に対応できる体制をᩚえました。平成 29 年

度までのᮍ収㞟䝕ータに対応するため、࿘知ᚭᗏ等により

機構内の収㞟体制の⥅続強化を図りました。 

㑇ఏ資源としての有用ᰴの保存管理を計画㏻り実施しま

した。海⸴㢮では新たに 4 ᰴを䜰䜽䝔䜱䝤䝁䝺䜽ション化しま

した。ᚤ⣽⸴㢮の保存法の改Ⰻについては、ᚤ⣽⸴䝔䝖䝷

セ䝹䝭スの高ᐦ度⣽⬊䝨䝺䝑䝖を⦆៏⤖することによって、

⤖保ㆤを用せ䛪に⣽⬊を元できる新たな方法の

開発を進めました（資ᩱ 10）。なお、㑇ఏ資源は機構内外に

配ᕸされ、育✀、㨶対策な䛹の研究開発にᙺ立っており、

䝽ムシ㢮に関しては㣵ᩱとして✀ⱑ生産技術開発にᐤし

ています。ື物䝥䝷ン䜽䝖ンについては、201�年度༸⛶調

査業での新つ᥇㞟ᶆ本、機関からの⛣管ᶆ本の合計
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3 本分をᩚ理、䝕ータベースⓏ㘓し、関ಀ者と共有しまし

た。༸⛶については、㐣ཤ及び当ヱ年度のኴ平洋䝤䝻䝑

䜽外をྵ䜐᥇㞟ᶆ本⣙ 1�0 䜿ース分を収㞟、ᩚ理、㟁Ꮚリ

ス䝖化しました。ῐ水㨶ᶆ本については、日本産ᾮᾐᶆ本

全ての䝋ー䝔䜱ングと同定を⤊しました。㨶㢮図㚷につい

ては、ᡭ᭩きཎ✏ 24 ✀分の㟁Ꮚ入力を行いました。保存し

ているྛ✀ᶆ本は国やᆅ方の業で行われる研究開発の

材ᩱとして用いられ、科学的成果の創出に㈉⊩しています。 

生Ṫ⣽⬊㝖ཤ法として、%XVXOIDQ�ᢠがんの一✀�のᢞ

法を検討しました。␗なる %XVXOIDQ ⃰度で䝤リへの給㣵

試験をした⤖果、㞤や㞝の生Ṫ⭢重㔞はపୗしました。ま

た、ぶ㨶のᑠᆺ化について、�0䠂の制㝈給㣵で成長をᢚ

制できることがわかりましたが、生ṧ率のపୗが課題となりま

した。 

䜰䜴䝖䜹ムとして、一⯡ྥけの䝟ン䝣䝺䝑䝖、シン䝫䝆䜴ムへ

の対応な䛹ከくのⴭస物を㏻䛨て研究成果を発ಙしていま

す。 

 

䐠 次世代水産業及び分野技術の水産業への応用の

ための研究開発㻌

䜸ー䝭䜽ス解ᯒ技術をᑟ入し、有用ᙧ㉁とリン䜽した㑇ఏ

Ꮚ発現や代ㅰ産物に関する報の積と有用な㑇ఏᏊや

分Ꮚ䝬ー䜹ーの᥈⣴等により、育✀や⎔ቃデ᩿、⎔ቃಟ、

重要水産資源の評価技術等の高度化のための基盤となる

技術を開発します。また、次世代の水産業に重要なẼೃኚ

ືへの㐺応化に資する研究開発を行い、水産業のẼೃኚ

ືへの䝺䝆リ䜶ンス（㡰応力）の強化にᐤします。༟㉺し

た㣫育技術や漁ປ技術等の䝕䝆タ䝹䜰ー䜹イ䝤化を進め、

技術の⥅ᢎ୪びに人ᡭ足対策と䝁ス䝖๐ῶ対応のための

䝻䝪䝑䝖技術の開発に㈉⊩します。さらに、,&7 技術や生

ྍ能䜶䝛䝹䜼ー活用技術等を取り㎸んで次世代水産業の

ための基盤技術の開発に取り組䜏ます。 

䜸ー䝭䜽ス報の䝕ータベースの管理・利用方㔪をస成

し、䝕ータ㜀ぴ・䝎䜴ン䝻ー䝗がྍ能なインター䝣䜵ースを構

⠏しました。また、一部の䜸ー䝭䜽ス䝕ータを᱁⣡し、機構内

部での試験㐠用を開ጞしました。 

育✀に関しては、配ᕸ用䜽䝻䝬グ䝻 '1$ ከᆺ報䝕ータ

ベースを成し、ニ䝩ン䜴䝘䜼の大つᶍ配ᐙ系の㑇ఏ解

ᯒにより㨶期㛫が㑇ఏすることを᫂らかにする㻌 （資ᩱ 11）

とともに、1��91� の 613 ᗙについて䝆䜵ノタイ䝢ング䝕ータ

をᚓて、ኚ態開ጞ日㱋に関する䝀ノム䝽イ䝗┦関解ᯒ及

び䝀ノム育✀価の推定を行い、䜰䝁䝲䜺イについて┿⌔の

5*% 画ീを用いたရ㉁推定䜰䝹䝂リズムを開発しました。

その、䝤リの䝗䝷䝣䝖䝀ノムస成と㑇ఏᏊ予 を行い、これ

らのሷ基配ิと予 㑇ఏᏊをㄽᩥとして公表するとともに、

中ኸ水産研究所の䝩ーム䝨ー䝆で䝤リ全予 㑇ఏᏊ配ิ

報公開しました。ス䝆䜰䝷䝗䝷䝣䝖䝀ノム配ิの構⠏、ኳ↛

䜴䝘䜼㨶㣵ᩱの㣵ᩱ構成要⣲物㉁のリス䝖化や、㣵ᩱ要

⣲と⪃えられるᚤ生物の༢㞳ᇵ㣴の成ຌ、㣵ᩱ⎔ቃの理解

な䛹、ニ䝩ン䜴䝘䜼㨶の✀ⱑ育成技術開発に資する知

見・資ᩱな䛹の積が着実に進んで、成果をあ䛢ています。㻌  

⎔ቃデ᩿に関しては、統合䜸ー䝭䜽ス技術で基礎生産者

である⌛⸴の活性デ᩿技術を開発し、䜽䝻䝬グ䝻㣴Ṫ場に

調査定点を設け、䝯タ䝀ノム解ᯒ（┿᰾・ཎ᰾生物）の系

ิモニタリングを実施しました。㉥₻ື態予 䝬ー䜹ーの᥈

⣴に関しては、有ᐖ㉥₻⸴䜹䝺ニ䜰のගス䝖䝺ス応⟅㑇ఏ

Ꮚを特定しました。⎔ቃಟに関しては、野外水ᵴ内で➉

Ⅳをᗏ㉁にᇙ設したところ㟁పୗが対㇟༊にẚべᑠさく

なるな䛹（⎔ቃ㈇Ⲵがᑠさい）有効性が立ドされ、野外での

自立ᘧ㟁 定置を開発しました。合わせて、基礎とな

る報等の収㞟や予備試験を実施し、ᗏ生ື物のᢳ出ᾮ

やセ䝹䝷ー䝊（ᕷ㈍）をῧຍすることで、有ᐖ・有ẘ䝥䝷ン䜽

䝖ンシス䝖の発ⱆᩘがῶᑡしました。 

ᒾᡭ┴⯪㉺‴においては、 ᬮ化によるἢᓊᇦの水 ・

ᰤ㣴ሷ⎔ቃኚ化が䝽䜹䝯の生育にえるᙳ㡪の評価を開ጞ

しました。୕㝣ἢᓊのᰤ㣴ሷ供給モ䝕䝹を用した䝽䜹䝯㣴

Ṫ場におけるᰤ㣴ሷ⃰度の �0 日㛫予報の公表を開ጞした

ことは、䝽䜹䝯㣴Ṫのⱆⴠ䛱のᅇ㑊にᙺ立っています。また、

将来の ᬮ化の生態系ᙳ㡪評価に資する報の取ᚓを目

的として、ᐑᇛ┴長ᾆ‴における㐣ཤの長期的なẼೃኚື

とື᳜物䝥䝷ン䜽䝖ンのኚ㑄に関するሁ積物報を取ᚓしま

した。日本࿘㎶海ᇦの海洋表層㓟化Ⅳ⣲⃰度（S&22）と

表層ᰤ㣴ሷ⃰度のモニタリングを行い、国㝿䝕ータベース

を㏻䛨て取ᚓ䝕ータを公表するとともに、取ᚓ䝕ータを用い

た海洋&22྾収㔞の高⢭度算定⤖果とᰤ㣴ሷの経年ኚື

に関する解ᯒ⤖果をそれ䛮れㄽᩥ・国㝿シン䝫䝆䜴ム等に

より公表しました。海洋の &22 収㞟㔞算定⤖果については、

2019 年度にห行予定の ,3&& の海洋・㞷ịᅪに関する特

ู䝺䝫ー䝖に引用されているほか、⎔ቃ┬Ẽೃኚືᑠጤဨ

会䛂日本のẼೃኚືとそのᙳ㡪䛃等の広⠊な分野で行政的

に利用されています。また、海洋中層における㓟性化の進

行≧ἣと、それに対応した中層ᾋ㐟性有Ꮝの分ᕸおよび

Ẇཌのኚ化に関する調査⤖果をとりまとめ、ห行図᭩として

公表しました。ᒾ♋生態系の㓟性化応⟅に関する � 年㛫に
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およ䜆㣫育実験の⤖果をとりまとめ、国㝿学会をྵ䜐」ᩘ

の学会報告として公表しました。ᛴ₻について、リ䜰䝹タイム

ᛴ₻予 シス䝔ムで᥇用している䛂ᛴ₻指ᩘ䛃を日本ἢᓊの

₻ὶ㏆ᮍ来予 モ䝕䝹出力⤖果に㐺用し、将来における

ᛴ₻現㇟の㢖度・⥅続㛫等のቑῶഴྥの評価を行いま

した。ᒣ‴におけるᛴ₻発生機構が解᫂されたことにより、

同‴におけるᛴ₻予 の⢭度がྥ上しました。 

䛂の技䛃については、䝽ムシᇵ㣴やタイ䝷䜼の㣫育、⌛

⸴ᇵ㣴について、⇍⦎者によるస業の䝕䝆タ䝹䜰ー䜹イ䝤

化を進めました。要所や䝁䝒を⫗ኌでㄝ᫂してもらいື画と

ともに記㘓し、㘽となる技術について調査༠力者と確認し、

ᩚ理しました。㣫育技術の䝡䝕䜸画ീは、技術ㅮ⩦会資ᩱ

としてわれጞめています。 

また、⯟海シ䝭䝳䝺ータをって、漁⯪᧯⯪技術の䝕䝆タ

䝹計 を実施しました。 

担いᡭ問題については、定㔞的に分ᯒするための調査

を実施しました。� 次産業化による問題解決のため、䝣䜱ー

䝹䝗調査や既存報告の䝯タ解ᯒを行いました。高㩭度高

ຍ価್ၟရは水ᥭ䛢からᾘ費までの㛫が価್を決定す

るため、ᆅ場でᾘ費できる � 次産業化のがከいことを

᫂らかにしました。また、ప・ᮍ利用㨶㢮にຍ価್を

けて � 次産業化するもከく、これはᆅᇦ内の既存ス䝔

ー䜽䝩䝹䝎ーとの関ಀ性がᙳ㡪しているのではないかと推

ᐹしています。 

水産業就業者足に対する┤᥋的な解決策として高㱋

化対策とዪ性の就業をಁ進するため、海㐨と༠力して研

究を実施し、㐨庁職ဨの研ಟで報提供を行いました。 

水⣲⇞ᩱ㟁ụ㣴Ṫస業⯪については、㞳ᓥで用中の

㣴Ṫస業⯪の性能をᶍᆺ試験等で評価した上で、」ᩘの

一⯡配置をᆅ元漁業者に提♧し、出された意見をཧ⪃に

して試設計をస成しました。 

調査⯪たかをἢᓊ漁⯪に見たてた䝡䝑グ䝕ータ㐠用実

験を㏻年実施し、活用に必要な技術的課題をᩚ理、解決す

るとともに、䜴䜵䝄ー䝹ー䝔䜱ングによる䛂安全かつ最▷㛫䛃

⯟㊰のἢᓊ漁⯪への有用性を確認しました。 

 

㻵㻙㻞㻚 ேᮦ⫱成業務 

 

䛂水産基本計画䛃に༶し、水産業が┤㠃するㅖ課題に的

確かつ効果的に対ฎすべく水産業を担う人材の育成を図る

ため、水産に関する学理及び技術の教ᤵ୪びにこれらの業

務にಀる研究を行います。 

 

(1) ᩍ⫱ᶵ㛵䛸䛧䛶のㄆᐃ➼の⥔ᣢ 
水産のᑓ㛛ᐙとして活㌍できる人材を育成するため、独

立行政法人大学改㠉ᨭ・学ᤵ機構による教育課⛬

の認定及び一⯡社ᅋ法人日本技術者教育認定機構

（-$%((）による技術者教育䝥䝻グ䝷ムの認定をཷけるととも

に、国ᅵ㏻大⮧による⯪⯧職ဨ㣴成施設としてのⓏ㘓を

維持しています。 

教育の㉁のྥ上及び教育機関としての認定等の維持に

努め、水産業及びその関連分野への就職合 ���௨上の

確保、⣭海技ኈචチ➹記試験ཷ験者の合᱁率 80�௨上

を確保するな䛹、水産業を担う中᰾的な人材を育成する教

育を持続的に実施しました。 

独立行政法人大学改㠉ᨭ・学ᤵ機構による教育

課⛬の認定を維持するため、学生によるᤵ業評価䜰ン䜿ー

䝖を実施し、ᤵ業の改ၿにᫎしました。教ဨによるᤵ業ཧ

ほ及びຮ強会を実施し、教ဨ㛫で意見を行い、ᤵ業の

進め方についての知見を共有しました。䝣䜯䜹䝹䝔䜱ー・䝕䜱

ベ䝻䝑䝥䝯ン䝖（)'䠖教ဨがᤵ業内容・方法を改ၿしྥ上させ

るための組織的な取組の総⛠）活ືを㏻䛨て教育の㉁のྥ

上を図りました。ྛ学科においても一⯡社ᅋ法人日本技術

者教育認定機構（-$%((）の基本的な⪃え方を理解するた

めの取組を㏻䛨、ᤵ業改ၿを行いました。 

ᒣ口大学開ദのㅮ₇会（䝔ー䝬䠖大学教育と䜰䜽セシ䝡リ

䝔䜱）を、㐲㝸ㅮ⩏シス䝔ムを用いて水産大学校でཷಙ・ཷ

ㅮしました。 

また、水産学研究科ᒚಟつ⛬の一部改正に伴い、学

ᤵ機構へኚ᭦のᒆけ出を行いました。 

-$%(( による認定を維持するため、上記の )' 活ືにຍ

え、௨ୗの取組を行いました。 

2019年度 -$%((認定基‽改定に対応するため、-$%((

認定基‽改定ㄝ᫂会にཧຍし収㞟した報を㋃まえ、報

科学に関連する科目についてはシ䝷䝞スの学⩦・教育฿㐩

目ᶆḍに䛂&䛃（ᩘ学、自↛科学及び報技術に関する知識

とそれらを応用できる能力）の記㍕を行いました。学生が༞

業ㄽᩥ、༞業研究において、䝷䝪ノー䝖をస成する㝿のཧ⪃

図᭩をⶶ᭩としてᩚ備するな䛹、図᭩㤋を学生が積極的に

活用出来るよう配៖しました。なお、平成 30 年度において、

ᑂ査となる重要なኚ᭦はありませんでした。 
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国ᅵ㏻大⮧による⯪⯧職ဨ㣴成施設にಀる取組につ

いては、資㉁基‽に㐺合した教育シス䝔ム（資㉁基‽シス

䝔ム（4XDOLW\ 6WDQGDUG 6\VWHP）（௨後、466 という））につい

て、国ᅵ㏻┬からጤクをཷけた日本海༠会による┘査

をཷけ、䛂水産大学校の海技ኈ教育は国㝿基‽を༑分に‶

たしている。䛃、䛂-$%(( 認定、)' 活ື、(&',6�㟁Ꮚ海図

報表♧置�ㅮ⩦の教育ྥ上、外部䝁䝭䝳ニ䜿ーションと

して保ㆤ者との᠓ㄯ会や業との意見の実施୪びに

466に関する記㘓及び᭩㢮のస成・保管が㐺ษである等が

主な長所としてඃれている。䛃との評価をཷけました。 

67&: ᮲⣙（⯪ဨのカ⦎及び資᱁ド᫂୪びに当┤の基

‽に関する国㝿᮲⣙）改正に伴う設備及びㅮ⩦等に対応し

て、⯪⯧職ဨ及びᑠᆺ⯪⯧᧯⦪者法施行つ๎第 4 ᮲の 4

のつ定に基づく (&',6 ㅮ⩦を実施するとともに、⯪⯧職ဨ

及びᑠᆺ⯪⯧᧯⦪者法施行つ๎第 3 ᮲の � 第 1 㡯第 2

ྕ、第 4 ྕ及び第 � ྕのつ定に基づくᩆㅮ⩦として、ᑓ

ᨷ科ᤵ業科目の䛂応用海技₇⩦䛃で、ᩆ⯲及び進水置

を用してのᩆㅮ⩦を実施しました。このことにより、海洋

生産管理学科及びᑓᨷ科⯪⯧㐠⯟課⛬、海洋機Ეᕤ学科

及びᑓᨷ科⯧用機関課⛬は、それ䛮れ୕⣭海技ኈ（⯟海）

第一✀㣴成施設及び୕⣭海技ኈ（機関）第一✀㣴成施設と

してのⓏ㘓⯪⯧職ဨ㣴成施設、海技චチㅮ⩦Ⓩ㘓機関、

⯪⯧⾨生管理者㐺௵ド᭩のⓏ㘓機関、第一⣭海上特Ṧ↓

⥺技ኈ長期ᆺ㣴成課⛬及びⓏ㘓ᑠᆺ⯪⯧教⩦所等にお

いてⓏ㘓認定機関を維持しました。 

⯪⯧職ဨ㣴成施設のⓏ㘓⏦ㄳ等要㡿第 9 ᮲の 1 のつ定

により、教ဨ人␗ື等に伴うኚ᭦ᒆ出を行いました。 

漁業⦎⩦⯪䛂⪔洋䛃と䛂ኳ㮚䛃については、⦎⩦⯪とし

て国ᅵ㏻┬より認定をཷけており、୕⣭海技ኈචチ取ᚓ

に必要な⯪実⩦を行いました。また、2 㞘体制でのྛ学

科の䜹リ䜻䝳䝷ムにἢった⯪実⩦を維持しました。 

䛂ኳ㮚䛃では調査⯪としての設備・機能を活かして、日

本海༊水産研究所の調査をᑓᨷ科⯪実⩦期㛫中にも 3

⯟海実施することにより、最新の調査体験や調査ဨによる

ㅮ⩏を実施しました。 

漁業⦎⩦⯪䛂ኳ㮚䛃については、調査機能をేせ持つ

新しい漁業⦎⩦⯪（⯪⯧職ဨ及びᑠᆺ⯪⯧᧯⦪者法施行

つ๎ู表第භ備⪃ 2 における国ᅵ㏻大⮧がูに定める

基‽に㐺合する⦎⩦⯪で、Ⓩ㘓⯪⯧職ဨ㣴成施設の教育

の内容の基‽等を定める告♧ู表第⦎⩦⯪による実⩦

の基‽における䛂⦎⩦⯪の設備䛃として必要な設備をᦚ㍕）

として平成 29 年 10 月に❹ᕤし、平成 30 年 � 月 13 日に公

┈社ᅋ法人日本⯪⯧海洋ᕤ学会がᤵ㈹するシ䝑䝥･䜸䝤･

䝄･イ䝲ー201� の䛂漁⯪･స業⯪部㛛㈹䛃をཷ㈹しました（表

1�）。 

水産庁⿵ຓ業（水産高校༞業生を対㇟とした海技ኈ

㣴成業（海技ኈ㣴成のための実⩦計画、指ᑟ䝬ニ䝳䜰䝹

策定業））を実施し、実⩦計画と指ᑟ䝬ニ䝳䜰䝹をస成し

ました。 

 

(�) Ỉ⏘に㛵䛩䜛Ꮫ⌮ཬ䜃ᢏ⾡のᩍ⫱ 
水産資源の持続的な利用、水産業の担いᡭの確保、安

全な水産物の安定供給な䛹、水産業の課題や水産政策の

方ྥ性を㋃まえ、水産に関連する分野を担う有Ⅽな人材を

供給するため、水産大学校の本科、ᑓᨷ科及び水産学研

究科において、広く全国から意欲ある学生を確保します。ま

た、⿻┈する水産業界との取組や機構のྛ研究所等へのイ

ンターンシ䝑䝥の充実や機構の研究開発に携わった学生に

対する༢認定の組䜏の構⠏を検討することな䛹により

教育内容の高度化等を図り、水産業、水産政策の重要課

題に的確に対応する幅広い見識と技術、実社会での実力

を発揮するための社会人基礎力を有する、創造性豊かで水

産の現場での問題解決能力を備えた人材の育成を行いま

す。 

本科、ᑓᨷ科、水産学研究科の定ဨ確保に努めながら、

水産に関する幅広い見識と技術、実社会でその実力を発

揮するための社会人基礎力を㌟にけさせ、創造性豊かで

水産の現場での問題解決能力を備えた人材を育成します

（表 1）。 

 

䐟 本科㻌

（水産ὶ㏻経Ⴀ学科、海洋生産管理学科、海洋機Ეᕤ

学科、㣗ရ科学科及び生物生産学科） 

新入学生の学力ᕪを⦆させるため、リ䝯䝕䜱䜰䝹教育の

実施による基礎学力のྥ上に配៖するとともに、水産全⯡

に関する基本的な知識の上にྛ学科のᑓ㛛分野の教育・

研究を体系的に行い、水産のᑓ㛛ᐙとして活㌍できる人材

育成を௨ୗのとおり実施しました。 

㻌

䜰. 水産に関する総合的な教育の推進㻌

水産大学校は、我が国で၏一、ㅖ分野が総合的・有機的

に関連する水産業・水産学をໟᣓ的にᢅっている水産ᑓ㛛

の高等教育機関であり、水産へのᚿྥ性をప学年からື機

ける教育から高度のᑓ㛛教育までを学科の科目のᒚ
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ಟ等をྵめ体系的に実施し、水産に関する学理及び技術

の総合的な教育を推進します。 

水産へのᚿྥをື機ける教育として、1 年次๓期に開

ㅮする水産学ᴫㄽにおいて、機構ᙺဨ、水産大学校ᖿ部

職ဨがㅮ⩏を行い、水産に関する⯆と幅広い知識を持た

せたほか、័海性を㣴うために、1 年次の海技実⩦で行う

䛂㐲Ὃ䛃のためのಶ人指ᑟの実施や、㨶㣗に័れぶし䜐た

めに、水産物を取りᢅう産ᆅᕷ場やຍᕤᕤ場等の見学を積

極的に実⩦に取り入れました。また、㨶ᕷ場で新㩭な㨶の

調理実⩦を行うな䛹、実ᆅ体験ᆺ教育を引き続き実施しまし

た。 

水産に関する総合的知識を㌟にけさせるため、4 学科

で学科の学生ྥけのᑓ㛛教育科目を必ಟ科目として開

ㅮし、学科が開ㅮするᑓ㛛教育科目のᒚಟを認め、自⏤

㑅ᢥ科目として一定の᮲௳のもとにಟᚓした༢を自学科

の༞業に必要な༢として認めました。共㏻教育科目の水

産一⯡科目でྛ学科が学科のための必ಟ科目を開ㅮし

ました。 

 

䜲. ⦎⩦⯪、実験実⩦場等を活用した実ᆅ体験ᆺ教育の推

進㻌

水産業・水産学への理解のಁ進と現場対応能力の㣴成

のため、水産大学校の⦎⩦⯪、実験実⩦場等の施設及び

ᕷ場や漁ᮧな䛹といった水産現場を活用した実ᆅ体験ᆺ教

育を、ᗙ学との効果的な組䜏合わせにより推進します。さら

に、グ䝻ー䝞䝹産業である水産業の特ᚩを㋃まえ、国㝿共

同調査や公海ᇦ等での漁業実⩦等を㏻䛨、国㝿的ど野で

の水産資源管理・利用教育を実施します。その㝿に、機構

のྛ研究所等との連携を図りつつ教育内容の高度化を図り

ます。 

䜹リ䜻䝳䝷ム⦅成において、共㏻教育科目を 1、2 年次に

開ㅮして基礎的な㡯を理解させ、その後に高度なᑓ㛛教

育科目を開ㅮするように䜹リ䜻䝳䝷ム⦅成を行いました。特

に海技ኈ教育は本科及びᑓᨷ科までを㏻䛨た � 䜹年一㈏

教育を意識し、ᗙ学と⯪実⩦を組䜏合わせた効果的・効

率的な䜹リ䜻䝳䝷ム⦅成のୗで実施しました。 

⦎⩦⯪を用いた実⩦では、海洋ほ 、海洋調査、漁業᧯

業等を洋上で行い、そのᡭ法やス䜻䝹を学䜀せました。ま

た、㐲洋⯟海実⩦では、外国のᐤ ᆅにおける国㝿ὶを

㏻䛨て、国㝿ឤぬを㣴うとともに、国㝿㈉⊩及び国㝿ὶの

重要性を認識させました。 

水産現場（ᕷ場、施設な䛹）の見学やそこでാく人との対

ヰを㏻䛨て水産現場の≧ἣや問題点を認識させました。 

機構のྛ研究所等との連携による教育現場への対応とし

て、機構本部及び研究所職ဨが特ูㅮ⩏や㞟中ㅮ⩏を行

いました。また、機構のྛ研究所を対㇟に、ᚑ来のインター

ンシ䝑䝥にຍえ、2 年次の期ఇ業日にཧຍできるインター

ンシ䝑䝥を新たに設け、ከᵝな体験がྍ能になるよう制度の

充実を図りました。 

 

䜴. 水産にಀる最新ືྥの教育への的確なᫎと問題解

決ᆺ教育の推進㻌

水産庁をは䛨めとする水産行政機関、試験研究機関、水

産ᅋ体・業等のᖿ部等現場の第一⥺で活㌍する者による

ㅮ⩏等を学内のᤵ業や水産現場な䛹で体系的に実施し、

水産業の課題や水産にಀる最新ືྥを理解させるほか、教

育職ဨ自らの研究成果もྵめ、内外の最新の研究・技術

報を取り入れたㅮ⩏及び₇⩦等により、画から実施、解

決に⮳る一連の取組を主ᑟできる能力を育䜐問題解決ᆺ

の教育（䜶ン䝆ニ䜰リング䝕䝄イン教育）を推進します。さら

に、⿻┈する水産業界との取組や機構のྛ研究所へのイン

ターンシ䝑䝥の充実等により教育内容の高度化等を図りま

す。 

水産関連有識者によるㅮ⩏について、水産研究所からㅮ

ᖌを積極的にᣍいて統合効果の発揮に努めたほか、問題

解決ᆺ教育として、䛂技術者理䛃において学科ΰ成のグ䝹

ー䝥学⩦により㐺ษな解決策や方法を見つけていく能力

（䜶ン䝆ニ䜰リング䝕䝄イン能力）を⩦ᚓするためのᤵ業を

実施するな䛹、௨ୗのような教育の推進に努めました。 

ྛ学科共㏻ᑓ㛛科目の䛂水産特ㄽ䛃を水産庁ᖿ部職ဨ、

機構職ဨ等をㅮᖌとして行いました。また、自体、漁業༠

同組合、水産関連業等のᖿ部・担当㈐௵者による特ูㅮ

⩏等を実施し、最新のໃ・ືྥ、最ඛ➃の技術報及び

産業界やᾘ費者ニーズ等について理解させるようにしまし

た。 

ྛ学科で実施している教育対応研究でᚓられた最新の

知見や研究・技術開発報を積極的にㅮ⩏に取り入れた

ほか、2 年次に開ㅮする技術者理においては、問題解決

ᆺ教育（3%/）として、学科ΰ成のグ䝹ー䝥学⩦による䜰䜽䝔

䜱䝤䝷ーニングᙧ態を取り入れ、㐺ษな解決策や方法を見

つけていく能力（䜶ン䝆ニ䜰リング䝕䝄イン能力）を⩦ᚓでき

るᤵ業を行いました。これらにより、最新の研究等にゐれる
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機会をቑやすとともに、実社会における対応力のྥ上につ

な䛢ました。 

学生のインターンシ䝑䝥ཧຍをಁ進し、機構内の研究所

において計 12 ྡがཧຍしたほか、ᆅ方自体の水産関連

部⨫、水産関連業、ᅋ体等で合計 44 ྡの学生がインタ

ーンシ䝑䝥にཧຍしました。なお、水産研究・教育機構での

インターンシ䝑䝥はኟ期（ᚑ来ᆺ）が � ྡ、期（平成 30 年

度新つ）が � ྡཧຍしました。ཧຍした学生においては、そ

れ䛮れの業務で実を理解し、高い職業意識がᇵわれると

ともに、自己の努力すべき点を見出し、学⩦意欲をႏ㉳さ

せるようಁしました。また、インターンシ䝑䝥ඛにおいて水産

大学校の学生は水産関連の職場における課題や問題に対

するጼໃ、解決能力に対し高い評価をཷけるな䛹、問題解

決ᆺ教育としての成果がᫎされる⤖果がᚓられました。 

 

䜶. 社会人基礎力の強化㻌

⯪実⩦や水産現場での実⩦、問題解決ᆺ教育等を積

極的に実施していく中で、社会人基礎力のᾰ㣴を図ります。

これに対する評価については、就職ඛ等への調査を実施し

把握します。 

⯪実⩦や水産現場での実⩦等を行ったほか、問題解

決ᆺ教育としては、2 年次に開ㅮする全学科共㏻の䛂技術

者理䛃において、問題解決ᆺ教育（3%/）として、学科ΰ

成のグ䝹ー䝥学⩦による䜰䜽䝔䜱䝤䝷ーニングᙧ態を取り入

れ、㐺ษな解決策や方法を見つけていく能力（䜶ン䝆ニ䜰リ

ング䝕䝄イン能力）を⩦ᚓするᤵ業を実施したほか、༞業研

究・ㄽᩥにおいて、研究課題決定、計画立、資ᩱ収㞟等

の実㊶と成果発表等を組䜏合わせて実施しました。また、䜻

䝱リ䜰䜺イ䝎ンス等の実施により、社会人基礎力を㣴いまし

た。 

社会人基礎力が㌟にいているかを調査するため、合同

業ㄝ᫂会にཧຍした業に対して、水産大学校を༞業し

たᚑ業ဨの能力について䜰ン䜿ー䝖を実施し、䐟積極的に

に取り組䜐力（䜰䜽ション）、䐠⪃えᢤく力（シン䜻ング）、

䐡䝏ームでാく力（䝏ーム䝽ー䜽）について � ẁ㝵中の上

2 ẁ㝵である䛂༑分評価䛃、䛂ほ䜌評価䛃と評価された合は

3 㡯目で 8 を㉸えました。 

 

䜸. ྛ学科のᑓ㛛分野の教育・研究㻌

水産全⯡に関する基本的な知識とともに、ྛ学科のᑓ㛛

分野の教育・研究を体系的に行い、水産のᑓ㛛ᐙとして活

㌍できる人材を育成します。 

水産全⯡に関する基本的な知識を㌟にけるとともに、

水産のᑓ㛛ᐙとして活㌍できる人材を育成するため、ྛ学

科のᑓ㛛分野の教育・研究について、௨ୗを実施しました。 

水産ὶ㏻経Ⴀ学科においては、社会学的な䜰䝥䝻ー䝏

によって水産業（漁業、水産ὶ㏻業、水産ຍᕤ業等）の経

Ⴀ分野と水産物ὶ㏻分野において、現場に᰿䛦した実㊶的

な教育と研究を行いました。 

海洋生産管理学科においては、水産資源䠉海洋⎔ቃ䠉

生産管理に関わる分野を科学的ᡭ法によって解᫂し、⯪⯧

の最新技術をもって水産資源を持続的、計画的に利用する

とともに、新しい水産業を展開するために必要な基礎的な

学理をは䛨め、幅広い理ㄽや応用技術に関する教育・研究

を行いました。 

海洋機Ეᕤ学科においては、物理を中ᚰに生物や化学

もとり入れた海洋・水産技術と機Ეᕤ学との⼥合を図り、新

たな技術分野をษりᣅくための教育・研究を行いました。 

㣗ရ科学科においては、水産物の健ᗣቑ進機能や、水

産㣗ရに⏤来する༴ᐖ、さらには水産物の高度利用技術

についての教育・研究を行いました。 

生物生産学科においては、自↛⎔ቃとの調を図りつつ

水産資源を持続的に利用する方法及び水産ື᳜物のቑ㣴

Ṫに必要な基礎学理から最新の応用技術までの総合的な

教育・研究を行いました。 

 

䐠 ᑓᨷ科㻌

水産の現場でྍḞな水産系海技ኈの育成を図るため、

⯪⯧㐠⯟、漁業生産管理、⯧用機関及び水産機Ე等にಀ

る知識と技術を備えるためのᑓ㛛教育と、水産にಀる広⠊

な知識と技術を取ᚓさせるための教育を、本科関連学科の

ẁ㝵から一㈏教育で実施することにより、上⣭海技ኈ資᱁

を有する水産系海技ኈとして活㌍できる人材を育成します。

その㝿、୕⣭海技ኈ資᱁取ᚓを๓提に、⣭海技ኈචチ

➹記試験ཷ験者の合᱁率 80䠂を目指します。 

⯪⯧㐠⯟、漁業生産管理、⯧用機関及び水産機Ე等に

ಀる知識と技術を備えるためのᑓ㛛教育と、水産に関する

広⠊な知識と技術を有する水産系海技ኈの育成に関して、

取り組䜏ました。 

本科関連学科（海洋生産管理学科・海洋機Ეᕤ学科）の

入試ẁ㝵より積極的な高校ゼ問を行い、海技ኈචチ取ᚓ

ᕼᮃ者を対㇟とした本科推⸀入試制度を実施したほか、本

科生に対する海技ኈの㨩力、就職≧ἣ、䝯リ䝑䝖等のㄝ᫂、

ಶูの進㊰指ᑟ等を行った⤖果、ᑓᨷ科定ဨの充足率は
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100�（�0 ྡ）となりました。なお、31 年度ᑓᨷ科生について

は、�1 ྡ（⯪⯧㐠⯟課⛬ 23 ྡ、⯧用機関課⛬ 28 ྡ）を確

保しました。 

ᗙ学（ㅮ⩏）、実験Ჷ及び⦎⩦⯪における実務（実⩦）を

㏻䛨た水産系海技ኈ㣴成のための教育を実施したほか、上

⣭の海技ኈචチ➹記試験のཷ験をಁ進するため、一⣭海

技ኈචチ➹記試験合᱁者に対する表ᙲを行いました。また、

漁業┘╩ᐁ・ྖ法㆙ᐹဨとしての経Ṕを持つ⦎⩦⯪⯟海ኈ

等による、法௧㑂Ᏺ等のㅮ⩏と実見（実⩦）実施や漁業取

⥾り実務等に必要な生きた外国ㄒのಟᚓ等を図りました。 

平成 30 年度のᑓᨷ科ಟ生の海技ኈචチ取ᚓ及び試

験の合᱁実績は、୕⣭海技ኈචチ取ᚓ率は 9��0�（⯟海

100�、機関 93�3�）、⣭海技ኈචチ➹記試験合᱁率は

84�2�（⯟海 �8���、機関 8����）、一⣭海技ኈචチ➹記試

験には10ྡ（⯟海䠖3ྡ、機関䠖�ྡ）が合᱁しました（表 �）。 

 

䐡 水産学研究科㻌

本科ཪは大学で㌟にけた水産に関するᑓ㛛知識と技

術を基盤に、水産業及び水産政策の重要課題解決にྥけ、

さらにᑓ㛛性の高い知識と研究ᡭ法に関する教育・研究を

行い、国内外の学術ὶに積極的にཧຍすることによって、

高度な技術指ᑟや画・開発業務で活㌍できる人材を育

成します。特に、水産業・水産行政・調査研究等で求められ

る現場での問題解決、水産施策、研究等の画、㐙行、取

りまとめ等にಀる高度な能力と組織における指ᑟ者としての

行ືのあり方をಟᚓさせるほか、ᑓ㛛分野外もྵめた水産

の総合力を㣴い、広いど野を持たせます。 

䝔䜱ー䝏ング䜰シスタン䝖としてᘏべ 11 ྡの研究科生を活

用し、組織における指ᑟ者としてのᙺについて教ᤵしまし

た。 

ᑓ㛛分野外もྵめた水産の総合力を㣴い広いど野を持

たせるため、ᑓᨷのᤵ業科目 8 ༢を㝈度にᒚಟ༢と

して認めることとし、平成 30 年度は研究科 1 年次生 12 ྡ全

ဨがᑓ㛛外科目をᒚಟしました（計 34 ༢）。 

2 年次生を対㇟にಟኈㄽᩥ発表会と同一ᆺᘧの中㛫発

表会を行い、発表方法、㉁応⟅のᵝᏊ等を学⩦させまし

た。また、1、2 年次生を対㇟に学内➇த的資㔠の応ເ教ဨ

� ྡによる䝥䝺䝊ン䝔ーションにཧຍさせ、その技法を学⩦

させました。 

大学改㠉ᨭ・学ᤵ機構において、平成 30 年度研

究科ಟ生のう䛱年度内ᑂ査をᕼᮃした 4ྡがಟኈの学

をᤵされました。ṧりのಟ生 �ྡもಟኈの学⏦ㄳを行

いました。なお、平成 29 年度研究科ಟ生のう䛱、ಟኈの

学⏦ㄳを行っていた � ྡについては、平成 30 年 � 月に

全ဨが合᱁し、ಟኈの学がᤵされました。 

研究科生による研究成果の外部への公表を推進し、学

会ㄅ等へのㄽᩥ発表を 2 ௳、口㢌発表を 3� ௳行いました。

なお、研究科生の学生 3 ྡが、それ䛮れ学会㈹をཷ㈹しま

した。 

研究科生の国㝿的な研究対応能力を高めるために、㔩

大学校との学術ὶでは計 10 ྡが䝫スター発表を、上

海海洋大学との学術ὶにおいては計 3 ྡが口㢌発表を

行いました。 

 

(�) 水産に関する学理及び技術の教ᤵにಀる研究㻌

高等教育機関として、研究は、教育と一体かつ方ྥで

実施すべき業務であり、䛂水産業を担う中᰾的な人材を育成

する䛃教育にとって重要なᙺを担うものであることを㋃まえ

たものとします。なお、水産の現場で活㌍できる人材の育成

を目的としていることから、その研究は、水産業が抱える課

題への対応を༑分意識したものとし、それに携わった༞業

生により、水産の現場における問題解決が図られるものとし

ます。㻌

 

䐟 教育対応研究㻌

水産大学校に所ᒓする⦎⩦⯪、そのの施設等教育及

び研究のための資源を活用し、ྛ学科等の特性を活かして

研究を推進します。 

第 4 期中長期目ᶆ期㛫における水産大学校ྛ学科等の

研究課題に応䛨て、⦎⩦⯪や、校内の実験Ჷ・研究Ჷ等も

活用しつつ、計 �0 のᑠ課題に取り組䜏、その研究成果を教

育にᫎさせました（資ᩱ 1�、1�）。 

 

䐠 行政・産業・ᆅᇦ⯆対応研究活ື㻌

行政・産業・ᆅᇦへの㈉⊩として、研究成果を上䛢るとと

もに、国やᆅ方公共ᅋ体、業界等が開ദするጤဨ会等に

ཧ画し、ᚓられた知見をᤵ業にᫎしました。また、学生に

対しても行政・産業・ᆅᇦへの㈉⊩活ືをಁしています。 

行政への㈉⊩活ືとして、ኳⓚ海ᒣにおける国㝿資源調

査、国やᆅ方自体関連のጤဨ会や༠㆟会等へのጤဨ等

䝯ン䝞ーとしてのཧ画、ྛ✀技術開発調査等を実施しました。 

産業への㈉⊩活ືとして、漁業関ಀ者の研ಟ会等での

ㅮ₇、業との共同研究、産学ᐁ連携の䝣䜽研究会の主ദ

等を実施しました。㻌  
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ᆅᇦへの㈉⊩活ືとして、ୗ関ᕷ立しものせき水᪘㤋

（海㡪㤋）䜸ー䝥ン䝷䝪でのၨ発ᬑ及活ື、ᆅᇦのᑓ㛛ጤ

ဨ会へのጤဨとしての出ᖍ、ᆅᇦఫẸの学⩦会、水産大学

校で開ദされた䛂日本さかな検定（ឡ⛠䠖ととけん）䛃のཷ検

会場での研究成果の 35 やేദされたᆅᇦイベン䝖への༠

力、一⯡公開等を実施しました。 

また、学内ᶓ᩿䝥䝻䝆䜵䜽䝖として次の 3 つの課題に取り

組䜏ました。 

・䛂ᆅᇦ特産✀を᰾とした産業⯆䛃 

・䛂㔛海の保全、活用による漁ᮧ⯆䛃 

・䛂┬䜶䝛やᚠ⎔ᆺ社会にྥけた技術開発・実用化䛃 

さらに、水産共同研究ᣐ点（ᒣ口連携ᐊ）の共同研究課

題にཧ画し、ᒣ口┴との連携を図りました。 

 

(�) 就職対策の充実㻌

水産大学校で学んだ水産に関する知識や技術を就職ඛ

で活かせるよう、就職対策の実施に当たり、水産関連業、

ᆅ方自体等との連携・取組を充実させ、水産業及びその

関連分野への就職合が ��䠂௨上確保されるよう努めて

います。 

教職ဨをᣲ䛢た就職ಁ進のための取組を行いました。 

水産大学校後会と連携した合同業ㄝ᫂会を平成 31

年 3 月 2䡚3 日に開ദしたほか、就職統ᣓᙺによる学生へ

のຓ言・指ᑟ対応、㟁Ꮚᥖ♧置を用いた就職関連報

のᥖ♧、就職対策検討ጤဨ会の設置、外部ㅮᖌ及び学生

部長をㅮᖌとした就職䜺イ䝎ンス、公務ဨ試験対策等に学

校全体で取り組䜏ました。 

就職率（就職ᕼᮃ者のう䛱、就職内定をཷけた者）は、

98�3�となり、このう䛱水産業及びその関連分野への就職

合（就職内定者ベース）は 8����となりました（表 �）。 

全༞業・ಟ者に༨める、水産関連分野への進学もしく

は就職した者の合は、89���でした。この、業48社に

よるಶู業研究会を開ദし、水産関連業への就業意

欲、ື機けのྥ上に努めました。 

また、水産関連分野への就職ಁ進、就職につながる活ື

へのᨭとして取り組䜏を行いました。 

ື機けのための教育・指ᑟによる水産にಀる分野への

就業・就ປ意識のྥ上を図りました。学生への就職関連

報の効果的・効率的な提供と就職担当教職ဨ㛫での報

の共有化を行いました。就職担当教職ဨによる水産関連

業等のゼ問による報収㞟及びその⤖果を就職指ᑟへ

ᫎさせました。合同業ㄝ᫂会にཧຍした業への䜰ン䜿

ー䝖等実施及び⤖果を学生教育、就職ᨭに活用しました。 

 

(�) 学生生活ᨭ等㻌

成績ඃ⚽者及び課外活ື等で水産大学校のྡኌを高め

たと認められる者を表ᙲするな䛹、学生のインセン䝔䜱䝤の

ྥ上を図るとともに、経῭的理⏤によりᤵ業ᩱの⣡がᅔ㞴

であり、かつ学業ඃ⚽と認められる者及び成績ඃ⚽者として

推⸀された者に対してᤵ業ᩱච㝖制度を㐺用し、ᨭしま

す。䜽䝷ス担当教ဨ等や┳ㆤᖌ、校་及び⮫ᗋᚰ理ኈによ

る┦ㄯ体制のୗで、学生の生活改ၿ、健ᗣቑ進、䝯ンタ䝹

䝦䝹ス䜿䜰に努めるとともに、ಟ学ᨭを求める学生に対し

㐺ษに配៖するな䛹、健全な学生生活を㏦るためのᨭを

行います。 

学生のインセン䝔䜱䝤ྥ上及び学生生活ᨭのため、表

ᙲ制度による学業成績ඃ⚽者の表ᙲ、水産大学校の 35 

に㈉⊩した部活ືの表ᙲを行いました。 

経῭≧ἣ及び学業成績を຺し、公平・ጇ当性のあるᑂ

査の上、ᤵ業ᩱච㝖制度を㐺用したほか、学生のຮ学意欲

を高めるため、本科 4 年次生及びᑓᨷ科と水産学研究科へ

入学する者を対㇟とした成績ඃ⚽者ᤵ業ᩱච㝖つ⛬による

๓期または後期のᤵ業ᩱ༙㢠ච㝖を実施しました。また、

経῭的ᨭとしてのዡ学㔠制度について、ㄝ᫂会を開ദし

制度の内容を学生に理解させ、有効活用するよう指ᑟしま

した。 

ಟ学ᨭᐊにおいて、学生の┦ㄯに関する❆口を᫂確

にして、ከᵝ化する学生┦ㄯへの対応力を強化しました。

学生生活の䝃䝫ー䝖として、ྛ学科䜽䝷ス担当教ဨ┦ㄯ体

制を確保し、学生の┦ㄯを㝶ཷけけました。また、学生

┦ㄯᐊでは年㛫 289 ௳の┦ㄯをཷけたほか、㞀ᐖ者対策

に備えたᨭ体制の充実、⮫ᗋᚰ理ኈによる䜹䜴ンセリン

グの⤂や䝯ンタ䝹䝦䝹ス┦ㄯ、䝯ンタ䝹䝦䝹ス対策につい

ての学生への䝟ン䝣䝺䝑䝖の配、䝝䝷ス䝯ン䝖に関する┦ㄯ

ဨの配置及び新入生䜸リ䜶ン䝔ーション䜺イ䝎ンスの実施

୪びに䝫スターによるὀ意ႏ㉳な䛹、┦ㄯ体制の࿘知ᚭᗏ

を図りつつ、ᝎ䜏を抱えた学生に対する᪩期対応に努めま

した。㻌  

平成 30 年度ᮎに❹ᕤした学生䝃䝫ー䝖Ჷのᘓ設にあた

り、内部設計等に関する意見・要ᮃを提出し、今後のಟ学

ᨭ体制の充実に関する‽備を行いました。 

課外活ືᨭとしては、学生自会の学内外での自主

的活ືに対して、㐺ᐅຓ言や༠力を行いました。また、部活
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ືの活性化にྥけたᨭを行ったほか、学生自らの༴機管

理意識を高めるため、学生大会や日ᖖの❆口対応の場に

おいて、ᨾ発生の連⤡体制、部ဨの健ᗣ管理の重要

性な䛹、健全な部活の㐠Ⴀについてຓ言・指ᑟ等を行いま

した。 

 

(�) 自己収入の拡大と教育活内容の高度化及び学生確

保の強化㻌

⿻┈する水産業界等をྵめた取組により、業者等の要

ㄳに的確に応えつつ、㉁の高い教育が行われるよう、教育

内容の高度化を図るとともに、業等からのᐤ㝃ཷ入れや

研究費ཷ入等の推進を㏻䛨た自己収入の拡大にྥけた㐺

ษなᥐ置をㅮ䛨ます。 

ᑡᏊ化のᙳ㡪から大学進学者ᩘがῶᑡする中、水産業

を担う中᰾的な人材を育成するための教育が持続的に行え

るよう、意欲ある学生の確保対策を強化することとし、高校

ゼ問等により、水産大学校の⤂、࿘知に努めるとともに、

水産関ಀ業界が求める人材を把握しつつ、学生の応ເ≧

ἣ、入学後の教育の実施≧ἣ等を㋃まえ、必要に応䛨て推

⸀入試、一⯡入試制度等の改ၿを図ります。特に、漁業就

業者等の確保を図るため、推⸀入試制度等を活用すること

により、水産業を担っていく後⥅者等の育成を図ります。 

㍺出ಁ進や�次産業化等を進めることで水産業の成長産

業化を実現し、水産日本の活を目指す政策が推進されて

いる≧ἣに㚷䜏、本科、ᑓᨷ科及び水産学研究科におい

て、現在の䜹リ䜻䝳䝷ムの内容が学生や業等のニーズに

合っているか等を᩿に検ドし、水産業の現場への㈉⊩を

意識した䜹リ䜻䝳䝷ムの⦅等を㏻䛨て、教育内容の充実に

ྥけた取組を行います。 

 

䐟 ⿻┈する水産業界との取組㻌

⿻┈する水産業界等をྵめた取組を行うに㝿して、業

者等の要ㄳを的確に把握し、また、教育内容の高度化と自

己収入の拡大を図るため、平成 30 年 � 月に䛂人材育成に

ಀる業界との意見会䛃を開ദし、䛂中長期的展ᮃを㋃ま

えた水産大学校のあり方について䛃業界関ಀ者からの意見

⫈取を行いました。また、当ヱ会㆟をྵめた業界関ಀ者が

ཧຍする会㆟において䛂水産大学校のあり方に関する䜰ン

䜿ー䝖䛃を配し意見⫈取に努めました。 

平成 31 年 3 月に（一社）海洋水産シス䝔ム༠会開ദの月

᠓ㄯ会の場をりて、水産大学校研究成果報告会を開

ദし、ཧຍした業界関ಀ者へ䛂水産大学校のあり方に関す

る䜰ン䜿ー䝖䛃を配し意見⫈取に努めました。 

水産関連業 140 社がཧຍする合同業ㄝ᫂会の開ദ

に㝿して、ཧຍした水産関連業に対し、水産大学校が育

成する人材に対する意見および䜰ン䜿ー䝖調査を実施

しました。㻌  

平成 30年 �月に開ദされた⁚⁂会（水産大学校同❆会）

の᠓ヰ会に出ᖍし、水産業界等に務する水産大学校༞

業生と水産大学校の人材育成に関する意見を行いま

した。 

⿻┈する業界等の䜂とつであるᒣ口┴と⥾⤖した、䛂水産

業の持続的発展にྥけたໟᣓ連携にಀる༠定᭩䛃の䛂水産

業を担う人材の育成に関すること䛃及び䛂社会㈉⊩に関する

こと䛃の㡯目において、漁業ኈ、新つ漁業者等の研ಟ会へ

の積極的な教ဨのὴ㐵、漁業者活ືに対する指ᑟຓ言、

┴職ဨによるᆅ方水産行政のど点を取り入れた学生への

ㅮ⩏、┴の施設等における学生の実⩦等のཷ入等を実施

しました。また、社会㈉⊩活ືとして学生がᆅᇦ活ືへཧຍ

することにより、ᆅᇦの活性化が図られるとともに学生の社

会人基礎力を高められました。 

その、ᒣ口┴内の大学や公設試験機関との共同研究

を推進するため、ᒣ口┴ᆺ共同研究開発・教育䝥䝷䝑䝖䝣䜷

ーム（┴内ྛᆅに分ᩓする関ಀ機関を⤖䜆高㏿・大容㔞で

かつセ䜻䝳リ䝔䜱の高い㏻ಙ䝛䝑䝖䝽ー䜽）にཧ画し、䝔䝺䝡

会㆟シス䝔ムの㐠用を開ጞしました。 

自己収入の拡大については、水産関連業界からのཷク

研究費や科研費等のほか、ᒣ口連携ᐊで実施するᒣ口┴

からのཷク研究にもཧ画し、外部資㔠の⋓ᚓを推進しまし

た。また、ᒣ口┴とのໟᣓ連携༠定における連携༠力㡯目

として定めた䛂試験研究の高度化䛃及び䛂産学公連携の推進䛃

の内容を実施するため、ᒣ口┴からのጤク業として䛂平成

30 年度ᆅᇦを≌引する中᰾的漁業経Ⴀ体育成推進業

（収┈性ྥ上の取組・経Ⴀ基盤強化対策ᨭ）䛃をཷクし、

実施しました。 

 

䐠 学生確保の強化㻌

ᑡᏊ化のᙳ㡪から大学進学者ᩘがῶᑡする中、水産業

を担う中᰾的な人材を育成するための教育が持続的に行え

るよう、教ဨによる計 231 校の高校ゼ問を実施するな䛹、意

欲の高い学生の確保に努めた⤖果、平成 30 年度中に実施

した平成 31 年度入試におけるເ㞟定ဨ 18� ྡに対するಸ

率は 4�8 ಸとなりました。また、全学生定ဨ �40 ྡに対する
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在学生ᩘは 8�4 ྡとなり、全国 4� 㒔㐨ᗓ┴から広く学生を

確保することができました。 

水産関ಀ業界が求める人材を把握するため、䛂人材育成

にಀる業界との意見会䛃、及び䛂水産大学校同❆会との

意見会䛃による、水産関ಀ有識者や水産関連業に就

職する༞業生との意見を積極的に行い、水産関連

業が大学༞業者に求める人材のືྥを把握しました。また、

ྛ学科と学生部の就職担当者により 38 の水産関連業等

をゼ問し、意見を行ったほか、合同業ㄝ᫂会にཧຍ

した業に対し䜰ン䜿ー䝖を実施しました。 

水産業を担っていく後⥅者等の育成の一⎔として、水産

系高校の༞業生や水産業後⥅者を目指す者等を対㇟とし

た推⸀入試制度を引き続き実施しました。 

 

䐡 教育内容の充実㻌

㍺出ಁ進や�次産業化等を進めることで水産業の成長産

業化を実現し、水産日本の活を目指す政策が推進されて

いる≧ἣに㚷䜏、本科、ᑓᨷ科及び水産学研究科におい

て、現在の䜹リ䜻䝳䝷ムの内容が学生や業等のニーズに

合っているか等を᩿に検ドし、水産業の現場への㈉⊩を

意識した䜹リ䜻䝳䝷ムの⦅等を㏻䛨て、教育内容の充実に

ྥけた取組を行いました。 

水産基本計画の改ゞをཷけ、教育体制のあり方に関する

検討会の⤖果を㋃まえ、教務༠㆟会（平成30年�月22日、

� 月 19 日、9 月 21 日、平成 31 年 2 月 4 日の計 4 ᅇ開ദ）

において、1 年生が広く水産について学べるよう䜹リ䜻䝳䝷ム

の見┤しを進めています。なお、同䜹リ䜻䝳䝷ムについては、

௧ 2 年度入学生から対㇟とする予定です。また、業界か

ら求められている現場での課題を解決できる人材が育成さ

れているか、合同業ㄝ᫂会にཧຍした業に対し䜰ン䜿

ー䝖を実施するな䛹検ドを行いました。 

また、教育内容の充実にྥけた取組を実施しました。 

)' 活ືにおいて、教育職ဨの人材育成を目指すため、

学生によるᤵ業評価䜰ン䜿ー䝖（ㅮ⩏、₇⩦、実験）及び教

ဨによるᤵ業ཧほとຮ強会を実施しました。また、大学リー

グやま䛠䛱が主ദするㅮ₇会等にཧຍし、大学等の取組

≧ἣの取材を行いました。 

問題解決ᆺ教育として、2 年次に開ㅮする技術者理に

おいて、䜶ン䝆ニ䜰リング䝕䝄イン能力の⩦ᚓを目指し、学

科ΰ成のグ䝹ー䝥学⩦による䜰䜽䝔䜱䝤䝷ーニングᙧ態の

ᤵ業を実施しました。 

 

 

㻵㻙3㻚 ◊✲㛤Ⓨ成ᯝの᭱➼にྥ䛡䛯ྲྀ⤌の

ᙉ 

 

国立研究開発法人に課されたである研究開発成果

の最大化及び人材育成の高度化を図るために、法人共㏻

㡯として、௨ୗのど点に基づいて取組を強化します。 

 

(1) ᅜの㔜せ⟇にᑐ䛩䜛⛉Ꮫⓗ▱ぢのⓗ☜なᥦ౪ 
水産分野における国の重要施策には、漁⋓ྍ能㔞（7$&）

の科学的᰿ᣐとなる生物学的チ容漁⋓㔞（$%&）の算定を

は䛨め、ᆅ⌫ ᬮ化対策、㣗の安全の確保な䛹、水産分野

における国の重要施策の㐺ษな実施に当たりྍḞな科

学的知見に関する┤᥋的な調査研究を行うとともに、ᚓられ

た科学的知見を国に対しては的確に提供していきます。 

また、新たな施策の展開に必要な科学的知見の収㞟や

⅏ᐖ等の⥭ᛴ態にも㎿㏿に対応していきます。 

ἢᓊの資源評価においては、水産庁のጤクをཷけ、漁

⋓ྍ能㔞（7$&）を定めました 7$& 制度の対㇟㨶✀である

䝬イ䝽シ等 � 㨶✀をྵ䜐 �0 㨶✀ 84 系⩌の資源評価を実

施し、7$& の科学的᰿ᣐとなる生物学的チ容漁⋓㔞（$%&）

についての計算⤖果を水産庁に提供しました。また、ᘏべ 9

ᅇの資源評価会㆟を開ദし、漁業者に資源評価⤖果を࿘

知しました。国㝿資源については、かつお・ま䛠ろ㢮を中ᚰ

に 49 ✀ �9 系⩌の資源≧態を解ᯒし、その⤖果を水産庁に

報告するとともに、中す部ኴ平洋ま䛠ろ㢮ጤဨ会（:&3)&）、

ኴ平洋漁業ጤဨ会（13)&）等のᆅᇦ漁業管理機関にお

ける国㝿的な科学㆟ㄽに主体的に対応して国㝿的な資源

管理に㈉⊩しました。 

すኴ平洋公海上での外国漁⯪や ,88（㐪法、↓報告、

↓つ制）漁⯪によるᑠᆺᾋ㨶㢮の漁⋓㔞の把握能力を強

化するために、人ᕤ⾨ᫍからの報の収㞟や公海における

䝃ン䝬の漁期中調査を実施し、これらの⤖果を水産庁に報

告しました。 

漁業法改正に基づき平成 31 年度より開ጞされる新たな

資源評価に対応するため、資源評価の䝥䝻セスや $%& 算

定つ๎の見┤し、⡿国における資源評価ᡭ法、䝥䝻セスの

実態調査な䛹を行いました。 

水産庁業において、高 に強いノリの開発を実施する

な䛹、Ẽೃኚືに対応した研究を推進し、その成果を発表

するとともに㎰水┬に提供しました。 
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ᾘ費・安全ᒁや㎰ᯘ水産技術会㆟の業において、ୗ

⑩性㈅ẘや㯞⑷性㈅ẘの機ჾ分ᯒ法の改Ⰻ、⡆᫆分ᯒ法

の開発な䛹を実施しました。また、㣗の安全確保の上で問

題となっている䝣グẘ、新つ海洋生物ẘ、ከ⎔ⰾ㤶᪘Ⅳ化

水⣲等の有ᐖ化学物㉁、ᐤ生の䜰ニ䝃䜻スな䛹について

調査研究を実施しました。これらの業の⤖果をᾘ費・安全

ᒁ、ཌ生ປാ┬等に提供し、㣗の安全確保にྥけた取組

に㈉⊩しました。 

㣴Ṫ䝤リ等の㍺出ಁ進を目的に、水産庁業において

㓟⣲充ሸ解を用いた生㩭෭水産物の高ရ㉁化技術開

発を進めました。 

大ᆺ䜽䝷䝀による⿕ᐖ㜵Ṇ対策の‽備に㈉⊩するために、

大ᆺ䜽䝷䝀の日本海への出現のೃを把握するモニタリン

グ調査を㯤海と対㤿海ᓙにて実施し、出現≧ἣを水産庁に

報告しました。 

ニ䝩ン䜴䝘䜼については、௧元年 � 月の開ദ予定の

&,7(6 ⥾⤖国会㆟にྥけてᒓ᭩ᥖ㍕提が行われるྍ

能性があったところで、水産庁からの要ㄳに応䛨、4 月に䝻

ン䝗ンで開ദされた &,7(6 䜴䝘䜼ᒓ国㝿技術䝽ー䜽ショ䝑䝥、

� 月に䝆䝳䝛ー䝤で開ദされた &,7(6 のື物ጤဨ会、9 月

にᮾிで開ദされたᮾ䜰䝆䜰 4䜹国によるニ䝩ン䜴䝘䜼に関

するᆅᇦ䝽ー䜽ショ䝑䝥にᑓ㛛ᐙとしてཧຍ・㈉⊩しました。 

水産資源保ㆤ法に基づく、さけます㢮のಶ体⩌維持のた

めの䜅化ᨺὶとして、ᨺὶ計画に๎り✀༸の確保を行い䝃

䜿 1 ൨ 3 ༓ᑿ、䜹䝷䝣䝖䝬ス �20 ᑿ、䝃䜽䝷䝬ス 2�0 

ᑿ、ベニ䝄䜿 1� ᑿのᨺὶを行うため✀ⱑ生産を行いまし

た。 

国㝿海機関（,02）において開ദされる第 � ᅇ⯪⯧設

計ᘓ造ᑠጤဨ会へ日本から提出されたၟ⯪もྵめた日本

⯪の元性能に関する提ᩥ᭩の中で、漁⯪ᶍᆺ⯪を用

いた元性能を᫂らかにする実験䝕ータが活用されました。 

漁 の機能デ᩿ᡭ法を高度化しました。このᡭ法は、水

産庁によりస成が進められている䛂漁 施設におけるᅛ有

ື及び㏱㐣ᙎ性Ἴを用いた基礎部とሐ体内部Ḟ㝗のデ

᩿ᡭ法㐺用䝬ニ䝳䜰䝹（）䛃への活用が見㎸まれています。 

 

(�) 䜲䝜䝧䞊䝅䝵䞁の᥎㐍 
イノベーションの創出には、いわ䜖る䛂知の῝化䛃と䛂知の

᥈⣴䛃の方を䝞䝷ンスⰋく実施し、その成果を⤖合させる

必要があります。ま䛪、現在までの成果を基に、研究開発内

容を῝化、拡大するとともに、その㐣⛬で現れる問題点を解

決するために、␗分野のᡭ法のᑟ入等、新たなほ点からの

取組を行います。また、新たな課題やシーズの創出に取り

組䜐㝿に、現在までの研究積で対応ྍ能か䛹うかをྫྷ

し、␗分野のᡭ法の活用を積極的に行います。㻌

このために、⎔ቃ、ᕤ学、報ᕤ学な䛹ᵝ䚻な分野の大

学、研究機関、業と連携を進めることとし、連携に当たっ

ては、ໟᣓ的連携༠定、組織のᯟ組䜏を㉺えたᙧをྵ䜐共

同研究へのཧຍな䛹、当ヱ研究開発を最も効果的に実施

するᡭ法を㑅ᢥし、実施するものとします。㻌

なお、国内共同研究を年㛫 㻝㻝㻜 ௳௨上、国㝿共同研究

を年㛫 㻝㻡 ௳௨上実施しています。㻌

また、連携のあり方に合わせた㐺ษな知㈈の管理や研究

分担の᫂確化、༠定の⥾⤖な䛹、効果的かつ効率的な連

携をྍ能とするよう努めます。㻌

イノベーションの創出にྥけて、理化学研究所とのໟᣓ

連携༠定を元に、平成 30 年 9 月と平成 31 年 2 月に䝽ー䜽

ショ䝑䝥を開ദし、新たな研究課題の検討を進めました。ま

た、平成 31 年 3 月 1 日に海上技術安全研究所とໟᣓ連携

༠定を⥾⤖し、⇞ᩱ㟁ụ⯪の開発な䛹㞳ᓥの水産業現場

の課題解決を、海上技術安全研究所の⯪⯧に関する技術

開発及び安全性確保技術も用いて進めることに合意しまし

た。このほか、ᮾிື物ᅬ༠会とໟᣓ連携༠定を⥾⤖し、

主に同༠会のⴱす⮫海水᪘ᅬと水産現場の課題解決に水

ᅪ生物の㣫育技術を活かす共同研究等を進めることに合

意しました。 

産学ᐁの連携による活ືと␗分野⼥合を㏻䛨て、安全・

安ᚰ、高ရ㉁な水産物を⎔ቃに配៖しつつప䝁ス䝖で生産

する新つቑ㣴Ṫシス䝔ムの構⠏を目的とする䛂水産ቑ㣴Ṫ

産業イノベーション創出䝥䝷䝑䝖䝣䜷ーム䛃の活ືとして、ಶ

ู研究䝁ン䝋ーシ䜰ムのᙧ成ಁ進、䝥䝷䝑䝖䝣䜷ーム会ဨᩘ

のቑຍ、ὶの活性化のために䝃ーモン・㝣上㣴Ṫ意見

会、高ᯇᕷでの現ᆅ見学会、㔊造産物を活用した㣴

㨶を⪃える㓉㨶研究会な䛹を開ദしました。この⤖果、会ဨ

ᩘは平成 30 年度当ึの 9� 者から 12� 者にቑຍしました。 

䝥䝷䝑䝖䝣䜷ーム上の䝁ン䝋ーシ䜰ムでは、ᚑ来から䜼ン䝄

䜿や䝤リを対㇟としたᆅᇦᡓ␎䝥䝻䝆䜵䜽䝖等 � 課題につい

て、業、大学等と実用化を目的とした共同研究を進めると

ともに、➇த的資㔠をྵ䜐外部資㔠への応ເをᨭし、本

年度新たに 4 ௳の研究開発課題が᥇ᢥされました。 

ໟᣓ連携༠定を⤖んでいる大学の連携大学㝔教ဨとし

て当機構職ဨ 2� ྡがጤკをཷけ（表 �）、また、大学からは

4� ྡのインターンシ䝑䝥をཷけ入れました。これらໟᣓ連携

༠定⥾⤖の䝯リ䝑䝖を活かした活ືをとおし、教育、研究、人
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材育成等の活性化に努めました。また、法人統合の䝯リ䝑䝖

を生かし、水産研究所が水産大学校から 12 ྡのインターン

シ䝑䝥をཷ入れ、水産業の現場に㈉⊩する人材育成に努め

ました。 

機構の共同研究実施つ⛬に基づき、大学、公立試験研

究機関、Ẹ㛫、の国立研究開発法人等との共同研究を

積極的に推進し、14� ௳の共同研究を実施しました（表 �）。 

⡿国、䝣䝷ンス、䝨䝹ー、ノ䝹䜴䜵ー、ス䝨イン、䝻シ䜰、䜰

䝯リ䜹、㡑国等と国㝿共同研究を 2� ௳実施しました 

 

(�) ᆅᇦ水産業研究の䝝䝤機能の強化㻌

我が国における水産に関する၏一の総合的研究開発機

関として全国に研究所等を展開しているという特ᚩを最大

㝈に活かし、ྛᆅの公立試験研究機関、大学、業等との

連携を進めます。連携に基づき全国のニーズを収㞟し、課

題を᫂らかにした上で、共同研究な䛹、研究推進に効果的

なᯟ組䜏を構⠏して研究開発を進めます。ᚓられた成果に

ついては連携の┦ᡭඛで活用するだけでなく、ྛᆅの公立

試験研究機関での活用を求めるな䛹、報発ಙと効果的な

ᬑ及に努めます。連携については、既存のᯟ組䜏である䝤

䝻䝑䜽ูの研究開発推進会㆟等を活用し、必要に応䛨ᑓ㛛

部会を設ける等の対応を行います。 

また、ᮾ日本大㟈⅏における⿕⅏ᆅの⯆・ᨭについ

ては、引き続き⿕⅏ᆅが置かれた現≧と課題を認識しつつ、

行政等と連携し必要な研究開発を進めます。 

水産業関ಀ研究開発推進会㆟及びそのചୗである部会

等をとおして、ྛᆅの公立試験研究機関、大学、業等と

の連携を進め、全国ྛᆅのニーズの収㞟等を行うとともに、

全国水産業研究開発推進会㆟において、研究推進に効果

的な研究開発推進のᯟ組䜏等について関ಀ機関と意見

を行い、研究開発の推進を図りました。 

䝤䝻䝑䜽資源評価会㆟及び㨶✀ู資源評価会㆟を計画

㏻り実施し、-9 機関となっている㒔㐨ᗓ┴水試等と連携し

て重要㨶✀の資源評価を実施しました。 

これまで開ദしてきた䜽䝻䝬グ䝻㣴Ṫ技術研究会を全国䜽

䝻䝬グ䝻㣴Ṫ連⤡༠㆟会技術部会に発展解ᾘし、開ദしま

した。また、䜽䝻䝬グ䝻㣴Ṫ関ಀ者が幅広く報する䝛

䝑䝖䝽ー䜽の構⠏を目的として設立された䛂全国䜽䝻䝬グ䝻㣴

Ṫ連⤡༠㆟会䛃を㏻䛨、平成 30 年 11 月には海外への㍺出

展開業として中国㟷ᓥのシー䝣ー䝗ショーで༠㆟会活ື

を 35 するとともに、会ဨ業と連携して㣴Ṫ䜽䝻䝬グ䝻䝖䝺

ー䝃䝡リ䝔䜱実ド化試験を行いました。 

現場のニーズや意見等を活かした研究開発の画立

をಁ進するため、䝤リ㢮㣴Ṫ⯆ຮ強会を⚟ᒸで平成 31

年 1 月に開ദし、㣴Ṫ業者・㒔㐨ᗓ┴担当者等と経Ⴀ㠃な

䛹もྵめた䝤リ㢮㣴Ṫ業全⯡の課題について意見を行

いました。 

䝆䝱䝟ン・インター䝘ショ䝘䝹・シー䝣ー䝗ショー及びシー

䝣ー䝗ショー大㜰において、ノリຍᕤရや国産⡿を㣫ᩱとし

てえた䜼ン䝄䜿等を⤂し、ᆅᇦ䝤䝷ン䝗の⯆に努める

とともに研究開発成果を積極的に⤂しました。また、ᶓ

ᕷう䜏䝁ンで䝥䝷䝑䝖䝣䜷ームの⤂、セ䝭䝘ーを行いᆅᇦ

業との連携に努めました。 

ᆅᇦで῝้化している人材足、高㱋化に対応した高生

産性・高ຍ価್化のための技術開発として、新たに䛂生産

性㠉にྥけた㠉新的技術開発業䛃を開ጞし、㟷᳃┴ඵ

ᡞᆅᇦにてセンシング技術や ,&7 により漁⋓物の㑅ูやຍ

ᕤを┬力化し、䝃イズやရ㉁等の報を提供する技術の開

発を進めました。 

長ᓮ┴ᓥᕷにおいて、生䜶䝛䝹䜼ーを水⣲⇞ᩱ㟁

ụ漁⯪として活用するため、水⣲⇞ᩱ㟁ụ⯪の安全䜺イ䝗

䝷インに‽ᣐした基本ᵝを検討するとともに、機ჾ配置等

の試設計を行いました。また、ᆅ元のニーズを㋃まえ、☾↝

け対策、㝣上水ᵴを用いた䜽䜶㣴Ṫの技術開発な䛹、㞳ᓥ

ᆅᇦの水産⯆を目的とした技術開発を進めました。 

これらによりᚓられた成果については、全国的な報発

ಙを行うだけでなく、公立試験研究機関等と連携することに

より、きめ⣽やかなᬑ及に努めました。 

ま䛱・䜂と・し䛤と創生本部により決定された政ᗓ関ಀ機

関⛣㌿基本方㔪に基づき、ᒣ口┴での取組にあたっては、

水産大学校に設置のᒣ口連携ᐊを᰾として、共同研究な䛹

を進めるとともに、ᆅ元関ಀ機関等と引き続き༠㆟を行いま

した。 

ᮾ日本大㟈⅏における⿕⅏ᆅの⯆・ᨭについて、引

き続き䛂㣗ᩱ生産ᆅᇦ生のためのඛ➃技術展開業䛃を

実施しました。本年度より⚟ᓥ┴において同業の実ド研

究を開ጞし、本᱁᧯業開にྥけた᧯業ᨭ及びඛ➃的

なຍᕤฎ理・生産ὶ㏻にಀる技術開発に取り組䜏ました。

また、๓年度まで実施していたᒾᡭ┴、ᐑᇛ┴における実

ド研究の成果については、同業の社会実課題を実施

し、成果の⿕⅏ᆅへのᬑ及に努めました。 

ᨺᑕ性物㉁ᣲື調査業（ᮾ日本大㟈⅏⯆特ู会計

㐠Ⴀ費㔠）において、海洋及び内水㠃生態系における

ᨺᑕ性物㉁のᣲື調査୪びに㟈⅏後の資源≧態及び漁
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業のືྥに㐺応した⚟ᓥ┴漁業開のための研究を実施

しました。 

 

(�) 国㝿問題への積極的な対応㻌

国㝿᮲⣙に基づいてᆅᇦ漁業管理機関で管理される水

産資源について、課せられた௵務が確実に実施されるよう、

科学的など点から積極的に対応します。 

また、ᆅᇦ漁業管理機関௨外の国㝿機関についても、㣴

Ṫ㨶等に発生するཎ性の強い㨶への対応、㈅ẘの安

全対策、ᆅ⌫ ᬮ化対策な䛹、国㝿的に共㏻する問題に

ついて、イニシ䜰䝏䝤をとって対応します。 

水産分野における研究開発等の国㝿化を効率的に推進

するため、研究༠力・ὶに関するぬ᭩（028）及び国

㛫科学技術༠力༠定等に基づき、国㝿機関、国外研究機

関等との連携・༠力を強化する。特に、028 ⥾⤖機関とは、

研究者等のὶ及び重要課題の研究ὶを積極的に推進

します。そのの機関についても 028 ⥾⤖のྍ能性をྵ

め連携、ὶをಁ進する。ຍえて国㝿研究㞟会へのཧຍ及

び国㝿共同研究を積極的に行い、国㝿シン䝫䝆䜴ム・䝽ー

䜽ショ䝑䝥を積極的に実施します。 

また、人材育成における国㝿㈉⊩を進めるため、発展㏵

上国の人材のཷ入研ಟ及び国㝿機関等への人材のὴ㐵

等について、積極的に対応し実施します。 

ᶓᕷにて水産庁、外務┬、ᶓᕷ等と共ദでኴ平

洋海洋科学機関�3,&(6�年次会合を行い、ኴ平洋海ᇦ

における海洋⎔ቃ、Ẽೃኚື等の意見を行うとともに、

ኴ平洋における生態系のኚ化に関するシン䝫䝆䜴ムを開ദ

しました。中ኸ水産研究所が中ᚰとなって年次会合を㐠Ⴀ

するとともに、ᑓ㛛ጤဨ会及び科学䝥䝻グ䝷ム等において 4

ྡが㆟長を務め、ᘏべ 20 ྡがྛ✀ጤဨとして㆟ㄽをリー䝗

しました。ཧຍ者は 1� 䞄国 ��8 ྡで、これまでの 3,&(6 年

次会合で最大つᶍとなりましたたが、11 日㛫の会期を成ຌ

に⤊えました。 

ኴ平洋漁業ጤဨ会（13)&）等のᆅᇦ漁業管理機関等

の科学ጤဨ会等にከᩘの研究者をὴ㐵し、科学的䝕ータ

を提供するとともに積極的に㆟ㄽにཧຍし、ኴ平洋䜽䝻䝬グ

䝻をは䛨めとする世界ྛᆅᇦの水産資源の㐺正な保存と管

理の実現のために重要なᙺを果たしました。特に、ኴ

平洋ま䛠ろ㢮国㝿科学ጤဨ会�,6&�及び 13)& の主要科学

ጤဨ会で機構職ဨが㆟長を務めました。また、ま䛠ろ㢮の国

㝿的な資源管理に携わるኴ平洋共同体務ᒁへ職ဨ 1 ྡ

を長期ὴ㐵しました。 

㨶に関して、国㝿⋇務ᒁ（2,(）の㨶㢮䜴イ䝹ス

のᐟ主⠊ᅖについて討㆟する DG�KRF ጤဨ（� ྡ）のう䛱の 1

ྡとして当機構職ဨが関連会㆟等へ出ᖍするとともに、2,(

リ䝣䜯䝺ンス䝷䝪として、国外からの要ㄳに応䛨㝧性対↷等

デ᩿試⸆の配ᕸ（1 䜹国䠈計 3 ௳）を行いました。 

また、㡑国からの要ㄳに応䛨て、㡑国国立水産物ရ㉁管

理㝔とቑ㣴Ṫ研究所が、2,( リ䝣䜯䝺ンス䝷䝪同ኈの研究༠

力のための 028 を⥾⤖しました。 

海洋生物ẘに関して、$6($1 㣗ရ検査試験所ጤဨ会

（$)7/&）の決定に基づく$6($1㣗ရリ䝣䜯䝺ンス䝷䝪設置

に立ೃ⿵しているシン䜺䝫ー䝹及びタイの研究機関につい

て、当機構職ဨが査ᐹᐁとして現ᆅ査ᐹを行い୧機関の評

価を行いました。 

これらのከᒱにわたる国㝿機関等での活ືを㏻䛨て、そ

の㐠Ⴀに大きく㈉⊩するとともに、ྛ国の研究開発報をᚓ

つつ日本の研究開発≧ἣについて発ಙし、国㝿的など点

に基づいた研究開発を推進しました。 

ᮾிにて開ദされた国㝿セ䝭䝘ー䛂,88（㐪法・↓報告・

↓つ制）漁業対策と䝖䝺ー䝃䝡リ䝔䜱の推進䛃（主ദ䛂,88 漁

業対策䝣䜷ー䝷ム䛃）を後し、世界及び日本における ,88

漁業の現≧と課題について意見しました。また、䜰䝯リ

䜹のグーグ䝹ചୗの 1*2 であるグ䝻ー䝞䝹・䝣䜱䝑シング・

䜴䜷䝑䝏（*):）、䜴ー䝻ン䝂ン大学・䜸ース䝖䝷リ䜰国立海洋

資源安全保㞀センター（$1&256）と、,88（㐪法・↓報告・

↓つ制）漁業が資源にえるᙳ㡪を評価するために、,88

漁業解᫂についての研究༠力に関するぬ᭩�028�を⥾⤖

しました。これらの成果によって、今後、ኪ㛫ගを検出するこ

とで、,88 漁業による漁⋓㔞推定な䛹を進める取り組䜏を行

うこととなりました。 

水産庁、䜰䝯リ䜹⎔ቃ 1*2 の (QYLURQPHQW 'HIHQVH )XQG 

�(')�との共ദで、日⡿国㝿䝽ー䜽ショ䝑䝥䛂䝕ータイノベー

ションに基づく新たな資源管理䠖⡿国の現≧と日本の将来䝡

䝆ョン䛃を開ദし、日本の水産業の成長産業化のため、⡿国

における䝕ータ基盤の㏆代化、報㏻ಙ技術の実㐣⛬、

日本の䝕ータ活用について意見しました。 

平成 29 年度に 028 を⥾⤖した⡿国海洋大Ẽ庁海洋漁

業ᒁ（12$$ 10)6）と合同科学ጤဨ会会㆟を⡿国で開ദ

し、今後の研究ὶについて意見するとともに⡿国ഃ

研究者 1 ྡをཷけ入れることに合意しました。また、研究者

1 ྡを 8 䞄月ὴ㐵しました。䛂ኳ↛資源の開発利用に関する

日⡿会㆟第 4� ᅇ水産ቑ㣴Ṫᑓ㛛部会䛃�⡿国開ദ）におい
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て、共同研究の進ᤖ≧ἣの確認と今後の方㔪について意

見を行いました。 

平成 2� 年度に 028 を⥾⤖した䝣䝷ンス海洋開発研究

所（,IUHPHU）とは、機構の研究者 4 ྡが現ᆅ調査を行う等、

䜹䜻㣴Ṫとἢᓊ総合管理に関する共同研究や㈅ẘ等の生

物ẘに関する共同研究を行いました。また、䝣䝷ンスഃ研究

者等が機構本部において、共同研究の進ᤖ≧ἣに関する

報告会を行いました。 

日中㡑水産研究機関で⥾⤖した研究༠力に関するぬ᭩

に基づき、日中㡑務会㆟を㡑国で開ദし、大ᆺ䜽䝷䝀共

同研究等の活ື実績をᩚ理するとともに平成 31 年度に日

中㡑機関長会㆟を㡑国で開ദすることとしました。また、第

1�ᅇ日中㡑大ᆺ䜽䝷䝀国㝿䝽ー䜽ショ䝑䝥を⚟ᒸで開ദしま

した。 

平成 31 年 1 月に、ᮾ༡䜰䝆䜰漁業開発センター

（6($)'(&）との研究ὶに関するぬ᭩（028）を᭦新（�

年㛫）しました。㣴Ṫ部ᒁ、海洋水産資源開発管理部ᒁ及

び内水㠃漁業資源開発管理部ᒁへ職ဨྛ 1 ྡ、計 3 ྡを

長期ὴ㐵するとともに、6($)'(& からの౫㢗等によりᘏべ

8 ྡの職ဨを▷期ὴ㐵しました。また、2 ྡの研ಟをཷけ入

れました（表 �）。 

これらㅖ外国との 028 に基づく研究ὶを積極的に推

進し国㝿的なὶを強ᅛなものとすることにより、日本に必

要な研究開発を共同でಁ進するとともに、技術ຓ等の研

究༠力を積極的に推進しました。 

外国からの研ಟ生については、独立行政法人国㝿༠力

機構（-,&$）を㏻䛨て 12 ྡ、海外漁業༠力㈈ᅋを㏻䛨 10 ྡ

をྵめ、計 22 ྡをཷ入れました。 

国㝿共同研究を 11 䞄国と 2� ௳実施しました。また、国㝿

䝽ー䜽ショ䝑䝥ཪはシン䝫䝆䜴ムを⡿国、中国等と 13 ௳実施

しました（表 �）。 

 

(�) ᡓ␎的な知的㈈産䝬䝛䝆䝯ン䝖の推進㻌

䛂㎰ᯘ水産┬知的㈈産ᡓ␎ 2020䛃（平成 2� 年 � 月 28 

日㎰ᯘ水産┬）等を㋃まえ、機構の知的㈈産䝫リシーの改

定を行い、䝡䝆䝛スモ䝕䝹を見ᤣえた知的㈈産䝬䝛䝆䝯ン䝖

を策定して、研究開発の成果を活用して積極的に特チ等の

知的㈈産をᶒ利化し、国内外の業や漁業経Ⴀ体による

な活用を推進します。知的㈈産については、そのᶒ利

を保ㆤしつつ効果的なᬑ及を図っていく必要があることか 

ら、供に当たっての実施チㅙや䝷イセンスዎ⣙の⥾⤖、

」ᩘの知的㈈産ᶒの組合せによって保ㆤするための㐺ษ

な知的㈈産ᡓ␎を策定します。提供ඛの㑅定に当たっては、

公平・公正、ᆅᇦにおける水産⯆、Ἴ及効果、知的㈈産

のὶ出㜵Ṇ等を⪃៖し、国外での実施に当たっては国┈を

㜼ᐖしないよう、㐺ษなᯟ組䜏を設定します。 

䝡䝆䝛スモ䝕䝹を見ᤣえた知的㈈産䝬䝛䝆䝯ン䝖ᡓ␎として、

機構の知的㈈産䝫リシーについて知的㈈産管理ጤဨ会に

て改定を検討しました。 

知的㈈産䝫リシーにᚑい、所有する知的㈈産や新たな発

᫂の㐺ษな活用を推進しました。また、ᘚ理ኈ資᱁を持つ

経験者を新たに᥇用し、知的㈈産管理ጤဨ会でのᶒ利化

やᑂ査ㄳ求等のุ᩿について、よりᑓ㛛的な知見をຍし

て現場の意見をᫎすることをྍ能としました。 

ᶒ利化し業活ືや漁業経Ⴀ体による活用を図る必要

があるとุ᩿した発᫂として、日本国内については 8 ௳を新

つ特チ出㢪しました。さらに、国内外をྵめ広くᶒ利を取ᚓ

するために特チ༠力᮲⣙（3&7）に基づき 2 ௳を新つ特チ

出㢪しました。これにより特チ出㢪ᩘは合わせて 10 ௳にな

りました（表 �）。 

出㢪中の発᫂について、国内では � ௳についてᑂ査ㄳ

求を行い、特チ化のྍ能性がないとุ᩿した 2 ௳について

ᑂ査ㄳ求せ䛪にᶒ利ᨺᲠしました。また、ᶒ利取ᚓ῭䜏の

特チについて知的㈈産ጤဨ会でᑂ㆟し、実用化のྍ能性

がない௳について 3 ௳をᨺᲠしました。 

平成 30 年度ᮎでの特チ出㢪総௳ᩘは 3� ௳です。また

平成 30 年度の新たな特チ査定は国内 3 ௳で、これにより平

成 30 年度ᮎ点での特チ保有総௳ᩘは 8� ௳となりました。 

䝥䝻グ䝷ムⴭసᶒは新たに 1 ௳のⓏ㘓を行い、1 ௳のၟ

ᶆᶒを取ᚓしました。 

機構が保有する公開ྍ能な知的㈈産ᶒについて、Ꮚ

䛂特チ・技術報䛃を䜰グリ䝡䝆䝛ス創出䝣䜵䜰、海と産業㠉

新䝁ンベンション等での䝤ース出展に活用し、積極的にᐉ

ఏ活ືに努め、利活用を図りました。また、䝩ーム䝨ー䝆に

ᥖ㍕している知的㈈産報は㝶᭦新しています。 

業からの実施チㅙ要ᮃに対しては、┦ᡭ方とのᡴ合せ

を行うな䛹、特チᶒ等の実施チㅙዎ⣙⥾⤖にྥけた積極的

な対応を行いました。 

実施チㅙዎ⣙については、公共の利┈をᦆなうᜍれがな

いか確認のうえ、共同研究を⥾⤖していない業には独༨

的実施を認めないな䛹、公平・公正を確保しつつ提供ඛを

㑅定し、平成 30 年度新つにチㅙした 2 ௳をྵめ、年度ᮎ

点で⥅続してዎ⣙を⥾⤖したのは 49 ௳でした。 
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国外での実施チㅙが国┈を㜼ᐖしないための⪃え方な

䛹について平成 29 年度に引き続き検討を行いました。 

 

(�) 研究成果等の社会還元の強化㻌

䐟 技術⛣㌿活ືの推進㻌

研究成果を㐺ษに社会還元していくために、研究開発等

については、水産業に関連する業界や漁業者等の現場の

ニーズを的確にᤊえ、ᆅᇦ創生や㍺出ಁ進を目ᶆとして、

研究計画のẁ㝵から予される研究開発成果の㎿㏿な実

用化にྥけた䝡䝆䝛スモ䝕䝹やその䝬䝛䝆䝯ン䝖ᡓ␎を策

定し、社会へのᬑ及を推進します。また、社会連携推進体

制を強化することとし、連携の取組について積極的にເ㞟

を行い、௳のቑຍに努める。なお、水産⯆にಀるὶ

セ䝭䝘ー等を年㛫 10 ௳௨上開ദします。 

また、研究開発成果の䝕ータベース化や䝬ニ䝳䜰䝹స成

を行うとともに、行政・ᬑ及部ᒁ、公立試験研究機関、産業

界等との⥭ᐦな連携のୗに、成果の現場への㎿㏿な⛣㌿

をྍ能とする体制を構⠏します。その㝿、水産大学校（水大

校という。）の༞業生の䝛䝑䝖䝽ー䜽等も活用します。 

ල体的経῭効果の発現に⧅䛢るために、行政、ྛ✀ᅋ

体、大学、Ẹ㛫業等の౫㢗に応䛨、機構の有する高いᑓ

㛛知識が必要とされる分ᯒ及び㚷定を行うとともに、研究開

発成果の効果的な活用及び社会還元にྥけ、漁༠職ဨ等

社会人を対㇟としたㅮ⩦、✀ⱑ及びᶆ本等の配ᕸを実施し

ています。 

ᆅᇦᡓ␎䝥䝻䝆䜵䜽䝖研究において、᪩期生産䝤リのస

出について㮵ඣᓥ┴への技術⛣㌿を図りました。 

ᮾ日本大㟈⅏からの⯆・ᨭのための䛂㣗ᩱ生産ᆅᇦ

生のためのඛ➃技術展開業䛃（ඛ➃䝥䝻研）により開発

したᰤ㣴ሷ 定䝤イとᰤ㣴ሷ⃰度予 䝥䝻グ䝷ムは、ᒾᡭ

┴水産技術センターに技術⛣㌿されました。ᰤ㣴ሷ⃰度の

予報はᒾᡭ┴水産技術センターの䝩ーム䝨ー䝆で発ಙさ

れ、漁業者に䝽䜹䝯㣴Ṫの開ጞ期をุ᩿する報として

活用されています。 

平成 30 年度よりඛ➃䝥䝻研の社会実ಁ進業務ጤク

業を担当し、ඛ➃䝥䝻研実ド研究の成果の⿕⅏ᆅ（ᒾᡭ┴、

ᐑᇛ┴、⚟ᓥ┴）への社会実を進めました。 

業の提に対応し、積極的に実施チㅙዎ⣙⥾⤖を目

指しました。特チᶒ等の実施チㅙዎ⣙については、平成 30

年度新つにチㅙした 2 ௳をྵめ、年度ᮎ点で⥅続してዎ

⣙を⥾⤖したのは 49 ௳でした。 

研究開発成果の現場へのᬑ及ಁ進及び特チ報等の

業界へのᬑ及のために、水産技術ὶ䝥䝷䝄の活ືとして、

䜰グリ䝡䝆䝛ス創出䝣䜵䜰、䝆䝱䝟ン・インター䝘ショ䝘䝹・シ

ー䝣ー䝗ショー及びシー䝣ー䝗ショー大㜰に出展するととも

に、これらの場で技術ὶセ䝭䝘ーをそれ䛮れ開ദし、水産

⯆にಀるὶセ䝭䝘ー等を計 14 ௳開ദしました（表 �）。 

関ಀ機関との連携による海洋モニタリングを⥅続し、ᚓら

れた䝕ータを漁海ἣ予報や )5$�5206、-$'(2 の海ἣ予

 計算に活用しました。これらの䝕ータベースについては䝩

ーム䝨ー䝆で公開し利活用のಁ進に努めています（表 10）。 

タイ䝷䜼✀ⱑ生産、㣴Ṫス䝆䜰䝷㍺出䝬ニ䝳䜰䝹等、計 24

௳を発行し技術の⛣㌿を図りました。 

成果の現場への㎿㏿な⛣㌿をྍ能とする体制構⠏に資

するため、シー䝣ー䝗ショー等の社会連携活ືの㝿に水産

大学校の同❆会に展♧内容の報提供を行ったほか、シ

ー䝣ー䝗ショー等の展♧会で水産大学校༞業生に展♧内

容をㄝ᫂し、研究成果の実用化にྥけたാきかけを行いま

した。 

機関では対応ᅔ㞴な㨶デ᩿、生物ẘの分ᯒ、水産

生物等の同定、ุู等、高度なᑓ㛛知識が必要とされる分

ᯒ・㚷定に関する行政、ྛ✀ᅋ体、大学等からの౫㢗に積

極的に対応（実績 1�9௳）しているほか、㨶デ᩿用㝧性䝃

ン䝥䝹✀ⱑ、ึ期㣵ᩱ、ᶆ本等の提供౫㢗に対しても積極

的に対応（実績 199 ௳）しました（表 11）。 

㒔㐨ᗓ┴担当者等を対㇟とした㨶デ᩿や㈅ẘ分ᯒ、

᱂ᇵ漁業等の技術研ಟに関するㅮ⩦会等を 43 ௳実施しま

した（表 1�）。また、国やᅋ体等が主ദする水産ᕤ学等に関

するㅮ⩦会等に積極的に༠力し、ㅮᖌ等として職ဨをᘏべ

4�� ྡὴ㐵しました（表 1�）。さらに、人材育成、技術水‽の

ྥ上、技術報の⛣㌿等を図る目的から、国内外からの研

ಟ生等 289 ྡをཷけ入れました（表 㻝㻠）。 

 

䐠 広報活ືの推進㻌

水産分野における၏一の国立研究開発法人として、研究

開発成果や海洋・生態系モニタリングに関する報等を積

極的に公開し、,&7 の活用等により┤᥋の䝴ー䝄ーである

漁業者や水産分野に関ಀする法人にいやすいᙧで提供

します。また、䝬ス䝯䝕䜱䜰や䝩ーム䝨ー䝆、国内外のྛ✀

学術㞧ㄅ、ᑓ㛛ㄅ、ᬑ及ㄅ、学会等を活用して積極的に発

表しました。広報ㄅ、ニ䝳ーズ䝺ター、ห行図᭩等のྛ✀༳

ๅ物をห行し、公表しました（表 1�）。研究開発や人材育成

の成果を広報するためのシン䝫䝆䜴ム、水産大学校の公開
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ㅮᗙ等を開ദするとともに、ᑠ中学生、高校生等の教育活

ືやᕷẸへの出ᙇㅮ⩏、ㅮ₇会等を開ദします。広報に当

たっては、▷㛫で理解が進䜐よう、平᫆なᩥ❶やイ䝷ス䝖、

┿、ື画な䛹を利用した䝃イ䜶ンス䝁䝭䝳ニ䜿ーションのᡭ

法を積極的に活用し、わかりやすい広報を推進します。 

研究開発業務及び人材育成業務の成果等について、新

⪺、䝔䝺䝡、㞧ㄅ、:HE 䝯䝕䜱䜰等の䝬ス䝯䝕䜱䜰や機構の䝩

ーム䝨ー䝆、616（)DFHERRN）等の ,&7 䝯䝕䜱䜰を活用し、積

極的に公表しました。なお、3� ௳（表 1�）の䝥䝺スリリースを

実施し、学会ㄅ等で ��� ௳のㄽᩥ（査ㄞあり、共ⴭྵ䜐）を

公表しました（表 1�）。䝩ーム䝨ー䝆の䜰䜽セスᩘは⣙ 3� 

௳、)DFHERRN の䝣䜷䝻䝽ーはのべ⣙ 1��00 人、䝯ー䝹䝬䜺䝆

ンのㄞ者は⣙ 2��00 人となりました。 

䝬ス䝁䝭や水産業界等からの問い合わせ、画ീ・ᫎീの

㈚出について積極的に対応し平成 30 年度の実績は 83� ௳

となりました。 

これらの䝯䝕䜱䜰対応によって、新⪺等の記に �33 ௳取

り上䛢られたほか、䝔䝺䝡ᒁの現場取材にも༠力し、ኳ㮚

及び⪔洋による䜽䝻䝬グ䝻の産༸場調査、䝬䝎䝁㣴Ṫ技

術開発等に関するᨺᫎも行われました。 

学会や関連ᅋ体より、学会㈹、ㄽᩥ㈹な䛹計33௳の表ᙲ

をཷけました（表 1�）。 

機構が公立試験研究機関と連携してኴ平洋ഃに展開し

ているἢᓊ定ᆅ水 ほ ⥙や水㉁自ືほ 䝤イ等による

海洋・生態系モニタリング報、及びそれらを利用した海ἣ

予 シス䝔ム等について、ᑓ用䝩ーム䝨ー䝆上でのリ䜰䝹

タイム発ಙを⥅続して行いました。また、ᮾி㟁力⚟ᓥ第一

ཎᏊ力発㟁所ᨾにより₃出したᨺᑕ性物㉁のᙳ㡪に関

する研究成果を、⚟ᓥ┴の漁༠組合長会での定期的な報

告や一⯡ྥけ䝟ン䝣䝺䝑䝖䛂ᨺᑕ能と㨶の 4	$䛃の改ゞに活

用するな䛹、積極的に報発ಙを行いました。 

水産大学校ではୗ関ᕷ立しものせき水᪘㤋（海㡪㤋）と

共同で䛂䜸ー䝥ン䝷䝪䛃をᖖ設し、ᑠ学生から大人までを対

㇟に、年㛫 28 ௳の䝔ー䝬による体験学⩦イベン䝖を࿘年開

ദし、人材育成業務に関する理解を῝めました。 

中ኸ水産研究所日ග庁⯋にే設する展♧施設䛂さかなと

᳃のほᐹᅬ䛃の展♧について、ዪᏊ⨾術大学と༠力したリ

ニ䝳ー䜰䝹内容をᐉఏし、日ග庁⯋のṔྐ的価್と当機構

の研究開発に関する広報に努めました。 

イベン䝖画に合わせた特設䝃イ䝖（䜻䝑ズイベン䝖䝨ー䝆）

を開設したところ、イベン䝖開ദ後の +3 の㜀ぴᅇᩘがቑຍ

するഴྥがあり、機構の研究成果等を社会へ還元する䝒ー

䝹として有効でした。 

海㐨༊水産研究所༓ṓ業所にే設された䛂さけます

報㤋䛃においては、䝟ン䝣䝺䝑䝖の広⠊な配ᕸ、ᆅᇦの学

校等への積極的なാきかけや、体験ᆺ展♧の活用、体験イ

ベン䝖を㢖⦾に行うな䛹、来場者のቑຍと‶足度のྥ上、及

びさけますᨺὶ業への理解ቑ進にྥけた取り組䜏にὀ

力しました。その⤖果、入場者ᩘはさらにቑຍし、当機構や

さけます䜅化ᨺὶ業等の広報を行っています。 

ዪᏊ⨾術大学の༠力をᚓて〇సした7 シ䝱䝒等の広報グ

䝑ズに、平成 30 年度新たに職ဨが䝕䝄インした䝖ー䝖䝞䝑グ

もຍえ、さかなと᳃のほᐹᅬ（7 シ䝱䝒、䝖ー䝖䝞䝑グ）と䝛䝑䝖

上（7 シ䝱䝒ྛ✀、䝟ー䜹ー）を㈍し、機構ྡの入ったグ䝑

ズによる知ྡ度ྥ上に努めました。 

ᕷẸの当機構の研究開発成果等への理解をಁ進するた

め、平᫆なᩥ❶とイ䝷ス䝖や┿等を組䜏合わせる䝃イ䜶ン

ス䝁䝭䝳ニ䜿ーションのᡭ法を取り入れて、広報ㄅや研究成

果⤂䝫スターな䛹にイ䝷ス䝖によるㄝ᫂をከ用するな䛹、

研究成果を容᫆に理解できるよう制సしました。また、研究

所等における広報にも䝃イ䜶ンス䝁䝭䝳ニ䜿ーションのᡭ法

を展開するため、研究所等の広報担当者をᣍ㞟して取組

を⤂し、さらなるᬑ及に努めました。 

広報、教育活ືのため、㨶㢮ᶆ本を㈚し出し、広く活用さ

れました。 

広報ㄅ等を 12 ௳発行し、機構の研究開発、人材育成等

について広報を行いました。（広報ㄅ䛂)5$1(:6䛃4 ᅇ、ニ

䝳ーズ䝺ター䛂おさかな⎰∧䛃� ᅇ、䛂年報䛃1 ᅇ、䛂水産大学

校内䛃1 ᅇ） 

研究報告᭩等を 1� ௳発行し、水産学研究成果のᬑ及を

図りました。（䛂水産研究・教育機構研究報告䛃2 ᅇ、䛂水産技

術䛃1 ᅇ、䛂海洋水産資源開発業報告᭩䛃8 ᅇ、䛂水産大学

校研究報告䛃4 ᅇ） 

研究開発や人材育成の成果を広報するため、本部、ྛ

研究所及び水産大学校が主ദする出ᙇㅮᗙを �� ௳、ㅮ₇

会等を � ௳開ദしました。 

ྛ研究所で、研究所の業務や研究成果等を㏆㞄の一⯡

の方䚻に⤂するための一⯡公開を計 10 ᅇ行いました。 

 

䐡 方ྥ䝁䝭䝳ニ䜿ーションの推進㻌

研究所等の一⯡公開やྛ✀イベン䝖を㏻䛨て、漁業者や

ᾘ費者等に機構の業務内容や成果を解りやすく提供すると

ともに、それに対するឤや意見の⫈取により方ྥ䝁䝭䝳

― 27 ―



 
 

ニ䜿ーションの推進を図ります。社会連携や研究開発に㝿

して、方ྥ䝁䝭䝳ニ䜿ーションを積極的に推進し、より効果

的かつ効率的に業務を実施します。 

研究所の一⯡公開・研究成果発表会の開ദや、全国

豊かな海づくり大会、海洋㒔ᕷᶼう䜏༤、研究所のᆅ元

で開ദされるᮐᖠさけ䝣䜵スタやΎ水ま䛠ろまつり、水産大

学校での䜸ー䝥ン䜻䝱ン䝟ス等のྛ✀イベン䝖、研究所での

見学対応等の㝿に、䝟䝛䝹や研究対㇟生物の展♧等を行

い、来場する漁業者やᾘ費者等に機構の業務内容や成果

をわかりやすくㄝ᫂するとともに、展♧内容や機構の業務に

関する䜰ン䜿ー䝖を行うことで、方ྥ䝁䝭䝳ニ䜿ーションの

推進を図りました（表 1�）。 

䝤リ㢮㣴Ṫ⯆ຮ強会、全国䜽䝻䝬グ䝻㣴Ṫ連⤡༠㆟会

等の開ദを㏻䛨て、㣴Ṫ漁業者との┤᥋的な意見の場

を設け、方ྥ䝁䝭䝳ニ䜿ーションを進めるとともに、これらの

場で出された意見等をその後の会㐠Ⴀ等に活用しました。

特に、䝤リ㢮㣴Ṫ⯆ຮ強会は、㣴Ṫ業者の要ᮃを㋃まえ

て引き続き⚟ᒸで開ദし、180 ᖍがほ䜌‶ᖍになり、活‸

な意見がなされました。 

ᶓᕷ等が主ദし海洋産業の⯆・活性化を目的として

平成 31 年 1 月に開ദされた䛂海と産業㠉新䝁ンベンショ 

ン䛃では、構ẁ㝵から行政や研究機関、Ẹ㛫業とともに

イベン䝖を画し、当日は水産業の活性化に関するセ䝭䝘ー

や䝤ース展♧を行うことにより、␗業✀の方とከくの意見

を進めることができました。 

䝆䝱䝟ン・インター䝘ショ䝘䝹・シー䝣ー䝗ショー等の展♧

イベン䝖では、䝤ースをゼ問したẸ㛫業関ಀ者等に研究

開発成果のㄝ᫂を行うことにより実用化のಁ進を図るととも

に、業のニーズをఛうな䛹、方ྥでの意見を行い

ました。 

 

(�) 研究開発業務と人材育成業務の┦効果の発揮㻌

研究開発業務と人材育成業務の┦効果の発揮にྥけ

て、方で取り組䜐ことがྍ能な研究ニーズの発᥀等に努

めるとともに、研究開発業務でᚓられた知見の学生への提

供や研究所の施設を教育に活用することによる教育の高度

化、⯟海実⩦等で収㞟した䝕ータの研究開発部㛛への提

供等について、組織として取り組䜐べき内容を᪩ᛴに検討

し、実施していくこととします。その㝿、独立行政法人大学 

改㠉ᨭ・学ᤵ機構による教育課⛬の認定等が㐺ษ

に維持されるように配៖しています。 

研究開発業務と人材育成業務の連携強化を図るため、

水産大学校内に設置している本部研究推進部䛂ᒣ口連携

ᐊ䛃において、水産研究所と水産大学校がともに、ᒣ口┴、

ୗ関ᕷと連携して行う研究課題（1� 課題）に取り組䜏ました。

また、研究推進に必要な䝽ー䜻ンググ䝹ー䝥会合を㐺ᐅ開

ദしました。このほか、研究所と水産大学校のᑓ㛛ᐙが連

携してᒣ口┴やୗ関ᕷの業界にᙺ立つ研究報を報告す

るᒣ口連携ᐊ主ദのຮ強会を開ദしました。 

水産大学校 3 年生の必ಟ科目である䛂水産特ㄽ䛃のほか、

䛂資源ື態学䛃や䛂水産統計䝕ータ解ᯒ䛃のᤵ業において、

研究開発職ဨ等が最新の研究開発報に関するㅮ⩏を行

いました。また、水産研究所でのインターンシ䝑䝥ཷ入れの

ಁ進（4 研究所 12 ྡ）により、水産業をᕠる課題とそれを解

決するための研究現場の取り組䜏方や最新技術等につい

て学生の認識を῝めました。さらに、平成 29 年度に⦎⩦⯪

へᑟ入した調査⯪と同ᵝの䝕ータ提供䝋䝣䝖を用いて収㞟

した海洋ほ 䝕ータを漁海ἣ予 及び漁場ᙧ成予 に関

する研究開発に有効に活用しました。 

機構の開発業連携強化䝥䝻䝆䜵䜽䝖及び㐠Ⴀ費

㔠研究開発䝥䝻䝆䜵䜽䝖において、水産研究所と水産大学

校との共同ཧ画によりྛ 3 課題の計 � 課題実施したほか、

国やᆅ方公共ᅋ体、Ẹ㛫からの⿵ຓ㔠・ጤク業のう䛱 1�

௳を水産研究所と水産大学校で連携して実施しました。 

教育と研究の共用⯪ኳ㮚において、年㛫 1�3 日の⯟

海のう䛱、22 日は水産研究所の漁場⎔ቃ調査等を実施しま

した。また、水産大学校の⯟海実⩦は 141日実施しましたが、

このう䛱 �� 日は水産研究所の資源・海洋調査とව䛽て実施

し、水産庁からのཷク業務である資源評価に活用するととも

に、学生に研究部㛛が実施する本᱁的な水産資源・海洋調

査を実体験させました。 

䜰グリ䝡䝆䝛ス創出䝣䜵䜰及び大㜰で開ദされたシー䝣

ー䝗ショーにおいて、水産大学校と研究開発部㛛が連携し

て業務⤂や研究成果等の展♧を行い、機構としてより充

実した内容の報を、広⠊ᅖに発ಙできました。 

 

(�) 䠬䠠䠟䠝䝃イ䜽䝹のᚭᗏ㻌

研究開発業務及び人材育成業務について、業務実績の

㐺ษかつཝ正な自己評価を実施します。自己評価⤖果は、

㎰ᯘ水産大⮧による評価⤖果とేせてその後の業務改ၿ

に䝣䜱ー䝗䝞䝑䜽するな䛹、䠬䠠䠟䠝䝃イ䜽䝹をᚭᗏします。自

己評価に当たっては、外部ᑓ㛛ᐙや有識者を活用するな䛹、

㐺ษな体制を構⠏していきます。 
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研究開発業務を対㇟とした研究開発評価会㆟、人材育

成業務を対㇟とした人材育成評価会㆟及びそのの業務

を対㇟とした業務㐠Ⴀ評価会㆟を開ദし、ཝ正に業務実績

の自己評価を行いました。 

上記の自己点検⤖果等を基にస成した業全体の自己

評価のጇ当性を、外部ጤဨで構成される機関評価ጤဨ

会においてᑂ㆟し、その⤖果を㋃まえ自己評価を決定しま

した。 

機関評価ጤဨ会からの意見や㎰ᯘ水産大⮧による評価

における意見をその後の業務にᫎさせ、平成 28 年度に

強化した内部統制シス䝔ム、報セ䜻䝳リ䝔䜱体制の㐠用を

⥅続するとともに、3'&$ 䝃イ䜽䝹により業務㐠Ⴀ上の問題

のᢳ出や改ၿを㐺ษに行いました。 

また、平成 29 年度の㎰ᯘ水産大⮧評価の意見をᫎさ

せ、研究体制のあり方検討会の提言を㋃まえた組織・業務

の効率化を図るよう検討を進めたほか、研究正の発㜵

Ṇにྥけた䝁ン䝥䝷イ䜰ンス研ಟ等の強化・ᚭᗏを図りまし

た。 

業年度の自己評価⤖果とともに、㎰ᯘ水産大⮧による

評価⤖果や外部からの意見も活用し、業務の改ၿや業務

㐠Ⴀ方㔪の検討を行うな䛹、3'&$ 䝃イ䜽䝹の検討を進めま

した。 

 

(�) そのの行政対応・社会㈉⊩㻌

䛂㑇ఏᏊ組え生物等の用等のつ制による生物のከ

ᵝ性の確保に関する法ᚊ䛃（平成 1� 年法ᚊ第 9� ྕ）第 32

᮲のつ定に基づき、同᮲第 2 㡯の㎰ᯘ水産大⮧の指♧に

ᚑい、立入り、㉁問、検査及び収ཤを実施します。 

また、ྛ✀ጤဨ会等への職ဨのὴ㐵、検討会等へのཧ

画等を積極的に行います。 

平成 30年度は、㑇ఏᏊ組え生物等の用等のつ制に

よる生物のከᵝ性の確保に関する法ᚊに基づく㎰ᯘ水産

大⮧からの立䛱入り検査等の指♧はཷけませんでした。 

内㛶ᗓ総合海洋政策本部ཧ会㆟等、国等が主ദする

ྛ✀ᑂ㆟会をは䛨めとして、機構職ဨの高度なᑓ㛛的知識

が要求されるྛ✀ጤဨ会等のጤဨ就௵、出ᖍ౫㢗に積極

的に対応し、ᘏべ �08 ྡのᙺ職ဨをὴ㐵しました（表 㻞㻜）。 

 

 

 

 

 

 

㻵㻵㻚 業務㐠Ⴀのຠ⋡ 

 

㻵㻵㻙㻝㻚 業務㐠Ⴀのຠ⋡䛸⤒㈝の๐ῶ 

 

(1) ୍⯡⟶⌮㈝➼の๐ῶ 
平成 30 年度予算のう䛱、㐠Ⴀ費㔠を充当して行う

業については、平成 2� 年度予算㢠を基‽として一⯡管理

費についてはẖ年度平ᆒで対๓年度ẚ 3䠂のᢚ制、業務

経費についてはẖ年度平ᆒで対๓年度ẚ 1䠂のᢚ制を行

った場合の目ᶆ㢠を㋃まえた予算をస成し、これを基に、効

率的かつ重点的な資㔠配分を行うとともに、」ᩘ年ዎ⣙の

᭦なる推進等、務の効率化を図ることにより、ᢚ制目ᶆを

確実に㐩成しました。 

 

(�) ㄪ㐩のྜ⌮ 
平成 30 年度䛂調㐩等合理化計画䛃の策定に当たっては、

平成 29 年度の評価⤖果をᫎさせるとともに、外部ጤဨ 4

ྡと┘によって構成するዎ⣙┘どጤဨ会による点検をཷ

け、ᑂ㆟⤖果を䝩ーム䝨ー䝆に公表しました。 

調㐩等合理化計画を着実に実施するため、➇த入ᮐ等

推進ጤဨ会において、ᑡ㢠㝶意ዎ⣙௨外の調㐩௳��80

௳�について๓ᑂ査・後点検を行うとともに、ዎ⣙┘ど

ጤဨ会を年 4 ᅇ開ദし、外部ጤဨによりᢳ出された調㐩

௳�31 ௳�について後点検をཷけました。 

⥾⤖したዎ⣙に関する報は、䝩ーム䝨ー䝆で公表しま

した。 

▷期㛫での⣡入が必要な '1$ 合成〇ရ、試⸆、㣵ᩱ等

の研究開発用ရの調㐩について༢価ዎ⣙を⥾⤖し、調㐩

に要する㛫の大幅な▷⦰やዎ⣙務の効率化を図りまし

た。 

研究ᶆ本等の分ᯒ・同定、施設等の保Ᏺ管理業務のほ

か、報セ䜻䝳リ䝔䜱研ಟ業務な䛹、業務の効率化のほ点か

らྍ能かつ有効なものについて、業務の㉁に␃意しつつ、

䜰䜴䝖䝋ーシングを行いました。 

施設等の保Ᏺ管理については、ᐁẸ➇த入ᮐ等のス䜻

ームを活用し、中ኸ水産研究所ᶓ庁⯋について、平成

30 年度からᘓ⠏保全業務、㆙備業務、Ύᤲ業務等、� つの

業務をໟᣓした 3 年㛫の」ᩘ年ዎ⣙を⥾⤖しました。 

調㐩等合理化計画の取組≧ἣについては、௨ୗのとおり

となります。 
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䐟 平成 30 年度のዎ⣙≧ἣ 

平成 30 年度のዎ⣙௳ᩘは �80 ௳、ዎ⣙㔠㢠は �9�9 ൨

でした。このう䛱➇த性のあるዎ⣙は�09௳�8��8䠂�、�4�3

൨�92�0䠂�、➇த性のない㝶意ዎ⣙は �1 ௳�12�2䠂�、���

൨�8�0䠂�でした。 

➇த性のない㝶意ዎ⣙の合は、௳ᩘ・㔠㢠とも๓年度

と同⛬度となっています（௳ᩘは 0�� 䝫イン䝖のῶ、㔠㢠は

0�� 䝫イン䝖のቑ）。これは、会計つ⛬等に基づき、㝶意ዎ⣙

の㐺ษな実施に努めた⤖果によるものと⪃えています。 

一者応ᮐ・応ເは 140 ௳�29�2䠂�、28�� ൨�4��4䠂�。๓

年度とẚ㍑して、一者応ᮐ・応ເの合が௳ᩘ・㔠㢠ともᑠ

さくなっています（௳ᩘは 2�� 䝫イン䝖のῶ、㔠㢠は ��� 䝫イ

ン䝖のῶ）。これは、発ὀ期の᪩期化、入ᮐ等公告期㛫の

ᘏ長、ᵝ᭩における業務内容の᫂確化な䛹、入ᮐ等にཧ

ຍしやすい⎔ቃᩚ備の取組が一定の効果をあ䛢たものと⪃

えられます。 

 

䐠 㔜Ⅼⓗにྲྀ䜚⤌䜐ศ㔝 

䜰. 㝶ពዎ⣙の㐺ษな実にྥ䛡䛯ྲྀ⤌ 

䛂独立行政法人改㠉等に関する基本的な方㔪䛃を㋃まえ

てዎ⣙務取ᢅつ⛬に新たにつ定した䛂㝶意ዎ⣙によるこ

とができる⏤䛃にヱ当する 4� ௳について㝶意ዎ⣙を⥾⤖

しました。 

䛂国等による㞀ᐖ者就ປ施設等からの物ရ等の調㐩の推

進等に関する法ᚊ䛃の㊃᪨を㋃まえ、㞀ᐖ者就ປ施設等か

らの物ရ等の調㐩を㝶意ዎ⣙により推進しました（�0 ௳、

���42 ༓）。 

特Ṧな技術ཪは設備等がྍḞな業であって、当ヱ

技術ཪは設備等を有している者が特定の者だけとは言いษ

れない調㐩௳については、調㐩の㏱᫂性・公平性を確保

するため䛂公ເ䛃ᡭ続を実施しました（13 ௳） 

 

䜲. ୍⪅ᛂᮐのపῶにྥ䛡䛯ྲྀ⤌ 

一者応ᮐ・応ເのཎᅉを究᫂するため、入ᮐㄝ᫂᭩等ཷ

㡿者に対して入ᮐ等に関する䜰ン䜿ー䝖調査を実施�ᅇ収

率 �3�1䠂�するとともに、発ὀ期の᪩期化、入ᮐ等公告期

㛫のᘏ長、ᵝ᭩における業務内容の᫂確化、㟁Ꮚ䝯ー䝹

による入ᮐㄝ᫂᭩等の配ᕸ、調㐩௳に対する㉁・ᅇ⟅

の䝩ーム䝨ー䝆での公表な䛹、入ᮐ等にཧຍしやすい⎔ቃ

ᩚ備を実施しました。 

業者が計画的に入ᮐ等へのཧຍ‽備ができるよう、発

ὀ予定報を䝩ーム䝨ー䝆で公表しました。報内容はᅄ

༙期䛤とに᭦新するとともに、報提供期の᪩期化に努

めました（年㛫ዎ⣙௳ᩘ �80 ௳のう䛱 2�� ௳）。 

 

䜴. ㄪ㐩㔠㢠の⠇ῶ䛸業務のຠ⋡にྥ䛡䛯ྲྀ⤌ 

ྛ研究所等で共㏻して調㐩する価᱁報ㄅ、海洋ほ 

調査機ჾ、ỗ用䝋䝣䝖䜴䜵䜰䝷イセンス、㟁力にຍえ、平成

30 年度から新たに䝟䝋䝁ンについて、機構全体をとりまとめ

て一ᣓ調㐩を実施しました（取りまとめない場合とẚ㍑し、

11���49 ༓�⣙ 18�3䠂�の⠇ῶ）。 

平成 30 年度から新たに国立研究開発法人海洋研究開

発機構�-$067(&�及び国立研究開発法人㎰業・㣗ᩱ産業

技術総合研究機構�㎰研機構�とそれ䛮れ䝁䝢ー用⣬を共同

調㐩、当機構・国立研究開発法人᳃ᯘ研究･ᩚ備機構�᳃

ᯘ機構�・㎰研機構の୕者で重Ἔを共同調㐩、合計 3 ௳の

共同調㐩を実施しました。また、これら法人から調㐩等に関

する報収㞟を行い、共同調㐩௳の拡大にྥけて༠㆟

を行いました。 

施設の維持管理、設備・機ჾ等の保Ᏺ管理等の調㐩に

おいて、1� ௳（う䛱新つ௳ 9 ௳）の」ᩘ年ዎ⣙を⥾⤖しま

した（༢年度ዎ⣙の場合とẚ㍑し 9�430 ༓�⣙ ��9䠂�の⠇

ῶ）。 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

業用㌴で高㏿㐨㊰を利用する㝿は、ཎ๎ (7& 䜹ー䝗

を利用することとし、平成 30 年度は �2� ༓分の (7& 䝬イ

䝺ー䝆䝃ー䝡スによる還元㢠を高㏿㐨㊰㏻行ᩱ㔠として

用し経費⠇ῶを図るとともに、ノンス䝖䝑䝥㉮行により⎔ቃ㈇

Ⲵのపῶに努めました。 

 

䜶. ேᮦの⫱成䞉ㄪ㐩➼ྜ⌮のྲྀ⤌の᥎㐍にಀ䜛ሗ

のඹ᭷ 

ዎ⣙務の㐺正化にྥけた取組には、人材の育成が極

めて重要であることを㋃まえ、ྛ研究所等のዎ⣙務担当

者を対㇟にዎ⣙務研ಟを実施�20 ྡཧຍ�するとともに、

外部機関が実施する積算ㅮ⩦、グリーン㉎入研ಟ会、会計

務職ဨዎ⣙管理研ಟにཧຍ（計 11 ྡ）し、務ฎ理能力

のྥ上を図りました。 

ዎ⣙務担当者会㆟を開ദ��� ྡཧຍ�し、ྛ研究所等

における調㐩等合理化の取組内容、ዎ⣙┘どጤဨ会や本

部➇த入ᮐ等推進ጤဨ会でのጤဨの意見等について報

共有を図りました。 
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䐡 ㄪ㐩に㛵䛩䜛䜺䝞䝘䞁䝇のᚭᗏ 

䜰. ➇தᛶのな䛔㝶ពዎ⣙に㛵䛩䜛ෆ㒊⤫ไの☜❧ 

➇த性のない㝶意ዎ⣙のう䛱新つ⥾⤖௳については、

本部の➇த入ᮐ等推進ጤဨ会�総ᣓ㈐௵者は理�総務・

㈈務担当��において、会計つ⛬等とのᩚ合性や、より➇த

性のある調㐩ᡭ続の実施のྍྰのほ点から、๓ᑂ査を実

施しました（1� ௳）。 

 

䜲. ⚈のⓎ⏕のᮍ↛㜵Ṇ䞉Ⓨ㜵Ṇの䛯めのྲྀ⤌ 

公的研究費の㐺正ᇳ行にྥけ、䛂研究費正用とその

対応䛃を䝔ー䝬に、機構の全職ဨ�1���� 人�を対㇟とした H 䝷

ーニング研ಟを実施しました�ཷㅮ率 99�3䠂�。 

また、本部ዎ⣙務職ဨがྛ研究所等のዎ⣙務のモ

ニタリングを実施し、ዎ⣙務の㐺正化・効率化ྥ上のため

のຓ言等を行いました。 

研究･教育等部㛛の職ဨが実施した⣡ရ・検収について、

務部㛛の職ဨによる定期的な後確認を実施しました

（223 ௳）。また、ዎ⣙・⣡入・検収務に関する内部┘査を

1� 業所において実施しました。 

 

(�) ⤌⧊䞉業務のຠ⋡ 
法人統合後に人管理や経理等の業務を本部に一元化

するな䛹ᙺ分担をᩚ理しており、引き続き業務の効率化

を図っています。 

水産庁と水産機構が共同で開ദした䛂水産業の成長産

業化を推進するための試験・研究等を効果的に実施するた

めの国立研究開発法人水産研究・教育機構の研究体制の

あり方に関する検討会䛃において、平成 30 年 4 月に研究開

発を効果的・効率的に実施するための組織体制のᑟ入や

施設の合理化等の提言がとりまとめられました。これを㋃ま

え施設の合理化や組織・業務の効率化を図るよう検討を進

めました。 

機構内の報ఏ㐩の化、会㆟の効率化等を図るた

め、理会をは䛨め報セ䜻䝳リ䝔䜱な䛹ྛ課の会㆟におい

ても䝔䝺䝡会㆟シス䝔ムを積極的に利用して引き続き効率

的な業務㐠Ⴀを行いました。 

 

(�) タ䞉タഛ➼の㐺ṇ䛸ຠ⋡ⓗ㐠⏝ 
⯪⯧の安全な㐠⯟と必要な調査能力を確保するため、䝗

䝑䜽ᵝを⢭査するとともに、予算の⠊ᅖ内でඃඛ㡰の

高い機ჾ及びල合が生䛨ている設備等のᩚ備を行いまし

た。 

また、平成 31 年度⯪⯧調査計画をస成するにあたり、効

率的な㐠⯟を図るため、研究所から提出された調査要ᮃ及

び水産大学校の実⩦計画について⢭査・調ᩚし、ྍ能な㝈

り共同調査を実施することとしました（表 �1）。共用⯪として

❹ᕤしたኳ㮚については、ྍ能な㝈り人材育成と研究開

発の୧立が図れるよう研究所担当者と水産大学校関ಀ者

において意見を行い、方の業務にᚑする㐠⯟計

画を策定しました。なお、平成 30 年度より本᱁的な㐠⯟を

開ጞしたኳ㮚は、実⩦ � ⯟海��� 日�、調査 4 ⯟海�8� 日�、

計 9 ⯟海�1�3 日�の実績でした。㻌  

研究開発用高㢠機Ეについては、䜽䝻䝬グ䝻ᑠᆺ㨶の定

置⥙でのΰ⋓㜵Ṇ技術の開発はႚ⥭の課題であって、課

題㐙行には、海ᗏ、海㠃㏆やኪ㛫のప↷度᮲௳ୗでの

㨶✀ุู及び行ືほᐹがྍḞであることから、海ᗏ㏆

やኪ㛫のప↷度᮲௳ୗの漁ල内において、高⢭度なᫎീ

を取ᚓする䛂2 ࿘Ἴ㡢㡪䜹䝯䝷䛃を㉎入・ᩚ備しました。これに

より、高確度の㨶✀識ูがྍ能になりました。また、ἢᓊ海

ᇦにおける᳜物䝥䝷ン䜽䝖ンῶᑡによる䜰䝃リ資源の⃭ῶや

ノリのⰍⴠ䛱現㇟への対応はႚ⥭の課題であり、㣴Ṫ場海

ᇦのᰤ㣴ሷを効率よくᚠ⎔させることによりこれを解決する

⎔ቃ調ᆺ㣴Ṫ技術の開発に取り組んでいることから、海

水中にྵまれるᰤ㣴ሷ㢮 � 㡯目を同に 定する䛂ᰤ㣴ሷ

分ᯒ計䛃を㉎入・ᩚ備しました。これにより、年㛫⣙ 1�000 検

体もの分ᯒが効率的に実施ྍ能になりました。 

施設ᩚ備については、計画的に᭦新・ᩚ備を行い、平成

30 年度施設ᩚ備費⿵ຓ㔠ᕤ௳で䛂水産大学校学生䝃

䝫ー䝖Ჷ新⠏ᕤ䛃及び䛂海㐨༊水産研究所㔲㊰庁⯋調

 実験施設改ಟそのᕤ䛃をᕤしました。また、平成 29

年度、平成 30 年度の 2 䞄年計画ᕤ䛂ቑ㣴Ṫ研究所༡ໃ

庁⯋海水取水管᭦新ᕤ䛃についてもᕤしました。 

施設、機Ეの効率的な㐠用のため、国立研究開発法

人、公立試験研究機関、大学等の外部機関をྵめた利用

計画を研究所䛤とにస成し、効率的な利用をಁ進した⤖果、

施設で 100 ௳、機Ეで 11 ௳の外部利用が行われました（表

��）。 
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㻵㻵㻵㻚 ㈈務ෆᐜのᨵၿ 

 

㻵㻵㻵㻙㻝㻚 ᨭのᆒ⾮ 

 

会計シス䝔ムを利用し予算とᨭ出の㐺正なᇳ行管理を行

い、ẖ月会計検査㝔へ計算ド᫂᭩㢮�合計ṧ高試算表等�

を提出しました。また、予算のᇳ行≧ἣを取りまとめྛ研究

所及び水産大学校へ報告し、㐺正な予算管理を行いました。

業年度⤊後、会計┘査人の┘査をཷけながら、㈈務ㅖ

表をస成しました。 

平成 30 年度の経ᖖ収┈は 23�040 ⓒ、経ᖖ費用は

22�998 ⓒとなり、経ᖖ利┈は 42 ⓒとなりました。こ

れに⮫ᦆ┈の䕦28ⓒ、及び๓中期目ᶆ期㛫⧞㉺積

立㔠取ᔂ㢠 99 ⓒをຍえた 113 ⓒが当期総利┈と

なりました。 

 

㻵㻵㻵㻙㻞㻚 業務のຠ⋡䜢ᫎ䛧䛯ண⟬の⟇ᐃ䛸㑂Ᏺ 

 

(1) Ỵ⟬ᴫせ 
平成 30 年度の機構全体の収入及びᨭ出の予算㢠に対

する決算㢠は、次のとおりです。 

機構全体の収入は、主にཷク収入のቑ�13� ⓒ�、ㅖ

収入のቑ（�0 ⓒ）、㐠Ⴀ費㔠等の๓年度からの⧞

㉺によるቑ�1���1 ⓒ�の一方、政ᗓ⿵ຓ㔠等収入のῶ

（䕦129 ⓒ）により、全体で 1�829 ⓒのቑとなりまし

た。 

機構全体のᨭ出は、主に、業務経費のቑ��8 ⓒ�、ཷ

ク経費のቑ（13� ⓒ�の一方、一⯡管理費のῶ（䕦2�1

ⓒ）、政ᗓ⿵ຓ㔠等業費のῶ（䕦129 ⓒ）、Ḟဨ

等に伴う人௳費のῶ（䕦�2� ⓒ�により、全体で �12 ⓒ

のῶとなりました。（表 ��） 

なお、第 4 期中長期目ᶆにて、䛂研究開発成果の最大化

にྥけた取組の強化䛃、䛂水産資源の持続的な利用のため

の研究開発䛃、䛂水産業の健全な発展と安全な水産物の安

定供給のための研究開発䛃、䛂海洋・生態系モニタリングと次

世代水産業のための基盤研究䛃、䛂人材育成業務䛃を一定

の業等のまとまり（セグ䝯ン䝖）とされ、平成 28 年度計画௨

㝆の第 4 期中期計画中は、セグ䝯ン䝖䛤との計画を策定し、

予算についてもセグ䝯ン䝖の༊分によりᩚ理しています。 

 

(�) ண⟬ཬ䜃ᨭィ⏬➼ 
セグ䝯ン䝖䛤との予算を年度計画で策定し、機構䝩ーム䝨

ー䝆において開♧しました。また、セグ䝯ン䝖内で収┈化༢

により予算と実績を管理しました（表 ��、� ��）。 

㐠Ⴀ費㔠の当期㢠は 1��120 ⓒ、当期に

用した㐠Ⴀ費㔠は 1��020 ⓒ、当期用㢠と当期

㢠とのẚは 99�4䠂となりました。 

▷期入を行わないことを๓提とし、ᨭ出にᨭ㞀を来すこ

とのないよう収入、ᨭ出の管理を行いました。 

資㔠計画については、ᨭ出にᨭ㞀を来すことのないよう、

㐠Ⴀ費㔠のཷ入が㐜れた場合等に対応するため、▷

期入㔠の㝈度㢠を 2� ൨としていましたが、▷期入は

行いませんでした。 

目的積立㔠となるవ㔠が生䛨た場合は、業務の充実・

๓ಽしを行うことを目的として、業務の充実・ຍ㏿及び機ჾ

の᭦新・㉎入、設備の改ಟ等に用しますが、目的積立㔠

となるవ㔠は生䛨ませんでした。 

 

㻵㻵㻵㻙3㻚 ⮬ᕫධの☜ಖ 

 

(1) ◊✲䞉ᩍ⫱຺ᐃ 
㎰ᯘ水産┬のጤク䝥䝻䝆䜵䜽䝖研究や水産庁の䛂我が国

࿘㎶水産資源調査・評価等推進ጤク業䛃等をཷクすると

ともに、ྛ✀公ເによる➇த的研究資㔠について、㒔㐨ᗓ

┴等の機関との共同提をྵめ積極的に提・応ເし、

外部資㔠の⋓ᚓに努めました（表 ��）。 

㎰ᯘ水産┬ጤク䝥䝻䝆䜵䜽䝖研究では新つ 4 課題、⥅続

2 課題、䛂イノベーション創出強化研究推進業（旧㎰ᯘ水

産業・㣗ရ産業科学技術研究推進業）䛃では新つ 3 課題、

⥅続 1 課題、ᩥ部科学┬科学研究費ຓ成業では新つ 2�

課題、⥅続 �4 課題の研究資㔠を⋓ᚓしました。 

ᆅ方公共ᅋ体、公┈法人等から、機構の目的に合⮴す

るཷク費等の外部資㔠 �� 課題を積極的にཷけ入れました。 

外部資㔠の計は、4�32� ⓒとなりました。 

知的㈈産ᶒの活用による自己収入の拡大を図るため、知

的㈈産ᶒの⢭査及びその活用による活ືを推進し、新つ 1

௳をྵ䜐 43 ௳の実施チㅙ等により 93 の収入がありま

した。 
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実験施設等㈚要㡿により業にᨭ㞀のない⠊ᅖで実

験施設等を外部に㈚しけ、3 ௳で ��88� の収入があ

りました。 

外部から 8 ௳のᐤ㝃をཷけ、942 の収入がありました。 

水産大学校のᤵ業ᩱ収入は、440 ⓒの収入がありま

した。 

上記をྵめて、研究・教育຺定における業収┈とᐤ㝃

㔠収┈の計は �88 ⓒとなりました。 

 

(�) ᾏὒỈ⏘㈨※㛤Ⓨ຺ᐃ 
漁⋓物収入の安定的な確保に引き続き努めています。 

漁⋓物の㈍に当たり水ᥭ䛢ೃ⿵ᆅのᕷἣをẚ㍑検ド

した上で水ᥭ䛢ᆅを決定すること等により༷収入の確保

に努めました。 

海洋水産資源開発຺定における業収┈は、ほ䜌上記

漁⋓物༷収入が༨めており、1�41� ⓒとなりました。 

 

㻵㻵㻵㻙㻠㻚 ಖ᭷㈨⏘のฎศ 

 

ẖ年度ῶᦆ調査を行い、要・㐟ఇ化している資産の有

↓について点検しています。㻌 この⤖果、平成 30 年度は資

産のῶᦆのೃが認められ䛪、引き続き保有し業に活用

することとしました。 

なお、๓年度までのῶᦆ調査により、要㈈産ཪは要

㈈産と見㎸まれた㈈産については、㈈産のฎ分に関する計

画にᚑって行いました。 

平成 30 年度ᮎをもって㛢庁する中ኸ水産研究所上⏣庁

⯋の施設の保有の必要性を検討した⤖果、保有の必要性

が認められないことから、要㈈産として国ᗜに現物⣡す

るᡭ続きを進めました 

平成 2� 年度にᗫṆした海㐨༊水産研究所༑さけま

す業所ᖏ広施設のᅵᆅᘓ物等については、海㐨㈈務

ᒁᖏ広㈈務務所から指♧をཷけたᥐ置をし、平成

30 年 8 月に㎰ᯘ水産大⮧あてに国ᗜ⣡㏻知᭩を提出し

ました。 

平成 2� 年度にᗫṆした日本海༊水産研究所能Ⓩᓥ庁

⯋のᅵᆅᘓ物等については、ᘓ物が機構所有のᅵᆅと

用している┴有ᆅに㊬がってᘓっていることから、国ᗜへの

現物⣡する方法について、㝣㈈務ᒁと調ᩚを進めまし

た。 

平成 2� 年度にᗫṆした℩ᡞ内海༊水産研究所⋢野庁

⯋のᅵᆅᘓ物等については、中国㈈務ᒁᒸᒣ㈈務務所

から指♧されたᥐ置をし、平成 31 年 2 月に㎰ᯘ水産

大⮧あてに国ᗜ⣡㏻知᭩を提出しました。 

平成 28 年度にᗫṆしたす海༊水産研究所▼ᇉ庁⯋の

ᅵᆅᘓ物等については、Ἀ⦖総合務ᒁ㈈務部からの指

♧をཷけて、国ᗜ⣡⏦ㄳを行うために必要なᥐ置を進め

ました。 

平成 29 年度に༷した䜏䛪ほの༷㢠については、

平成 30 年 � 月 30 日に国ᗜ⣡しました。 

ᑠᆺの漁業調査用⯪⯧については、費用対効果を検ド

の⤖果、平成 30 年度において要とุ᩿される⯪⯧はあり

ませんでした。 

その、重要な㈈産のㆡ渡や担保にするという計画は、

ありませんでした。 

 

㻵㼂㻚 䛭のの業務㐠Ⴀ 

 

㻵㼂㻙㻝㻚 䜺䝞䝘䞁䝇のᙉ 

 

(1) ෆ㒊⤫ไ䝅䝇䝔䝮の実䞉ᙉ 
内部統制ጤဨ会を開ദし、理長のリー䝎ーシ䝑䝥のୗ、

内部統制の推進にಀる関ಀつ⛬や体制、取組≧ἣについ

てᑂ㆟・検討を行い、内部統制シス䝔ムのさらなる充実・強

化を図りました。 

機構の業務㐠Ⴀが㐺ษに行われ、内部統制シス䝔ムが

有効に機能しているかを確認するためのモニタリングを、内

部┘査の一⎔としてྛ研究所等を対㇟に実施しました。 

業務部㛛䛤とにリス䜽のὙい出し及び見┤しを行うととも

に、全理を構成ဨとするリス䜽管理部会においてリス䜽対

応⤖果と今後のリス䜽対応計画について㆟ㄽするな䛹、

3'&$ 䝃イ䜽䝹に༶したリス䜽管理活ືを実施しました 

 

(�) 䝁䞁䝥䝷䜲䜰䞁䝇の᥎㐍 
関ಀ法௧の改正等を㋃まえ、㝶つ⛬の制定・見┤しを

行い、つ⛬の制定・改正にはグ䝹ー䝥䜴䜵䜰等を活用し

て全ᙺ職ဨ等に࿘知を行い、䝁ン䝥䝷イ䜰ンスの推進を図り

ました。 

平成 30 年 12 月 3䡚� 日を䝁ン䝥䝷イ䜰ンス推進㐌㛫と定

め、理長による䝁ン䝥䝷イ䜰ンスㅮヰを実施するとともに、
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業所䛤とに䝁ン䝥䝷イ䜰ンス研ಟ等独自の取組を実施しま

した。 

全ᙺ職ဨ等を対㇟に䛂職場での䝝䝷ス䝯ン䝖䛃、䛂研究活ື

における正行Ⅽとその対応䛃、䛂研究費の正用とその

対応䛃の 3 㡯目について H 䝷ーニング研ಟを実施するととも

に、すべてのᣐ点で䛂報セ䜻䝳リ䝔䜱研ಟ䛃を実施しました。

また、新つ᥇用者及び新たに管理職に᪼௵した者を対㇟に

本部で䝁ン䝥䝷イ䜰ンス研ಟを実施しました。 

平成 29 年度にุ᫂し同年度中にᥐ置をㅮ䛨た研究正

を㋃まえつつ、研究開発活ືにおける㐺ษな行Ⅽ

等を㜵Ṇについて取り組䜏ました。 

すべての研究所等に研究記㘓管理者を設置して研究記

㘓の保管・管理体制を強化する、ᚑ来本部の䜏に置いてい

た研究正┦ㄯ❆口をすべての研究所等に設置する等を

内容とする関ಀつ⛬の制定・見┤しを行いました。 

研究正の発㜵Ṇ及び研究活ືにおける行ືつ⠊の

࿘知ᚭᗏのための研ಟ会を、すべてのᣐ点において実施し

ました。 

内部┘査において、研究所等におけるዎ⣙と⣡入及び

検収の≧ἣ、研究成果のᑂ査体制等について┘査を行い

ました。 

政ᗓཷク業及び⿵ຓ業等の外部資㔠について、

業目的にἢった㐺正なᇳ行・務ฎ理をᚭᗏするため、ᇳ

務担当者に対し研ಟを行うとともに、ྛ研究所等を対㇟に

公的研究費のᇳ行・管理≧ἣについてモニタリングを行い

ました。 

 

㻵㼂㻙㻞㻚 ேᮦの☜ಖ䞉⫱成 

 

(1) ேに㛵䛩䜛ィ⏬ 
䐟 ேィ⏬ 

効率的・効果的な業務㐠Ⴀを図るほ点から、引き続き人

管理を行うとともに要ဨを配置するため、28 ྡの新つ職

ဨの᥇用を内定しました。 

また、᥇用ᙧ態にあっては一⯡試験᥇用、㑅⪃᥇用、௵

期研究ဨ制度にຍえて、経験者᥇用を活用した᥇用を

行いました。  

イノベーションの創造や社会連携の推進を積極的に進め

るため平成 29 年度ᩚ備した䜽䝻ス䜰䝫イン䝖䝯ン䝖制度等を

利用した人材ὶを平成 31 年（௧元年）に実施する方㔪

を決定しました。 

䐠 ேᮦの☜ಖ 

職ဨの᥇用については、公ເによる試験᥇用及び㑅⪃

᥇用にຍえて、ⱝᡭ研究開発職ဨの᥇用に㝿しては䛂研究

開発シス䝔ムの改㠉の推進等による研究開発能力の強化

及び研究開発等の効率的推進等に関する法ᚊ（研究開発

強化法）䛃を㋃まえて௵期研究ဨの᥇用にຍえて、経験

者᥇用を実施しました。なお、応ເ者と᥇用者に༨めるዪ

性合に㞳が生䛨ないよう努めながら、ඃれた人材確保

に取り組䜏、全職✀で合計 �� ྡを᥇用しました。 

また、䝔ニ䝳䜰䝖䝷䝑䜽制度を活用し、௵期研究ဨから

10 ྡ（う䛱ዪ性 4 ྡ）を研究開発職に᥇用しました。 

䝫ス䝖䝗䜽ターὴ㐵制度（独立行政法人日本学術⯆会

特ู研究ဨ）の活用により、2 ྡをཷけ入れました。 

国㝿㎰ᯘ水産業研究センター・ᮾி海洋大学・海㐨大

学へ研究開発職ဨྛ 1 ྡの人ὶを実施しました。 

高年㱋者㞠用安定法に基づく㞠用制度により、�1 ྡを

㞠用しました。 

一⯡職のಀ長への᪼௵を見ᤣえた経験者᥇用試験を行

い、9 ྡの᥇用を行いました。 

 

䐡 ຠᯝⓗなேᮦ⫱成の実 

平成 29 年 4 月に改ゞを行った䛂職ဨ人材育成䝥䝻グ䝷ム䛃

に基づき、職ဨの䜻䝱リ䜰䝟スを計画的に実㊶することにຍ

えて組織の活性化を図るため、人ὶ、外部研ಟ等への

ཧຍ及び職ဨ研ಟ会を実施しました。 

なお、職ဨの育成を図るため、行政機関等が主ദする外

部の研ಟ等を活用するとともに、新人研ಟ、ዎ⣙務研ಟ、

経理務研ಟ、ཷク業務担当者研ಟ、管理職研ಟ、

評価者研ಟを実施しました。 

 

䐢 ⏨ዪඹྠཧ⏬ 

次世代育成ᨭ対策行ື計画に定める目ᶆの㐩成にྥ

けた取組を⥅続するとともに、ാき方改㠉に伴う次世代育成

ᨭをྵ䜐ከᵝなാき方についての検討を行い、一部ఇ

ᬤ制度について就業つ๎にᫎさせました。 

ዪ性の職業生活における活㌍の推進に関する法ᚊ（平

成 2� 年法ᚊ第 �4 ྕ）に基づく行ື計画を㐺ษにᒚ行する

ため、管理職研ಟにおいて外部のዪ性ㅮᖌをᣍいて䛂ዪ性

活㌍推進法を㋃まえた部ୗ育成力強化研ಟ䛃を実施し、現

≧把握及び育成䝫イン䝖の認識を῝めるとともに、意識㔊成

を図りました。 
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(�) ேホ౯䝅䝇䝔䝮の㐺ษな㐠⏝ 
職ဨの業績及び能力の評価については、評価制度の公

正かつ㏱᫂性を確保しつつに実施するため、新たに評

価者となった職ဨを中ᚰに評価者研ಟを 1 ᅇ実施しました。㻌  

研究開発職ဨの業績評価については、研究開発業績の

䜏なら䛪、研究開発、教育成果の行政施策・推進の検討・

ุ᩿への㈉⊩、技術⛣㌿活ືへの㈉⊩等を༑分に຺し

たものとなるよう人評価シス䝔ムの検討を行うとともに、教

育職ဨにあっては、平成 31 年度本᱁実施にྥけ、新たな

教育内容の高度化、研究開発部㛛との┦効果の発揮に

かかる取り組䜏に対応し、業績評価のጇ当性と㏱᫂性の確

保に努めるための評価基‽を見┤し、試行・検ドを行い、

見┤しを策定しました。 

人評価⤖果について、研究開発職ဨは、ຮᡭ当等

ฎ㐝や研究資㔠等の配分へ㐺ษにᫎさせました。 

一⯡職ဨ、技術職ဨ、⯪⯧職ဨ、教育職ဨ及び┳ㆤ職

ဨの人評価⤖果についても、ຮᡭ当等ฎ㐝へ㐺ษに

ᫎさせました。 

 

(�) ᙺ⫋ဨの⤥Ỉ‽➼ 
ᙺ職ဨの給については、人㝔່告を㋃まえた改定

を行うな䛹、国ᐙ公務ဨに‽ᣐしたᨭ給水‽としており、総

務大⮧から♧された䜺イ䝗䝷インに基づき給水‽の公表を

行いました。 

平成 29 年度ᑟ入した䜽䝻ス䜰䝫イン䝖䝯ン䝖制度に引き続

いて、研究開発業務の特性に応䛨たよりᰂ㌾な報㓘・給

制度のᑟ入にྥけて機関と報を行いました。 

 

㻵㼂㻙3㻚 ሗබ㛤の᥎㐍➼ 

 

䛂独立行政法人等の保有する報の公開に関する法ᚊ䛃

（平成 13 年法ᚊ第 140 ྕ）に基づくつ⛬等により、機構の

組織及び㐠Ⴀ≧ἣを䝩ーム䝨ー䝆で公表するとともに、法

人ᩥ᭩の開♧ㄳ求 2 ௳に対応しました。 

 

㻵㼂㻙㻠㻚 ሗ䝉䜻䝳䝸䝔䜱ᑐ⟇のᙉ 

 

インシ䝕ン䝖発生の対応体制としてᩚ備している &6,57

（&RPSXWHU 6HFXULW\ ,QFLGHQW 5HVSRQVH 7HDP、シー䝃ー䝖）の

䝯ン䝞ーを、ྛ✀研ಟにཧຍさせ、機構としての䝃イ䝞ーᨷ

ᧁへの組織的対応能力とึື対ฎの強化を図りました。 

機構が定める報セ䜻䝳リ䝔䜱・䝫リシー等のより㐺ษな㑂

Ᏺを実現するため、外部ᑓ㛛ᐙによる全ᙺ職ဨ等を対㇟と

した報セ䜻䝳リ䝔䜱研ಟを実施しました。さらに、䝯ー䝹䜰䝗

䝺スを保有している全ᙺ職ဨ等が報セ䜻䝳リ䝔䜱の問題を

理解するために、ᶆ的ᆺ䝯ー䝹ᨷᧁカ⦎を実施しました。 

報セ䜻䝳リ䝔䜱の確保及びその強化・拡充を図るため、

新たに䛂政ᗓ機関の報セ䜻䝳リ䝔䜱対策のための統一基

‽䛃に基づく機構報セ䜻䝳リ䝔䜱の確保に関するつ⛬等を

ᩚ備しました。 

ಶ人報の管理≧ἣについて、ྛ部⨫の長による点検

を行うとともに、内部┘査を実施しました。 

 

㻵㼂㻙㻡㻚 ⎔ቃᑐ⟇䞉Ᏻ⟶⌮の᥎㐍 

 

関ಀ法௧に基づき、ᛌ㐺な職場⎔ቃ及び職場の安全⾨

生を確保するため、ྛ業所の安全⾨生の点検、職ဨの定

期健ᗣデ᩿を実施するとともに、ປാ安全⾨生法に基づく

ス䝖䝺ス䝏䜵䝑䜽を実施し、㞟ᅋ分ᯒ⤖果の活用した職場⎔

ቃ改ၿにྥけ産業་によるㅮ⩦会を実施しました。 

安ྰ確認シス䝔ムを活用した安ྰ確認カ⦎を実施すると

ともに、ྛ業所༢でᾘ㜵⨫と連携して㜵ⅆ・㜵⅏カ⦎

や䠝䠡䠠実技ㅮ⩦等を実施しました。 

⅏ᐖの備えた㜵⅏備ရの点検･᭦新を行ないました。 

職場における安全の確保と業務⅏ᐖの㜵Ṇのため、䝠䝲

リ䝝䝑䝖調査を実施（2 ᅇ�年）し、同の職ဨ࿘知を行うと

ともに、㣗ရຍᕤ用機Ე等の安全⾨生点検の取組を実施し

ました。 

職場における䝝䝷ス䝯ン䝖の㜵Ṇと䝝䝷ス䝯ン䝖に関する理

解を῝めるため、全職ဨ対㇟の H 䝷ーニング研ಟと、新௵の

管理職ဨを対㇟とした䝝䝷ス䝯ン䝖研ಟを実施しました。 

水産大学校の学生等の学ಟ㠃及び生活㠃における安全

に配៖しました。 

新入生䜸リ䜶ン䝔ーションで⸆物用㜵Ṇㅮ⩦会、㜵≢

ㅮ⩦会、䝝䝷ス䝯ン䝖ㅮヰ及びᾘ費生活ၨ発ㅮᗙを実施し

ました。 

自己の健ᗣ管理に対する報を提供しၨ発するため䛂保

健だより䛃をẖ月発行しました。 

ⅆ⅏を定した㑊㞴カ⦎を校⯋及び学生ᑅにおいて実

施しました。 

㏻安全ㅮ⩦会と実ᆅ指ᑟを実施しました。 
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� 月㞵、海㐨⫹ᮾ部ᆅ㟈、⇃本ᆅ方ᆅ㟈、ྎ㢼等

の⅏ᐖには、安ྰ確認シス䝔ムを用して安ྰ確認及び

⥭ᛴ連⤡を実施ました。 

ᒣ口ປാᒁからㅮᖌをᣍき䛂学生䜰䝹䝞イ䝖におけるປ

ാ法制に関するㄝ᫂会䛃を開ദしました。 

䛂国等による⎔ቃ物ရ等の調㐩の推進等に関する法ᚊ䛃

に基づく⎔ቃ物ရの㉎入等の取組を実施し、1 ရ目を㝖き、

⎔ቃ物ရ等の調㐩率 100䠂を㐩成しました（生⣬の調㐩

ᅔ㞴により、༳ๅの䜏⎔ቃ物ရ調㐩率 99䠂）。 

䛂䜶䝛䝹䜼ーの用の合理化に関する法ᚊ䛃（ �4 年

法ᚊ第 49 ྕ）、その、 ᐊ効果䜺ス๐ῶにಀわる関ಀ自

体の᮲に対応して、┬䜶䝛を推進し、経῭産業┬、⚄

ዉᕝ┴、ᶓᕷ及び海㐨に対し、 ᐊ効果䜺ス出実

績等を報告しました。 

関ಀ法௧に基づき、機構内の᰾⇞ᩱ物㉁等の取ᢅ≧ἣ

を調査し、┘╩ᐁ庁に報告を行いました。 

⎔ቃへの配៖の取組や特定化学物㉁の報告について、

⎔ቃ報告᭩に取りまとめ、䝩ーム䝨ー䝆で公表しました。 

ẘ物等取ᢅつ⛬に基づき、機構内において年 2 ᅇの

管理≧ἣの点検を行っていますが、内部┘査等により管理

上の備が指されたが発生し、ヱ当研究所におい

て現物とリス䝖との✺合、業務䝣䝻ーの見┤し等を実施し、管

理体制を正しました。また、の研究所等に対しても、ẘ

物等の点検及び管理のᚭᗏを指♧しました。 

 

㻵㼂㻙㻢㻚 䛭の 

 

(1) タཬ䜃タഛに㛵䛩䜛ィ⏬ 
䐟 タᩚഛィ⏬ 

業務の㐺正かつ効率的な実施のため、施設及び設備の

ᩚ備改ಟ等を計画的に行いました。 

平成 30 年度施設ᩚ備費⿵ຓ㔠ᕤ௳である䛂水産大

学校学生䝃䝫ー䝖Ჷ新⠏ᕤ䛃及び䛂海㐨༊水産研究所

㔲㊰庁⯋調 実験施設改ಟそのᕤ䛃については、平

成 31 年 3 月にᕤした。29 年度、30 年度の 2 䞄年計画ᕤ

である䛂ቑ㣴Ṫ研究所༡ໃ庁⯋海水取水管᭦新ᕤ䛃に

ついては、平成 30 年 � 月にᕤしました。 

また、その 20 ௳௨上、㐠Ⴀ費㔠をもって計画的に

施設及び設備のᩚ備改ಟ等を行いました。 

 

䐠 ⯪⯧ᩚഛィ⏬ 

業務の㐺正かつ効率的な実施のため、また、⯪⯧の安全

㐠⯟にᨭ㞀を来さないように、ẖ年度策定しているᩚ備計

画等にἢって、ᩚ備改ಟ（↓⥺設備⿵ຓ㟁源用㟁ụの

新᭰（ග）、䝖䝻ー䝹䜴イン䝏点検ᩚ備（ಇ㮚）、⛶㨶

䝛䝑䝖䜴イン䝏㝣ᥭ䛢ᩚ備及びᯫྎᩚ備（しら䜅䛨）、中ኸ

䜽䝺ーン䜴イン䝏のᩚ備（㝧ග）等）を行いました。 

上記ᩚ備計画௨外にも、老朽化等に伴う⥭ᛴಟ理௳

（10 ௳㉸）に関して対応を行いました。 

 

(�) ✚❧㔠のฎศに㛵䛩䜛㡯 
๓中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠 99 ⓒを、๓中期目ᶆ

期㛫中に自己収入㈈源で取ᚓし、当中長期目ᶆ期㛫へ⧞

り㉺した有ᙧᅛ定資産のῶ価ൾ༷に要する費用等に充当

しました。 

 

(�) ᩜ㔠㏉ᡠ㔠のά⏝ 
現本部務所の㈤ᩱ್上䛢がなかったため、定期㡸㔠

により資㔠㐠用を行いました。 

 

(�) ᐑྂᗇ⯋ᆅの㉎ධ 
ᐑྂ庁⯋のᩜᆅにಀるᆅ部分については、平成 29 年

度にᆅ部分の㉎入は行わないことで、検討をしまし

た。 
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（平成 �� 年度資料１） 

 

マサバ・ゴマサバの努力量管理とTAC管理の効果の定量化 

中ኸ水産研究ᡤ 資源研究ࢱࣥࢭ  ࣮

 

研究の背景・目的 
1� 2004 年からࢺ࣮ࢱࢫした資源回復計画のᯟ組みの

中で、ࣂࢧ㢮やࢩ࣡㢮を⁺⋓する୕㝣Ἀのまき⥙

⁺業では、一日のᢞ⥙回ᩘの上㝈をタᐃしたり（ᢞ

⥙ไ㝈）、たくさんの⁺⋓があった⩣日を⮫ఇ⁺

としたりするなどの管理が行なわれてきました。 
2� ⁺⋓㔞そのものではなく、⁺⋓にかかる努力㔞をไ

㝈する管理（努力㔞管理）においては、管理の実ຠ

ᛶを評価することが㔜せです。 
3� 本研究では、管理が↓かったሙྜに、どのくらい᧯

業し、それによりどのくらい⁺⋓していたかをண 

することで、୕ 㝣Ἀの㒊まき⥙⁺業で行なわれた

努力㔞管理の実ຠᛶをᐃ㔞化しました。 
 
研究成果 
1� ヲ⣽な᧯業日ㄅࢱ࣮ࢹをもとに、一般⥺ᙧΰྜࣔࢹ

ࣝや≧ែ✵㛫ࣔࣝࢹ等の⤫計ⓗᡭ法を⏝いて、「ど

のようなときに⁺業⪅がどのくらいฟ⁺するか」、

「ఱ回くらいᢞ⥙するか」、「ᢞ⥙したときにどのく

らい⁺⋓できるか」をㄝ᫂するࣔࣝࢹをస成しまし

た。 
2� స成したࣔࣝࢹをって、「もし管理が↓かったら

どのくらい⁺⋓していたか」をࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩに

よりண しました（図㸯）。 
3� その⤖果、㒊まき⥙⁺業におけるࢧ࣐ࢦ・ࣂࢧ࣐

の⁺⋓㔞はᢞ⥙ไ㝈でࣂ 20�（図㸰）、⮫ఇ⁺で

10㸣๐ῶされ、あわせて 30�⛬度の⁺⋓㔞が資源

回復計画で実された努力㔞管理により๐ῶされ

たことが♧されました。 
4�  㒊まき⥙⁺業においては、⁺⋓ྍ⬟㔞（7$&）に

対して実㝿の⁺⋓㔞はその�㹼�割であることから、

努力㔞管理が⁺⋓をᢚ࠼ることで7$&㉸㐣のࣜࢫ

 。が㑊けられていることがわかりましたࢡ
��  本成果をまとめたㄽᩥは、国㝿Ꮫ⾡㞧ㄅにᥖ㍕さ

れました。 

KWWSV���GRL�RUJ�10�1890�14�121��1 
KWWSV���GRL�RUJ�10�33�4�PHSV12�88 

 

図２．投網制限が緩いと仮定したときの漁獲量の増加率

（シミュレーションによる予測値�実際の値） 
 
波及効果 
 日本で一般ⓗに行なわれている努力㔞管理のຠ果を

⛉Ꮫⓗに᳨ウすることがྍ⬟となることから、今回開

発した方法ㄽが、今後の資源管理方策の᳨ウに大きく

貢献することが期待されます。 
 

 

図１．実際の投網回数（左グラフ）と漁獲量（右グラフ）を黒の実線で示し、投網制限が無かったと 

仮定したシミュレーション予測値を赤線で重ねて示した 
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（平成 �� 年度資料２） 

 

ኴ平ὒを㉺࠼てྠᮇࡍる㨶✀᭰の⏕≀Ꮫ的࣓࣒ࢬࢽ࢝ 

中ኸ水産研究ᡤ 資源研究࣮ࢱࣥࢭ、ᾏ㐨༊水産研究ᡤ 生産⎔ቃ㒊、ᮾ༊水産研究ᡤ 資源⎔ቃ㒊 

 

研究の背景・目的 
1� Ẽೃኚ動にకってࢩ࣡ࢳࢡࢱ࢝とࢩ࣐࣡の㛫

でඃ༨㨶✀がධれ᭰わる「㨶✀᭰」現㇟は、はるか

ኴ平ὒを㉺࠼て㯮₻ᾏὶᇦ（日本）とࢺࣝ࣎ࣥࣇᾏὶ

ᇦ（࣮ࣝ࣌）㛫でྠ期してきました（図㸯）。 
2� このᆅ⌫つᶍの現㇟の生≀Ꮫⓗ࣓࣒ࢬࢽ࢝を解᫂

するため、࣮ࣝ࣌ᾏὒ研究ᡤとのඹྠ研究యไの下、

ᡃ々の㐣ཤの研究から立てた௬ㄝ「ྠࡌようなᾏὒ⎔

ቃ下でも㨶✀によって⎔ቃに対するᛂが␗なるこ

とで㨶✀᭰が㉳こる」を᳨ドしました。 
3� 㯮₻ᾏὶᇦとࢺࣝ࣎ࣥࣇᾏὶᇦのࢩ࣡ࢳࢡࢱ࢝

とࢩ࣐࣡について、資源のቑῶの動向、産༸やึ期

の成長に㐺した⎔ቃ、ᾏὒ⎔ቃのኚ動等をㄪ、㨶✀

㛫・ᾏὶᇦ㛫で⥲ྜⓗにẚ㍑しました。 

 
図１．黒₻ᾏὶᇦとフンࢺࣝ࣎ᾏὶᇦ㛫でぢࢀࡽるࢱ࢝

 ㇟⌧シの㨶✀᭰ྠᮇ࣡シとマ࣡ࢳࢡ
 
研究成果 
1� ⁺業報や資源評価ࢱ࣮ࢹから、Ẽೃኚ動に対ᛂし

て㨶✀᭰がྠ期する現㇟のヲ⣽を᫂らかにしまし

た。࠼ば、日本Ἀがప水 の期に࣮ࣝ࣌Ἀが㧗水

 になりますが、どちらでもࢩ࣐࣡がቑ࠼ます。 
2� 産༸やึ期の成長に㐺した⎔ቃをㄪた⤖果、水 

とሷศに対するࢩ࣡ࢳࢡࢱ࢝とࢩ࣐࣡のᛂの

関係がᾏὶᇦ㛫で㏫㌿していました。࠼ば、㯮₻ᾏ

ὶᇦでは、ࢩ࣡ࢳࢡࢱ࢝が㧗水 、ࢩ࣐࣡がప水

 で産༸するのに対して、ࢺࣝ࣎ࣥࣇᾏὶᇦでは、࢝

が㧗水 で産༸してࢩ࣐࣡、 がప水ࢩ࣡ࢳࢡࢱ

いました（図㸰）。よって、ኴ平ὒのᮾすで水 の㧗

పの関係が㏫であるにもかかわらࡎ、㨶✀᭰がྠ期

することがㄝ᫂できました。さらに、㨶✀やᾏὶᇦに

よって、産༸のための࣮ࢠࣝࢿ࢚⋓ᚓᡓ␎ （そのሙ

で㣵がᚲせなのか、✚した࣮ࢠࣝࢿ࢚をうのか） 

が␗なることも᫂らかになりました。 

 
図２．フンࢺࣝ࣎ᾏὶᇦにࡅ࠾る࣡ࢳࢡࢱ࢝シとマ

࣡シの⏘༸Ỉ  

 
3� 本研究の㐣⛬では、㯮₻ᾏὶᇦにおいて、「産༸ぶ

㨶㔞と༸生産㔞がẚする」という現在の資源管理の

基♏となっている⪃࠼方も᳨ドし、そのẚ関係をṍ

ませるせᅉとして、༸生産におけるᐦ度ຠ果のᏑ在を

発見しました。࠼ば、ࢩ࣐࣡のぶ1ಶయが年㛫に

産む༸の㔞は資源ቑ大にకってῶᑡしていました（図

㸱）。ᐦ度上᪼による㣵㊊が原ᅉと⪃࠼られます。 

 
図㸱．マ࣡シの༸⏕⏘にࡅ࠾るᐦ度効果 

 
波及効果 
1� Ẽೃኚ動下での水産≀の持続ⓗ⏝のためには、㨶

✀᭰のᑗ᮶ண をすることが᭷ຠです。成果はその

ᑗ᮶ண のための生≀Ꮫⓗ᰿ᣐとなります。 
2� ༸生産におけるᐦ度ຠ果の発見により、༸生産㔞に

基づく新たな資源管理方策の基┙ᙧ成が期待されま

す。 
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（平成 �� 年度資料㸱） 

 

赤₻の㨶ẘᛶデ᩿ᢏ⾡㛤Ⓨ㸸 

ᣦᶆで࠶るάᛶ㓟⣲⏘⏕にᙳ㡪ࡍるᅉᏊを≉定 
℩ᡞෆᾏ༊水産研究ᡤ ⎔ቃಖ全研究࣮ࢱࣥࢭ、ᇸ⋢大Ꮫ 理ᕤᏛ研究⛉、水産大Ꮫ  ᰯ生≀生産Ꮫ⛉  

 

研究の背景・目的 
㏆年、す日本のἢᓊᇦで、㉥₻による⏒大な⁺業⿕

ᐖが㢖発しています。㉥₻の㨶ẘᛶは、原ᅉࢡࣥࣛࣉ

の生理≧ែ等により大きくኚ化することが知らࣥࢺ

れています。そのため、対策を㨶ẘᛶの㧗いに㝈ᐃ

することで、㛫᥋ⓗな⿕ᐖを㍍ῶできるྍ⬟ᛶがあり

ます。これまでの研究成果から、᭷ᐖ㉥₻ࢺࢡࣥࣛࣉ

ࣥが⣽⬊⭷上で産生する活ᛶ㓟⣲の一✀の࣮ࣃ࣮ࢫ

┦は、㨶ẘᛶの強ᙅと（図㸯）（�以㝆、22）ࢻࢩ࢟࢜

関があると⪃࠼られています。㉥₻ᾏ水中の22�ࣞ ࣋

ࣝは、ヨᩱ1 P/ᙅに発ගヨ⸆等をῧຍ後、࣓ࣝࣀ࣑

で発ග㔞を計 するだけでᚓられます。計 に࣮ࢱ࣮

かかる㛫は1᳨య当たり1㹼2ศです。本研究では、

㉥₻ࣥࢺࢡࣥࣛࣉの22�ࣞ をᣦᶆとした㨶ẘᛶのࣝ࣋

推ᐃ・ண ᡭ法☜立のために、22�ࣞ ⎔にᙳ㡪するࣝ࣋

ቃᅉᏊを特ᐃすることを目ⓗとしました。 

 
図１．シࣕࢿࢺࢵラにࡅ࠾る22

�の⏘⏕ᶵ  ɔ
 
研究成果 
1� ࠙㣴Ṫ㨶のศἪᾮ等は่⃭ᅉᏊ ࢡࣥࣛࣉ₻᭷ᐖ㉥ࠚ

の㣫育ᾮをῧຍしࢲ࣐にࣛࢿࢺࢵࣕࢩであるࣥࢺ

て直ちに計 を行ったとこࢁ、ࢁ㐣ᾏ水やࢿࢺࢵࣕࢩ

ࣛ⏝のᇵᆅをῧຍしたሙྜとẚて、22�ࣞ が大ࣝ࣋

きく上᪼しました（図㸰）。 

 
図２．ྛ✀ᾏỈῧ加の22

�レ࣋  ࣝ
2㸬࠙ ග᮲௳は㔜せなไᚚᅉᏊࣛࢿࢺࢵࣕࢩࠚを長㛫

ᬯᡤに⨨くと、22�ࣞ ࣛࢿࢺࢵࣕࢩ。がప下しますࣝ࣋

を24㛫ᬯᡤに⨨いた後、␗なる強度のගを↷ᑕし、

22�ࣞ のኚ化を㏣いました。その⤖果、22�ࣞࣝ࣋ ࣝ࣋

はග↷ᑕによって回復し、ᬕኳに表層ᕪし㎸む強

さのග（400 ȝPRO P�2 V�1以上）で᭱大となることが᫂

らかになりました（図㸱）。 

 
図㸱．␗࡞るගᙉ度ୗでの22

�レ࣋  ࣝ

3�࠙ ᰤ㣴ᯤῬ≧ἣは㔜せなไᚚᅉᏊ ᰤ㣴成ศの␗なるࠚ

ᇵᆅでࣛࢿࢺࢵࣕࢩをᇵ㣴して、22�ࣞ を㏣㊧しまࣝ࣋

した。ᰤ㣴成ศの全なᇵᆅではቑṪ期に一᪦上᪼し、

その後ᛴ⃭にప下しました。一方で、❅⣲ཬびࣜࣥ↓

ῧຍᇵᆅではᩘ日以ෆにቑṪがṆしましたが、22�ࣞ

を⥔持ࣝ࣋は上᪼し続け、その後しばらく㧗いࣞࣝ࣋

しました（図㸲）。 

 
図㸲．␗࡞るᰤ㣴᮲௳での22

�レ࣋  ࣝ
 
波及効果 
1� 22�の現ሙ計 の⿵正やࢱ࣮ࢹ評価にᚲせな報

やࢱ࣮࣓ࣛࣃがᚓられ、㉥₻の㨶ẘᛶデ᩿ᢏ⾡開発が

実⏝化に向けて一Ṍ๓進しました。 
2� Ẽ㇟ᗇや┴の水産ヨ㦂ሙなどでほ されている日

↷やᰤ㣴ሷ⃰度から、㉥₻の㨶ẘᛶ動ែを推ᐃ・ண 

することが期待されます。 
3� ᚑ᮶の原ᅉࣥࢺࢡࣥࣛࣉの⣽⬊ᐦ度┘どにຍ࠼て、

今後、㨶ẘᛶデ᩿を組み㎸んだ新たな㉥₻┘どయไ構

⠏により、⁺業⿕ᐖのຠ⋡ⓗなᢚṆ⧅がることが期

待されます。 
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成㛗が㏿いサࢣᗂ⛶㨶ࡣ⏕きṧࡍࡸࡾい 

ᾏ㐨༊水産研究ᡤ さけます資源研究㒊 

ඹྠ研究機関㸸ᮾி大Ꮫ 大Ẽᾏὒ研究ᡤ 

 

 

研究の背景・目的 
1� ㏆年、ᡃ が国のࢣࢧの᮶㐟ᩘがప㏞しています。ࢧ

、ではᾏὒ生活ึ期に大つᶍなῶ⪖が㉳こるとされࢣ

それはయࢬࢧに౫Ꮡしていると⪃࠼られています。 
2� 日本⣔ࢣࢧは㝆ᾏ後ἢᓊにἢってࢡࢶ࣮࣍࢜ᾏま

で⛣動し、そこで᭱ึのኟを㐣ごします。しかし、ど

のような特ᚩを持った㨶がྠᾏᇦまで฿㐩できるの

かを᫂らかにすることは、ႚ⥭の課題でありながら౫

↛多くが᫂です。 
3� そこで本研究では、ࢣࢧの㝆ᾏ後のᗂ⛶㨶期に↔Ⅼ

を当て、その成長特ᛶを⪥▼の日࿘㍯解ᯒによってㄪ

 。た上で、当ヱ期の生ṧ᮲௳について⪃ᐹしました
 
研究成果 
1� ᾏ㐨、㐨ᮾኴ平ὒの᪻ᕸ᳃ἢᓊで 200� 2014年に

᥇㞟したኴ平ὒഃἙᕝ㉳源のࢣࢧᗂ⛶㨶 3�9ᑿ（ᑿཫ

長 �� 12� PP）と、2002 年⛅にࢡࢶ࣮࣍࢜ᾏἈで᥇

㞟したࢣࢧᗂ㨶 1� ᑿ（ᾏ㐨産 11 ᑿ、ࣟࢩ産 �
ᑿ㸹ᑿཫ長 180 28� PP）の⪥▼日࿘㍯解ᯒを行い、

㝆ᾏ後の成長㏿度（ᑿཫ長の平ᆒ日㛫成長㔞）を推ᐃ

しました。 
2� ᪻ᕸ᳃᥇㞟⩌では、᪻ ᕸ᳃から㐲方（࠼りもᓁ以す

以༡）のἙᕝ㉳源のಶయは成長が㏿く、᥇㞟のయࢧ

りもᓁ࠼）も大きい್に೫りました。一方、㏆㞄ࢬ

以ᮾ）のἙᕝ㉳源ಶయでは、᥇㞟のయࢬࢧがᑠさ

く、成長も㐜いಶయも多く᥇㞟されました（図 1）。 
㉳源のᆅᇦに関わらࡎ、ᑿཫ長 90 PP 以上（図 1

の大ᆺに┦当）に成長して᪻ᕸ᳃まで฿㐩するには、

一ᐃの成長㏿度（本⤖果によるᣦᶆは中ኸ್で 0��� 
PP�GD\）以上の⥔持がᚲせと⪃࠼られました（図1）。 

3㸬ࢡࢶ࣮࣍࢜ᾏἈ᥇㞟⩌のෆ、ᾏ㐨産 11 ᑿがᾏ

㐨ἢᓊᇦをὋ・⛣動していたとᐃされる㝆ᾏ後

30 日㛫の成長㏿度は 0�84 1�1� PP�GD\ でした。これ

は、᪻ ᕸ᳃᥇㞟⩌の成長㏿度よりも㢧ⴭに㧗い್に೫

ったことから（図 ᾏまで฿㐩できるࢡࢶ࣮࣍࢜、（�

ಶయは、成長㏿度が㢧ⴭに㏿いಶయに㝈られると推ᐹ

されました。 

図１．᪻ᕸ᳃ἢᓊで᥇㞟したサࢣᗂ⛶㨶の᪻ᕸ᳃かࡽ㉳

※のἙᕝࡲでの㊥㞳と、᥇ᤕのᑿཫ㛗によってศ㢮し

たྛグࣝーࣉの㝆ᾏᚋの成㛗㏿度 

㏆㊥㞳、୰㊥㞳、㐲㊥㞳ࡣ、᪻ ᕸ᳃・ࡶࡾ࠼ᓁ㛫、ࡶࡾ࠼ᓁ・ᆅ

⌫ᓁ㛫、ᆅ⌫ᓁ௨す௨༡をᣦし、D�Fࡣ⤫ィᏛ的࡞᭷ពᕪを示ࠋࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２．᪻ᕸ᳃ἢᓊ及࣍࢜ࡧーࢡࢶᾏἈで᥇㞟したサࢣᗂ

⛶㨶の成㛗㏿度のẚ㍑ 
 
波及効果 
本成果によって、ᾏὒ生活ึ期の成長がⰋい㨶は生

きṧりやすいことが♧၀されました。そのため、今後

はどのような᮲௳（期やయࢬࢧ等）でᨺὶ・㝆ᾏ

したࢣࢧが、ἢᓊᇦで㧗い成長を♧すのかを᫂らかに

するᚲせがあります。そして、その᮲௳をࡩ化ᨺὶᡭ

法にᛂ⏝することで、ᨺὶ㨶の成長㏿度のᗏ上げ、ࡦ

いては資源回復につながることが期待されます。 
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 ேᕤཷ⢭ἲを㛤Ⓨࢠラࢱ

ቑ㣴Ṫ研究ᡤ 㣴Ṫ࣒ࢸࢫࢩ研究ࢱࣥࢭ  ࣮

 

研究の背景・目的 
、は、㏆年資源㔞が⃭ῶしています。特にࢠࣛࢱ �1

国ෆで᭱も⁺⋓㔞が多かった᭷᫂ᾏではとんど᥇

れなくなり、資源ಖㆤのためのఇ⁺をవなくされる

など、深้な事ែとなっています。このため、⛶㈅を

生産し、⁺ሙのᨺὶや㣴Ṫを行うことで、資源や生

産㔞を復活させる取組みが進められています。 
の✀ⱑ生産では、水 のኚ化によりぶ㈅をࢠࣛࢱ �2

่⃭し産༸をㄏ発することでཷ⢭༸をᚓていますが、

Ᏻᐃなため、より☜実にཷ⢭༸をᚓられる人ᕤཷ⢭

のᢏ⾡開発が求められていました。 
 
研究成果 
では、༑ศに発㐩した༸ᕢから取りฟしたࢠࣛࢱ �1

༸でも「༸成⇍」が㉳きていないためにཷ⢭できࡎ、

人ᕤཷ⢭がྍ⬟でした（図㸯ᕥ）。 

図１．⺯ගヨ⸆で᰾をගࡏࡽたࢱラࢠ༸ 

༸ᕢかࡾྲྀࡽฟした≧ែの༸（左、᰾が༸の୰ᚰにᩓࡤࡽってい

る）とレࣀࢳン㓟ฎ理でཷ⢭ྍ⬟࡞≧ែに࡞った༸（右、᰾が

㞟ࡲっている）ࠋⓑ線ࡣ���� PP 

 

図２．レࣀࢳン㓟ฎ理によるཷ⢭ྍ⬟࡞༸の  ྜ

Წࢫ࣓ࡣ㸲ಶయの平ᆒ値、ⓑࢫ࣓ྛࡣの測定値を示ࠋࡍ 

 

2� ༸をᾏ水あるいはࢽࣔࣥῧຍᾏ水にᾐₕする

方法（࣐࢟࢞や࢞ࣖࢥでは༸成⇍をㄏ㉳すること

ができる）や、ᯛ㈅の༸成⇍ㄏ㉳ࣥࣔࣝ࣍として知

られるࣥࢽࢺࣟࢭのᾐₕでは、ࢠࣛࢱの༸成⇍ㄏ

㉳ຠ果はみられませんでした。しかし、࣑ࣥࢱࣅ$の

関㐃≀㉁であるࢫࣥࣛࢺ࣮ࣝ࢜ᆺࣞࣥࣀࢳ㓟をస

⏝させると、༸成⇍がㄏ㉳されཷ⢭がྍ⬟な≧ែにな

ることを発見しました（図㸯ྑ、図㸰）。このస⏝は

1�0 ȝ0というపい⃰度で᭷ຠでした。また、⢭Ꮚにつ

いても、ぶ㈅から取りฟした⢭Ꮚにさらにప⃰度（0�1 
ȝ0）のࣞࣥࣀࢳ㓟をస⏝させると、その㐠動が㠀

ᖖに活発になることを発見しました。 
3㸬これらの知見をもとに、ࢠࣛࢱの人ᕤཷ⢭᮲௳を

᭱㐺化するとともに、స業ᕤ⛬を改ၿし、Ꮴ化ᗂ生を

Ᏻᐃして大㔞にᚓることができる人ᕤཷ⢭ᢏ⾡を開

発しました（図㸱）。2018年8月には大ศ┴㎰ᯘ水産

研究ᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭの༠力で、本ᢏ⾡を⏝いてᚓられた

ཷ⢭༸からᏤ化したᗂ生が着ᗏ⛶㈅まで成育するこ

とを☜ㄆしました。 

図㸱．ࢱラࢠேᕤཷ⢭のᕤ⛬ 
波及効果 
1� 人ᕤཷ⢭のస業は᪤Ꮡの✀ⱑ生産タෆで実す

ることができ、また、༸成⇍ㄏ㉳に⏝いるࣞࣥࣀࢳ

㓟はᏳ価なため、ࢺࢫࢥをかけࡎ本ᢏ⾡を✀ⱑ生産の

現ሙで活⏝することができます。☜実にࢠࣛࢱのཷ

⢭༸がᚓられるため、㣴成するぶ㈅のᩘがᑡなくてす

み、また、స業計画が立てやすくなることから、✀ⱑ

生産現ሙの㈇ᢸ㍍ῶにつながることが期待されます。 
2� 本ᢏ⾡の基┙となるࣞࣥࣀࢳ㓟による༸成⇍ㄏ

㉳స⏝は、㌾య動≀のみならࡎ動≀⏺でึめての発見

です。Ꮫ⾡ⓗな価್とともに、の✀㢮の✀ⱑ生産に

おいても、人ᕤཷ⢭ᢏ⾡の開発のᛂ⏝が期待されま

す。 
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 るㄪᰝ研究ࡍ効率ྥୖに㛵ࡧき網漁⯪のປാᏳᛶ☜ಖ及ࡲ

水産ᕤᏛ研究ᡤ ⁺業生産ᕤᏛ㒊 

 

 

研究の背景・目的 
1� 大中ᆺまき⥙⁺⯪は、⯪㱋が30年に㏆い⯪も多く、

௦⯪ᘓ㐀が᳨ウされています。 
2� ㏆年では、㧗㈇Ⲵస業の多さなどから、⯪ဨの⥔持、

☜ಖが㞴しく、௦⯪ᘓ㐀にあたり⯪ဨのᏳ全ᛶ☜ಖと

⁺ປస業のຠ⋡化・機Ე化が᭱㔜せ課題です。 
3� そこで、機Ე化により大ᖜな㍍ປ、┬人化になるస

業をᢳฟすること、Ᏻ全ᛶとస業のຠ⋡化を୧立した

⁺ປ機ჾの⯪上㓄⨨をᥦすることの 2 Ⅼを研究目

ⓗとしました。 
 
研究成果 
1� ⁺ປస業を�ྎの࣓ࣛ࢝࢜ࢹࣅでᙳし、そのᫎീ

から動⥺ศᯒࢺࣇࢯを⏝いたస業ศᯒを行い、స業ဨ

がどこでどのᵝなస業をどのくらいの㛫行ってい

るかを᫂☜にᩘ್化しました。これにより┬人化の࣎

となっているస業は、⏝後の⥙をたたむࢡࢵࢿࣝࢺ

స業（ᩚస業（図㸯））であることが᫂らかとなり、

このస業をຠ⋡化、機Ე化することで、大ᖜな┬人化

がྍ⬟であることが♧၀されました。 

図１．┬ே化のࢡࢵࢿࣝࢺ࣎と࡞っているᩚసᴗ 

 
2� ᩚస業において、機ჾ㓄⨨やస業ศᢸのኚ᭦によ

るຠ⋡化を᳨ウしました。ᩚస業を行っている 18
ྡ中 2 ྡは機Ე᧯సなどの㍍度な㈇Ⲵのస業をᢸ当

していたため、㐲㝸᧯సのᑟධཬびస業ศᢸの見直し

で2ྡの┬人化のྍ⬟ᛶを♧すことができました（図

㸰）。また、௬✵㛫上でస業をࢺ࣮࣑ࣞࣗࢩして動

⥺、機ჾ㓄⨨を᳨ウし、┬人化した後もၥ題なくᏳ全

にస業が行࠼ることを☜ㄆしました。 

図２．ᩚసᴗ୰のྛసᴗဨのసᴗෆᐜ 

ᶵᲔ᧯సሙᡤのኚ᭦によྡ�ࡾ๐ῶ 

 
3㸬௬✵㛫上で現≧の⁺ປస業を現し、⯪上の機ჾ

㓄⨨をኚ᭦することで、స業動⥺のほⅬからຠ⋡化が

図れるか᳨ウし、よりຠ⋡のⰋい㓄⨨をᥦしました

（図㸱）。改ၿ⯪の㓄⨨は、現≧⯪とẚると、స業

ဨ全యで 14�の動⥺、すなわち⯪上でのస業にかか

る⛣動㊥㞳の▷⦰がྍ⬟であることがわかりました。 

図㸱．⌧≧⯪（ୖ）とᨵၿ⯪（ୗ）の୍⯡㓄⨨ 

 
波及効果 
1� まき⥙以እの⁺業✀についても本ᡭ法を⏝いるこ

とで、⁺⯪をᘓ㐀する㝿に⁺ປస業のຠ⋡化、機Ე化、

がᏳ全にできるかを、ᐃ㔞ⓗに᳨ウできることが期待

されます。 
2㸬新しい機ჾ㓄⨨を行った㝿に、↓理なく⁺ປస業が

ྍ⬟かを事๓に௬✵㛫上で᳨ウできるため、┬人┬

力ᆺ⁺⯪のタ計・計画のຠ⋡化が期待されます。 
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᪂ᡭἲᑟධによるỿタ㨶♋のᏳ定ᛶホ౯ἲの㧗度化 

水産ᕤᏛ研究ᡤ 水産ᅵᮌᕤᏛ㒊 

 

研究の背景・目的 
1� ỿタ㨶♋は、主に㨶㢮の⼈㞟を目ⓗとしてᾏᗏに

タ⨨される人ᕤ㨶♋です。ᭀ㢼の㧗Ἴによる強いὶ

れをཷけても⛣動も㌿ಽもせࡠよう、タ計では㨶♋に

ാくὶయ力とᏳᐃにᚲせな㔜㔞を⟬ᐃします。 
2� ỿタ㨶♋のタ⨨事業には、60 年以上のṔྐがあり

ます。その㛫、タの大ᆺ化、構㐀の」㞧化・⢭⦓化、

Ἴᾉのよりཝしいᾏᇦのタ⨨などの多ᵝ化が進み

ましたが、タ計法はとんど見直されࡎ、ὶయ力の㐣

ᑠ⟬ᐃにより⿕⅏するも見られるようになってき

ました。 
3� ὶయ力の⟬ᐃでは、Ἴによりᾏᗏ㏆に生ࡌる動

ὶ㏿（Ἴ動ὶ㏿）のうち、᭱ 大力を生ࡌるἼᙧを推ᐃ

するᚲせがあります。ᚑ᮶のタ計では、Ἴをつ๎ⓗな

正ᘻἼと௬ᐃし、現実のἼのつ๎ᛶや㠀対⛠ᛶを↓

どしてきました。また、ὶ㏿からのὶయ力の⟬ᐃは国

㝿ⓗにᗈく⏝いられるࣔࣜࣥࢯᘧを‽⏝しています

が、ᙧ≧の」㞧な㨶♋の㐺⏝では本᮶ᚲせとなるᑡ

し㎸みධった実㦂ⓗ᳨ウ（係ᩘの実㦂ⓗỴᐃなど）を

┬␎して⏝いてきました。 
4. そこで、Ἴのつ๎ᛶと㠀対⛠ᛶを⪃៖しつつ、タ

計の⡆౽ᛶにも㓄៖した実⏝ⓗなὶయ力⟬ᐃᡭ法の

構⠏を目ᣦしました。 
 
研究成果 
、ᘧはὶయ力の㛫ኚ化を推ᐃできますがࣥࢯࣜࣔ �1

ὶ㏿の㛫Ἴᙧを࠼るᚲせがあります。またタ計で

はὶయ力の᭱大್さ࠼⟬ฟできればよく、↓㥏のある

ᘧとなっています。そこで、ὶయ力の᭱大್を直᥋⟬

ᐃできる⡆౽なබᘧを᳨ウし、ḟᘧをᥦしました。 

FPD[ 
1
2 ρCFPD[AUa

2 ᘧ�1� 

ここに、FPD[は一Ἴ中の᭱大のὶయ力、ρはᾏ水のᐦ

度、CFPD[は係ᩘで↓ḟ元ᩘ2UaTSS�D の関ᩘ（Ua㸸ὶ

㏿全ᖜの 1�2㸹TSS㸸ὶ㏿のᴟᑠ್からᴟ大್までの

㛫㸹D㸸㨶♋の௦表ⓗ㒊材ᖜ）、Aは㨶♋の基‽㠃✚。 

2. ὸᾏᇦでのἼ動ὶ㏿Ἴᙧは㠀対⛠ⓗなἼᙧをྵむ

Ἴの㐃なりです（図㸯A）。この」㞧さのため、ὶ㏿の

㛫ኚ化をࣔࣜࣥࢯᘧに࠼ても、⟬ฟされたFPD[に

はかなりの推ᐃㄗᕪが生ࡌます（図㸯B）。とこࢁが、

ᘧ�1�によれば2ኚ （ᩘUaとTSS）の報だけで、ࣔ ࣜ

ᘧよりも㧗い⢭度でࣥࢯ FPD[ を推ᐃできることがわ

かりました（図㸯C）。 
3㸬つ๎Ἴ中での全ᖜが᭱大となるὶ㏿Ἴᙧの Ua

とTSSをἈἼから推ᐃするᡭ法も☜立し、それとᘧ�1�
を組みྜわせる（図㸰ᕥ）ことにより、つ๎ἼのἼ

⩌中での᭱大ὶయ力（᭱大のFPD[）を⢭度よく推ᐃで

きることを☜ㄆしました（図㸰ྑ）。 

 
波及効果 
  開発したὶయ力⟬ᐃ法は、ỿタ㨶♋のみならࡎ、ᾏ

ᗏタ⨨ᆺタのタ計にᗈくᛂ⏝され、ὶయ力の㐣ᑠ評

価による⿕⅏や㐣大評価による㔜㔞ቑ大（すなわち、

 。㧗）の㜵Ṇにᐤすることが期待されますࢺࢫࢥ

   

図２．つ๎波の波⩌୰での᭱ὶయ力の⟬定のὶ

の⟬定ἲを㐀波Ỉᵴ実㦂に㐺⏝したሙྜࡑ左�と�ࢀ

ᘧ;1Ϳに䜘䜛᭱
ὶయຊの⟬ᐃ

ἈἼ䚸ᾏᗏ໙㓄䚸
Ỉ῝のタᐃ

᭱Ἴ㧗の⟬ᐃ

᭱ᖜのὶ
㏿ἼᙧのUĂ䛸TƉƉ
の⟬ᐃ
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図１．つ๎波によるᗏ㠃ὶ㏿と㨶♋ᶍᆺにస⏝

波୰での᭱のὶࠎるὶయ力の測定（A）とಶࡍ

య力)PD[のࣔࣜࢯンᘧとᘧ���による᥎定値と測定

値とのẚ㍑（%及ࡧC）
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（平成 �� 年度資料㸶） 

 

㯞⑷ᛶ㈅ẘ⡆᫆ศᯒࢺࢵ࢟の㛤Ⓨ 

中ኸ水産研究ᡤ 水産≀ᛂ⏝開発研究ࢱࣥࢭ  ࣮

日水〇⸆ᰴᘧ♫ 

 

研究の背景・目的 
1� 平成 2� 年度にไᐃされた「㈅ẘࣜࢡࢫ管理に関す

るࣥࣛࢻ࢞（㎰水┬）」により、生産現ሙのࣜࢫ

を⏝いた᳨ᰝ法ではなく⡆᫆ࢫ࣐࢘管理にᚑ᮶のࢡ

ศᯒ法を⏝いることがྍ⬟となりました。 
2� これまでも、⡆᫆ศᯒ法として (/,6$ 法によるศ

ᯒࢺࢵ࢟が生産、㈍されていましたが、᧯సが↹㞧

でศᯒに㛫をせすることから、ᬑཬが進んでいませ

んでした。 
3� そこで、ࢺ࣐ࣟࢡࣀ࣒法の原理を⏝し、⡆౽で

▷㛫に㯞⑷ᛶ㈅ẘ成ศが᳨ฟできるᏳ価な⡆᫆ศ

ᯒࢺࢵ࢟を開発し、ᬑཬを目ᣦしています。 
 
研究成果 
1� 㯞⑷ᛶ㈅ẘに特␗ⓗに⤖ྜするᢠయを⏝い、ࣀ࣒

ࢺࢵ࢟法の原理による㯞⑷ᛶ㈅ẘ⡆᫆ศᯒࢺ࣐ࣟࢡ

を開発し平成 31 年 2 月にヨ㦂㈍を開始しました

（図㸯）。 

図１．㛤Ⓨした㯞⑷ᛶ㈅ẘ⡆᫆ศᯒࢺࢵ࢟ 

図２．ࢺࢵ࢟による㯞⑷ᛶ㈅ẘศのุ定 

2� 本ࢺࢵ࢟はᚑ᮶法とྠࡌヨ㦂ᾮをᒓのᕼ㔘ᾮで

ᕼ㔘し、ࢺ࣮ࣞࣉࢺࢫࢸῧຍ後 20 ศで目どによる

㯞⑷ᛶ㈅ẘの᭷↓がุᐃできます（図㸰）。 
 
3� 㯞⑷ᛶ㈅ẘには多くの㢮⦕యがあり、ᢠయのᛂᛶ

はẘ成ศにより␗なりますが、国ෆでẘ化するᯛ㈅

の主せ成ศである &1、&2、*7;2、*7;�3 等にはⰋ

いᛂᛶを持つため、ฟⲴ⮬主つไの基‽ （್4 08�J）
以上にẘ化したᯛ㈅のุᐃがྍ⬟です（図㸱）。 

 

図㸱．⡆᫆ศᯒࢺࢵ࢟によるᯛ㈅のศᯒ（サࣜ） 
 
4� ᾏ㐨、ᒾᡭ┴、大㜰ᗓ、大ศ┴、⇃本┴と༠力し、

␗なるᾏᇦでẘ化したྛ✀ᯛ㈅に対する本ࢺࢵ࢟

の実ドࢱ࣮ࢹを✚し、生産現ሙで本ࢺࢵ࢟を⏝す

るためのࣝࣗࢽ࣐のస成を進めています。（平成31
年度中に発行ணᐃ） 

 
波及効果 
1� 本ࢺࢵ࢟は、▷㛫でศᯒ⤖果がᚓられることから、

生産現ሙでのຠ⋡ⓗな㈅ẘࣜࢡࢫ管理につながるこ

とが期待されます。 
2㸬ࢺࢫࢥはᚑ᮶の᳨ࢫ࣐࢘ᰝ法の1�4㹼1��⛬度であり、

᳨ᰝ㈝⏝の㍍ῶにつながります。 
3㸬本ࢺࢵ࢟のᬑཬによりࢫ࣐࢘を⏝いた㈅ẘ᳨ᰝがῶ

ᑡし、動≀管理ឡㆤ法が求め、ୡ⏺ⓗなὶれでもある

動≀ヨ㦂の๐ῶにつながります。 
 

本成果は㎰ᯘ水産┬「Ᏻ全な㎰ᯘ水産≀Ᏻᐃ౪⤥

のためのࣞࢫ࢚ࣥࢧ࣮ࣜࢺࣛࣗࢠ研究（㯞⑷ᛶ㈅ẘ

の機ჾศᯒ法の㧗度化ཬびࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢫ法の開発）

ጤク事業」によりᚓられました。 
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（平成 �� 年度資料㸷） 

 

㉸㧗ゎീ度ෆ‴ࣔࣝࢹの㛤Ⓨ 

中ኸ水産研究ᡤ ᾏὒ・生ែ⣔研究ࢱࣥࢭ  ࣮

ᾏ㐨༊水産研究ᡤ 生産⎔ቃ㒊 

 

研究の背景・目的 
1� ἢᓊ・ෆ‴ᇦでは㣴Ṫ業が多くႠまれていますが、

᭷ᐖ㉥₻や㈋ᰤ㣴などの⎔ቃၥ題が㣴Ṫ業⪅のᝎみ

の✀になっています。ᕞෆ‴ᇦでも、ࣟࢢ࣐、ࣜࣈ、

、などのᾏ㠃㣴Ṫ業が多くႠまれていますがࢢࣇࣛࢺ

ఀ㔛‴や㇏後水㐨などのᾏᇦでは、᭷ᐖなࢽࣞ࢝

㉥₻が発生することにより、㣴Ṫ㨶㢮ࢺ࣑ࣔ࢟・

ᩢṚなどの⁺業⿕ᐖが発生しています。 
2� ఀ㔛‴ではࣔࢢࣥࣜࢱࢽによる㉥₻発生の┘ど

は行われていますが、発生機構が༑ศに解᫂されてい

ませんでした。その一つのせᅉに、‴ෆのὶ動㐣⛬が

᫂なことがありました。なࡐなら、ఀ 㔛‴は」㞧

なᆅᙧのため、ほ による㠃ⓗなὶ動㐣⛬のᢕᥱがᅔ

㞴だからです。 
3. 今回、平成 29 年に᭷ᐖ㉥₻発生により⁺業⿕ᐖが

生ࡌたఀ㔛‴を対㇟とした㉸㧗解ീ度ෆ‴ࣔࣝࢹ

を開発し、‴ෆὶ動のᢕᥱཬび㉥₻⛣ὶᣑᩓ実㦂を実

するとともに、課題にᛂ⏝ྍ⬟なࣔࣝࢹ開発基┙

の☜立を行いました。 
 
研究成果 
1� 水平解ീ度0�000��度（⣙�0�80P）という㧗ศ解⬟

で解ᯒすることで、ఀ 㔛‴ᮾ㒊㹼中㒊におけるᆅᙧ

が」㞧なᾏᇦのὶ動㐣⛬をࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ上で現す

ることがྍ⬟となりました（図㸯）。 
2. 現されたὶ動㐣⛬を⏝いた㉥₻⛣ὶᣑᩓ実㦂（⢏

Ꮚࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ）により、ึ 期に㉥₻がฟ現した

ᮾ㒊ᾏᇦに㓄⨨した⢏Ꮚがᾏὶによりす㒊ᾏᇦにま

で㍺㏦されることが♧されました。この⤖果は、㉥₻

ᣑ大に⛣ὶ㐣⛬がᙳ㡪したことを♧၀しています（図

㸰）。 
3� 本ࣔࣝࢹはᾏἣண ࣒ࢸࢫࢩ FRA-ROMS のὶ

向・ὶ㏿、水 、ሷศの㧗⢭度解ᯒ್を⏝いたこと

により、Ἀྜᾏὒ現㇟のఀ㔛‴のἼཬຠ果を評価

することがྍ⬟になり、㉥₻のⓗなᾏἣኚ動を理

解することがྍ⬟となりました。 
 
 

波及効果 
1� 開発されたෆ‴ࣔࣝࢹは㉥₻対策事業に⏝され、

これまで᫂だったᣑ大機構解᫂に貢献しました。そ

の成果はఀ㔛‴㉥₻対策ࣥࣛࢻ࢞にも活⏝さ

れています。 
2� 開発されたᡭ法は、ఀ 㔛‴の㉥₻だけでなく、

ᾏᇦの⎔ቃၥ題の解᫂にも⏝いられることが期待さ

れます。 

 
図１．㉸㧗ゎീ度ෆ‴ࣔࣝࢹで⌧ࢀࡉた⾲ᒙのᾏὶࠋ

⾲ᒙに赤₻ᣑにᙉいすྥὶがࢀࡽࡳたࠋ 

図２．⢏Ꮚ㏣㊧実㦂⤖果ྠࠋᮇにึᮇⓎ⏕ᾏᇦのᮾ㒊

ᾏᇦかࡽす㒊ᾏᇦにࡲで赤₻がᣑしていたࡇとがࣔ

 ࠋているࢀࡉングで☜ㄆࣜࢱࢽ
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（平成 �� 年度資料 ��） 

㣵料ᚤ⣽⸴ࢺࢸラࣝࢭミࢫの⤖ಖᏑྍ⬟⣽⬊⩌のసฟ 
ቑ㣴Ṫ研究ᡤ 育✀研究ࢱࣥࢭ  ࣮

 

研究の背景・目的 
1� ᚤ⣽⸴㢮は、✀ⱑ生産のึ期㣵ᩱである࣑ࢸࣝ

等のᇵ㣴㣵ᩱとしてᚲせྍḞです。ᚤ⣽⸴ᰴのಖ

Ꮡは、㏻ᖖ、ᐃ期ⓗな᳜⥅により行われています。᳜

⥅は⩦⇍をᚲせとするస業であるため、よりᏳᐃⓗで

☜実なಖᏑయไの☜立に向け、⤖ಖᏑなど、新たな

ಖᏑ法の開発をᰴẖに進めるᚲせがあります。 
2� これまでの研究で、ᚤ⣽⸴㢮の 1 ✀であるࣛࢺࢸ

ࢵࣞ࣌⬊7HWUDVHOPLV VS�について、㧗ᐦ度⣽ ࢫ࣑ࣝࢭ

化（図㸯）の後に⦆㏿⤖（ 度のప下໙㓄を⦆やࢺ

かにし、▐㛫ⓗに⤖させる方法）することで、解

後に生ṧ⣽⬊がᚓられることを᫂らかにしました。 
3� そこで、生ṧ⣽⬊のᣑ大ᇵ㣴から、ࢺࢵࣞ࣌化、

⦆㏿⤖、解の � ᕤ⛬を復ⓗに実し、⤖ಖ

Ꮡが☜実な⣽⬊⩌をᚓられるかどうかヨみました。 
 
研究成果 
1� 生ṧ⣽⬊（ึ回）を㉳Ⅼとして、ᣑ大ᇵ㣴、ࣞ࣌

を復ⓗに行ったࣝࢡࢧ化、⦆㏿⤖、解のࢺࢵ

とこࢁ、ẖ回の生ṧを☜ㄆし、⤖ಖᏑがྍ⬟な⣽⬊

⩌をᚓることができました（図㸰）。 
2� 1�000⣽⬊以上をࢺࢵࣞ࣌化し⤖したሙྜ、生

ṧ⣽⬊がᚓられるಖᏑ成ຌ⋡100�を⧞り㏉し㐩成し

ました。 
3� సฟした⤖ಖᏑྍ⬟⩌の⣽⬊ࢬࢧは、元ᰴと

ኚわらࡎ（図㸱）、これを⤥㣵した࣑ࢸࣝの㣫育

成績（成長）も元ᰴとྠ等でした。⤖ಖᏑによる㣵

ᩱ価್のῶᑡはなかったものと見㎸まれます。 
 
波及効果 
1� ⤖ಖㆤを⏝せࡎ、かつ、෭ᗜ（㸫80Υ）で

ಖᏑできる本ᢏ⾡は、本ᚤ⣽⸴のᏳᐃⓗಖᏑ、ࣜ ࢡࢫ

ศᩓ、およびಖᏑస業の┬力化につながります。 
2� 今後、ಖᏑ期㛫のᘏ長とඹに、生ṧ⋡の向上、ಖ

Ꮡ⣽⬊の多㔞化を進めることで、よりᏳᐃⓗで☜実な

㣵ᩱ౪⤥ᢏ⾡（ࢡࣥࣂ࣮ࣥࢪᢏ⾡）発ᒎすることが

期待されます。 
3� ᑗ᮶ⓗには、本⤖ಖᏑᢏ⾡および㣵ᩱᚤ⣽⸴ᰴ

の✀ⱑ生産現ሙのᬑཬにより、㣵ᩱのရ㉁や㔞のᏳ

ᐃⓗ☜ಖがᐜ᫆になると期待できます。 

 
図１．ࢺࢸラࣝࢭミࢫの㏻ᖖ⣽⬊（左）と㧗ᐦ度࣌レࢵ

⣽⬊࿘ᅖの、ࡣ化ࠖとࢺࢵレ࣌㧗ᐦ度ࠕࠋ化⣽⬊（右）ࢺ

Ỉศをᴟ力㝖ཤし、⣽⬊を㧗ᐦ度≧ែにࡍるࡇとࠋ 

 

 

 

図２．⤖ಖᏑがྍ⬟࡞⣽⬊⩌సฟᕤ⛬ࡇࠋのᕤ⛬を

的に実し、ᑠᾮ量で☜実に⏕ṧࡍる⣽⬊⩌をసฟࠋ 

 

図㸱．సฟ⣽⬊⩌とඖᰴの⣽⬊サࢬのẚ㍑ࠋ⣽⬊サ

࠶సฟ⣽⬊をᦤ㣗ྍ⬟でࡣミࢸࣝ、ࡃ࡞ࡣ␗にኚࢬ

るࡇとࡶ☜ㄆࠋ 
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（平成 �� 年度資料 ��） 

 るࡍ㑇ఏࡣᮇ㛫（ࢫࣝフࢭࢺࣉレ）の㨶ࢠࢼ࢘ン࣍ࢽ

ቑ㣴Ṫ研究ᡤ ࢠࢼ࢘✀ⱑ㔞産研究ࢱࣥࢭ  ࣮

中ኸ水産研究ᡤ 水産生報研究ࢱࣥࢭ  ࣮

 

研究の背景・目的 
1�  水産研究・教育機構では、2010年にࢠࢼ࢘ࣥ࣍ࢽの

全㣴Ṫに成ຌしましたが、ࢠࢼ࢘ࢫࣛࢩの大㔞生

産ᢏ⾡はいまだ開発㏵上にあります。大㔞生産をᅔ

㞴にしているせᅉの一つとして、㣫育の㞴しい㨶

期㛫が㠀ᖖに長いことがᣲげ（ࢫࣝࣇࢭࢺࣉࣞ）

られます。 
2�  現在の㣫育ᢏ⾡では、ࢠࢼ࢘ࢫࣛࢩにኚែするまで

Ꮴ化後1�0 4�0日（平ᆒ2�0日）⛬度をせしていま

す。そこで、このᙧ㉁に関する㑇ఏⓗ改Ⰻのྍ⬟ᛶを

᳨ドするため、大つᶍな㓄ヨ㦂と㑇ఏ解ᯒを実

しました。 
 
研究成果 
の㞤ࢠࢼ࢘ࣥ࣍ࢽ  �1 14 ᑿと㞝 11 ᑿを⏝いて、114 ㏻

りの組みྜわせで㓄し、Ꮴ化㨶をྠࡌ༸のࣟࢵ

まで㣫育しࢠࢼ࢘ࢫࣛࢩẖにྠ一水ᵴにᐜしてࢺ

ました。ྜ計で 810 ಶయについて、ኚែ開始の日

㱋などの表現ᆺをグ㘓しました（図㸯）。 
 

 
図１．ᮦ料ᐙ⣔のᵓ⠏と⾲⌧ᆺのグ㘓 

 
2�  DNA �によるぶᏊ㚷ᐃの⤖果、�4࣮࣮࣐࢝ ಶయに

ついて୧ぶが特ᐃできました。ྜ 計で88ᐙ⣔ศのࢹ

がᚓられ、㨶期㛫の長さはᐙ⣔によって大きࢱ࣮

く␗なりました（図㸰）。 
3�  ᚓられたྛಶయの表現ᆺࢱ࣮ࢹと⾑⦕報を⏝い

て、%/83 法による㑇ఏࣔࢹ （ࣝಶయ㛫の⾑⦕関係や

ᵝ々な⎔ቃせᅉをࣔࣝࢹに組み㎸んで㑇ఏⓗ⬟力を

ண する方法）をస成し、ྛ ᙧ㉁の㑇ఏ⋡（表現ᆺの

ばらつきのうち㑇ఏによるᙳ㡪のẚ⋡）を推ᐃしま

した。その⤖果、㨶期㛫の長さの㑇ఏ⋡は 0�41 で

した。この್は、これまでに水産生≀で㑅ᢤ育✀に成

ຌしている᭷⏝ᙧ㉁（య㔜やయ長など）の㑇ఏ⋡（0�1
 0�4）とẚても㧗い್です。このことから、㨶

期㛫の長さは、㑅ᢤ育✀による㑇ఏⓗ改Ⰻが༑ศに

期待できるᙧ㉁であることが᫂らかになりました。

また、これまで㏆⦕✀もྵめて㨶期の特ᛶに関す

る㑇ఏᏛⓗな研究がなされた事はなく、本研究が

目㨶㢮における㨶期ᙧ㉁の㑇ఏ機構に関すࢠࢼ࢘

る᭱ึの報告となります。 

 

図２．ᐙ⣔ࡈとのኚែ㛤ጞ᪥㱋のศᕸ 

黒いⅬࡣ平ᆒ、バーࡣᶆ‽ㄗᕪを示ࠋࡍ 

 
波及効果 
1� 本研究の成果により、㨶期㛫の▷いಶయの㑅ᢤと

㓄を⧞り㏉すことで、ᚑ᮶よりも▷い㣫育期㛫でࢩ

      にኚែするရ✀がసฟできることがࢠࢼ࢘ࢫࣛ
᫂らかとなりました。 

2� ᚑ᮶からの取り組みである㣫ᩱや㣫育方法の開発

にຍ࠼て、㑅ᢤ育✀を✚ᴟⓗに推進することで、人ᕤ

✀ⱑの大㔞生産とその実⏝化がຍ㏿されることが期

待されます。 
3� 水産研究・教育機構では、今回సฟした大つᶍな

㓄に⏤᮶する人ᕤ㞟ᅋを⏝いて、㨶期㛫を㑇ఏⓗに

▷⦰した᪩期ኚែရ✀の育✀を進めています。 

ேᕤ㓄

㨶㣫⫱

⾲⌧ᆺ䝕䞊䝍
のグ㘓

㻰㻺㻭ヨᩱ
の᥇ྲྀ

䗠㻝 㻝  㼤 䗢㻝 㻠

⤖⢭Ꮚ䜢⏝䛔䛯ேᕤᤵ⢭

ኚែ㛤ጞの᪥㱋

ྜィ 㻤 㻝 0 ಶయ

㼤

䜅㨶㻝 㻘0 0 0䡚㻞 㻘0 0 0 ಶయ

䜢ྠじ ༸の䝻䝑 䝖 ẖに㣫⫱
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䠄平成 30 年度㈨ᩱ 㻝㻞䠅 

ୗ㛵漁 をẕ とࡍるἈྜᗏࡧき網漁ᴗのぢ࠼る化と 

漁獲ࢹー࣋ࢱーࢫのᵓ⠏  
水産大学校㻌 海洋生産管理学科㻌

 

研究の背景・目的 
1�資源管理をする上で、資源≧態をより正確に㎿㏿

に把握するには、その基礎となる漁⋓䝕ータ（㨶✀

ẖの⁺⋓㔞）と⁺ሙᙧ成の解ᯒをᐈほⓗにຠ⋡ⓗ

に行うことが㔜せです。ま䛪、⁺⋓㔞と⁺ሙ⨨

が漁業者にとって⛎༏性の高い報であるので、こ

のቨを㉸えるには漁業者ഃの䝯リ䝑䝖を提すること

を意識しました。今まで活用されていなかった漁⋓

䝕ータを、漁場㑅ᢥな䛹にᙺ立つように♧すこと（見

える化）が必要と⪃えました。 
2�そこで、ୗ関漁 をẕ とするἈ合ᗏびき⥙漁⯪を

対㇟に、⯪ྡや置、㔪㊰、㏿力な䛹の報を㟁Ἴ

で自ື的にする⯪⯧自ື識ู置（$,6）を活

用して置報と漁業者が入力した漁⋓䝕ータとを

⤖びけ、漁⋓報を見える化したものをインター

䝛䝑䝖で洋上の漁業者へ䝣䜱ー䝗䝞䝑䜽するシス䝔ム

の開発を行いました。㻌  
3�このシス䝔ムを活用することで、᧯業期、⯟海ᩘ、

㨶✀ẖの漁⋓㔞、海ᇦな䛹から㐣ཤの䝕ータを検

⣴できる漁⋓䝕ータベースを構⠏できます。㻌  
 
研究成果 
1�漁業者が自⯪の $,6 報をၟ⯪や漁⯪な䛹の

$,6 ᦚ㍕⯪と共有したことで、᧯業の安全性ྥ上

に⧅がりました。また、$,6 を利用した入 ㏻知䝯ー

䝹の自ື配ಙを行いました。関ಀ者（䜸ー䝘ー、ᕷ

場、給Ἔや⯪内㣗ᩱ等の関ಀ業者）に入  4� 分・

1� 分๓に䝯ー䝹を自ື配ಙすることで、㛫の効率

化と人௳費๐ῶにつながりました。 
2�漁⋓䝕ータをᡭ᭩き（⣬）から䝕ータ入力（䝕䝆タ䝹）

にすることで、漁業者の計算స業が㍍ῶされるととも

に、㝣上ではリ䜰䝹タイムで漁⋓䝕ータの取ᚓがྍ

能となりました。また、漁⋓䝕ータベースの構⠏や漁

⋓成績報告᭩のస成が容᫆になりました（図 1）。 
3�漁⋓䝕ータに㨶価をᫎし、水ᥭ䛢予㔠㢠を表

♧するようにしました。これにより、入出 日の決定

な䛹᧯業ᡓ␎にᙺ立てることができました。 
4�䜰䜹ム䝒な䛹の漁⋓報を᧯業置や᧯業ᅇᩘな

䛹を⪃៖したᶆ‽漁⋓㔞分ᕸ報として▐に♧し

（見える化）、᧯業中の漁業者に䝣䜱ー䝗䝞䝑䜽する

組䜏をసりました（図 2）。これにより、漁業者が月

䛤との漁場㔞分ᕸな䛹䝕ータ共有の効果をどぬ的

に実ឤするとともに、よりຠ⋡ⓗな⁺ሙ㑅ᢥがྍ

⬟となりました。 
 
 
 

 
図 1㻌 漁⋓䝕ータのὶれ 

 
 

 
図  のᶆ‽漁獲量ศᕸの⾲示ࢶ࣒࢝ 2

（漁獲≧ἣを漁獲量にᛂࡌて⃰ࡃしている） 

 
波及効果 
1�漁⋓㔞および置報が積されることで、漁業

者の主ほ的、経験的な技術を科学的、ᐈほ的な解

ᯒ⤖果として後⥅者に⥅ᢎさせていくことができます。 
2�本研究で開発されたシス䝔ムは、の漁業✀㢮に

も㌿用し、ᑟ入することがྍ能です。 
3�漁⋓成績報告᭩のస成が容᫆になることで、ᑠつ

ᶍ業者へのᑟ入や漁⋓成績報告᭩の༶報告

な䛹、行政対応の㎿㏿化の⎔ቃᩚ備にᙺ立䛱ます。 

― 48 ―



 

䠄平成 30 年度㈨ᩱ 㻝3䠅 

 ングによるࢸューࣆンࢥࢺフࢯ

㌟Ḟきフグの㨶✀㚷ูシ࣒ࢸࢫの㛤Ⓨ  
㻌

水産大学校㻌 水産学研究科㻌
 
άືの背景・目的 

1�䝣グ㢮はྛ㒔㐨ᗓ┴の知චチを有する䜅䛠ฎ理

ᖌにより有ẘ部を㝖ཤした㌟Ḟき䝣グとしてὶ㏻

します。㩭㨶の≧態では、外⓶のᶍᵝやⰍ、ᑠᲲの

有↓と分ᕸ、ᑿ㫅のᙧ≧やⰍな䛹によって、ẚ㍑的

容᫆に㨶✀を㚷ูできます。一方、㌟Ḟき䝣グの㨶

✀㚷ูは一⯡ᾘ費者には㞴しく、⩦⇍した䜅䛠ฎ理

ᖌにはྍ能ですが後⥅者が足している現≧から、

目利きの技をⱝい䜅䛠ฎ理ᖌに⥅ᢎしていくことが

求められています。 
2䠊そこで、経験的な目利き技術が求められる㌟Ḟき

䝣グの㨶✀㚷ูが行えるようにするため、䝋䝣䝖䝁ン

䝢䝳ー䝔䜱ング（䈜）によりⰍᙬの特ᚩを解ᯒした䝋䝣

䝖䜴䜵䜰を開発し、それを取り入れた㚷ูシス䝔ムの

構⠏を行いました。 
䈜ࢯフࢥࢺンࣆューࢸング 

᭕さな䛹人が持つุ᩿基‽で報ฎ理ができる

人ᕤ知能（$,）の一✀です。取りᢅいやすさ、㡹健

性、ప䝁ス䝖を㐩成するため、確実性を䛹こまで容

認するかを᥈ることで、高度な正確性を要求せ䛪に、

シス䝔ムの解ᯒや設計を行う計算ᵝᘧです。㐺度な

᭕さをチ容した人にೌった報ฎ理方法です。㻌
 
研究成果 
1� 䝖䝷䝣グᒓな䛹�㨶✀の㌟Ḟき䝣グྛ110ᑿについ

て、体表10⟠所のⰍᙬを 定した⤖果、8⟠所で㨶

✀㛫にⰍᙬᕪがあることが᫂らかとなりました（図1）。 

 
図䠍 ㌟Ḟき䝣グの体表Ⰽᙬの㨶✀㛫ᕪ␗ 
 
2� ⩦⇍したࡄࡩ処理ᖌは㚷ูの㝿に、ඛࡎ㌟Ḟき

のⰍᙬから㨶✀を⡆᫆ⓗにุ᩿し、それだけࢢࣇ

でุ᩿が㞴しいሙྜにはの特ᚩを㋃ま࠼て⢭

ᐦにุ᩿するといった2ẁ㝵で㚷ูを行います。

㨶✀㚷ูࢺࣇࢯはそれにೌい、2ẁ㝵㚷ูを取り

ධれました。1ẁ㝵目として、᳨ᰝ対㇟の㌟Ḟき

の㨶✀をయ表のⰍᙬから推ᐃしてᩘ✀㢮にࢢࣇ

⤠り㎸みます。㨶✀推ᐃ⤖果がὶ㏻の表♧と␗

なるሙྜには、2ẁ㝵目として」ᩘの㨶✀㛫でど

ちらにより㏆いかを推ᐃし、㨶✀を特ᐃします。 
3� 開発した㨶✀㚷ูࢺࣇࢯの評価ヨ㦂では、⣙

9��4�の㚷ู⢭度が♧され、㧗い᭷⏝ᛶがㄆめら

れました。これは㨶✀㛫のᚤጁなⰍᙬの㐪いを処

理することのできるࢪࣇ推ㄽ（ࣆࣥࢥࢺࣇࢯ

、の一ᡭ法）のຠ果が現れたものでࢢࣥࢸ࣮ࣗ

よりࣝࢹⰍᙬに着目して構成した⤫計ⓗࣔࡌྠ

も⣙10㸣の⢭度が向上しました。また、ࢢࣇࣛࢺ

のኳ↛≀と㣴Ṫ≀の㚷ูもయ表上計࢝�ᡤのⰍᙬ

に着目することでྠ⛬度の㚷ู⢭度がᚓられる

ことを☜ㄆしました。 
4� 㨶✀㚷ู࣒ࢸࢫࢩとして、㚷ูࢺࣇࢯをᦚ㍕し

たࣥࢥࢯࣃとձⰍᙬ計を組みྜわせたもの、ղᑓ

⏝ീ⨨（図2）を組みྜわせたものの2ࣉࢱ

を開発しました。ձは持ち㐠びがᐜ᫆なため、㌟

Ḟき処理を行う現ሙからὶ㏻のᮎ➃までの⏝

を、ղはࡄࡩ௰༺など日ᖖⓗに多くの㌟Ḟきをᢅ

う現ሙでの⏝やධ㛛⪅の教育などᖖタでの

⏝をᐃしています。ղの㚷ู࣒ࢸࢫࢩを⏝いる

と、㌟ḞきࢢࣇのⰍᙬ ᐃ開始から㨶✀㚷ูの⤖

果ฟ力まで、2 ศ以ෆで行うことができました。 

図㸰 開発したീ⨨（ᕥ�本య、ྑ�ෆ㒊） 
 
�� య表のⰍᙬによる㨶✀㚷ูにຍ࠼、㨶⫗の現在

の㩭度推ᐃと௵ព⤒㐣㛫の㩭度ண を行うこ

とがྍ⬟な「㌟Ḟきࢢࣇの目き࣒ࢸࢫࢩ」に発

ᒎさせる研究を現在実中です。 
 
波及効果 
1� 本㚷ูシス䝔ムは、ⱝい䜅䛠ฎ理ᖌの学⩦ᨭ

や研ಟ（人材育成）に活用できます。 
2� ㌟Ḟき䝣グのὶ㏻において、㨶✀に応䛨た正しい

価್の評価がྍ能となります。 
3� 教育的効果として、開発にཧຍした学生㐩の研究

意欲の高ᥭが期ᚅでき、研究成果を⤂するㅮ⩏は

人材育成に㈉⊩します。㻌
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⾲ 㻝 Ỉ⏘ᏛᰯᅾᏛᩘཬ䜃ᐃဨ㊊⋡ 

水産大学校 在学ᩘ（人） 定ဨ（人） 充足率（䠂） 

本科 水産ὶ㏻経Ⴀ学科   92 80 11�� 

 
 海洋生産管理学科 21� 180 119� 

 
 海洋機Ეᕤ学科 21� 180 121� 

 
 㣗ရ科学科 199 180 111� 

 
 生物生産学科 131 120 109� 

 合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計 8�4 �40 11�� 

ᑓᨷ科 ⯪⯧㐠⯟課⛬ 20 
�0 100�㻌 㻌 㻌 

 ⯧用機関課⛬ 30 

 合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計 �0 �0 100�㻌 㻌 㻌

水産学研究科 水産技術管理学ᑓᨷ 10 10 100� 

 
 水産資源管理利用学ᑓᨷ 8 10 80� 

 
 合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計 18 20 90� 

䈜ᮏ⛉         平成��年 �᭶�᪥⌧ᅾ 

 ᑓᨷ⛉、Ỉ⏘Ꮫ研究⛉ 平成��年 �᭶�᪥⌧ᅾ 

 
⾲ � Ỉ⏘Ꮫᰯᑓᨷ⛉ಟ⏕のᾏᢏ㛵ಀචチྲྀᚓ≧ἣ 
චチྲྀᚓ≧ἣ 

課㻌 ⛬ 資᱁  ྡ ಟ生（人） 取ᚓ者ᩘ（人） 取ᚓ率（䠂） 

⯪⯧㐠⯟課⛬ ୕⣭海技ኈ（⯟海） 20 20 100� 

㻌  一⣭ᑠᆺ⯪⯧᧯⦪ኈ 20 20 100� 

㻌  第一⣭海上特Ṧ↓⥺技ኈ 20 20 100� 

⯧用機関課⛬ ୕⣭海技ኈ（機関） 30 28 93� 

㻌  第一⣭海上特Ṧ↓⥺技ኈ 30 30 100� 

 
චチ➹グヨ㦂ྜ᱁≧ἣ 

課㻌 ⛬ 資᱁  ྡ ཷ験者ᩘ（人） 合᱁者ᩘ（人） 合᱁率（䠂） 

⯪⯧㐠⯟課⛬ ⣭海技ኈ（⯟海） 14 11 �8��� 

一⣭海技ኈ（⯟海） ʊ 3 ʊ 

⯧用機関課⛬ ⣭海技ኈ（機関） 24 21 8���� 

一⣭海技ኈ（機関） ʊ � ʊ 
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⾲ � Ỉ⏘Ꮫᰯ༞業䞉ಟ⪅の㐍㊰≧ἣ 

本 科 
ᑓᨷ科 
研究科 卒

業
・ 

修
了
者 

進㻌 学 

試
験
準
備
・ 

そ
の
他 

就㻌 職 

就職率
 

 
1 

水産

関連

分野

就職率
 

2 

水産関

連分野

進学･

就職率
 

3 

就職内定者 

就
職
未
定
者 

就
職
希
望
者
合
計 

水産分野 

そ
の
他
大
学
院 

進
学
者
合
計 

水産関連分野 

そ
の
他
就
職 

合
計 

研
究
科 

専
攻
科 

研
究
生 

大
学
院 

合
計 

国
家
公
務
員 

地
方
公
務
員 

各
種
団
体 

水
産
・ 

加
工 

水
産
流
通 

調
査
開
発
等 

資
機
材
供
給
等 

合
計 

水産ὶ㏻経

Ⴀ学科 19 0 0 0 1 1 0 1 0 0 2 3 3 8 0 0 1� 2 18 0 18 100� 88�9� 89���

海洋生産管

理学科 �� 4 23 0 3 30 0 30 1 0 0 4 4 3 2 � 18 � 23 1 24 9��8� �8�3� 90���

海洋機Ეᕤ

学科 �0 3 28 2 0 33 0 33 0 0 0 1 0 1 1 13 1� 1 1� 0 1� 100� 94�1� 98�0�

㣗ရ科学科 39 2 0 0 1 3 0 3 3 1 1 1 1� 11 1 1 31 2 33 0 33 100� 93�9� 94�4�

生物生産 
学科 34 2 0 0 � 8 1 9 0 0 � 2 3 � 1 3 20 � 2� 0 2� 100� 80�0� 82�4�

学科合計 19� 11 �1 2 11 �� 1 �� 4 1 8 11 2� 29 � 22 101 1� 11� 1 11� 99�1� 8��1� 91���

ᑓᨷ科⯪⯧

㐠⯟課⛬ 20 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 2 1 8 1 2 1� 3 19 0 19 100� 84�2� 84�2�

ᑓᨷ科⯧用

機関課⛬ 30 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 11 3 � 22 � 29 1 30 9���� ���9� ���9�

ᑓᨷ科合計 �0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 2 2 19 4 � 38 10 48 1 49 98�0� �9�2� �9�2�

研究科 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 � 9 0 9 1 10 90�0� 100� 100�

総㻌 計 2�� 11 �1 2 11 �� 1 �� � � 9 13 28 49 10 34 148 2� 1�3 3 1�� 98�3� 8���� 89���

ͤ平成 �� 年 � ᭶ �� ᪥⌧ᅾ 
 
�䠖ᑵ⫋ᕼᮃ⪅の䛖䛱ᑵ⫋ෆᐃ⪅のྜ 
�䠖ᑵ⫋ෆᐃ⪅యの䛖䛱Ỉ⏘㛵㐃ศ㔝ෆᐃ⪅のྜ 
�䠖㐍Ꮫ⪅ཬ䜃ᑵ⫋ෆᐃ⪅の䛖䛱䚸Ỉ⏘㛵㐃ศ㔝䜈の㐍Ꮫ⪅䞉ᑵ⫋ෆᐃ⪅のྜ 
 

水産関連分野㻌

ྛ✀ᅋ体㻌 水産に関するᅋ体（漁業、ὶ㏻、⯪⯧等関ಀᅋ体）㻌

水産･ຍᕤ㻌
水産物の᥇ᤕཪは㣴Ṫ及びこれをཎᩱཪは材ᩱとして、㣗ᩱ、⫧ᩱそのの有用物を生

産する業者㻌

水産ὶ㏻㻌 水産物の㈓ⶶ、㐠ᦙ、㈍等のὶ㏻に関する業者㻌

調査開発等㻌 海洋水産関連の調査会社㻌

資機材供給等㻌 水産業やその䝃ー䝡ス部㛛等に資機材供給等を行う関連業者㻌

その㻌 水産業関連分野௨外の公務ဨ・ᅋ体・業な䛹㻌
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⾲ � 㐃ᦠᏛ㝔 

連携大学㝔ྡ⛠ 研究科  ྡ ⛠㻌  ྕ ὴ㐵人ᩘ（ྡ） 

ᮾி海洋大学大学㝔㻌  海洋科学技術研究科㻌   
教ᤵ 9 

教ᤵ � 

ᮾி大学大学㝔 ㎰学生科学研究科 教ᤵ 1 

長ᓮ大学大学㝔㻌  水産・⎔ቃ科学総合研究水産科学㡿ᇦ

教ᤵ 1 

教ᤵ � 

㔛大学大学㝔 海洋生科学研究科 
教ᤵ 4 

教ᤵ 1 

連携大学㝔教ဨ（ໟᣓ連携༠定に基づくጤკ） ᑠ㻌 計 2� 

୕重大学大学㝔㻌  生物資源学研究科 教ᤵ 2㻌 㻌 㻌 㻌  

広ᓥ大学大学㝔 生物ᅪ科学研究科 
教ᤵ 1 

教ᤵ 1 

高知大学大学㝔 人㛫自↛科学研究科 教ᤵ 1 

連携大学㝔教ဨ（そののጤკ）  ᑠ㻌 計 � 

㻌  合㻌 計 31 

 
 
 ⾲ � ඹྠ◊✲ 

┦ᡭ 

機関 

国㻌 内 国㻌 㝿 

合計（௳）
国 

ᆅ方 

自体 

国研 

独法 

㈈ᅋ 

社ᅋ 
大学 Ẹ㛫 大学 研究所 その 

課題ᩘ 
0 2� 10 12 �8 38 � 1� �  

14� 2䠓 1�3 
䞉୍䛴のㄢ㢟に」ᩘᶵ㛵ཧ⏬のሙྜ䛜䛒䜛䛯め䚸ㄢ㢟ᩘྜィ䠄��� ௳䠅䛸┦ᡭᶵ㛵༊ศูのㄢ㢟ᩘྜィは୍⮴䛧な䛔䚹 
䞉䛂Ẹ㛫䛃には⁺༠䜢ྵ䜐䚹 
 

  

― 53 ―



⾲ � ᅜ㝿ᶵ㛵䜈の⫋ဨのὴ㐵 

ὴ㐵者Ặ 㻌ྡ ὴ㐵機関㻌 㻌 ὴ㐵期㛫㻌 ὴ㐵国・㒔ᕷ㻌 ᙺ㻌 㻌 㻌

᳃㻌 広一㑻㻌

ᮾ༡䜰䝆䜰漁業開発センター㻌

㣴Ṫ部ᒁ㻌

㻿㼛㼡㼠㼔㼑㼍㼟㼠㻌㻭㼟㼕㼍㼚㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㻌㻯㼑㼚㼠㼑㼞㻌

㻔㻿㻱㻭㻲㻰㻱㻯㻕㻌

㻭㼝㼡㼍㼏㼡㼘㼠㼡㼞㼑㻌㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔㻭㻽㻰㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻠㻛㻜㻝䡚㻌

㻞㻜㻛㻜㻟㻛㻟㻝㻌

䝣䜱リ䝢ン・㻌

イ䝻イ䝻㻌

㻿㻱㻭㻲㻰㻱㻯㻛㻭㻽㻰次長及び䝖䝷

ス䝖䝣䜯ン䝗䝥䝻䝆䜵䜽䝖共同䝬䝛

ー䝆䝱ー㻌

➉内㻌 ᖾኵ㻌
ኴ平洋共同体務ᒁ㻌

㻿㼑㼏㼞㼑㼠㼍㼞㼕㼍㼠㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏㻌㻯㼛㼙㼙㼡㼚㼕㼠㼥㻔㻿㻼㻯㻕㻌

㻝㻢㻛㻜㻞㻛㻜㻝䡚㻌

㻝㻥㻛㻜㻞㻛㻜㻞㻌

ニ䝳ー䜹䝺䝗ニ䜰・

䝚ー䝯䜰㻌
上⣭水産研究者（資源管理）㻌

℧㻌 ᠇ 㻌ྖ

ᮾ༡䜰䝆䜰漁業開発センター㻌

海洋水産資源開発管理部ᒁ㻌

㻿㼛㼡㼠㼔㼑㼍㼟㼠㻌㻭㼟㼕㼍㼚㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㻌㻯㼑㼚㼠㼑㼞㻌

㻔㻿㻱㻭㻲㻰㻱㻯㻕㻌

㻹㼍㼞㼕㼚㼑㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻌㻾㼑㼟㼛㼡㼞㼏㼑㼟㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㻌

㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻌㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔㻹㻲㻾㻰㻹㻰㻕㻌

㻝㻣㻛㻜㻠㻛㻜㻝䡚㻌

㻝㻥㻛㻜㻟㻛㻟㻝㻌

䝬䝺ーシ䜰・㻌

䜽䜰䝷䝖䝺ン䜺䝚

㻿㻱㻭㻲㻰㻱㻯㻛㻹㻲㻾㻰㻹㻰次長及び

䝖䝷ス䝖䝣䜯ン䝗䝥䝻䝆䜵䜽䝖共同

䝬䝛ー䝆䝱ー㻌

野㻌ᣅ㑻㻌

ᮾ༡䜰䝆䜰漁業開発センター㻌

内水㠃漁業資源開発管理部ᒁ㻌

㻿㼛㼡㼠㼔㼑㼍㼟㼠㻌㻭㼟㼕㼍㼚㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㻌㻯㼑㼚㼠㼑㼞㻌

㻔㻿㻱㻭㻲㻰㻱㻯㻕㻌

㻵㼚㼘㼍㼚㼐㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼥㻌㻾㼑㼟㼛㼡㼞㼏㼑㼟㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㻌㼍㼚㼐㻌

㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻌㻰㼑㼜㼍㼞㼠㼙㼑㼚㼠㻌㻔㻵㻲㻾㻰㻹㻰㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻝㻛㻝㻡䡚㻌

㻞㻜㻛㻜㻟㻛㻟㻝㻌

イン䝗䝛シ䜰・㻌

䝟䝺ン䝞ン㻌

㻿㻱㻭㻲㻰㻱㻯㻛㻵㻲㻾㻰㻹㻰次長及び䝖

䝷ス䝖䝣䜯ン䝗䝥䝻䝆䜵䜽䝖共同䝬

䝛ー䝆䝱ー㻌

ᮌ元㻌 ឡ㻌

大す洋ま䛠ろ㢮保存国㝿ጤဨ会務ᒁ㻌

㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻯㼛㼚㼢㼑㼚㼠㼕㼛㼚㻌㼒㼛㼞㻌㼠㼔㼑㻌㻯㼛㼚㼟㼑㼞㼢㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌

㻭㼠㼘㼍㼚㼠㼕㼏㻌㼀㼡㼚㼍㼟㻔㻵㻯㻯㻭㼀㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻡㻛㻝㻠䡚㻌

㻝㻥㻛㻜㻡㻛㻝㻟㻌
ス䝨イン・䝬䝗リ䝑䝗 ಶ体⩌ື態ᑓ㛛ᐙ㻌

 
 
 ⾲䠓 ᅜ㝿䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥➼ 

ྡ㻌 ⛠ 開ദ期㛫 開ദᆅ・主ദ・共ദ 備㻌 ⪃ 

㻞㻜㻝㻤㻌㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏㻌㼀㼞㼍㼚㼟㼕㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻭㼞㼑㼍㻌㻿㼥㼙㼜㼛㼟㼕㼡㼙㻦㻌

㻿㼑㼟㼟㼕㼛㼚㻌㻠㻌 䛂㻭㼐㼢㼍㼚㼏㼑㼟㻌㼕㼚㻌㼡㼚㼐㼑㼞㼟㼠㼍㼚㼐㼕㼚㼓㻌㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏㻌

㼟㼔㼑㼘㼒㻙㼛㼒㼒㼟㼔㼛㼞㼑㻌㼠㼞㼍㼚㼟㼕㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㼍㼞㼑㼍㼟㻌 䛃㻌

㻞㻜㻝㻤 ኴ平洋⛣行㡿ᇦシン䝫䝆䜴ム（セ䝑ション

㻠㻦㻌ኴ平洋における大㝣ᲴとἈ合をつな䛠⛣行

ᇦに関するඛ進的な理解）㻌

㻝㻤㻛㻜㻠㻛㻞㻡䡚

㻝㻤㻛㻜㻠㻛㻞㻢㻌

開ദᆅ䠖䝯䜻シ䝁・䝷䝟ス㻌

主ദ䠖㻼㻵㻯㻱㻿㻌

㻝㻞 䜹国㻔日本、䝤䝷䝆䝹、䜹䝘

䝎、中国、䝁䝻ン䝡䜰、䝣䝷ン

ス、䝗イ䝒、䝯䜻シ䝁、䝨䝹ー、

䝻シ䜰、䜸䝷ン䝎、⡿国㻕および

㻢国㝿漁業管理機関㻔㻼㻵㻯㻱㻿、

㻲㻭㻻、㻵㻭㼀㼀㻯、㻵㻿㻯、㻌 㻺㻼㻲㻯、

㻿㻼㻾㻲㻹㻕㻌から 㻝㻠㻜ྡ௨上のཧ

ຍ㻌

㼠㼔㼑㻌㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏㻌㻮㼘㼡㼑㼒㼕㼚㻌㼀㼡㼚㼍㻌㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻌㻿㼠㼞㼍㼠㼑㼓㼥㻌

㻱㼢㼍㼘㼡㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜㻌

㻔ኴ平洋䜽䝻䝬グ䝻管理ᡓ␎評価䝽ー䜽ショ䝑䝥㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻡㻛㻟㻜䡚㻌

㻝㻤㻛㻜㻡㻛㻟㻝㻌

開ദᆅ䠗䜽イーンズ䝣䜷ー䝷ム会㆟ᐊ

㻔ᶓᕷ㻕㻌

主ദ䠖水産研究・教育機構㻌

ኴ平洋におけるま䛠ろ㢮及びま䛠ろ

㢮㢮ఝ✀に関する科学ጤဨ会㻔㻵㻿㻯㻕㻌

䜹䝘䝎䠍ྡ、䝭䜽䝻䝛シ䜰䠍ྡ、

日本㻡㻡ྡ、㡑国㻞ྡ、䝋䝻モ

ンㅖᓥ㻝ྡ、⡿国㻥ྡ、䝢䝳

ーឿၿಙク㻝 㻌ྡ
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ྡ㻌 ⛠ 開ദ期㛫 開ദᆅ・主ദ・共ദ 備㻌 ⪃ 

㻱㼤㼜㼑㼞㼠㻌㼀㼑㼏㼔㼚㼕㼏㼍㼘㻌㼃㼛㼞㼗㼟㼔㼛㼜㻌㼛㼚㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻘㻌㻰㼍㼠㼍㻌

㼍㼚㼐㻌㻿㼍㼠㼑㼘㼘㼕㼠㼑㻌㼀㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥㻦㻌㻵㼚㼚㼛㼢㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼠㼛㻌

㻯㼛㼡㼚㼠㼑㼞㻌㻵㼁㼁㻌㻲㼕㼟㼔㼕㼚㼓㻌

㻔漁業、䝕ータおよび䝃䝔䝷イ䝖技術に関するᑓ

㛛ᐙ技術䝽ー䜽ショ䝑䝥䠖㻵㼁㼁漁業に対ᢠするた

めのイノベーション㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻢㻛㻜㻡䡚

㻝㻤㻛㻜㻢㻛㻜㻣㻌

開ദᆅ䠗䜽イーンズ䝣䜷ー䝷ム会㆟ᐊ

㻔ᶓᕷ㻕㻌

主ദ䠖水産研究・教育機構、䜴ー䝻ン

䝂ン大学㻔㻭㻺㻯㻻㻾㻿㻕、グ䝻ー䝞䝹・䝣䜱

䝑シング・䜴䜷䝑䝏㻔㻳㻲㼃㻕㻌

日本㻠㻡ྡ、䜸ース䝖䝷リ䜰 㻞

ྡ、⡿国㻥 㻌ྡ

国㝿共同研究䝽ー䜽ショ䝑䝥䛂㯮₻・䝣ン䝪䝹䝖

海ὶᇦにおける㨶✀᭰生物㐣⛬のẚ㍑研

究䛃㻌

㻝㻤㻛㻜㻤㻛㻜㻝䡚

㻝㻤㻛㻜㻤㻛㻝㻜㻌

開ദᆅ䠖㻌中ኸ水産研究所㻌 㻌

主ദ䠖㻌中ኸ水産研究所㻌

共ദ䠖㻌䝨䝹ー海洋研究所㻌

日本㻠ྡ、䝨䝹ー㻡 㻌ྡ

㻝㻠㼠㼔㻌㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻿㼥㼙㼜㼛㼟㼕㼡㼙㻌㼛㼚㻌㻭㼝㼡㼍㼠㼕㼏㻌

㻻㼘㼕㼓㼛㼏㼔㼍㼑㼠㼍㻌

㻔第 㻝㻠ᅇ水産㈋ẟ㢮国㝿シン䝫䝆䜴ム㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻥㻛㻜㻥䡚

㻝㻤㻛㻜㻥㻛㻝㻠㻌

開ദᆅ䠖ᘯ๓大学㻌

主ദ䠖ᘯ๓大学㻌

共ദ䠖℩ᡞ内海༊水産研究所㻌

日本㻝㻜ྡ、䝖䝹䝁 㻟ྡ、䜹䝘

䝎 㻝ྡ、䝻シ䜰 㻞ྡ、中国㻟

ྡ、ス䜴䜵ー䝕ン㻝ྡ、䜰䝯リ

䜹 㻠ྡ、イ䝷䜽 㻝ྡ、ベ䝹䜼ー

㻝ྡ、䝣䝷ンス 㻝ྡ、䜸ース䝖䝷

リ䜰 㻞ྡ、イン䝗 㻝ྡ、ス䝨イ

ン 㻠ྡ、䝏䜵䝁共国㻞ྡ、

䝫ー䝷ン䝗 㻞ྡ、䜶ス䝖ニ䜰 㻝

ྡ㻌

㼃㼛㼞㼘㼐㻌㻿㼛㼏㼕㼍㼘㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌㻲㼛㼞㼡㼙㻔世界社会科学䝣䜷

ー䝷ム㻕のう䛱、㻌

㼀㼔㼑㻌㼕㼙㼜㼍㼏㼠㻌㼛㼒㻌㼙㼍㼞㼕㼠㼕㼙㼑㻌㼏㼛㼚㼒㼘㼕㼏㼠㻌㼍㼚㼐㻌㼟㼑㼏㼡㼞㼕㼠㼥㻌㼛㼚㻌

㼙㼑㼑㼠㼕㼚㼓㻌㻿㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜㼙㼑㼚㼠㻌㻳㼛㼍㼘㼟㻌

㻔㻿㻰㻳䡏㐩成にྥけた海洋⣮தと安全保㞀のᙳ

㡪検討㻕㻌

㻝㻤㻛㻜㻥㻛㻞㻤㻌

開ദᆅ䠖⚟ᒸ䝁ンベンションセンター㻌

主ദ㻦㻌㼃㼛㼞㼘㼐㻌㻿㼛㼏㼕㼍㼘㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌㻲㼛㼞㼡㼙㻌

セ䝑ション主ദ䠖ᮡ本あおい㻌

全体䠖㻝㻜㻜㻜 㻌ྡ

セ䝑ション䠖日本㻟ྡ、ス䜴䜵

ー䝕ン 㻞ྡ、䜸ース䝖䝷リ䜰 㻞

ྡ、イン䝗䝛シ䜰 㻝ྡ、中国㻞

ྡ、ほか㻟 㻌ྡ

㻲㼞㼛㼚㼠㼕㼑㼞㼟㻌㼕㼚㻌㼍㼟㼟㼑㼟㼟㼙㼑㼚㼠㻌㼍㼚㼐㻌㼙㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻌㼛㼒㻌

㼙㼍㼞㼕㼚㼑㻌㼑㼏㼛㼟㼥㼟㼠㼑㼙㻌㼟㼑㼞㼢㼕㼏㼑㼟㻌

㻔海の生態系䝃ー䝡スの評価・管理の最๓⥺㻕㻌

㻝㻤㻛㻝㻜㻛㻜㻣㻌

開ദᆅ䠖ᮾி大学㻌

主ദ者䠖すᔱ⩧ኴ㻔中ኸ水研㻕、ᯇⴥྐ

⣪Ꮚ㻔（国研）海洋研究開発機構㻕㻌

出ᖍ人ᩘ䠖⣙㻟㻜人㻌

㻿㼜㼍㼠㼕㼛㼠㼑㼙㼜㼛㼞㼍㼘㻌㼐㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟㻌㼛㼒㻌 㻌 㼍㼝㼡㼍㼠㼕㼏㻌㼛㼞㼓㼍㼚㼕㼟㼙㼟㻌

㼕㼚㻌㼍㻌㼏㼔㼍㼚㼓㼕㼚㼓㻌㼣㼛㼞㼘㼐㻦㻌㼒㼞㼛㼙㻌㼓㼑㼚㼑㼠㼕㼏㼟㻌㼠㼛㻌

㼙㼍㼏㼞㼛㼑㼏㼛㼘㼛㼓㼥㻌

㻔⎔ቃኚືୗにおける水生生物の✵㛫ື態䠖

㑇ఏ学から䝬䜽䝻生態学まで㻕㻌

㻝㻤㻛㻝㻜㻛㻜㻥㻌

開ദᆅ䠖（国研）海洋研究開発機構㻌

ᶓ研究所㻌

主ദ者䠖ᯇⴥྐ⣪Ꮚ㻔（国研）海洋研究

開発機構㻕、すᔱ⩧ኴ㻔中ኸ水研㻕㻌

出ᖍ人ᩘ䠖⣙㻠㻜人㻌

ኴ平洋海洋科学機関（㻼㻵㻯㻱㻿）㻞㻜㻝㻤 年次会合㻌
㻝㻤㻛㻝㻜㻛㻞㻠䡚

㻝㻤㻛㻝㻝㻛㻜㻠㻌

開ദᆅ䠖䝽ー䜽䝢䜰ᶓほか㻔ᶓᕷ㻕㻌

主ദ䠖水産庁、外務┬㻌

共ദ䠖ᶓᕷ、水産研究・教育機構㻌

㻼㻵㻯㻱㻿ຍ┕国（日本、䜹䝘䝎、

中国、㡑国、䝻シ䜰、⡿国）を

ྵめ⣙㻢㻜㻜 㻌ྡ

㼀㼔㼑㻌㻞㻠㼠㼔㻌㻶㼛㼕㼚㼠㻌㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌㻿㼥㼙㼜㼛㼟㼕㼡㼙㻌㼎㼑㼠㼣㼑㼑㼚㻌

㻺㻲㼁㻌㼍㼚㼐㻌㻼㻷㻺㼁㻌

（第 㻞㻠ᅇ水産大学校㻙㔩大学校学術ὶ会㻕㻌

㻝㻤㻛㻝㻜㻛㻞㻡㻌

開ദᆅ䠖㻌水産大学校㻌

主ദ䠖㻌水産大学校㻌

共ദ䠖㔩大学校㻌

日本⣙㻡㻜ྡ、㻌㡑国㻝㻠 㻌ྡ

㻠㻢㼠㼔㻌㼁㻶㻺㻾㻌㻭㼝㼡㼍㼏㼡㼘㼠㼡㼞㼑㻌㻼㼍㼚㼑㼘㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼠㼕㼒㼕㼏㻌

㻿㼥㼙㼜㼛㼟㼕㼡㼙㻌

㻔ኳ↛資源の開発利用に関する日⡿会㆟水産

ቑ㣴Ṫᑓ㛛部会第㻠㻢ᅇ学術シン䝫䝆䜴ム㻕㻌

㻝㻤㻛㻝㻝㻛㻝㻠䡚

㻝㻤㻛㻝㻝㻛㻝㻡㻌

開ദᆅ䠖⡿国䝁䝛䝏䜹䝑䝖ᕞ䝭ス䝔䜱䝑

䜽㻌

主ദ䠖⡿国海洋大Ẽ庁㻌

共ദ䠖水産研究・教育機構㻌 㻌 㻌 㻌

日本㻝㻜ྡ、⡿国㻝㻤 㻌ྡ
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ྡ㻌 ⛠ 開ദ期㛫 開ദᆅ・主ദ・共ദ 備㻌 ⪃ 

第㻝㻡ᅇ日中㡑大ᆺ䜽䝷䝀国㝿䝽ー䜽ショ䝑䝥㻌
㻝㻤㻛㻝㻞㻛㻜㻠䡚

㻝㻤㻛㻝㻞㻛㻜㻢㻌

開ദᆅ䠖⚟ᒸᕷ㻌

主ദ䠖水産研究・教育機構、㻌

共ദ䠖中国水産科学研究㝔、㡑国国

立水産科学㝔㻌

日本㻞㻠ྡ、中国㻣ྡ、㻌㡑国

㻣 㻌ྡ

㼀㼔㼑㻌㻠㼠㼔㻌㻶㼛㼕㼚㼠㻌㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼘㻌㻿㼥㼙㼜㼛㼟㼕㼡㼙㻌㼎㼑㼠㼣㼑㼑㼚㻌

㻿㻴㻻㼁㻌㼍㼚㼐㻌㻺㻲㼁㻌

（第 㻠ᅇ㻌水産大学校㻙上海海洋大学学術ὶ

会）㻌

㻝㻤㻛㻝㻞㻛㻜㻣㻌

開ദᆅ䠖㻌水産大学校㻌

主ദ䠖㻌水産大学校㻌

共ദ䠖上海海洋大学㻌

日本㻝㻜㻜ྡ、中国㻣 㻌ྡ

 

⾲ � ≉チᶒのฟ㢪≧ἣ 

 

  

分㻌 野 
出㢪௳  ᩘ

計 
国㻌 内 国外（䝟リ䝹ー䝖） 国外（䠬䠟䠰） 

漁場⎔ቃ・保全・ಟ 1 0 0 1 

利用・ຍᕤ・ὶ㏻ 4 0 0 4 

ቑ㣴Ṫ・᱂ᇵ技術 3 0 1 4 

漁ල・漁法・⯪⯧ 1 0 0 1 

調査･計  1 0 1 2 

合㻌 計 10 0 2 12 
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⾲ � 成ᯝのά⏝ಁ㐍の䛯めのฟᒎ䞉䝉䝭䝘䞊㛤ദ➼ 
主ദ研究所等  ྡ タイ䝖䝹 開ദ年月日 

水産大学校 第 11 ᅇᒣ口┴しんきん合同䝡䝆䝛ス䝣䜵䜰 2018（出展） 18�0��1� 

開発調査センター 㣴Ṫス䝆䜰䝷の高ຍ価್化に関するセ䝭䝘ー 18�0��13 

水産大学校 ୗ関䝣ー䝗䝔䜽ノ䝣䜵スタ 2018（水産大学校主ദ） 18�10�2� 

開発調査センター 中国国㝿漁業༤ぴ会�㟷ᓥシー䝣ー䝗ショー��出展） 
18�11�0�䡚 

18�11�09 

本部 䝃ーモン・㝣上㣴Ṫຮ強会 18�08�20 

本部 第 20 ᅇ䝆䝱䝟ン・インター䝘ショ䝘䝹・シー䝣ー䝗ショー（展♧、セ䝭䝘ー） 
18�08�22䡚

18�08�24 

す海༊水産研究所 全国䜽䝻䝬グ䝻㣴Ṫ連⤡༠㆟会技術部会 18�11�1� 

本部、ᮾ水産研

究所、℩ᡞ内海༊

水産研究所、水産

大学校 

䜰グリ䝡䝆䝛ス創出䝣䜵䜰 2018（出展、セ䝭䝘ー） 
18�11�20䡚 

18�11�22 

本部 第 1 ᅇ㓉㨶研究会 18�12�11 

本部 第 � ᅇ䝤リ㢮㣴Ṫ⯆ຮ強会 19�01�30 

す海༊水産研究所 Ἀ⦖┴▼ᇉᕷ㣗材提会（出展） 19�02�20 

本部、開発調査セ

ンター、水産大学

校、海㐨༊水産 
研究所 

第 1� ᅇシー䝣ー䝗ショー大㜰（出展、セ䝭䝘ー） 
19�02�20䡚 

19�02�21 

本部 海と産業㠉新䝁ンベンション 2019�出展、セ䝭䝘ー） 
19�02�20䡚

19�02�21 

本部 全国䜽䝻䝬グ䝻㣴Ṫ連⤡༠㆟会（第 2 ᅇ総会、水産イノベーション創出䝥䝷䝑䝖䝣䜷ー

ム合同セ䝭䝘ー） 19�03�0� 
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⾲ �� ◊✲成ᯝ➼のⓎಙ䞉䝕䞊䝍䝧䞊䝇➼の䝩䞊䝮䝨䞊䝆➼䛷のබ⾲ 

㡯㻌 㻌 目㻌 内㻌 㻌 㻌 容㻌

指㔪・䝬ニ䝳䜰䝹等 

ス䝹䝯イ䜹平⾮⪥▼㍯⣠による日㱋査定䝬ニ䝳䜰䝹�の㐨ල⟽� 
㟁Ꮚᶆ識䝕ータを用いた㨶㢮の⛣ື経㊰（経⦋度）推定ᡭ㡰� 
水ሢ分㢮䝋䝣䝖 76�&OXVHU� 
ᮾி‴の㈋㓟⣲水ሢによるᙳ㡪解᫂と漁業⿕ᐖ㜵Ṇ策の提にྥけて� 
有ᐖ㉥₻による漁業⿕ᐖの㍍ῶと海ᇦの生産力ྥ上にྥけて� 
有ᐖ㉥₻・㈋㓟⣲水ሢによる漁業⿕ᐖの㍍ῶにྥけて� 
᪻ᕸ⇱施設の効率的㐠用について䡚┬䜶䝛䝹䜼ー化の䝫イン䝖䡚�漁場の生物ከᵝ性を調べよう䠉その評価

のための基礎知見と応用䠉� 
ノリ、䝽䜹䝯㣴Ṫ場におけるᰤ㣴ሷ供給技術実ド試験㞟� 
'1$ 䝬ー䜹ーを用いたニ䝩ン䜴䝘䜼の㠀く的ಶ体識ู法䝬ニ䝳䜰䝹� 
/HW
V 䝗䝻ーンで䜹䝽䜴対策 2� 
タイ䝷䜼人ᕤ✀ⱑ生産䝬ニ䝳䜰䝹�タイ䝷䜼✀ⱑ生産・㣴Ṫ䜺イ䝗䝤䝑䜽� 
㣴Ṫス䝆䜰䝷㍺出䝬ニ䝳䜰䝹�シ䝷ス䜴䝘䜼㔞産のためのぶ㨶の確保と㣴成、 
ദ⇍及び᥇༸方法�ᯛ㈅からの䝩䝽イ䝖ス䝫䝑䝖䜴イ䝹ス㑇ఏᏊの検出� 
䜰䝽䝡➽ⴎ⦰の検査方法� 
水産用 '1$ 䝽䜽䝏ンのᢎ認⏦ㄳに関わる評価㡯目䜺イ䝗䝷イン � 
定置⥙における䜽䝻䝬グ䝻漁⋓ᢚ制の取り組䜏� 
生㩭䜹䝒䜸⯪上ရ㉁管理䝬ニ䝳䜰䝹� 
漁 ・漁場・海ᓊの施設の設計にかかる┦ㄯ� 
㨶㢮ᶆ本の計 ・計ᩘおよび同定�ᕷ場㨶㢮䜺イ䝗㻌 新長ᓮ漁 の主な㨶㢮 

䝩ーム䝨ー䝆における 
おもな公開䝕ータベース等 

䕿水産研究・教育機構䠤䠬の䝖䝑䝥䝨ー䝆䝞䝘ー䛂䝕ータベース等䛃からのリン䜽ඛにあるもの 
わが国࿘㎶の水産資源の現≧を知るために�国㝿漁業資源の持続的な利用と㐺ษな保存・管理のために� 
水生生物報䝕ータベース�日中㡑水産用ㄒ㞟䝕ータベース� 
1�OLQH 'DWDEDVH�$�OLQH 'DWDEDVH�2II 7RKRNX 7HPSHUDWXUH )LHOG�ᮾ海༊海ἣ報� 
ᮾ䝤䝻䝑䜽ἢᓊ水 ㏿報�リ䜰䝹タイム海洋報収㞟シス䝔ム�海ἣ予 シス䝔ム�)5$�5206�� 
ᰤ㣴ሷ・䜽䝻䝻䝣䜱䝹䝕ータベース�拡ᙇ∧日本海海ἣ予 シス䝔ム（-$'(2）� 
リ䜰䝹タイムᛴ₻予 シス䝔ム�日本海漁場海ἣ㏿報�大ᆺ䜽䝷䝀関連報� 
ᕞἢᓊᇦ水 報�㉥₻分ᕸ報�有᫂海・ඵ代海等の水㉁ほ 報�㈋㓟⣲報� 
ᮾシ䝘海・㯤海のさかな�漁 Ἴᾉ䝕ータベース�༡༙⌫の㨶図㚷 
 
䕿水産研究・教育機構䠤䠬の䝖䝑䝥䝨ー䝆䝞䝘ー䛂ᮾ日本大㟈⅏関連報䛃からのリン䜽ඛにあるもの 
⅏⯆にྥけた活ື報告㞟�機構による水産物ᨺᑕ性物㉁調査⤖果� 
水産物のᨺᑕ性セシ䜴ム及び䝶䜴⣲⃰度の 定⤖果� 
 
䕿水産研究・教育機構䠤䠬の䝖䝑䝥䝨ー䝆䝞䝘ー䛂6+�8�1䛃からのリン䜽ඛにあるもの 
さかな検⣴ 
 
䕿ྛ水産研究所等の䠤䠬が入り口になっているもの 
㔲㊰ᆅඛの水 報�さけます報�本ᕞኴ平洋の䝃䜿ᅇᖐ≧ἣについて�の㐨ල⟽䝕ータベース� 
ス䝃䝡ノリ䝀ノムሷ基配ิ報�䜽䝻䝬グ䝻全㑇ఏᏊ配ิ報�䝤リ全㑇ఏᏊ配ิ報 � 
日本海䝤䝻䝑䜽水産報�本ᕞ日本海における䝃䜿ᅇᖐ≧ἣ� 
➎㔮り漁業が対㇟とする䝡ン䝘䜺来㐟資源ື �ྥኴ平洋䜽䝻䝬グ䝻のຍ入㔞モニタリング㏿報� 
&38( ᶆ‽化における問題点のᩚ理�䜹タ䜽䝏イ䝽シ漁ἣ予報�イ䜹䝘䝂調査⤖果� 
す海䝤䝻䝑䜽水産研究・水産業報�ᮾシ䝘海漁海ἣ予報�す海䝤䝻䝑䜽海ἣ㏿報� 
海⸴・⸴場に関する報�㨶㢮ᶆ本䝁䝺䜽ション� 
3&5 によるデ᩿のための䝥䝷イ䝬ー報㻌 䜴イ䝹ス� 
3&5 によるデ᩿のための䝥䝷イ䝬ー報㻌 ⣽⳦� 
3&5 によるデ᩿のための䝥䝷イ䝬ー報㻌 ཎ・⢓ᾮ⬊Ꮚ 
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⾲ �� ศᯒཬ䜃㚷ᐃ 

研究所等  ྡ 㨶㢮査定 ㉥₻生物査定 㨶・␗ᖖデ᩿ 㨶ẘ分ᯒ その分ᯒ 合㻌 計 

海㐨༊水産研究所 1 0 0 0 0 1 

ᮾ༊水産研究所 � 0 1 0 0 � 

中ኸ水産研究所 12 0 0 19 20 �1 

日本海༊水産研究所 1 0 0 0 0 1 

国㝿水産資源研究所 1 0 0 0 0 1 

℩ᡞ内海༊水産研究所 11 2� 0 0 0 3� 

す海༊水産研究所 1 0 0 0 0 3 

ቑ㣴Ṫ研究所 1 0 �� 0 2 �8 

水産ᕤ学研究所 1 0 0 0 2 1 

開発調査センター 0 0 0 0 0 0 

水産大学校 1 0 0 0 1 2 

合㻌 計 3� 2� �� 19 2� 1�1 

 
 
⾲ �� ㅮ⩦䚸◊ಟ➼ 

主ദ研究所  ྡ ㅮ⩦会等  ྡ 開ദ年月日 

海㐨༊水産研究所 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（日本海中部・༡部ᆅ༊） 18�0��31 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（␃ⴌ・᐀㇂ᆅ༊） 18�08�02 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（日高ᆅ༊） 18�08�0� 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会�ᐩᒣ┴� 18�08�28 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（༑・㔲㊰ᆅ༊） 19�01�1� 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（渡ᓥᆅ༊） 19�01�2� 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（᰿ᐊᆅ༊） 19�02�04 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（見ᆅ༊） 19�02�20 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会�新₲┴� 19�02�20 

ᮾ༊水産研究所 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（ᒾᡭ┴） 18�0��1� 

ᐑᇛ┴漁業ኈ会༡部ᨭ部研ಟ会 18�0��1� 

海洋海ἣ技術にಀわる研ಟ会 18�0��2� 

計㔞㨶᥈䝕ータの取りᢅいにಀるຮ強会 18�0��28 

ᐑᇛ┴漁業ኈ会中部ᨭ部研ಟ会 18�0��18 

ᐑᇛ┴漁業ኈ会部ᨭ部・ᒾᡭ┴漁業ኈ会大⯪渡ᨭ部ὶ会 18�09�04 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（ᐑᇛ┴） 18�09�2� 
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主ദ研究所  ྡ ㅮ⩦会等  ྡ 開ദ年月日 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（㟷᳃┴） 18�09�2� 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（Ⲉᇛ┴） 18�10�18 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（⛅⏣┴） 18�08�29 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（ᒣᙧ┴） 18�10�1� 

䜅化ᨺὶ技術者ㅮ⩦会（⚟ᓥ┴） 18�09�28 

ᒾᡭ┴さけ・ますቑṪ༠会技術検討会 18�09�0� 

ᨺὶᡭ法改Ⰻ業ᆅᇦ༠㆟会（ᒣᙧ┴） 18�0��10 

⚟ᓥ┴㩬ቑṪ༠会技術者ㅮ⩦会 18�10�24 

ᨺὶᡭ法改Ⰻ業ᆅᇦ༠㆟会（ᐑᇛ┴） 19�03�18 

中ኸ水産研究所 

㈅ẘ分ᯒ研ಟ会 18�10�02䡚 
18�10�0� 

ᑠᆺᾋ㨶㢮年㱋査定研ಟ会 18�12�18 

資源管理研ಟ会（ึ⣭） 18�12�2�䡚 
18�12�2� 

℩ᡞ内海༊水産研究所 

有ᐖ䝥䝷ン䜽䝖ン同定研ಟ会 18�11�12䡚 
18�11�1� 

海⸴同定会 18�11�1� 

䝖䝷䝣グ⪥▼ᶆ識に関する技術研ಟ会 18�11�21 

䝖䝷䝣グ⪥▼日㱋査定・年㱋査定に関する技術研ಟ会（1 ᅇ目） 18�12�0�䡚 
18�12�0� 

䝖䝷䝣グ⪥▼日㱋査定・年㱋査定に関する技術研ಟ会（2 ᅇ目） 18�12�11䡚 
18�12�12 

す海༊水産研究所 

タイ䝷䜼✀ⱑ生産技術に関する技術ㅮ⩦会 18�04�2� 

☾↝け対策学⩦会（ᓥᕷዉ␃ᆅ༊） 18�09�2� 

☾↝け対策学⩦会（ᓥᕷᓮᒣᆅ༊） 19�01�18 

ቑ㣴Ṫ研究所 

䝁イ䝦䝹䝨ス䜴イ䝹スデ᩿技術認定䝔ス䝖 18�0��08䡚 
18�0��08  

䝁イ䝦䝹䝨ス䜴イ䝹スデ᩿技術ㅮ⩦会 18�0��2�䡚 
18�0��28  

育✀研ಟ会 18�09�03䡚 
18�09�0�  

䝩䝲の⿕ᄞ㌾化デ᩿技術認定䝔ス䝖 18�12�03䡚 
18�12�21  

水産大学校 

䝥䝷ンの取組≧ἣと展ᮃについて 18�11�03 

ᒣ口┴第 3 ᅇ漁業ኈ研ಟ会・経Ⴀ基礎研ಟ会 19�02�09 

(&',6 ㅮ⩦のㅮᖌ研ಟ 
18�12�19� 
19�01�23� 
19�01�24 
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表 13 講師派遣（人数） 

研究所等 
主催者 合 計 

国 地方 
公共団体 

国研 
独法 

漁業・水産

関係団体 
財団 
社団 

教育 
機関 民間 国際 その他  

本部 1 0 0 0 8 2 0 0 0 11 

北海道区水産研究所 0 3 0 5 7 5 3 0 0 23 

東北区水産研究所 1 27 0 17 9 16 1 1 0 72 

中央水産研究所 5 18 0 19 5 9 5 2 0 63 

日本海区水産研究所 0 13 0 6 1 4 0 0 0 24 

国際水産資源水産研究所 2 0 0 2 7 7 2 0 1 21 

瀬戸内海区水産研究所 1 6 1 8 2 23 4 0 0 45 

西海区水産研究所 2 6 0 4 1 2 8 0 0 23 

増養殖研究所 0 5 0 6 2 5 2 0 0 20 

水産工学研究所 4 6 0 6 14 1 4 0 0 35 

開発調査センター 2 6 0 4 7 2 1 0 0 22 

水産大学校 3 28 0 5 14 28 19 0 0 97 

合 計 21 118 1 82 77 104 49 3 1 456 

 
表 14 研修生等の受け入れ（人数） 

研究所等 国･ 
地方公共団体 

教育機関 

民 間 

 
国内研修

生受入数

値 
（小計） 

日本学術振興会 

合 計 

外国人 
研究者 
研修生 
合計値 

大 学･ 
大学院 

中高校 
(教員含む) 

外国人 
招へい 
研究者 

特 別 
研究員 

外国人 
特別 

研究員 

本部 0 2 0 0 2 0 0 0 2 

北海道区水産研究 0 1 7 1 9 0 0 0 9 

東北区水産研究所 6 5 12 1 24 
 

0 0 0 24 

中央水産研究所 22 32 1 0 55 7 1 1 64 

日本海区水産研究 19 0 0 4 23 0 0 0 23 

国際水産研究所 0 2 32 1 35 0 0 0 35 

瀬戸内海区水産研 0 6 6 2 14 6 0 0 20 

西海区水産研究所 2 18 0 7 27 0 0 0 27 

増養殖研究所 7 9 2 2 20 0 0 0 20 

水産工学研究所 1 24 0 1 26 0 0 0 26 

開発調査センター 0 0 0 0 0  0 0 0 0 

水産大学校 0 1 9 0 10 0 0 0 10 

合 計 57 100 69 19  245 13 1 1    260   ４４ 

 
・右端の水研別の合計は国内研修生と日本学術振興会研修生の受け入れ数の集計値で、縦横合計は、「外国人研究者・研修生」の人数

を含まない。 
・本文 p26 中の研修生の受け入れ数は、日本学術振興会の受け入れ者を含まない、国内研修生受入数 245 名と外国人研究者研修生

44 名の計 289 名である。 
・「大学院・学部」「小中高校(教員含む)」には、インターン受入・職場体験学習を含みます。 
・「外国人研究者・研修生」は複数の水産研究所等に跨って受け入れる場合が多いため、合計値のみ記載。 
・同人物を複数で受け入れた場合はそれぞれでカウントしています。 
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表 15 ห⾜物୍ぴ 

ᥖ㍕ᅗ᭩ྡ  ᇳ➹・⦅⧩(所ᒓ) 共➹者(所ᒓ) 
機ᵓ⫋員の䜏グ㍕ 

発⾜ 

ᖺ᭶ 
ฟ∧ඖ ᇳ➹䝨ー䝆

数（⥲㡫数） 

䛆༢⾜本のⴭ者⦅者䛇           

Fish Population Dynamics, Monitoring, and Management: 

Sustainable Fisheries in the Eternal Ocean  
㟷ᮌ୍㑻（東ி大学） 

㧘㡲㈡᫂（中央水

研） 

㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻡 ᭶ 
Springer 245 

海ὒほ 䜺䜲䝗䝷䜲ン ➨ 㻠 ∧  小ᇣᜏኵ（国際水研）   
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻣 ᭶ 

日本海ὒ学

会 
806 

水産研究・教育機ᵓྀ᭩䛂海ὒಖㆤ区䛷㨶䜢Ᏺ䜛䛃  ྡἼᩔ（西水研）   
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻥 ᭶ 

ᜏᫍ社ཌ生

㛶 
238 

Blue Carbon in Shallow Coastal Ecosystems: Carbon 

dynamics, Policy, and Implementation  

᱓Ụᮅẚ࿅ 

（（国研） ‴✵ ᢏ術

研究所） 

ᇼṇ（瀬水研） 
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻥 ᭶ 
Springer 373 

䝇䝆䜶䝡の䜂䜏䛴  ᙇᡂᖺ（中央水研）   
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻝㻞 ᭶ 

䝕䝄䜲ン䜶䝑

䜾 
146 

水中生≀㡢㡪学㻙 ኌ䛷᥈䜛⾜ື䛸生ែ 㻙 㻔㡢㡪䝃䜲䜶ン䝇

䝅䝸ー䝈 㻞㻜㻕  
㉥ᯇᡂ（中央水研）   

㻞㻜㻝㻥 ᖺ 

㻜㻝 ᭶ 
䝁䝻䝘社 179 

༶ၥ༶⟅䛷䝃䜽䝃䜽ぬ䛘䜛ᚲ修ᇶ♏ⱥㄒ䛅 高本ᏕᏊ（水大校）  ⏣ᐑᬕᙪ（水大校） 
㻞㻜㻝㻥 ᖺ 

㻜㻞 ᭶ 
開ᩥ社ฟ∧ 㻥㻟 

 

ᥖ㍕ᅗ᭩ྡ ᭩ྡ（ᇳ➹⾲㢟） ᇳ➹者㻔所ᒓ㻕 
共➹者㻔所ᒓ㻕 

機ᵓ⫋員の䜏グ㍕ 

発⾜             

ᖺ᭶ 
ฟ∧ඖ 

ᇳ➹䝨ー䝆

数（⥲㡫数） 

䛆༢⾜本の୍部ᇳ➹䛇           

The ocean ecology of Pacific 

salmon and trout 

㻴㼕㼓㼔㻙㻿㼑㼍㼟 㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏 㻿㼍㼘㼙㼛㼚 

Tagging 
⚟ⱝ㞞❶（北水研）   

㻞㻜㻝㻤 ᖺ

㻜㻠 ᭶ 

American 

Fisheries 

Society 

㻝㻠㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

Masu salmon group 

᳃⏣ኴ㑻（北水研） 

  㻢㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

General Biology of Masu 

Salmon 
  㻞㻤㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

 

Ocean life history of masu 

salmon from ocean entry to 

upstream migration 

Ọ⃝（西水研）   

  

㻙㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

Ocean ecology of chum 

salmon 
ᾆⱱᙪ（北水研） ⚟ⱝ㞞❶（北水研） 㻝㻡㻣㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

Fish Population Dynamics, 

Monitoring, and Management 
Introduction   㟷ᮌ୍㑻（東ி大学） 

㧘㡲㈡᫂（中央水

研） 

㻞㻜㻝㻤 ᖺ

㻜㻡 ᭶ 
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞 㻝㻝㻔㻞㻠㻡㻕 
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表 15 ห⾜物୍ぴ 

ᥖ㍕ᅗ᭩ྡ  ᇳ➹・⦅⧩(所ᒓ) 共➹者(所ᒓ) 
機ᵓ⫋員の䜏グ㍕ 

発⾜ 

ᖺ᭶ 
ฟ∧ඖ ᇳ➹䝨ー䝆

数（⥲㡫数） 

䛆༢⾜本のⴭ者⦅者䛇           

Fish Population Dynamics, Monitoring, and Management: 

Sustainable Fisheries in the Eternal Ocean  
㟷ᮌ୍㑻（東ி大学） 

㧘㡲㈡᫂（中央水

研） 

㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻡 ᭶ 
Springer 245 

海ὒほ 䜺䜲䝗䝷䜲ン ➨ 㻠 ∧  小ᇣᜏኵ（国際水研）   
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻣 ᭶ 

日本海ὒ学

会 
806 

水産研究・教育機ᵓྀ᭩䛂海ὒಖㆤ区䛷㨶䜢Ᏺ䜛䛃  ྡἼᩔ（西水研）   
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻥 ᭶ 

ᜏᫍ社ཌ生

㛶 
238 

Blue Carbon in Shallow Coastal Ecosystems: Carbon 

dynamics, Policy, and Implementation  

᱓Ụᮅẚ࿅ 

（（国研） ‴✵ ᢏ術

研究所） 

ᇼṇ（瀬水研） 
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻜㻥 ᭶ 
Springer 373 

䝇䝆䜶䝡の䜂䜏䛴  ᙇᡂᖺ（中央水研）   
㻞㻜㻝㻤 ᖺ 

㻝㻞 ᭶ 

䝕䝄䜲ン䜶䝑

䜾 
146 

水中生≀㡢㡪学㻙 ኌ䛷᥈䜛⾜ື䛸生ែ 㻙 㻔㡢㡪䝃䜲䜶ン䝇

䝅䝸ー䝈 㻞㻜㻕  
㉥ᯇᡂ（中央水研）   

㻞㻜㻝㻥 ᖺ 

㻜㻝 ᭶ 
䝁䝻䝘社 179 

༶ၥ༶⟅䛷䝃䜽䝃䜽ぬ䛘䜛ᚲ修ᇶ♏ⱥㄒ䛅 高本ᏕᏊ（水大校）  ⏣ᐑᬕᙪ（水大校） 
㻞㻜㻝㻥 ᖺ 

㻜㻞 ᭶ 
開ᩥ社ฟ∧ 㻥㻟 

 

ᥖ㍕ᅗ᭩ྡ ᭩ྡ（ᇳ➹⾲㢟） ᇳ➹者㻔所ᒓ㻕 
共➹者㻔所ᒓ㻕 

機ᵓ⫋員の䜏グ㍕ 

発⾜             

ᖺ᭶ 
ฟ∧ඖ 

ᇳ➹䝨ー䝆

数（⥲㡫数） 

䛆༢⾜本の୍部ᇳ➹䛇           

The ocean ecology of Pacific 

salmon and trout 

㻴㼕㼓㼔㻙㻿㼑㼍㼟 㻼㼍㼏㼕㼒㼕㼏 㻿㼍㼘㼙㼛㼚 

Tagging 
⚟ⱝ㞞❶（北水研）   

㻞㻜㻝㻤 ᖺ

㻜㻠 ᭶ 

American 

Fisheries 

Society 

㻝㻠㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

Masu salmon group 

᳃⏣ኴ㑻（北水研） 

  㻢㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

General Biology of Masu 

Salmon 
  㻞㻤㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

 

Ocean life history of masu 

salmon from ocean entry to 

upstream migration 

Ọ⃝（西水研）   

  

㻙㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

Ocean ecology of chum 

salmon 
ᾆⱱᙪ（北水研） ⚟ⱝ㞞❶（北水研） 㻝㻡㻣㻔㻝㻜㻥㻜㻕 

Fish Population Dynamics, 

Monitoring, and Management 
Introduction   㟷ᮌ୍㑻（東ி大学） 

㧘㡲㈡᫂（中央水

研） 

㻞㻜㻝㻤 ᖺ

㻜㻡 ᭶ 
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞 㻝㻝㻔㻞㻠㻡㻕 

ᥖ㍕図᭩ 㻌ྡ ᭩ྡ（ᇳ➹表題）㻌 ᇳ➹者㻔所ᒓ㻕㻌
共➹者㻔所ᒓ㻕㻌

機構職ဨの䜏記㍕

発行㻌 㻌

年月㻌
出∧元㻌

ᇳ➹䝨ー䝆

ᩘ（総㡫ᩘ）

㻼㼍㼞㼠㻌㻵㻦㻌㻰㼑㼟㼏㼞㼕㼜㼠㼕㼛㼚㻌㻌㻌

㧘㡲㈡᫂（中ኸ水

研）㻌

㻌 㻌 㻠㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘㻌㼙㼑㼏㼔㼍㼚㼕㼟㼙㼟㻌

㼡㼚㼐㼑㼞㼘㼥㼕㼚㼓㻌㼏㼘㼕㼙㼍㼠㼑㻌㼕㼙㼜㼍㼏㼠㼟㻌

㼛㼚㻌㼜㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼐㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟㻌㼛㼒㻌

㼟㼙㼍㼘㼘㻌㼜㼑㼘㼍㼓㼕㼏㻌㼒㼕㼟㼔㻌㻌㻌

㻌 㻌 㻟㻞㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㻿㼕㼓㼚㼕㼒㼕㼏㼍㼚㼏㼑㻌㼛㼒㻌㼟㼑㼤㻙㼟㼜㼑㼏㼕㼒㼕㼏㻌

㼑㼏㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘㻌㼍㼚㼐㻌㼘㼕㼒㼑㻌㼔㼕㼟㼠㼛㼞㼥㻌

㼠㼞㼍㼕㼠㼟㻌㼛㼚㻌㼠㼔㼑㻌㼟㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌

㼑㼤㼜㼘㼛㼕㼠㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㼟㼔㼍㼞㼗㼟㻚㻌

Ἴ㟹Ꮚ（国㝿水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻤㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㻮㼕㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘㻌㻹㼛㼚㼕㼠㼛㼞㼕㼚㼓㻦㻌㻲㼕㼟㼔㻌

㻱㼓㼓㼟㻘㻌㻲㼕㼟㼔㻌㻸㼍㼞㼢㼍㼑㻘㻌㼍㼚㼐㻌

㼆㼛㼛㼜㼘㼍㼚㼗㼠㼛㼚㻌

㻌

㻌

大関ⰾἈ（本部）㻌 㻌 㻌 㻞㻤㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㻲㼕㼟㼔㻌㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻰㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟㻘㻌

㻹㼛㼚㼕㼠㼛㼞㼕㼚㼓㻘㻌㼍㼚㼐㻌㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻦㻌

㻿㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻌㼕㼚㻌㼠㼔㼑㻌

㻱㼠㼑㼞㼚㼍㼘㻌㻻㼏㼑㼍㼚㻌

㻴㼍㼞㼢㼑㼟㼠㻌㻯㼛㼚㼠㼞㼛㼘㻌㻾㼡㼘㼑㻌 大ୗㄔ（す水研）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻡月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌

㻞㻠㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㻱㼏㼛㼟㼥㼟㼠㼑㼙㻌㼙㼛㼐㼑㼘㻌㼕㼚㻌㼐㼍㼠㼍㻙

㼜㼛㼛㼞㻌㼟㼕㼠㼡㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㻌
ᒸᮧᐶ（中ኸ水研）㻌

ᕷ野ᕝ᱈Ꮚ（中ኸ水

研）㻌
㻝㻥㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㼀㼛㼣㼍㼞㼐㻌㼟㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌㼒㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻌

㼕㼚㻌㼠㼔㼑㻌㼑㼠㼑㼞㼚㼍㼘㻌㼛㼏㼑㼍㼚㻌㻌㻌

ᒣᕝ༟（ᮾி大学大学

㝔㎰学生科学研究

科）㻌 㻌

㧘㡲㈡᫂（中ኸ水

研）㻌
㻝㻣㻔㻞㻠㻡㻕㻌

㻭㼐㼢㼍㼚㼏㼑㼟㻌㼕㼚㻌㻯㼛㼙㼜㼍㼞㼍㼠㼕㼢㼑㻌

㻵㼙㼙㼡㼚㼛㼘㼛㼓㼥㻌

㻻㼟㼠㼑㼕㼏㼔㼠㼔㼥㼑㼟㻦㻌㻵㼙㼙㼡㼚㼑㻌

㻿㼥㼟㼠㼑㼙㼟㻌㼛㼒㻌㼀㼑㼘㼑㼛㼟㼠㼟㻌

㻔㻭㼏㼠㼕㼚㼛㼜㼠㼑㼞㼥㼓㼕㼕㻕㻌

中す↷ᖾ（日本大学）㻌 ▮⏣ᓫ（中ኸ水研）㻌
㻞㻜㻝㻤年

㻜㻢月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌 㻢㻟㻔㻝㻜㻠㻤㻕

䜏んなが知りたいシリーズ㻥㻌

䜽䝆䝷・イ䝹䜹の問㻡㻜㻌

㼝㼡㼑㼟㼠㼕㼛㼚㻌㻝㻣㻌䜽䝆䝷に⪥はあ

るの䠛㻌
๓⏣䜂かり（国㝿水研） 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻢月
成ᒣᇽ᭩ᗑ

㻟㻔㻝㻤㻠㻕㻌

㼝㼡㼑㼟㼠㼕㼛㼚㻌㻞㻤㻌ニタリ䜽䝆䝷っ

てなんで㻎ニタリ㻎というの䠛㻌
ᮌⓑಇဢ（国㝿水研）㻌 㻌 㻌 㻠㻔㻝㻤㻠㻕㻌

㼝㼡㼑㼟㼠㼕㼛㼚㻌㻟㻟㻌䜽䝆䝷ってఱṓ

くらいまでいきるの䠛㻌

๓⏣䜂かり（国㝿水研）

㻌 㻌 㻟㻔㻝㻤㻠㻕㻌

㼝㼡㼑㼟㼠㼕㼛㼚㻌㻞㻢㻌䜽䝆䝷の年は䛹

うやって調べるの䠛㻌
㻌 㻌 㻡㻔㻝㻤㻠㻕㻌

㻱㼚㼏㼥㼏㼘㼛㼜㼑㼐㼕㼍㻌㼛㼒㻌㼞㼑㼜㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚㻌 㻹㼛㼘㼘㼡㼟㼏㼍㻌 ᯇ本ᡯ⤮（ቑ㣴Ṫ研）㻌 㻌 㻌
㻞㻜㻝㻤年

㻜㻣月

㻭㼏㼍㼐㼑㼙㼕㼏㻌

㻼㼞㼑㼟㼟㻌
㻠㻔㻟㻤㻢㻤㻕㻌

海洋ほ 䜺イ䝗䝷イン第ඵᕳ

セン䝃ーほ 㻌 第㻠∧㻌
ἢᓊᇦにおける㻯㼀㻰ほ 㻌

ኴ⏣⚽（⎔ቃ䝔䜽ノ

ス）㻌
⟍ⱱ✑（ᮾ水研）㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻣月

日本海洋学

会㻌
㻢㻔㻤㻜㻢㻕㻌

日本の㣗⫗㢮㻌 㻌
第㻝㻞❶䝷䝑䝁䠉方の海

生✀㻌
᭹部⸅（水研）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻤月

ᮾி大学出

∧会㻌
㻞㻞㻔㻟㻞㻜㻕㻌
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ᥖ㍕図᭩ 㻌ྡ ᭩ྡ（ᇳ➹表題）㻌 ᇳ➹者㻔所ᒓ㻕㻌
共➹者㻔所ᒓ㻕㻌

機構職ဨの䜏記㍕

発行㻌 㻌

年月㻌
出∧元㻌

ᇳ➹䝨ー䝆

ᩘ（総㡫ᩘ）

䝫䜿䝑䝖㣗ရ⾨生ᚤ生物㎡㻌
ᚤ生物一⯡、分㢮に関する

用ㄒ㻌

⸨ᘓኵ（ᮾிᐙ政大

学）㻌
㔛見正㝯（ቑ㣴Ṫ研）㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻥月
ᖾ᭩ᡣ㻌 㻙㻌 㻔㻝㻞㻣㻕

㻿㼑㼍㼒㼛㼛㼐㻌㻿㼍㼒㼑㼠㼥㻌㼍㼚㼐㻌㻽㼡㼍㼘㼕㼠㼥㻌

㻰㼑㼠㼑㼏㼠㼕㼛㼚㻌㼙㼑㼠㼔㼛㼐㻌㼛㼒㻌㼒㼛㼛㼐㻙

㼎㼛㼞㼚㼑㻌㼜㼍㼠㼔㼛㼓㼑㼚㼟㻌㼕㼚㻌㼟㼑㼍㼒㼛㼛㼐㻌
大ᓥ༓ᑜ（中ኸ水研）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻥月
㻯㻾㻯㻌㻼㼞㼑㼟㼟㻌

㻝㻤㻔㻟㻞㻞㻕㻌

㻿㼏㼛㼙㼎㼞㼛㼕㼐㻌㻔㼔㼕㼟㼠㼍㼙㼕㼚㼑㻕㻌

㼜㼛㼕㼟㼛㼚㼕㼚㼓㻌㼍㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑㼐㻌㼣㼕㼠㼔㻌

㼟㼑㼍㼒㼛㼛㼐㻌

㔛見正㝯（ቑ㣴Ṫ研）㻌 㻌 㻌 㻟㻣㻔㻟㻞㻞㻕㻌

㻹㼍㼞㼕㼚㼑㻌㼀㼛㼤㼕㼚㼟㻌㻭㼟㼟㼛㼏㼕㼍㼠㼑㼐㻌

㼣㼕㼠㼔㻌㻿㼑㼍㼒㼛㼛㼐㻙㼎㼛㼞㼚㼑㻌

㻵㼘㼘㼚㼑㼟㼟㼑㼟㻌

㕥ᮌᩄஅ（中ኸ水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻝㻔㻟㻞㻞㻕㻌

ఏえ⥅䛠㻌 日本のᐙᗞᩱ理

䛂㨶のおか䛪䛃㻌

いわし・さ䜀な䛹、ほおか䜆

り㻌
⚟⏣⩼（水大校）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻥月

㎰ᒣ漁ᮧᩥ

化༠会㻌
㻝㻔㻝㻞㻤㻕㻌

㻮㼘㼡㼑㻌㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻌㼕㼚㻌㻿㼔㼍㼘㼘㼛㼣㻌

㻯㼛㼍㼟㼠㼍㼘㻌㻱㼏㼛㼟㼥㼟㼠㼑㼙㼟㻦㻌㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻌

㼐㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟㻘㻌㻼㼛㼘㼕㼏㼥㻘㻌㼍㼚㼐㻌

㻵㼙㼜㼘㼑㼙㼑㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚㻌

㻮㼘㼡㼑㻌㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻦㻌

㻯㼔㼍㼞㼍㼏㼠㼑㼞㼕㼟㼠㼕㼏㼟㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌

㻻㼏㼑㼍㼚䇻㼟㻌㻿㼑㼝㼡㼑㼟㼠㼞㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼍㼚㼐㻌

㻿㼠㼛㼞㼍㼓㼑㻌㻭㼎㼕㼘㼕㼠㼥㻌㼛㼒㻌㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻌

㻰㼕㼛㼤㼕㼐㼑㻌

ᇼ正（℩水研）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻥月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌

㻟㻝㻔㻟㻣㻟㻕㻌

㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻌㻿㼑㼝㼡㼑㼟㼠㼞㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼕㼚㻌

㻿㼑㼐㼕㼙㼑㼚㼠㻌㼍㼟㻌㼍㼚㻌㻱㼏㼛㼟㼥㼟㼠㼑㼙㻌

㻲㼡㼚㼏㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㻿㼑㼍㼓㼞㼍㼟㼟㻌

㻹㼑㼍㼐㼛㼣㼟㻌

ᐑᓥ利ᏹ（ᮾி大学大

Ẽ海洋研究所）㻌
口ᫀᕭ（℩水研）㻌 㻟㻥㻔㻟㻣㻟㻕㻌

㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻌㻿㼑㼝㼡㼑㼟㼠㼞㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼎㼥㻌

㻿㼑㼍㼓㼞㼍㼟㼟㻌㼍㼚㼐㻌㻹㼍㼏㼞㼛㼍㼘㼓㼍㼑㻌㼕㼚㻌

㻶㼍㼜㼍㼚㻦㻌㻱㼟㼠㼕㼙㼍㼠㼑㼟㻌㼍㼚㼐㻌

㻲㼡㼠㼡㼞㼑㻌㻺㼑㼑㼐㼟㻌

ྜྷ⏣࿃㑻（℩水研）㻌

ᇼ正（℩水研）㻌

ᓥ⿄ᐶ┒（℩水研）㻌

ℊᒸ⚽ᶞ（℩水研）㻌

㨣ሯ年ᘯ水研）㻌

長㇂ᕝኟᶞ（ቑ㣴Ṫ

研）㻌

ᮧᒸ大♸（ᮾ水研）㻌

ඵ㇂ග（ᮾ水研）㻌

㻞㻣㻔㻟㻣㻟㻕㻌

㻽㼡㼍㼚㼠㼕㼒㼥㼕㼚㼓㻌㼠㼔㼑㻌㼒㼍㼠㼑㻌㼛㼒㻌

㼏㼍㼜㼠㼡㼞㼑㼐㻌㼏㼍㼞㼎㼛㼚㻦㻌㼒㼞㼛㼙㻌

㼟㼑㼍㼓㼞㼍㼟㼟㻌㼙㼑㼍㼐㼛㼣㼟㻌㼠㼛㻌㼠㼔㼑㻌

㼐㼑㼑㼜㻌㼟㼑㼍㻌

㜿保அ（℩水研㻌）㻌

ᮡᯇᏹ一（す水研）㻌

ᇼ正（℩水研）㻌

ྜྷ⏣࿃㑻（℩水研）㻌

ᓥ⿄ᐶ┒（℩水研）㻌

ᶡ㇂㈼（す水研）㻌

㻞㻝㻔㻟㻣㻟㻕㻌

㼀㼔㼑㻌㻲㼡㼠㼡㼞㼑㻌㼛㼒㻌㻮㼘㼡㼑㻌㻯㼍㼞㼎㼛㼚㻦㻌

㻭㼐㼐㼞㼑㼟㼟㼕㼚㼓㻌㻳㼘㼛㼎㼍㼘㻌

㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼍㼘㻌㻵㼟㼟㼡㼑㼟㻌

᱓Ụᮅẚ࿅（（国研） 

‴✵ 技術研究所）㻌
ᇼ正（℩水研）㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻜㻥月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌 㻞㻣㻔㻟㻣㻟㻕㻌

㻮㼕㼛㼙㼕㼚㼑㼞㼍㼘㼕㼦㼍㼠㼕㼛㼚㻌 㻲㼞㼛㼙㻌

㻹㼛㼘㼑㼏㼡㼘㼍㼞㻌㼍㼚㼐㻌㻺㼍㼚㼛㻙

㼟㼠㼞㼡㼏㼠㼡㼞㼍㼘㻌㻭㼚㼍㼘㼥㼟㼑㼟㻌㼠㼛㻌

㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼍㼘㻌㻿㼏㼕㼑㼚㼏㼑㻌

㻼㼑㼍㼞㼘㻌㻼㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚㻌㼎㼥㻌

㻵㼙㼜㼘㼍㼚㼠㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㻻㼡㼠㼑㼞㻌

㻱㼜㼕㼠㼔㼑㼘㼕㼍㼘㻌㻯㼑㼘㼘㼟㻌㻵㼟㼛㼘㼍㼠㼑㼐㻌

㼒㼞㼛㼙㻌㼠㼔㼑㻌㻹㼍㼚㼠㼘㼑㻌㼛㼒㻌㻼㼕㼚㼏㼠㼍㼐㼍㻌

㼒㼡㼏㼍㼠㼍㻌㼍㼚㼐㻌㼠㼔㼑㻌㻱㼒㼒㼑㼏㼠㼟㻌㼛㼒㻌

㻮㼘㼑㼚㼐㼕㼚㼓㻌㼛㼒㻌㻱㼜㼕㼠㼔㼑㼘㼕㼍㼘㻌㻯㼑㼘㼘㼟㻌

㼣㼕㼠㼔㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㻌㻳㼑㼚㼑㼠㼕㼏㻌

㻮㼍㼏㼗㼓㼞㼛㼡㼚㼐㼟㻌㼛㼚㻌㻼㼑㼍㼞㼘㻌

㻽㼡㼍㼘㼕㼠㼥㻌

ῐ㊰㞞ᙪ（ቑ㣴Ṫ研）㻌 㻌 㻌
㻞㻜㻝㻤年

㻝㻜月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌 㻤㻔㻠㻝㻟㻕㻌
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ᥖ㍕図᭩ 㻌ྡ ᭩ྡ（ᇳ➹表題）㻌 ᇳ➹者㻔所ᒓ㻕㻌
共➹者㻔所ᒓ㻕㻌

機構職ဨの䜏記㍕

発行㻌 㻌

年月㻌
出∧元㻌

ᇳ➹䝨ー䝆

ᩘ（総㡫ᩘ）

㨶㢮学のⓒ科㻌

ᑠ㞟ᅋの㑇ఏ現㇟㻌 高橋洋（水大校）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻝㻜月
ၿ出∧㻌

㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

᥇㣵行 㻌ື 野⏣ᖿ㞝（水大校）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

タイ䝥ᴫᛕ㻌 ᫍ野ᾈ一（す水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

㪰⪘とဗ㢌㢡㻌 ᫍ野ᾈ一（す水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

性㌿の進化㻌 㛛⏣立（す水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

㐳Ἑᅇ㐟㻌 బ⸨ಇ平（水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

䜴䝘䜼の人Ⅽദ⇍技術㻌 㢼⸨行⣖（ቑ㣴Ṫ研㻌） 㻌 㻌 㻝㻔㻣㻡㻢㻕㻌

✀㛫➇தの行方㻌 長㇂ᕝຌ（水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

求ឡ行 㻌ື
ᯇ本有記㞝（ᮾ水

研）㻌
㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

ึ期生活ྐᡓ␎㻌㻌 బ䚻༓⏤⣖（す水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻔㻣㻡㻢㻕㻌

㻌 䛆理科年表シリーズ㻌第㻢䛇

⎔ቃ年表㻌㻞㻜㻝㻥㻙㻞㻜㻞㻜㻌

䝖䝢䝑䜽㻌䝤䝹ー䜹ー䝪ンと

その㝸㞳䝥䝻セス㻌
ᇼ正（℩水研）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻝㻝月
ၿ出∧㻌 㻞㻔㻡㻞㻠㻕㻌

㼀㼞㼍㼚㼟㼒㼛㼞㼙㼍㼠㼕㼛㼚㻌㼛㼒㻌㻿㼛㼏㼕㼍㼘㻙

㻱㼏㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘㻌㻿㼥㼟㼠㼑㼙㼟㻦㻌 㻌

㻿㼠㼡㼐㼕㼑㼟㻌㼕㼚㻌㻯㼛㻙㼏㼞㼑㼍㼠㼕㼚㼓㻌

㻵㼚㼠㼑㼓㼞㼍㼠㼑㼐㻌㻷㼚㼛㼣㼘㼑㼐㼓㼑㻌㼀㼛㼣㼍㼞㼐㻌

㻿㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌㻲㼡㼠㼡㼞㼑㼟㻌

㻯㼛㻙㼏㼞㼑㼍㼠㼕㼛㼚㻘㻌㻯㼛㻙㼑㼢㼛㼘㼡㼠㼕㼛㼚㻌

㼍㼚㼐㻌㻯㼛㻙㼙㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻌㼛㼒㻌

㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑㻌㻯㼛㼍㼟㼠㼍㼘㻌㻲㼕㼟㼔㼑㼞㼕㼑㼟㻦㻌

㻭㻌㼀㼛㼛㼘㻙㼎㼛㼤㻌㻭㼜㼜㼞㼛㼍㼏㼔㻌

∾野ග⌶（中ኸ水研㻌） 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻝㻞月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌

㻞㻟㻔㻠㻟㻜㻕㻌

㻿㼑㼙㼍㼚㼠㼕㼏㻌㻺㼑㼠㼣㼛㼞㼗㻌

㻹㼛㼐㼑㼘㼘㼕㼚㼓㻌㼍㼚㼐㻌㼠㼔㼑㻌

㻵㼚㼠㼑㼓㼞㼍㼠㼑㼐㻌㻸㼛㼏㼍㼘㻌

㻱㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼍㼘㻌㻷㼚㼛㼣㼘㼑㼐㼓㼑㻌

㻿㼕㼙㼡㼘㼍㼠㼛㼞㻌

➉ᮧ⣸ⱌ（中ኸ水研）㻌 㻌 㻌 㻞㻜㻔㻠㻟㻜㻕㻌

㻻㼏㼑㼍㼚㼛㼓㼞㼍㼜㼔㼥㻌㻯㼔㼍㼘㼘㼑㼚㼓㼑㼟㻌㼠㼛㻌

㻲㼡㼠㼡㼞㼑㻌㻱㼍㼞㼠㼔㻌

㻾㼑㼠㼕㼚㼛㼙㼛㼠㼛㼞㻌㼍㼚㼐㻌㼟㼠㼞㼑㼟㼟㻌

㼞㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑㼟㻌㼛㼒㻌㻹㼍㼞㼎㼘㼑㼐㻌

㻿㼛㼘㼑㻌㻼㼟㼑㼡㼐㼛㼜㼘㼑㼡㼞㼛㼚㼑㼏㼠㼑㼟㻌

㼥㼛㼗㼛㼔㼍㼙㼍㼑㻌㼡㼚㼐㼑㼞㻌㼠㼔㼑㻌㻸㻱㻰㼟㻌

ᰘ⏣⋹ዉ（水ᕤ研）㻌 ▮⏣ᓫ（中ኸ水研㻌）㻌

㻞㻜㻝㻥年

㻜㻞月
㻿㼜㼞㼕㼚㼓㼑㼞㻌

㻡㻔㻠㻝㻟㻕㻌

㻱㼟㼠㼕㼙㼍㼠㼕㼚㼓㻌㼠㼔㼑㻌㼐㼕㼑㼠㼟㻌㼛㼒㻌㼒㼕㼟㼔㻌

㼡㼟㼕㼚㼓㻌㼟㼠㼛㼙㼍㼏㼔㻌㼏㼛㼚㼠㼑㼚㼠㼟㻌

㼍㼚㼍㼘㼥㼟㼕㼟㻌㼍㼚㼐㻌㼍㻌㻮㼍㼥㼑㼟㼕㼍㼚㻌

㼟㼠㼍㼎㼘㼑㻌㼕㼟㼛㼠㼛㼜㼑㻌㼙㼕㼤㼕㼚㼓㻌

㼙㼛㼐㼑㼘㼟㻌㼕㼚㻌㻿㼑㼚㼐㼍㼕㻌㻮㼍㼥㻌

ᶔ༤ᖾ（ᮾ水研）㻌
ኳ野洋（ᮾ水研）㻌

ᰩ⏣豊（ᮾ水研）㻌
㻝㻝㻔㻠㻝㻟㻕㻌
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ᥖ㍕図᭩ 㻌ྡ ᭩ྡ（ᇳ➹表題）㻌 ᇳ➹者㻔所ᒓ㻕㻌
共➹者㻔所ᒓ㻕㻌

機構職ဨの䜏記㍕

発行㻌 㻌

年月㻌
出∧元㻌

ᇳ➹䝨ー䝆

ᩘ（総㡫ᩘ）

㻯㼔㼍㼘㼘㼑㼚㼓㼑㼟㻌㼠㼛㻌㼔㼍㼞㼙㼛㼚㼕㼦㼑㻌

㼟㼡㼟㼠㼍㼕㼚㼍㼎㼘㼑㻌㼒㼕㼟㼔㼑㼞㼥㻌㼣㼕㼠㼔㻌

㼑㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼍㼘㻌㼏㼛㼚㼟㼑㼞㼢㼍㼠㼕㼛㼚㻌

㼕㼚㻌㼏㼛㼍㼟㼠㼍㼘㻌㼑㼏㼛㼟㼥㼟㼠㼑㼙㼟㻌㼡㼚㼐㼑㼞㻌

㼛㼘㼕㼓㼛㼠㼞㼛㼜㼔㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㻌

ᇼ正（℩水研）㻌

ᘅ⏣将ோ（開発セ）㻌

口ᫀᕭ（℩水研）㻌

ᡭሯᑦ᫂（℩水研㻌）㻌

∾野ග⌶（中ኸ水研）㻌

ᮌᮧ㔞（本部）㻌

㻤㻔㻠㻝㻟㻕㻌

㻿㼡㼕㼠㼍㼎㼘㼑㻌㻻㼥㼟㼠㼑㼞㻌㻯㼡㼘㼠㼡㼞㼑㻌

㻰㼑㼚㼟㼕㼠㼥㻌㼕㼚㻌㻻㼓㼕㼚㼛㼔㼍㼙㼍㻌㻮㼍㼥㻘㻌

㻹㼕㼥㼍㼓㼕㻘㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻌

ዟᮧ⿱（ᮾ水研）㻌 㻌 㻌 㻝㻟㻔㻠㻝㻟㻕㻌

㻼㼛㼜㼡㼘㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻰㼥㼚㼍㼙㼕㼏㼟㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌

㻹㼍㼚㼕㼘㼍㻌㻯㼘㼍㼙㻌㻾㼡㼐㼕㼠㼍㼜㼑㼟㻌

㻼㼔㼕㼘㼕㼜㼜㼕㼚㼍㼞㼡㼙㻌㼍㼚㼐㻌

㻵㼙㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌㼛㼒㻌㼠㼔㼑㻌㻞㻜㻝㻝㻌

㼀㼟㼡㼚㼍㼙㼕㻌㻵㼙㼜㼍㼏㼠㻌㼕㼚㻌㼀㼣㼛㻌

㻿㼔㼍㼘㼘㼛㼣㻘㻌㻿㼑㼙㼕㻙㼑㼚㼏㼘㼛㼟㼑㼐㻌

㻮㼍㼥㼟㻌㼕㼚㻌㻺㼛㼞㼠㼔㼑㼍㼟㼠㼑㼞㼚㻌㻶㼍㼜㼍㼚㻌

㜿部༤（ᒾᡭ་科大

学）㻌

口ᫀᕭ（℩水研）㻌

Ლཎ┤人（℩水研）㻌

⚄ᒣᏕྐ（℩水研）㻌

㻞㻞㻔㻠㻝㻟㻕㻌

統計科学ⓒ科㻌

生物統計学、生物報学、

法་学における㻰㻺㻭解ᯒ

の統計学㻌

㙊⛱成（中ኸ大学）㻌
中㐨♩一㑻（中ኸ大

学）㻌

㻞㻜㻝㻤年

㻝㻞月
ၿ出∧㻌 㻣㻔㻞㻞㻜㻜㻕㻌

᪑するື物図㚷㻌第㻟ᕳ㻌᪑

する海の生き物㻌

産まれた◁をわすれない㻌

䜰䜹䜴䝭䜺䝯㻌
ዟᒣ㞙一（す水研㻌）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻥年

㻜㻝月
⟃ᦶ᭩ᡣ㻌 㻞㻔㻠㻜㻕㻌

㑇ఏᏊ・ከᵝ性・ᚠ⎔の科学䠖

生態学の㡿ᇦ⼥合へ㻌

†生態系における生物と

物理⎔ቃの┦స用䠖正の

䝣䜱ー䝗䝞䝑䜽・ᒚṔ現㇟・

中ᤕ㣗者の解ᨺ㻌

すᔱ⩧ኴ（中ኸ水研）㻌 㻌 㻌
㻞㻜㻝㻥年

㻜㻞月

ி㒔大学学

術出∧会㻌
㻞㻜㻔㻠㻠㻢㻕㻌

㎰産物・㣗ရのᕷ場とὶ㏻㻌 第㻢❶水産物㻌 ᑠ野㞞அ（⚄ᡞ大学）㻌 ᓥஂ実（水大校）㻌
㻞㻜㻝㻥年

㻜㻟月
⟃Ἴ᭩ᡣ㻌 㻝㻠㻔㻞㻞㻥㻕㻌

水産・㣗ရ化学実験ノー䝖㻌

㻟❶ᰤ㣴⣲の基本分ᯒ㻌

㻢㻚高分Ꮚ物㉁の⢓度と分Ꮚ

㔞の 定㻌

ⴠ合ⰾ༤（ᮾ大学）㻌 ⏣ᚊᏊ（水大校）㻌
㻞㻜㻝㻥年

㻜㻟月

ᜏᫍ社ཌ生

㛶㻌

㻠㻔㻞㻜㻜㻕㻌

㻣❶応用分ᯒ㻌

㻞㻚㻝）㨶⫗の物性 定㻌

㻞㻚㻞）かま䜌こ䝀䝹の物性 

定㻌

㻠㻔㻞㻜㻜㻕㻌

ఏえ⥅䛠㻌 日本のᐙᗞᩱ理

䛂⅕きこ䜏䛤㣤䛃㻌
おに䛞り、わかめ䜐すび㻌 ⚟⏣⩼（水大校）㻌 㻌 㻌

㻞㻜㻝㻥年

㻜㻟月

㎰ᒣ漁ᮧᩥ

化༠会㻌
㻝㻔㻝㻞㻤㻕㻌

 

 
⾲ �� 䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇୍ぴ 

発表日㻌 内㻌 容㻌

18�04�0�㻌 平成 30 年度第 1 ᅇ日本海海ἣ予報㻌

18�04�2�㻌 平成 30 年度第 1 ᅇᮾ海༊海ἣ予報㻌
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発表日㻌 内㻌 容㻌

18�04�2�㻌
䛂水産業の成長産業化を推進するための試験・研究等を効果的に実施するための国立研究開発法人 水産研究・教育

機構の研究体制のあり方に関する検討会䛃の提言の公表について㻌

18��4�2�㻌 平成 30 年度第 1 ᅇ日本海ス䝹䝯イ䜹長期漁ἣ予報㻌

18�04�2�㻌 平成 30 年度第 1 ᅇ℩ᡞ内海ᮾ部䜹タ䜽䝏イ䝽シ漁ἣ予報㻌

18�0��09㻌 ῝海ᗏの⦆やかな㉳అが表層海ὶと海㠃水 ๓⥺を生䜐 㻌

18�0��1�㻌 平成 30 年度日本海䝬䜰䝆長期漁ἣ予報㻌

18�0��2�㻌 平成 30 年度第 2 ᅇᮾ海༊海ἣ予報㻌

18�0��29㻌 平成 30 年度第 2 ᅇ℩ᡞ内海ᮾ部䜹タ䜽䝏イ䝽シ漁ἣ予報㻌

18�0��0�㻌 我が国࿘㎶の水産資源に関する評価会㆟の開ദについて㻌

18�0��0�㻌 平成 30 年度第 2 ᅇ日本海海ἣ予報㻌

18�0��1�㻌 㣴㫐業者による㣴Ṫ試験のためのニ䝩ン䜴䝘䜼人ᕤ✀ⱑの↓ൾ配ᕸの実施について㻌

18�0��20㻌 平成 30 年度第 2 ᅇ日本海ス䝹䝯イ䜹長期漁ἣ予報㻌

18�0��20㻌 平成 30 年度第 1 ᅇኴ平洋ス䝹䝯イ䜹長期漁ἣ予報㻌

18�0��30㻌 平成 30 年度第 1 ᅇኴ平洋いわし㢮・䝬䜰䝆・さ䜀㢮長期漁海ἣ予報㻌

18�0��31㻌 平成 30 年度第 3 ᅇᮾ海༊海ἣ予報㻌

18�09�13㻌
グ䝻ー䝞䝹・䝣䜱䝑シング・䜴䜷䝑䝏、䜴ー䝻ン䝂ン大学・䜸ース䝖䝷リ䜰国立海洋資源安全保㞀センターと研究༠力に関す

るぬ᭩を⥾⤖㻌

18�09�2�㻌 ニ䝩ン䜴䝘䜼の䝺䝥䝖セ䝣䜯䝹ス（㨶）期㛫の長さは㑇ఏする㻌

18�09�2�㻌 タイ䝷䜼の人ᕤཷ⢭方法の開発に成ຌ㻌

18�09�2�㻌 平成 30 年度第 2 ᅇኴ平洋ス䝹䝯イ䜹長期漁ἣ予報㻌

18�10�0�㻌 平成 30 年度第 3 ᅇ日本海海ἣ予報㻌

18�10�12㻌 㛢㙐ᚠ⎔シス䝔ムを用いて䝃䝒䜻䝬スの᥇༸に成ຌ㻌

18�10�12㻌 第 1� ᅇ⎔ቃ研究シン䝫䝆䜴ムの開ദについて（お知らせ）㻌

18�10�31㻌 平成 30 年度第 1 ᅇ対㤿ᬮὶ系䝬䜰䝆・さ䜀㢮・いわし㢮長期漁海ἣ予報㻌

18�11�1�㻌 平成 30 年度日本海さ䜀㢮・䝬䜰䝆・䝬イ䝽シ・䝤リ長期漁ἣ予報㻌

18�12�19㻌 平成 30 年度第 4 ᅇᮾ海༊海ἣ予報㻌

18�12�2�㻌 全㣴Ṫス䝆䜰䝷䛂⌰⌫䜰䜹䝆ン䛃の試験㈍開ጞについて㻌

18�12�2�㻌 䛂水産䜶䝁䝷ベ䝹認ドᑂ査ᨭシス䝔ム�0X6(6&�䛃の構⠏について㻌

18�12�2�㻌 平成 30 年度第 2 ᅇኴ平洋いわし㢮・䝬䜰䝆・さ䜀㢮長期漁海ἣ予報 㻌

18�12�2�㻌 水産研究・教育機構第 1� ᅇ成果発表会の開ദについて 㻌

19�02�04㻌 平成 31 年䜂き⦖を対㇟とした䜹䝒䜸漁予  㻌

19�02�22㻌 平成 30 年度第 � ᅇᮾ海༊海ἣ予報㻌
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発⾲日 内 ᐜ 

19/03/13 
䛂国❧研究開発法人水産研究・教育機ᵓ䛜ᐇ䛩䜛䛥䛡・䜎䛩䜅業の䛒䜚方䛻関䛩䜛関係者䛻䜘䜛᳨ウ会（➨䠍

ᅇ）䛃の開催䛻䛴い䛶 

19/03/26 ᖹᡂ 30 ᖺᗘኴᖹὒい䜟䛧㢮㛗ᮇ漁海ἣணሗ  

19/03/26 ᖹᡂ 30 ᖺᗘ➨ 2 ᅇᑐ㤿ᬮὶ⣔䝬䜰䝆・䛥䜀㢮・い䜟䛧㢮㛗ᮇ漁海ἣணሗ  

 

 
表 1� 論文一覧 
➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

ᓥ᰿大学 ཎཱྀᒎᏊ 水大校 ᮧ瀬᪼ 

 
 

Culture and field studies on the 
temperature related growth rates of a 
tropical Sargassum species, Sargassum 
ilicifolium (Tuner) C. Agardh in Kochi 
Prefecture, southwestern Japan 

Algal 
Resources 

11  1 
  

1 10 2018 ᖺ 

12 ᭶  

ᗈᓥ大学

瀬戸内ᅪ

䝣䜱ー䝹

䝗⛉学研

究センタ

ー 

ຍ⸨ளグ 瀬水研 ᓥ⿄ᐶ┒ 

瀬水研 ྜྷ⏣࿃㑻 
Seaweed community structures in the 
temperate zooxanthellate scleractinian 
coral Alveopora japonica in the western 
Seto Inland Sea, Japan 

11 14 

Zhejiang 
Ocean 
University 

Zhiqiang Han 中央水研 ᰗ本༟ Assessing the speciation of a cold water 
species, Japanese sand lance Ammodytes 
personatus, in the Northwestern Pacific 
by AFLP Markers 

Animals 8 12 E224  2018 ᖺ

11 ᭶ 

㔠ἑ大学 ୖ╬ኵ 中央水研 ୕ᮌᚿὠᕹ Low levels of Fukushima Dai-ichi NPP-
derived radiocesium in marine products 
from coastal areas in the Sea of Japan 
(2012-2017) 

Applied 
Radiation 
and Isotopes 

145  187 192 2019 ᖺ 

03 ᭶ 

増養殖研 ᮧୗᖾྖ 増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

増養殖研 ዟᏹ海 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

Effects of dietary soybean meal on the 
bile physiology in rainbow 
trout, Oncorhynchus mykiss 

Aquaculture  490  303 310 2018 ᖺ

04 ᭶ 

増養殖研 ᮧୗᖾྖ 増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ዟᏹ海 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

Effects of dietary soybean meal on the 
digestive physiology of red 
seabream Pagrus major 

493  219 228 2018 ᖺ

08 ᭶ 

水大校 ྜྷᕝᘅᖾ 水大校 㔝 㟹Ꮚ 

瀬水研 ∦ᒣ㈗ኈ 

瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ 

Production of tiger puffer Takifugu 
rubripes from cryopreserved testicular 
germ cells using surrogate broodstock 
technology 

 302 313 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
ᅰ㔜ᶞ 瀬水研 ᒣᓮⱥᶞ An upwelling system for culturing 

common octopus paralarvae and its 
combined effect with supplying natural 
zooplankton on paralarval survivaland 
growth 

495  98 105 2018 ᖺ

10 ᭶ 

ி㒔大学 ᓊ本ㅬኴ 瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ Production of a breed of red sea bream 
Pagrus major with an increase of 
skeletal muscle mass and reduced body 
length by genome editing with 
CRISPR/Cas9 

 415 427 2018 ᖺ

10 ᭶ 

増養殖研 㔝ᮧᬕ 増養殖研 㢼⸨⾜⣖ 

増養殖研 ⏣中⚽ᶞ 
Sperm cryopreservation protocols for 
the large-scale fertilization of Japanese 
eel using a combination of large-volume 
straws and low sperm dilution ratio.  

Aquaculture  496 1 203 210 2018 ᖺ

11 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

ி㒔大学

大学院㎰

学研究⛉ 

ᛂ⏝生≀

⛉学ᑓᨷ 

ᯇ⏣┤  増養殖研 ᒣ本୍Ẏ Cortisol promotes staining-type 
hypermelanosis in juvenile Japanese 
flounder 

497  147 154 2018 ᖺ

12 ᭶ 

増養殖研 ᮧୗᖾྖ 増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ዟᏹ海 

増養殖研 ྜྷỌⴥ᭶ 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

Effect of a plant-based low-fishmeal 
diet on digestive physiology in 
yellowtail Seriola quinqueradiata 

506 15 168 180 2019 ᖺ 

03 ᭶ 

䜰䝸䝌䝘

ᕞ❧大学 
㜰⿱ኴ㑻 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 
Manageable Risks and the Demand for 
Food Products: The Case of Oyster 

Aquaculture 
Economics 
& 
Managemen
t 

22 4 10.1080/13657
305.2018.1466
934 
  

2018 ᖺ

06 ᭶ 

北水研 㬼㎮ဢ 北水研 ᕷᕝ༟ 

本部 ⃝ཱྀ小᭷⨾ 

増養殖研 㛗㇂ᕝኟᶞ 

A microplate incubation method for 
assessing egg quality of the barfin 
flounder: effects of well size and rearing 
medium on larval viability 

Aquaculture 
International 

27 1 195 208 2019 ᖺ

01 ᭶ 

北水研 ᕷᕝ༟ 開発セ ᮧୖᜨ♸ Larval survival, development and 
growth in the horsehair crab, Erimacrus 
isenbeckii, cultured under different 
photoperiod conditions 

Aquaculture 
Research  

49  7 2511 2517 2018 ᖺ

07 ᭶ 

西水研 ᒾᓮ㝯ᚿ 水工研 ୖㄔ❶ 

本部 ↷ᒇஂ 
Osteological development and 
deformities in hatchery䇲reared 
longtooth grouper (Epinephelus 
bruneus): Vertebral column, dorsal䇲fin 
supports and caudal䇲fin skeleton 

10 3245 3257 2018 ᖺ

10 ᭶ 

㏆␥大学 水㔝⿱ኴ 本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

増養殖研 ᒣ㔝ᜨ♸ 
Motility and fertility of cryopreserved 
spermatozoa of the Japanese sea 
cucumber Apostichopus japonicus 

50 1 106 115 2019 ᖺ

01 ᭶ 

東北水研 ᯇ本᭷グ㞝 東北水研 ඵ㇂ග 

東北水研 高ぢ⚽㍤ 
A biologging technique for monitoring 
the egg-releasing behavior of Pacific 
abalone Haliotis discus hannai in the 
wild 

Aquatic 
Biology 

27  119 125 2018 ᖺ

11 ᭶ 

西水研 大ୗㄔ 国際水研 బ⸨ᣅஓ 

国際水研 大Ἑ内ඃ⨾ 

国際水研 ▼ཎ大ᶞ 

国際水研 ⰱ⏣ᣑኈ 

Evidence of spawning among Pacific 
bluefin tuna, Thunnus orientalis, in the 
Kuroshio and Kuroshio-Oyashio 
transition area 

Aquatic 
Living 
Resources 

31  1 13 2018 ᖺ

10 ᭶ 

㛗ᓮ大学 Li Wencheng 水大校 ᒣ㷂ᗣ⿱ Photo-induced antibacterial activity of a 
porphyrin derivative isolated from the 
harmful dinoflagellate Heterocapsa 
circularisquama 

Aquatic 
Toxicology 

201  119 128 2018 ᖺ

08 ᭶ 

瀬水研 ᣢ⏣ᙪ 瀬水研 㷏㔝ᚿ 

瀬水研 㞃ሯಇ‶ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 

瀬水研 ྜྷ⏣࿃㑻 

Physiological responses of eelgrass 
(Zostera marina) to ambient stresses 
such as herbicide, insufficient light, and 
high water temperature 

Aquatic 
Toxicology 

208  20 28 2019 ᖺ

01 ᭶ 

瀬水研 ṇ 中央水研 ᙇᡂᖺ Discrimination of two freshwater 
shrimps, Palaemon paucidens De Haan, 
1844 and P. sinensis (Sollaud, 1911) 
using plumose setae of telson and 
appendix masculina 

Biogeograph
y 

20  103 110 2018 ᖺ

09 ᭶ 

北水研 㛗㇂ᕝຌ 北水研 中ᓥṌ Wild masu salmon is outcompeted by 
hatchery masu salmon, a native invader, 
rather than brown trout, a nonnative 
invader 

Biological 
Invasions 

20 11 3161 3166 2018 ᖺ

05 ᭶ 

中央水研 ᶓ内୍ᶞ 中央水研 ⚟⏣㔝Ṍ人 

増養殖研 㡲⸨❳ 

  

Growth potential can affect timing of 
maturity in a long-lived semelparous 
fish  

Biology 
Letters 

14 7 10.1098/rsbl.2
018.0269 

 

2018 ᖺ
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発⾲日 内 ᐜ 

19/03/13 
䛂国❧研究開発法人水産研究・教育機ᵓ䛜ᐇ䛩䜛䛥䛡・䜎䛩䜅業の䛒䜚方䛻関䛩䜛関係者䛻䜘䜛᳨ウ会（➨䠍

ᅇ）䛃の開催䛻䛴い䛶 

19/03/26 ᖹᡂ 30 ᖺᗘኴᖹὒい䜟䛧㢮㛗ᮇ漁海ἣணሗ  

19/03/26 ᖹᡂ 30 ᖺᗘ➨ 2 ᅇᑐ㤿ᬮὶ⣔䝬䜰䝆・䛥䜀㢮・い䜟䛧㢮㛗ᮇ漁海ἣணሗ  

 

 
表 1� 論文一覧 
➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

ᓥ᰿大学 ཎཱྀᒎᏊ 水大校 ᮧ瀬᪼ 

 
 

Culture and field studies on the 
temperature related growth rates of a 
tropical Sargassum species, Sargassum 
ilicifolium (Tuner) C. Agardh in Kochi 
Prefecture, southwestern Japan 

Algal 
Resources 

11  1 
  

1 10 2018 ᖺ 

12 ᭶  

ᗈᓥ大学

瀬戸内ᅪ

䝣䜱ー䝹

䝗⛉学研

究センタ

ー 

ຍ⸨ளグ 瀬水研 ᓥ⿄ᐶ┒ 

瀬水研 ྜྷ⏣࿃㑻 
Seaweed community structures in the 
temperate zooxanthellate scleractinian 
coral Alveopora japonica in the western 
Seto Inland Sea, Japan 

11 14 

Zhejiang 
Ocean 
University 

Zhiqiang Han 中央水研 ᰗ本༟ Assessing the speciation of a cold water 
species, Japanese sand lance Ammodytes 
personatus, in the Northwestern Pacific 
by AFLP Markers 

Animals 8 12 E224  2018 ᖺ

11 ᭶ 

㔠ἑ大学 ୖ╬ኵ 中央水研 ୕ᮌᚿὠᕹ Low levels of Fukushima Dai-ichi NPP-
derived radiocesium in marine products 
from coastal areas in the Sea of Japan 
(2012-2017) 

Applied 
Radiation 
and Isotopes 

145  187 192 2019 ᖺ 

03 ᭶ 

増養殖研 ᮧୗᖾྖ 増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

増養殖研 ዟᏹ海 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

Effects of dietary soybean meal on the 
bile physiology in rainbow 
trout, Oncorhynchus mykiss 

Aquaculture  490  303 310 2018 ᖺ

04 ᭶ 

増養殖研 ᮧୗᖾྖ 増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ዟᏹ海 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

Effects of dietary soybean meal on the 
digestive physiology of red 
seabream Pagrus major 

493  219 228 2018 ᖺ

08 ᭶ 

水大校 ྜྷᕝᘅᖾ 水大校 㔝 㟹Ꮚ 

瀬水研 ∦ᒣ㈗ኈ 

瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ 

Production of tiger puffer Takifugu 
rubripes from cryopreserved testicular 
germ cells using surrogate broodstock 
technology 

 302 313 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
ᅰ㔜ᶞ 瀬水研 ᒣᓮⱥᶞ An upwelling system for culturing 

common octopus paralarvae and its 
combined effect with supplying natural 
zooplankton on paralarval survivaland 
growth 

495  98 105 2018 ᖺ

10 ᭶ 

ி㒔大学 ᓊ本ㅬኴ 瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ Production of a breed of red sea bream 
Pagrus major with an increase of 
skeletal muscle mass and reduced body 
length by genome editing with 
CRISPR/Cas9 

 415 427 2018 ᖺ

10 ᭶ 

増養殖研 㔝ᮧᬕ 増養殖研 㢼⸨⾜⣖ 

増養殖研 ⏣中⚽ᶞ 
Sperm cryopreservation protocols for 
the large-scale fertilization of Japanese 
eel using a combination of large-volume 
straws and low sperm dilution ratio.  

Aquaculture  496 1 203 210 2018 ᖺ

11 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

ி㒔大学

大学院㎰

学研究⛉ 

ᛂ⏝生≀

⛉学ᑓᨷ 

ᯇ⏣┤  増養殖研 ᒣ本୍Ẏ Cortisol promotes staining-type 
hypermelanosis in juvenile Japanese 
flounder 

497  147 154 2018 ᖺ

12 ᭶ 

増養殖研 ᮧୗᖾྖ 増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ዟᏹ海 

増養殖研 ྜྷỌⴥ᭶ 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

Effect of a plant-based low-fishmeal 
diet on digestive physiology in 
yellowtail Seriola quinqueradiata 

506 15 168 180 2019 ᖺ 

03 ᭶ 

䜰䝸䝌䝘

ᕞ❧大学 
㜰⿱ኴ㑻 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 
Manageable Risks and the Demand for 
Food Products: The Case of Oyster 

Aquaculture 
Economics 
& 
Managemen
t 

22 4 10.1080/13657
305.2018.1466
934 
  

2018 ᖺ

06 ᭶ 

北水研 㬼㎮ဢ 北水研 ᕷᕝ༟ 

本部 ⃝ཱྀ小᭷⨾ 

増養殖研 㛗㇂ᕝኟᶞ 

A microplate incubation method for 
assessing egg quality of the barfin 
flounder: effects of well size and rearing 
medium on larval viability 

Aquaculture 
International 

27 1 195 208 2019 ᖺ

01 ᭶ 

北水研 ᕷᕝ༟ 開発セ ᮧୖᜨ♸ Larval survival, development and 
growth in the horsehair crab, Erimacrus 
isenbeckii, cultured under different 
photoperiod conditions 

Aquaculture 
Research  

49  7 2511 2517 2018 ᖺ

07 ᭶ 

西水研 ᒾᓮ㝯ᚿ 水工研 ୖㄔ❶ 

本部 ↷ᒇஂ 
Osteological development and 
deformities in hatchery䇲reared 
longtooth grouper (Epinephelus 
bruneus): Vertebral column, dorsal䇲fin 
supports and caudal䇲fin skeleton 

10 3245 3257 2018 ᖺ

10 ᭶ 

㏆␥大学 水㔝⿱ኴ 本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

増養殖研 ᒣ㔝ᜨ♸ 
Motility and fertility of cryopreserved 
spermatozoa of the Japanese sea 
cucumber Apostichopus japonicus 

50 1 106 115 2019 ᖺ

01 ᭶ 

東北水研 ᯇ本᭷グ㞝 東北水研 ඵ㇂ග 

東北水研 高ぢ⚽㍤ 
A biologging technique for monitoring 
the egg-releasing behavior of Pacific 
abalone Haliotis discus hannai in the 
wild 

Aquatic 
Biology 

27  119 125 2018 ᖺ

11 ᭶ 

西水研 大ୗㄔ 国際水研 బ⸨ᣅஓ 

国際水研 大Ἑ内ඃ⨾ 

国際水研 ▼ཎ大ᶞ 

国際水研 ⰱ⏣ᣑኈ 

Evidence of spawning among Pacific 
bluefin tuna, Thunnus orientalis, in the 
Kuroshio and Kuroshio-Oyashio 
transition area 

Aquatic 
Living 
Resources 

31  1 13 2018 ᖺ

10 ᭶ 

㛗ᓮ大学 Li Wencheng 水大校 ᒣ㷂ᗣ⿱ Photo-induced antibacterial activity of a 
porphyrin derivative isolated from the 
harmful dinoflagellate Heterocapsa 
circularisquama 

Aquatic 
Toxicology 

201  119 128 2018 ᖺ

08 ᭶ 

瀬水研 ᣢ⏣ᙪ 瀬水研 㷏㔝ᚿ 

瀬水研 㞃ሯಇ‶ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 

瀬水研 ྜྷ⏣࿃㑻 

Physiological responses of eelgrass 
(Zostera marina) to ambient stresses 
such as herbicide, insufficient light, and 
high water temperature 

Aquatic 
Toxicology 

208  20 28 2019 ᖺ

01 ᭶ 

瀬水研 ṇ 中央水研 ᙇᡂᖺ Discrimination of two freshwater 
shrimps, Palaemon paucidens De Haan, 
1844 and P. sinensis (Sollaud, 1911) 
using plumose setae of telson and 
appendix masculina 

Biogeograph
y 

20  103 110 2018 ᖺ

09 ᭶ 

北水研 㛗㇂ᕝຌ 北水研 中ᓥṌ Wild masu salmon is outcompeted by 
hatchery masu salmon, a native invader, 
rather than brown trout, a nonnative 
invader 

Biological 
Invasions 

20 11 3161 3166 2018 ᖺ

05 ᭶ 

中央水研 ᶓ内୍ᶞ 中央水研 ⚟⏣㔝Ṍ人 

増養殖研 㡲⸨❳ 

  

Growth potential can affect timing of 
maturity in a long-lived semelparous 
fish  

Biology 
Letters 

14 7 10.1098/rsbl.2
018.0269 
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
Kazue 
Nagasawa 

瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ Novel method for mass producing 
genetically sterile fish from surrogate 
broodstock via spermatogonial 
transplantation 

Biology of 
Reproductio
n 

100 2 535 546 2019 ᖺ

02 ᭶ 

(国研) 
ᅵᮌ研究

所 ᐮ地

ᅵᮌ研究

所 

✄ⴥಙᬕ 中央水研 㛗ᩄ 

増養殖研 ᆏぢ▱Ꮚ 

東北水研 Ώ㎶๛ 

Temporal variability of algicidal and 
growthinhibiting bacteria at an eelgrass 
bed in the AriakeSea, Japan 

Bioremediat
ion Journal 

    2018 ᖺ

10 ᭶ 

䝤䝹䜺䝸

䜰⛉学䜰

䜹䝕䝭ー 

Nina 
Dzhembekov
a 

中央水研 㛗ᩄ Biodiversity of phytoplankton cyst 
assemblages in surface sediments of the 
Black Sea based on metabarcoding 

Biotechnolo
gy & 
Biotechnolo
gical 
Equipment 

  1507 1513 2018 ᖺ

11 ᭶ 

㛗䝞䜲

䜸大学 
小 ῟ 中央水研 㛗ᩄ Comparative genome and transcriptome 

analysis of diatom, Skeletonema 
costatum, reveals evolution of genes for 
harmful algal bloom 

BMC 
Genomics 

19 76
5 

10.1186/s1286
4-018-5144-5 

 

2018 ᖺ

10 ᭶ 

東ி大学 ⣽㇂ᑗ 北水研 㯮ᕝᛅⱥ Assessment of genetic diversity in Coho 
salmon (Oncorhynchus kisutch) 
populatios with no family records using 
ddRAD-seq 
  

BMC 
Research 
Notes 

11 54
8 

1 5 2018 ᖺ

08 ᭶ 

漁業ሗ

䝃ー䝡䝇

センター 

㓇ගኵ 水大校 ⱝᯘᩄỤ Observations on embryos and 
embryonic development from an egg 
mass of the jumbo squid Dosidicus 
gigas sqawned under captive conditions  

Bulletin 
Instituto del 
mar Peru 

33 2 153 159 2018 ᖺ

12 ᭶ 

⡿国䝽䝅ン

䝖ン大学 
C. M. Tarpey 北水研 బ⸨ಇᖹ Single-nucleotide polymorphism data 

describe contemporary population 
structure and diversity in allochronic 
lineages of pink salmon (Oncorhynchus 
gorbuscha) 

Canadian 
Journal of 
Fisheries 
and Aquatic 
Sciences  

75 6 987 997 2018 ᖺ

06 ᭶ 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻   Earlier migration timing of salmonids: 
an adaptation to climate change or 
maladaptation to fishery? 

76 3 475 479 2019 ᖺ

02 ᭶ 

中央水研 西ᔱ⩧ኴ 増養殖研 㕥ᮌ㔜๎ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

Integrated multi-timescale modeling 
untangles anthropogenic, 
environmental, and biological effects on 
catchability 

online  10.1139/cjfas-
2018-0114 

 

2019 ᖺ

02 ᭶ 

中央水研 ᰗ本༟   北ኴᖹὒ䛷᥇㞟䛥䜜䛯䝇䜿䝖䜴䝎䝷

Gadus chalcogrammus の㪰䛻ᐤ生䛩䜛

䜹䜲䜰䝅㢮 2 ✀の㑇ఏⓗኚ␗ᛶ 

CANCER 27  29 36 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

 

ྜྷ㔝ᗈ㌶ 日水研 ୖ⏣♸ྖ 日本海のᮌᮦ䛻✸Ꮝ䛩䜛大ᆺ䜻䜽䜲

䝮䝅ᒓ 2 ✀（等⬮┠） 

 45 49 

日水研 ᒣ本ᓅ⏨ 中央水研 ᰗ本༟ ⚟┴ἢᓊ䛷漁⋓䛥䜜䛯䝈䝽䜲䜺䝙䛸

䝧䝙䝈䝽䜲の㞧㞤 

  61 66  

䝃ン䝔䜱

䜰䝂䝕䝁

ン䝫䝇䝔

ー䝷大学 

Paula abal 中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

Toxic Action Reevaluation of Okadaic 
Acid, Dinophysistoxin-1 and 
Dinophysistoxin-2: Toxicity 
Equivalency Factors Based on the Oral 
Toxicity Study 

Cellular 
Physiology 
and 
Biochemistr
y 
 

49 2 743 757 2018 ᖺ

09 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

国際水研 ᮌⓑಇဢ   Satellite tracking of coastal Bryde's 
whales Balaenoptera edeni along the 
southwest coast of Japan 

Cetacean 
Population 
Studies 

1  3 13 2018 ᖺ

12 ᭶ 

水工研 ᕝಛⱱ   Empirical model for probabilistic rock 
stability on flat beds under waves with 
or without currents 

Coastal 
Engineering 

140  257 271 2018 ᖺ

08 ᭶ 

水大校 ఀ⸨᐀ᖹ   Compositional Analysis of Homeostasis 
of Gene Networks by Clustering 
Algorithms 

Communica
tions in 
Computer 
and 
Information 
Science 

881  191 211 2018 ᖺ

07 ᭶ 

瀬水研 ᣢ⏣ᙪ 瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 

瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 㷏㔝ᚿ 

瀬水研 大ஂಖಙᖾ 

Toxicity of the biocide polycarbamate, 
used for aquaculture nets, to some 
marine fish species 

Comparative 
Biochemistr
y and 
Physiology 
Part C 

214  61 67 2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ఀ⸨᐀ᖹ   Process Mining of a Multi-Agent 
Business Simulator 

Computatio
nal and 
Mathematic
al 
Organizatio
n Theory 
  

24 4 500 531 2018 ᖺ

12 ᭶ 

北水研 㯮⏣ᐶ 中央水研 日ୗᙲ 

瀬水研 本⏣⪽ 

北水研 ఀ⸨᫂ 

北水研 㨣ሯᖺᘯ 

Diurnal tidal currents attributed to free 
baroclinic coastal-trapped waves on the 
Pacific shelf off the southeastern coast 
of Hokkaido, Japan 

Continental 
Shelf 
Research 

158  45 56 2018 ᖺ

04 ᭶ 

ᗈᓥ大学

大学院 
生≀ᅪ⛉

学研究⛉ 

㛗⃝ᘺ 瀬水研 ṇ Tachaea chinensis (Isopoda: 
Corallanidae), an ectoparasite of 
freshwater shrimps and prawns, from 
western Japan, with a list of its known 
collection localities and hosts 

Crustacean 
Research  

47   73 88 2018 ᖺ

09 ᭶ 

瀬水研 ➉ᓥ   Relative growth of pereiopods of the 
megalopa and early juveniles of 
Portunus trituberculatus (Miers, 1876) 
(Brachyura: Portunidae) 

 125 136 2018 ᖺ

12 ᭶ 

(ᰴ)水ᅵ⯋ 㰻⸨ᬸᏹ 西水研 ⚟ᒸᘯ⣖ First record of Pleurerythrops secundus 
(Crustacea, Mysida) in association with 
benthic hydroids (Cnidaria, Hydrozoa) 
in shallow waters of Izu-Ohshima, 
Pacific coast of central Japan 

 137 143 2018 ᖺ

12 ᭶ 

東北水研 ᯇ本᭷グ㞝   Filial Cannibalism by Male Fish as an 
Infanticide to Restart Courtship by Self-
Regulating Androgen Levels 

Current 
Biology 

28 17 2831 2836 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

中本ኴ 西水研 ᒣ⏣⚽⛅ Data on species list and the amount of 
macrophytes and mobile epi-benthic 
invertebrates in a subtropical seagrass-
seaweed mixed bed in Ishigaki Island, 
Japan 
  

Data in 
Brief 

19  2442 2444 2018 ᖺ

07 ᭶ 

本部 大関ⰾἈ 中央水研 㧘㡲㈡᫂ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

東北水研 ዟ西Ṋ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

Synchronous multi-species alternations 
between the northern Humboldt and 
Kuroshio Current systems 

Deep Sea 
Research 
Part II 

online  10.1016/j.dsr2.
2018.11.018 

 

2018 ᖺ

11 ᭶ 
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
Kazue 
Nagasawa 

瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ Novel method for mass producing 
genetically sterile fish from surrogate 
broodstock via spermatogonial 
transplantation 

Biology of 
Reproductio
n 

100 2 535 546 2019 ᖺ

02 ᭶ 

(国研) 
ᅵᮌ研究

所 ᐮ地

ᅵᮌ研究

所 

✄ⴥಙᬕ 中央水研 㛗ᩄ 

増養殖研 ᆏぢ▱Ꮚ 

東北水研 Ώ㎶๛ 

Temporal variability of algicidal and 
growthinhibiting bacteria at an eelgrass 
bed in the AriakeSea, Japan 

Bioremediat
ion Journal 

    2018 ᖺ

10 ᭶ 

䝤䝹䜺䝸

䜰⛉学䜰

䜹䝕䝭ー 

Nina 
Dzhembekov
a 

中央水研 㛗ᩄ Biodiversity of phytoplankton cyst 
assemblages in surface sediments of the 
Black Sea based on metabarcoding 

Biotechnolo
gy & 
Biotechnolo
gical 
Equipment 

  1507 1513 2018 ᖺ

11 ᭶ 

㛗䝞䜲

䜸大学 
小 ῟ 中央水研 㛗ᩄ Comparative genome and transcriptome 

analysis of diatom, Skeletonema 
costatum, reveals evolution of genes for 
harmful algal bloom 

BMC 
Genomics 

19 76
5 

10.1186/s1286
4-018-5144-5 

 

2018 ᖺ

10 ᭶ 

東ி大学 ⣽㇂ᑗ 北水研 㯮ᕝᛅⱥ Assessment of genetic diversity in Coho 
salmon (Oncorhynchus kisutch) 
populatios with no family records using 
ddRAD-seq 
  

BMC 
Research 
Notes 

11 54
8 

1 5 2018 ᖺ

08 ᭶ 

漁業ሗ

䝃ー䝡䝇

センター 

㓇ගኵ 水大校 ⱝᯘᩄỤ Observations on embryos and 
embryonic development from an egg 
mass of the jumbo squid Dosidicus 
gigas sqawned under captive conditions  

Bulletin 
Instituto del 
mar Peru 

33 2 153 159 2018 ᖺ

12 ᭶ 

⡿国䝽䝅ン

䝖ン大学 
C. M. Tarpey 北水研 బ⸨ಇᖹ Single-nucleotide polymorphism data 

describe contemporary population 
structure and diversity in allochronic 
lineages of pink salmon (Oncorhynchus 
gorbuscha) 

Canadian 
Journal of 
Fisheries 
and Aquatic 
Sciences  

75 6 987 997 2018 ᖺ

06 ᭶ 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻   Earlier migration timing of salmonids: 
an adaptation to climate change or 
maladaptation to fishery? 

76 3 475 479 2019 ᖺ

02 ᭶ 

中央水研 西ᔱ⩧ኴ 増養殖研 㕥ᮌ㔜๎ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

Integrated multi-timescale modeling 
untangles anthropogenic, 
environmental, and biological effects on 
catchability 

online  10.1139/cjfas-
2018-0114 

 

2019 ᖺ

02 ᭶ 

中央水研 ᰗ本༟   北ኴᖹὒ䛷᥇㞟䛥䜜䛯䝇䜿䝖䜴䝎䝷

Gadus chalcogrammus の㪰䛻ᐤ生䛩䜛

䜹䜲䜰䝅㢮 2 ✀の㑇ఏⓗኚ␗ᛶ 

CANCER 27  29 36 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

 

ྜྷ㔝ᗈ㌶ 日水研 ୖ⏣♸ྖ 日本海のᮌᮦ䛻✸Ꮝ䛩䜛大ᆺ䜻䜽䜲

䝮䝅ᒓ 2 ✀（等⬮┠） 

 45 49 

日水研 ᒣ本ᓅ⏨ 中央水研 ᰗ本༟ ⚟┴ἢᓊ䛷漁⋓䛥䜜䛯䝈䝽䜲䜺䝙䛸

䝧䝙䝈䝽䜲の㞧㞤 

  61 66  

䝃ン䝔䜱

䜰䝂䝕䝁

ン䝫䝇䝔

ー䝷大学 

Paula abal 中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

Toxic Action Reevaluation of Okadaic 
Acid, Dinophysistoxin-1 and 
Dinophysistoxin-2: Toxicity 
Equivalency Factors Based on the Oral 
Toxicity Study 

Cellular 
Physiology 
and 
Biochemistr
y 
 

49 2 743 757 2018 ᖺ

09 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

国際水研 ᮌⓑಇဢ   Satellite tracking of coastal Bryde's 
whales Balaenoptera edeni along the 
southwest coast of Japan 

Cetacean 
Population 
Studies 

1  3 13 2018 ᖺ

12 ᭶ 

水工研 ᕝಛⱱ   Empirical model for probabilistic rock 
stability on flat beds under waves with 
or without currents 

Coastal 
Engineering 

140  257 271 2018 ᖺ

08 ᭶ 

水大校 ఀ⸨᐀ᖹ   Compositional Analysis of Homeostasis 
of Gene Networks by Clustering 
Algorithms 

Communica
tions in 
Computer 
and 
Information 
Science 

881  191 211 2018 ᖺ

07 ᭶ 

瀬水研 ᣢ⏣ᙪ 瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 

瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 㷏㔝ᚿ 

瀬水研 大ஂಖಙᖾ 

Toxicity of the biocide polycarbamate, 
used for aquaculture nets, to some 
marine fish species 

Comparative 
Biochemistr
y and 
Physiology 
Part C 

214  61 67 2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ఀ⸨᐀ᖹ   Process Mining of a Multi-Agent 
Business Simulator 

Computatio
nal and 
Mathematic
al 
Organizatio
n Theory 
  

24 4 500 531 2018 ᖺ

12 ᭶ 

北水研 㯮⏣ᐶ 中央水研 日ୗᙲ 

瀬水研 本⏣⪽ 

北水研 ఀ⸨᫂ 

北水研 㨣ሯᖺᘯ 

Diurnal tidal currents attributed to free 
baroclinic coastal-trapped waves on the 
Pacific shelf off the southeastern coast 
of Hokkaido, Japan 

Continental 
Shelf 
Research 

158  45 56 2018 ᖺ

04 ᭶ 

ᗈᓥ大学

大学院 
生≀ᅪ⛉

学研究⛉ 

㛗⃝ᘺ 瀬水研 ṇ Tachaea chinensis (Isopoda: 
Corallanidae), an ectoparasite of 
freshwater shrimps and prawns, from 
western Japan, with a list of its known 
collection localities and hosts 

Crustacean 
Research  

47   73 88 2018 ᖺ

09 ᭶ 

瀬水研 ➉ᓥ   Relative growth of pereiopods of the 
megalopa and early juveniles of 
Portunus trituberculatus (Miers, 1876) 
(Brachyura: Portunidae) 

 125 136 2018 ᖺ

12 ᭶ 

(ᰴ)水ᅵ⯋ 㰻⸨ᬸᏹ 西水研 ⚟ᒸᘯ⣖ First record of Pleurerythrops secundus 
(Crustacea, Mysida) in association with 
benthic hydroids (Cnidaria, Hydrozoa) 
in shallow waters of Izu-Ohshima, 
Pacific coast of central Japan 

 137 143 2018 ᖺ

12 ᭶ 

東北水研 ᯇ本᭷グ㞝   Filial Cannibalism by Male Fish as an 
Infanticide to Restart Courtship by Self-
Regulating Androgen Levels 

Current 
Biology 

28 17 2831 2836 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

中本ኴ 西水研 ᒣ⏣⚽⛅ Data on species list and the amount of 
macrophytes and mobile epi-benthic 
invertebrates in a subtropical seagrass-
seaweed mixed bed in Ishigaki Island, 
Japan 
  

Data in 
Brief 

19  2442 2444 2018 ᖺ

07 ᭶ 

本部 大関ⰾἈ 中央水研 㧘㡲㈡᫂ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

東北水研 ዟ西Ṋ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

Synchronous multi-species alternations 
between the northern Humboldt and 
Kuroshio Current systems 

Deep Sea 
Research 
Part II 

online  10.1016/j.dsr2.
2018.11.018 

 

2018 ᖺ

11 ᭶ 
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ᖺ᭶ 

中央水研 Ᏻụඖ㔜 中央水研 ᒾ㷂⿱㈗ 

中央水研 西ᮌ୍生 

中央水研 中ᮧὒ㊰ 

中央水研 ᯇᾆឡᏊ 

増養殖研 ྜྷ⏣୍⠊ 

西水研 㔝⏣ຮ 

西水研 Ᏻ⸨ᛅ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

The yellowtail (Seriola quinqueradiata) 
genome and transcriptome atlas of the 
digestive tract 

DNA 
Research 

25 5 547 560 2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 ᰗ本༟   䝬䜲䜽䝻䝃䝔䝷䜲䝖 DNA ศᯒ䛻䜘䜚᥎

 䛥䜜䛯䜽䝃䜹䝸䝒䝪䝎䜲の㞟団ᵓ㐀 
DNA 㚷ᐃ  10   43 50 2018 ᖺ

10 ᭶  

中央水研 ᰗ本༟   2017 ᖺ䛻⨶⮻Ἀ䛷ΰ⋓䛥䜜䛯䜸䜸䜾

䝏䝪䝲ᵝ生≀の DNA ✀ุ別 
 59 64 

中央水研 ᰗ本༟ 中央水研 大ᮧ⿱ 

中央水研 ᮌᐑ㝯 

開発セ అᓥ୍ᖹ 

༡ኴᖹὒ䛷漁⋓䛥䜜䛯䝠䝺䝆䝻䝬ン䝄

䜲䜴䜸䛛䜙ฟ⌧䛧䛯ᐤ生の DNA ศ

ᯒ䛻䜘䜛✀ุ別 

 65 69 

増養殖研 ṇᒸဴ 増養殖研 ᒸ本⿱அ 

増養殖研 Ⲩᮌ⏨ 

増養殖研 ྡྂᒇ༤அ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

本部 小ᯘᩗ 

Distinction between non-native and 
Japanese native cyprinid fishes based on 
mitochondrial 16S ribosomal RNA gene 
regions 

 31 41 2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 ᰗ本༟   DNA ศᯒ䛻䜘䜛䝬䝬䜹䝸のཎᮦᩱ✀

の✀ุ別 
DNA ከᆺ  26  1  42 46 2018 ᖺ

06 ᭶ 

西水研 ⋢ᇛἨஓ 西水研 ⸨ྜྷᰤḟ 

西水研 ⸨⏣ 㞝 
Genetic characteristics of Porphyra 
yamadae (Bangiales, Rhodophyta) in 
Japan 

6 12 2018 ᖺ

07 ᭶  

中央水研 大ཎ୍㑻   SSP-PCR 䛻䜘䜛䝶ー䝻䝑䝟䝄䝷䝪䝲関

㐃䝩䝲 4 ✀のุ別法の開発 
20 24 

増養殖研 ṇᒸဴ 増養殖研 ྡྂᒇ༤அ 

増養殖研 ᒸ本⿱அ 

増養殖研 Ⲩᮌ⏨ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

本部 小ᯘᩗ  

ᒇ外大ᆺ㣫育ụ䛻䛚䛡䜛䝁䜲䛸䝣䝘㢮

の⮬↛㞧の☜ㄆ 
25 29 

中央水研 ᰗ本༟ 水大校 ⱝᯘᩄỤ 䝇䝹䝯䜲䜹の䝬䜲䜽䝻䝃䝔䝷䜲䝖䝬ー䜹

ーの開発䛸 msDNA ศᯒ䛻䜘䜚᥎ 䛥

䜜䛯㞟団ᵓ㐀  

30 32 

中央水研 大ཎ୍㑻 中央水研 㤿ஂ地䜏䜖

䛝 

中央水研 Ᏻụඖ㔜 

中央水研 ⩚ኴ㑻 

  

㑇ఏᏊ⤌䛘㨶㢮䛻ᑟ入䛥䜜䛶い䜛

⪏ᛶタン䝟䜽㉁㑇ఏᏊの᳨▱法の

開発 

DNA ከᆺ 
  

33 36 
 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

西水研 ⋢ᇛἨஓ 西水研 ⸨ྜྷᰤḟ 

西水研 ⸨⏣ 㞝 
DNA ศᯒ䛻ᇶ䛵䛟 Pyropia koreana
（⣚⸴⥘䜴䝅䜿䝜䝸┠䜴䝅䜿䝜䝸⛉䜰䝬䝜

䝸ᒓ）の日本国内ึグ㘓 

26 1 37 41 2018 ᖺ

07 ᭶ 

University 
of East 
Anglia 

Corrine Le 
Querre 

国際水研 小ᇣᜏኵ Global Carbon Budget 2018 Earth 
System 
Science 
Data 

10 4 2141 2194 2018 ᖺ

12 ᭶ 

東ி大学 㔠Ꮚ㝯அ 中央水研 㧘㷂 Himawari-8 infrared observations of the 
June-August 2015 Mt Raung eruption, 
Indonesia 

Earth, 
Planets and 
Space 

70   89  2018 ᖺ

05 ᭶ 

東ி大学 㔠Ꮚ㝯அ 中央水研 㧘㷂 Pseudo thermal anomalies in the 
shortwave infrared bands of the 
Himawari 8 AHI and their correction for 
volcano thermal observation  

Earth, 
Planets and 
Space 

 175  2018 ᖺ

11 ᭶ 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻   Assessing the long-term causal effect of 
trout invasion on a native charr 

Ecological 
Indicators 

87  189 192 2018 ᖺ

04 ᭶ 

⥲合地⌫

⎔ቃ学研

究所  

ຍ⸨⩏ 東北水研 ᶔ༤ᖾ Using food network unfolding to 
evaluate food–web complexity in terms 
of biodiversity: theory and applications   

Ecology 
Letters 

21 7 1065 1074 2018 ᖺ

05 ᭶ 

⥲合地⌫

⎔ቃ学研

究所 

ᩪ⸨᭷ 東北水研 ኳ㔝ὒ 

東北水研 ᶔ༤ᖾ 

東北水研 ᰩ⏣㇏ 

Utility of Nd isotope ratio as a tracer of 
marine animals: regional variation in 
coastal seas and causal factors 

Ecosphere 9 8 e023
65,1 

 2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 ᰗ本༟ 
Massive spawning behavior of the 
triplespine deepwater cardinalfish 
Sphyraenops bairdianus Poey, 1861 
observed on an offshore sea mount in 
the West Mariana Ridge 

Environmen
tal Biology 
of Fishes 

101 12 1701 1705 2018 ᖺ

12 ᭶ 

国際水研 ▼ཎ大ᶞ 中央水研 Ώᖿ㞝 

西水研 大ୗㄔ 
Differences in larval growth of Pacific 
bluefin tuna (Thunnus orientalis) 
between two spawning areas, and an 
evaluation of the growth-dependent 
mortality hypothesis 

Environmen
tal Biology 
of Fishes 

102 58
1 

10.1007/s1064
1-019-00855-
w 
  

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

University 
of the 
Virgin 
Islands 

Kostas 
Alexandridis 

中央水研 ➉ᮧ⣸ⱌ Semantic knowledge network inference 
across a range of stakeholders and 
communities of practice 

Environmen
tal 
Modelling 
& Software 

109  202 222 2018 ᖺ

08 ᭶ 

⚟┴㔛

ᒣ㔛海†

研究所 

ᐑ本ᗣ 西水研 中㔝ၿ 

瀬水研 ཱྀᫀᕭ 
Combined Effects of Drift Macroalgal 
Bloom and Warming on Occurrence 
and Intensity of Diel-Cycling Hypoxia 
in a Eutrophic Coastal Lagoon 

Estuaries 
and Coasts 

online  10.1007/s1223
7-018-0484-6 

 

2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 中ᮧὒ㊰   Prediction of Horizontally and Widely 
Transferred Genes in Prokaryotes 

Evolutionar
y 
Bioinformati
cs 
 
  

14  1 15 2018 ᖺ

11 ᭶ 

Bielefeld 
University 

David L. J. 
Vendrami 

増養殖研 㛗㇂ᕝኟᶞ Detailed insights into pan-European 
population structure and inbreeding in 
wild and hatchery Pacific oyster 
(Crassostrea gigas) populations 
revealed by genome-wide SNP data   

Evolutionaty 
Applications 

12 3 519 534 2019 ᖺ

02 ᭶ 
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ᖺ᭶ 

中央水研 Ᏻụඖ㔜 中央水研 ᒾ㷂⿱㈗ 

中央水研 西ᮌ୍生 

中央水研 中ᮧὒ㊰ 

中央水研 ᯇᾆឡᏊ 

増養殖研 ྜྷ⏣୍⠊ 

西水研 㔝⏣ຮ 

西水研 Ᏻ⸨ᛅ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

The yellowtail (Seriola quinqueradiata) 
genome and transcriptome atlas of the 
digestive tract 

DNA 
Research 

25 5 547 560 2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 ᰗ本༟   䝬䜲䜽䝻䝃䝔䝷䜲䝖 DNA ศᯒ䛻䜘䜚᥎

 䛥䜜䛯䜽䝃䜹䝸䝒䝪䝎䜲の㞟団ᵓ㐀 
DNA 㚷ᐃ  10   43 50 2018 ᖺ

10 ᭶  

中央水研 ᰗ本༟   2017 ᖺ䛻⨶⮻Ἀ䛷ΰ⋓䛥䜜䛯䜸䜸䜾

䝏䝪䝲ᵝ生≀の DNA ✀ุ別 
 59 64 

中央水研 ᰗ本༟ 中央水研 大ᮧ⿱ 

中央水研 ᮌᐑ㝯 

開発セ అᓥ୍ᖹ 

༡ኴᖹὒ䛷漁⋓䛥䜜䛯䝠䝺䝆䝻䝬ン䝄

䜲䜴䜸䛛䜙ฟ⌧䛧䛯ᐤ生の DNA ศ

ᯒ䛻䜘䜛✀ุ別 

 65 69 

増養殖研 ṇᒸဴ 増養殖研 ᒸ本⿱அ 

増養殖研 Ⲩᮌ⏨ 

増養殖研 ྡྂᒇ༤அ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

本部 小ᯘᩗ 

Distinction between non-native and 
Japanese native cyprinid fishes based on 
mitochondrial 16S ribosomal RNA gene 
regions 

 31 41 2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 ᰗ本༟   DNA ศᯒ䛻䜘䜛䝬䝬䜹䝸のཎᮦᩱ✀

の✀ุ別 
DNA ከᆺ  26  1  42 46 2018 ᖺ

06 ᭶ 

西水研 ⋢ᇛἨஓ 西水研 ⸨ྜྷᰤḟ 

西水研 ⸨⏣ 㞝 
Genetic characteristics of Porphyra 
yamadae (Bangiales, Rhodophyta) in 
Japan 

6 12 2018 ᖺ

07 ᭶  

中央水研 大ཎ୍㑻   SSP-PCR 䛻䜘䜛䝶ー䝻䝑䝟䝄䝷䝪䝲関

㐃䝩䝲 4 ✀のุ別法の開発 
20 24 

増養殖研 ṇᒸဴ 増養殖研 ྡྂᒇ༤அ 

増養殖研 ᒸ本⿱அ 

増養殖研 Ⲩᮌ⏨ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

本部 小ᯘᩗ  

ᒇ外大ᆺ㣫育ụ䛻䛚䛡䜛䝁䜲䛸䝣䝘㢮

の⮬↛㞧の☜ㄆ 
25 29 

中央水研 ᰗ本༟ 水大校 ⱝᯘᩄỤ 䝇䝹䝯䜲䜹の䝬䜲䜽䝻䝃䝔䝷䜲䝖䝬ー䜹

ーの開発䛸 msDNA ศᯒ䛻䜘䜚᥎ 䛥

䜜䛯㞟団ᵓ㐀  

30 32 

中央水研 大ཎ୍㑻 中央水研 㤿ஂ地䜏䜖

䛝 

中央水研 Ᏻụඖ㔜 

中央水研 ⩚ኴ㑻 

  

㑇ఏᏊ⤌䛘㨶㢮䛻ᑟ入䛥䜜䛶い䜛

⪏ᛶタン䝟䜽㉁㑇ఏᏊの᳨▱法の

開発 

DNA ከᆺ 
  

33 36 
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所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

西水研 ⋢ᇛἨஓ 西水研 ⸨ྜྷᰤḟ 

西水研 ⸨⏣ 㞝 
DNA ศᯒ䛻ᇶ䛵䛟 Pyropia koreana
（⣚⸴⥘䜴䝅䜿䝜䝸┠䜴䝅䜿䝜䝸⛉䜰䝬䝜

䝸ᒓ）の日本国内ึグ㘓 

26 1 37 41 2018 ᖺ

07 ᭶ 

University 
of East 
Anglia 

Corrine Le 
Querre 

国際水研 小ᇣᜏኵ Global Carbon Budget 2018 Earth 
System 
Science 
Data 

10 4 2141 2194 2018 ᖺ

12 ᭶ 

東ி大学 㔠Ꮚ㝯அ 中央水研 㧘㷂 Himawari-8 infrared observations of the 
June-August 2015 Mt Raung eruption, 
Indonesia 

Earth, 
Planets and 
Space 

70   89  2018 ᖺ

05 ᭶ 

東ி大学 㔠Ꮚ㝯அ 中央水研 㧘㷂 Pseudo thermal anomalies in the 
shortwave infrared bands of the 
Himawari 8 AHI and their correction for 
volcano thermal observation  

Earth, 
Planets and 
Space 

 175  2018 ᖺ

11 ᭶ 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻   Assessing the long-term causal effect of 
trout invasion on a native charr 

Ecological 
Indicators 

87  189 192 2018 ᖺ

04 ᭶ 

⥲合地⌫

⎔ቃ学研

究所  

ຍ⸨⩏ 東北水研 ᶔ༤ᖾ Using food network unfolding to 
evaluate food–web complexity in terms 
of biodiversity: theory and applications   

Ecology 
Letters 

21 7 1065 1074 2018 ᖺ

05 ᭶ 

⥲合地⌫

⎔ቃ学研

究所 

ᩪ⸨᭷ 東北水研 ኳ㔝ὒ 

東北水研 ᶔ༤ᖾ 

東北水研 ᰩ⏣㇏ 

Utility of Nd isotope ratio as a tracer of 
marine animals: regional variation in 
coastal seas and causal factors 

Ecosphere 9 8 e023
65,1 

 2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 ᰗ本༟ 
Massive spawning behavior of the 
triplespine deepwater cardinalfish 
Sphyraenops bairdianus Poey, 1861 
observed on an offshore sea mount in 
the West Mariana Ridge 

Environmen
tal Biology 
of Fishes 

101 12 1701 1705 2018 ᖺ

12 ᭶ 

国際水研 ▼ཎ大ᶞ 中央水研 Ώᖿ㞝 

西水研 大ୗㄔ 
Differences in larval growth of Pacific 
bluefin tuna (Thunnus orientalis) 
between two spawning areas, and an 
evaluation of the growth-dependent 
mortality hypothesis 

Environmen
tal Biology 
of Fishes 

102 58
1 

10.1007/s1064
1-019-00855-
w 
  

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

University 
of the 
Virgin 
Islands 

Kostas 
Alexandridis 

中央水研 ➉ᮧ⣸ⱌ Semantic knowledge network inference 
across a range of stakeholders and 
communities of practice 

Environmen
tal 
Modelling 
& Software 

109  202 222 2018 ᖺ

08 ᭶ 

⚟┴㔛

ᒣ㔛海†

研究所 

ᐑ本ᗣ 西水研 中㔝ၿ 

瀬水研 ཱྀᫀᕭ 
Combined Effects of Drift Macroalgal 
Bloom and Warming on Occurrence 
and Intensity of Diel-Cycling Hypoxia 
in a Eutrophic Coastal Lagoon 

Estuaries 
and Coasts 

online  10.1007/s1223
7-018-0484-6 

 

2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 中ᮧὒ㊰   Prediction of Horizontally and Widely 
Transferred Genes in Prokaryotes 

Evolutionar
y 
Bioinformati
cs 
 
  

14  1 15 2018 ᖺ

11 ᭶ 

Bielefeld 
University 

David L. J. 
Vendrami 

増養殖研 㛗㇂ᕝኟᶞ Detailed insights into pan-European 
population structure and inbreeding in 
wild and hatchery Pacific oyster 
(Crassostrea gigas) populations 
revealed by genome-wide SNP data   

Evolutionaty 
Applications 

12 3 519 534 2019 ᖺ

02 ᭶ 
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be dispensable for PP2A demethylation 
–implications for the detection of PP2A 
methylation and immunoprecipitation 

FEBS Open 
Bio 

online  10.1002/2211-
5463.12485 

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

ᐑᓮ大学

大学院 
Yo Okamura 増養殖研 ⡿ຍ⏣ᚭ Molecular characterization and gene 

expression analysis of hypoxia-
inducible factor and its inhibitory factors 
in kuruma shrimp Marsupenaeus 
japonicus 
  

Fish & 
Shellfish 
Immunolog
y 

79  168 174 2018 ᖺ

05 ᭶ 

Irstea Hilaire 
Drouineau 

中央水研 ᶓ内୍ᶞ Freshwater eels: a symbol of the effects 
of global change  

Fish and 
Fisheries  

online   10.1111/faf.12
300 

 

2018 ᖺ

07 ᭶ 

中央水研 㧘㡲㈡᫂ 瀬水研 ⡿⏣道ኵ 

本部 大関ⰾἈ 
Density dependence in total egg 
production per spawner for marine fish 

 10.1111/faf.12
327  

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 
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増養殖研 ᆏ㈗ග 

増養殖研 ᑎᓥ⚈Ꮚ 
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本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

中央水研 中ᮧὒ㊰ 

増養殖研 ṇᒸဴ  

An Epidemiological Study of Akoya 
Oyster Disease Using Polymerase Chain 
Reaction Targeting Spirochaetes Genes 

Fish 
Pathology  

53  2 63 70 2018 ᖺ

06 ᭶ 

増養殖研 ᔱཎెᏊ 増養殖研 Ἑ東ᗣᙪ 

増養殖研 ᱒生㑳ஓ 

増養殖研 西ᒸ㇏ᘯ 

本部 㔩▼㝯 

増養殖研 ၨὸ 

増養殖研 ୕㍯⌮ 

北水研 大㏕ஂ  

Mass mortality caused by Pseudomonas 
anguillisepticain the pond-cultured 
Ayu Plecoglossus altivelis 

3 
  

101 104 2018 ᖺ

09 ᭶ 

ឡ▱┴水

産ヨ㦂ሙ 
内水㠃漁

業研究所 
ᘺᐩᣦᑟ

所 

Ⲩᕝ⣧ᖹ 増養殖研 ⡿ຍ⏣ᚭ First Report of Thelohanellus 
testudineus (Myxosporea) from the Skin 
of Goldfish Carassius auratus in Japan 

105 109 2018 ᖺ

09 ᭶ 

National 
Research 
Center, 
Vet Res 
Div, 
Egypt 

Gaafar A. Y. 増養殖研 Ἑ東ᗣᙪ An Oral Vaccination Method with the 
Aid of Capsaicin against Viral Nervous 
Necrosis (VNN) 

110 113 2018 ᖺ

09 ᭶ 

日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ 日水研 ᕝᣅ 

西水研 大ୗㄔ 

日水研 ᳃本ᬕஅ 

日水研 ཱྀ┤ᶞ 

日水研 ⚟␃研୍ 

日水研 ᚋ⸨ᖖኵ 

西水研 㧘ᶫ⣲ග 

西水研 Ᏻ⏣༑ஓ 

Improvement in recruitment of Japanese 
sardine with delays of the spring 
phytoplankton bloom in the Sea of 
Japan 

Fishereies 
Oceanograp
hy  

27  4 289 301 2018 ᖺ
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東北水研 ⟍ⱱ✑ 日水研 ᕝᣅ 

北水研 㯮⏣ᐶ 
Projections of nutrient supply to a 
wakame (Undaria pinnatifida) seaweed 
farm on the Sanriku Coast of Japan 

 
4 323 335 2018 ᖺ

07 ᭶ 

国際水研 ୍ኴ㑻 中央水研 ᒸᮧᐶ 

東北水研 ᕢᒣဴ 

中央水研 中⚄ṇᗣ 

東北水研 ⣡㇂⨾ஓᏊ 

Oceanographic factors affecting 
interannual recruitment variability of 
Pacific saury (Coloabis saira) in the 
central and western North Pacific 

5 445 457 2018 ᖺ

09 ᭶ 

東北水研 㔠Ꮚோ 東北水研 ዟ西Ṋ 

中央水研 瀬⸨⪽ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

東北水研 㛗㇂ᕝ大 

Dual effects of reversed winter-spring 
temperatures on year䇲to䇲year variation 
in the recruitment of chub mackerel 
(Scomber japonicus). 

online   10.1111/fog.12
403 

 

2018 ᖺ

11 ᭶ 

国際水研 ᖹᒸඃᏊ 国際水研 ⸨ᒸ⣫ 

国際水研 ⚟⏣₍生 

中央水研 Ώᖿ㞝 

西水研 大ୗㄔ 

Inter-annual variation of the diet shifts 
and their effects on the fatness and 
growth of age-0 Pacific bluefin tuna 
(Thunnus orientalis) off the 
southwestern Pacific coast of Japan 

 10.1111/fog.12
421 

 

2019 ᖺ

01 ᭶  

東ி㒔 日㔝ᬕᙪ 国際水研 ᯇ本㝯அ 

国際水研 㟷ᮌⰋᚨ 
Changes to vertical thermoregulatory 
movements of juvenile bigeye tuna 
(Thunnus obesus) in the northwestern 
Pacific Ocean with time of day, seasonal 
ocean vertical thermal structure, and 
body size 

 10.1111/fog.12
417 

 

中央水研 ᐮᕝΎె 中央水研 日㧘Ύ㝯 

中央水研 ୖᮧὈὒ 

中央水研 高ᶫṇ▱ 

東北水研 ᒸᓮ㞝 

中央水研 Ύ水ຬ࿃ 

中央水研 瀬⸨⪽ 

Environmental characteristics of 
spawning and nursery grounds of 
Japanese sardine and mackerels in the 
Kuroshio and Kuroshio Extension area 

 10.1111/fog.12
423 

 

西水研 ୗ瀬⎔ 西水研 ⏣㑓ᬛ၏ Influence of the fat content on the 
auction price of Pacific bluefin tuna 
Thunnus orientalis at Japanese fish 
markets 

Fisheries 
Research  

204   224 230 2018 ᖺ

08 ᭶ 

北海道大学 Hiroki 
Higashisaka 

中央水研 ㉥ᯇᡂ Presence and behavior of harbor 
porpoises (Phocoena phocoena) around 
set nets revealed using passive acoustic 
monitoring 

 269 274 2018 ᖺ

08 ᭶  

西水研 大ୗㄔ 国際水研 బ⸨ᣅஓ 

国際水研 大Ἑ内ඃ⨾ 

国際水研 ⏣⠜ྐ 

国際水研 Ἑὠඃ⣖ 

国際水研 ᖹᒸඃᏊ 

国際水研 ⰱ⏣ᣑኈ 

国際水研 㕥ᮌఙ᫂ 

Long-term changes in reproductive 
condition and evaluation of maternal 
effects in Pacific bluefin tuna, Thunnus 
orientalis, in the Sea of Japan 

 390 401 
 

東北水研 ᐑ本ὒ⮧ 東北水研 ᕢᒣဴ 

東北水研 ᮌ所ⱥ 

東北水研 ⣡㇂⨾ஓᏊ 

国際水研 ኈὈᮇ 

Predicting the timing of Pacific saury 
(Cololabis saira) immigration 
to Japanese fishing grounds: A new 
approach based on natural tags in 
otolith annual rings 

209  167 177 2019 ᖺ

01 ᭶ 
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Changes to vertical thermoregulatory 
movements of juvenile bigeye tuna 
(Thunnus obesus) in the northwestern 
Pacific Ocean with time of day, seasonal 
ocean vertical thermal structure, and 
body size 

 10.1111/fog.12
417 

 

中央水研 ᐮᕝΎె 中央水研 日㧘Ύ㝯 

中央水研 ୖᮧὈὒ 

中央水研 高ᶫṇ▱ 

東北水研 ᒸᓮ㞝 

中央水研 Ύ水ຬ࿃ 

中央水研 瀬⸨⪽ 

Environmental characteristics of 
spawning and nursery grounds of 
Japanese sardine and mackerels in the 
Kuroshio and Kuroshio Extension area 

 10.1111/fog.12
423 

 

西水研 ୗ瀬⎔ 西水研 ⏣㑓ᬛ၏ Influence of the fat content on the 
auction price of Pacific bluefin tuna 
Thunnus orientalis at Japanese fish 
markets 

Fisheries 
Research  

204   224 230 2018 ᖺ

08 ᭶ 

北海道大学 Hiroki 
Higashisaka 

中央水研 ㉥ᯇᡂ Presence and behavior of harbor 
porpoises (Phocoena phocoena) around 
set nets revealed using passive acoustic 
monitoring 

 269 274 2018 ᖺ

08 ᭶  

西水研 大ୗㄔ 国際水研 బ⸨ᣅஓ 

国際水研 大Ἑ内ඃ⨾ 

国際水研 ⏣⠜ྐ 

国際水研 Ἑὠඃ⣖ 

国際水研 ᖹᒸඃᏊ 

国際水研 ⰱ⏣ᣑኈ 

国際水研 㕥ᮌఙ᫂ 

Long-term changes in reproductive 
condition and evaluation of maternal 
effects in Pacific bluefin tuna, Thunnus 
orientalis, in the Sea of Japan 

 390 401 
 

東北水研 ᐑ本ὒ⮧ 東北水研 ᕢᒣဴ 

東北水研 ᮌ所ⱥ 

東北水研 ⣡㇂⨾ஓᏊ 

国際水研 ኈὈᮇ 

Predicting the timing of Pacific saury 
(Cololabis saira) immigration 
to Japanese fishing grounds: A new 
approach based on natural tags in 
otolith annual rings 

209  167 177 2019 ᖺ

01 ᭶ 
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中央水研 㧘㡲㈡᫂ 中央水研 入㊰ග㞝 

北水研 㯮⏣ᐶ 

本部 大関ⰾἈ 

Variability of swept area by sea-surface 
tows of a neuston net: Balance of 
resistance, clogging, and over-inflow 
effects 

210  175 180 2019 ᖺ

02 ᭶  

開発セ 大ᓥ㐩ᶞ 水工研 㧘ᑿⰾ୕ 
開発セ ᮌᮧᣅ人 

開発セ ୖཎᓫᩗ 
開発セ అᓥ୍ᖹ 

Differences in reaction of bigeye tuna 
(Thunnus obesus) and skipjack tuna 
(Katsuwonus pelamis) to intermittent 
light 

online  10.1016/j.fishr
es.2019.02.003 

 

㏆␥大学 ✋㔝ಇ┤ 中央水研 Ṋ⸨ගྖ 

中央水研 ▮⏣ᓫ 

中央水研 北ᮧ❶ 

Thermal tolerance of a thermally 
selected strain of rainbow trout 
Oncorhyncus mykiss and their pedigrees 
at F1 and F2 generations indicated by 
critical thermal maximum, the 
temperature at which fish lose their 
equilibrium. 

Fisheries 
Science  

84  4 671 679 2018 ᖺ

07 ᭶  

西水研 ᶫ本ṇ 西水研 ỌỤᙯ 

西水研 ᯇᒣᖾᙪ 
Lineage specific detection of the scaly 
form of the pen shell Atrina spp. by a 
loop-mediated isothermal amplification 
method 

5  837 848 

中央大学 海部୕ 中央水研 ᶓ内୍ᶞ Depletion of naturally-recruited wild 
Japanese eels in Okayama Japan, 
revealed by otolith stable isotope ratios 
and abundance index 

757 763 2018 ᖺ

09 ᭶  

中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ 中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 

中央水研 ⚟⏣㔝Ṍ人 

中央水研 ᶓ内୍ᶞ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 瀬⸨⪽ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

中央水研 ட⏣༟ᙪ 

Enhanced local recruitment of glass eel 
Anguilla japonica in Oyodo River, 
Miyazaki and offshore environmental 
condition in 2002 

777 785 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

ኳ㔝ὒ 中央水研 ᶓ内୍ᶞ Low-fidelity homing behaviour of Biwa 
salmon (Oncorhynchus sp.) landlocked 
in Lake Biwa as inferred from otolith 
elemental and Sr isotopic compositions 

799 813 

西水研 㕥ᮌ 西水研 ⸨భ 

西水研 ㇂⏣ᕘ 

西水研 ᒣୗὒ 

西水研 ᯘཎẎ 

Interspecific differences in the 
post-settlement survival of Acropora 
corals under a common garden 
experiment 

 
849 856 

 

北海道大学 ⸨᳃ᗣ 水工研 ㉺ᬛὒ 

水工研 ᒣ㷂ៅኴ㑻 
Optical and acoustic camera 
observations of the behavior of the Kuril 
harbor seal Phoca vitulina stejnegeri 
after invading a salmon setnet 

6  953 961 2018 ᖺ

11 ᭶  

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

୕Ꮿ㝧୍ 国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Predation on glass eels of Japanese 
eel Anguilla japonica in the Tone River 
Estuary, Japan 

 
1009 1014 
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ᖺ᭶ 

北水研 外ᒣ⩏ 西水研 ᶫ本༤ 

増養殖研 ዟᏹ海 

西水研 Ᏻ⸨ᛅ 

Effects of a superoptimal temperature 
on aquacultured yellowtail seriola 
quinqueradiata 

1063 1071 

䜰䝸䝌䝘

ᕞ❧大学 
㜰⿱ኴ㑻 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 
Impact of the Great East Japan 
Earthquake on the oyster market: A 
difference-in-differences estimation 

1109 1118 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ Who refuses safe but stigmatized marine 
products due to concern about 
radioactive contamination? 

1119 1133 

東ி海ὒ

大学 
東海ṇ 西水研 㓇⊛ 

西水研 ౫⏣┿㔛 
Codend selectivity in the East China Sea 
of a trawl net with the legal minimum 
mesh size 

85 1  19 32 2018 ᖺ

12 ᭶  

ி㒔大学

大学院㎰

学研究⛉ 

ᓊ本ㅬኴ 瀬水研 ∦ᒣ㈗ኈ 

瀬水研 㯮ᰗ ⨾ 

瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ 

An effective microinjection method for 
genom editing of marine aquaculture 
fish: tiger pufferfish Takifugu rubripes 
and red sea bream Pagrus major 

217 226 

㛗ᓮ大学

水産・⎔

ቃ⛉学⥲

合研究⛉ 

Weiping Mei 西水研 బ䚻༓⏤⣖ 

西水研 㧘ᶫ⣲ග 
Factors controlling spatiotemporal 
variations in stable carbon and nitrogen 
isotopes of Trachurus japonicus larvae 
and juveniles in the East China Sea  

71 80 2019 ᖺ

01 ᭶  

ி㒔大学

㎰学研究

⛉ 

Wei Jiang 東北水研 ᰩ⏣㇏ 

国際水研 ኈὈᮇ 
Age determination and growth pattern 
of temperate seabass Lateolabrax 
japonicus in Tango Bay and Sendai 
Bay, Japan 

81 98 

水大校 ㎮㔝❳ᖹ 水大校 ྜྷᕝᘅᖾ 

水大校 㔝㟹Ꮚ 

水大校 ⚟⏣⩼ 

水大校 ྂୗ学 

水大校 㧘ᶫὒ 

Tetrodotixin distribution in natural 
hybrids between the pufferfish species 
Takifugu rubripes and Takifugu 
porphyreus 

1 237 245 2019 ᖺ

01 ᭶ 

西水研 ዟᒣ㞙୍ 西水研 ᯘཎẎ The horizontal and vertical behavior, 
and site philopatry of deepwater longtail 
red snapper Etelis coruscans around 
bank 

2  361 368 2019 ᖺ

02 ᭶ 

国際水研 ఀ⸨ᬛᖾ   Biological aspects of the butterfly 
kingfish Gasterochisma melampus: 
distribution, total catch, size 
composition and CPUE 

285 294 2019 ᖺ 

03 ᭶  

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

大➉㞝 中央水研 ᙇᡂᖺ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 
Evaluation from otolith Sr stable isotope 
ratios of possible juvenile growth areas 
of Japanese eels collected from the West 
Mariana Ridge spawning area 

online  10.1007/s1256
2-019-01304-4 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶  

ி㒔大学 ୕⃝㑈 東北水研 ᡂᯇᗤ Population structure of the ocellate spot 
skate (Okamejei kenojei) inferred form 
variations in mitochondrial DNA (mt 
DNA) sequences and from 
morphological characters of regional 
populations 

Fishery 
Bulletin 

177 1 24 36 2018 ᖺ

12 ᭶ 

中央水研 内⏣⫕ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Detection and identi䟺cation of furan 
fatty acids from 䟺sh lipids by 
highperformance liquid chromatography 
coupled to electrospray ionization 
quadrupole time-of-䟻ight mass 
spectrometry 

Food 
Chemistry  

252  84 91 2018 ᖺ

06 ᭶  
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ᖺ᭶ 

中央水研 㧘㡲㈡᫂ 中央水研 入㊰ග㞝 

北水研 㯮⏣ᐶ 

本部 大関ⰾἈ 

Variability of swept area by sea-surface 
tows of a neuston net: Balance of 
resistance, clogging, and over-inflow 
effects 

210  175 180 2019 ᖺ

02 ᭶  

開発セ 大ᓥ㐩ᶞ 水工研 㧘ᑿⰾ୕ 
開発セ ᮌᮧᣅ人 

開発セ ୖཎᓫᩗ 
開発セ అᓥ୍ᖹ 

Differences in reaction of bigeye tuna 
(Thunnus obesus) and skipjack tuna 
(Katsuwonus pelamis) to intermittent 
light 

online  10.1016/j.fishr
es.2019.02.003 

 

㏆␥大学 ✋㔝ಇ┤ 中央水研 Ṋ⸨ගྖ 

中央水研 ▮⏣ᓫ 

中央水研 北ᮧ❶ 

Thermal tolerance of a thermally 
selected strain of rainbow trout 
Oncorhyncus mykiss and their pedigrees 
at F1 and F2 generations indicated by 
critical thermal maximum, the 
temperature at which fish lose their 
equilibrium. 

Fisheries 
Science  

84  4 671 679 2018 ᖺ

07 ᭶  

西水研 ᶫ本ṇ 西水研 ỌỤᙯ 

西水研 ᯇᒣᖾᙪ 
Lineage specific detection of the scaly 
form of the pen shell Atrina spp. by a 
loop-mediated isothermal amplification 
method 

5  837 848 

中央大学 海部୕ 中央水研 ᶓ内୍ᶞ Depletion of naturally-recruited wild 
Japanese eels in Okayama Japan, 
revealed by otolith stable isotope ratios 
and abundance index 

757 763 2018 ᖺ

09 ᭶  

中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ 中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 

中央水研 ⚟⏣㔝Ṍ人 

中央水研 ᶓ内୍ᶞ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 瀬⸨⪽ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

中央水研 ட⏣༟ᙪ 

Enhanced local recruitment of glass eel 
Anguilla japonica in Oyodo River, 
Miyazaki and offshore environmental 
condition in 2002 

777 785 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

ኳ㔝ὒ 中央水研 ᶓ内୍ᶞ Low-fidelity homing behaviour of Biwa 
salmon (Oncorhynchus sp.) landlocked 
in Lake Biwa as inferred from otolith 
elemental and Sr isotopic compositions 

799 813 

西水研 㕥ᮌ 西水研 ⸨భ 

西水研 ㇂⏣ᕘ 

西水研 ᒣୗὒ 

西水研 ᯘཎẎ 

Interspecific differences in the 
post-settlement survival of Acropora 
corals under a common garden 
experiment 

 
849 856 

 

北海道大学 ⸨᳃ᗣ 水工研 ㉺ᬛὒ 

水工研 ᒣ㷂ៅኴ㑻 
Optical and acoustic camera 
observations of the behavior of the Kuril 
harbor seal Phoca vitulina stejnegeri 
after invading a salmon setnet 

6  953 961 2018 ᖺ

11 ᭶  

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

୕Ꮿ㝧୍ 国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Predation on glass eels of Japanese 
eel Anguilla japonica in the Tone River 
Estuary, Japan 

 
1009 1014 
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ᖺ᭶ 

北水研 外ᒣ⩏ 西水研 ᶫ本༤ 

増養殖研 ዟᏹ海 

西水研 Ᏻ⸨ᛅ 

Effects of a superoptimal temperature 
on aquacultured yellowtail seriola 
quinqueradiata 

1063 1071 

䜰䝸䝌䝘

ᕞ❧大学 
㜰⿱ኴ㑻 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 
Impact of the Great East Japan 
Earthquake on the oyster market: A 
difference-in-differences estimation 

1109 1118 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ Who refuses safe but stigmatized marine 
products due to concern about 
radioactive contamination? 

1119 1133 

東ி海ὒ

大学 
東海ṇ 西水研 㓇⊛ 

西水研 ౫⏣┿㔛 
Codend selectivity in the East China Sea 
of a trawl net with the legal minimum 
mesh size 

85 1  19 32 2018 ᖺ

12 ᭶  

ி㒔大学

大学院㎰

学研究⛉ 

ᓊ本ㅬኴ 瀬水研 ∦ᒣ㈗ኈ 

瀬水研 㯮ᰗ ⨾ 

瀬水研 ྜྷᾆᗣᑑ 

An effective microinjection method for 
genom editing of marine aquaculture 
fish: tiger pufferfish Takifugu rubripes 
and red sea bream Pagrus major 

217 226 

㛗ᓮ大学

水産・⎔

ቃ⛉学⥲

合研究⛉ 

Weiping Mei 西水研 బ䚻༓⏤⣖ 

西水研 㧘ᶫ⣲ග 
Factors controlling spatiotemporal 
variations in stable carbon and nitrogen 
isotopes of Trachurus japonicus larvae 
and juveniles in the East China Sea  

71 80 2019 ᖺ

01 ᭶  

ி㒔大学

㎰学研究

⛉ 

Wei Jiang 東北水研 ᰩ⏣㇏ 

国際水研 ኈὈᮇ 
Age determination and growth pattern 
of temperate seabass Lateolabrax 
japonicus in Tango Bay and Sendai 
Bay, Japan 

81 98 

水大校 ㎮㔝❳ᖹ 水大校 ྜྷᕝᘅᖾ 

水大校 㔝㟹Ꮚ 

水大校 ⚟⏣⩼ 

水大校 ྂୗ学 

水大校 㧘ᶫὒ 

Tetrodotixin distribution in natural 
hybrids between the pufferfish species 
Takifugu rubripes and Takifugu 
porphyreus 

1 237 245 2019 ᖺ

01 ᭶ 

西水研 ዟᒣ㞙୍ 西水研 ᯘཎẎ The horizontal and vertical behavior, 
and site philopatry of deepwater longtail 
red snapper Etelis coruscans around 
bank 

2  361 368 2019 ᖺ

02 ᭶ 

国際水研 ఀ⸨ᬛᖾ   Biological aspects of the butterfly 
kingfish Gasterochisma melampus: 
distribution, total catch, size 
composition and CPUE 

285 294 2019 ᖺ 

03 ᭶  

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

大➉㞝 中央水研 ᙇᡂᖺ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 
Evaluation from otolith Sr stable isotope 
ratios of possible juvenile growth areas 
of Japanese eels collected from the West 
Mariana Ridge spawning area 

online  10.1007/s1256
2-019-01304-4 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶  

ி㒔大学 ୕⃝㑈 東北水研 ᡂᯇᗤ Population structure of the ocellate spot 
skate (Okamejei kenojei) inferred form 
variations in mitochondrial DNA (mt 
DNA) sequences and from 
morphological characters of regional 
populations 

Fishery 
Bulletin 

177 1 24 36 2018 ᖺ

12 ᭶ 

中央水研 内⏣⫕ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Detection and identi䟺cation of furan 
fatty acids from 䟺sh lipids by 
highperformance liquid chromatography 
coupled to electrospray ionization 
quadrupole time-of-䟻ight mass 
spectrometry 

Food 
Chemistry  

252  84 91 2018 ᖺ

06 ᭶  
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ᖺ᭶ 

(国研)産
業ᢏ術⥲

合研究所 

Takashi 
Yarita 

中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 
Interlaboratory comparison of liquid 
chromatography-tandem mass 
spectrometry quanti䟺cation of diarrhetic 
shell䟺sh toxins in scallop midgut glands 

Food 
Chemistry  

252  366 372 2018 ᖺ

06 ᭶ 

Research 
and 
Developm
ent 
Center, 
Betagro 
Group 

Chirapiphat 
Phraephaisarn
a 

中央水研 大ᓥ༓ᑜ Multiple-locus variable-number tandem 
repeat analysis using multiplex 
polymerase chain reaction and next-
generation sequencing - A novel high-
throughput method for subtyping 
Listeria strains 

Food 
Control 

93  235 240 2018 ᖺ

06 ᭶ 

中央水研 ཬᕝᐶ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Large-scale cultivation of 
Gymnodinium catenatum for paralytic 
shellfish toxin standards 

Food Safety  6 2 83 87 2018 ᖺ

06 ᭶  

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Distribution of Diarrhetic Shellfish 
Toxins in Mussels, Scallops, and 
Ascidian 

6 2 101 106 

日本大学 ᐑ⃝㱟୍㑻 増養殖研 ᯇᾆ㞝ኴ Peculiar Expression of CD3-Epsilon in 
Kidney of Ginbuna Crucian Carp 

frontiers in 
Immunolog
y 

9  1321  2018 ᖺ

06 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

ᒣ⏣ὒ㍜ 瀬水研 外⿱ྖ Aggregate Formation During the Viral 
Lysis of a Marine Diatom 

Frontiers in 
Marine 
Science  

online  10.3389/fmars.
2018.00167 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

東北水研 ᱓⏣   Bolidophyceae, a Sister Picoplanktonic 
Group of Diatoms – A Review 

5  370  2018 ᖺ

10 ᭶ 

水大校 ᐑ⏣ᫀ᫂ 水大校 ᮡᾆ⩏ṇ Effects of fish oil-enriched Sasa-
kamaboko diet in decreasing hepatic 
lipid levels in a mouse fatty liver disease 
model.  

Fundamenta
l 
Toxicologic
al Sciences 

5 5 171 179 2018 ᖺ

11 ᭶ 

䜸タ䝂大

学 
Anh Tuan 
Nguyen 

増養殖研 㢼⸨⾜⣖ Expression of gonadotropin subunit and 
gonadotropin receptor genes in wild 
female New Zealand shortfinned eel 
(Anguilla australis) during yellow and 
silver stages 

General and 
Comparative  

272  83 92 2018 ᖺ

12 ᭶  

中央水研 入㊰ග㞝 増養殖研 ℈⏣ஂ 

増養殖研 㢼⸨⾜⣖ 

中央水研 㤿ஂ地䜏䜖

䛝 

西水研 ⋞ᾈ୍㑻 

増養殖研 ዟ⃝公୍ 

Photoperiodic regulation of plasma 
gonadotropin levels in previtellogenic 
greater amberjack (Seriola dumerili) 

269  149 155 

東北水研 Ύ水大㍜ 東北水研 ๓⏣▱ᕫ 

西水研 Ᏻ⸨ᛅ 
Effects of green light on the growth of 
spotted halibut, Verasper variegatus, 
and Japanese flounder, Paralichthys 
olivaceus, and on the endocrine system 
of spotted halibut at different water 
temperatures 

271  82 90 2019 ᖺ

01 ᭶ 

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

Igarashi Yoji 中央水研 㜝㔝ṇᚿ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 

本部 小ᯘᩗ 

東北水研 ᩧ⸨᠇ 

Whole-genome sequencing of 84 
Japanese eels reveals evidence against 
panmixia and support for sympatric 
speciation. 

Genes 9 10 474  2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ྜྷᕝᘅᖾ 水大校 㔝㟹Ꮚ 

西水研 ᯘ⏣㈗㞝 
Hybrid Sterility in Fish Caused by 
Mitotic Arrest of Primordial Germ Cells 

Genetics 209 2 507 521 2018 ᖺ

06 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

(国研) 
海ὒ研究

開発機ᵓ 

ሷᓮᣅᖹ 日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ 

西水研 ㇂⏣ᕘ 
Linkage between dinitrogen fixation and 
primary production in the oligotrophic 
South Pacific Ocean 

Global 
Biogeochem
ical Cycles  

32 7 1028 1044 2018 ᖺ

07 ᭶ 

Abo 
Akademi 
University 

M. Emilia 
Rohr 

瀬水研 ᇼṇ Blue carbon storage capacity of 
temperate eelgrass (Zostera marina) 
meadows 

32 10 1457 1475 2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 Sirje Sildever 中央水研 ཬᕝᐶ 

瀬水研 ᆏ本⠇Ꮚ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

中央水研 Ⳣ㔝⳯䚻Ꮚ 

中央水研 㛗ᩄ 

Genetic relatedness of a new Japanese 
isolates of Alexandrium ostenfeldii 
bloom population with global isolates 

Harmful 
Algae 

online  10.1016/j.hal.2
019.02.005 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

北海道大

学大学院

水産⛉学

研究院 

工⸨⚽᫂ 瀬水研 ᣢ⏣ᙪ Detection and localization of the thyroid 
hormone receptor beta mRNA in the 
immature olfactory receptor neurons of 
chum salmon 

Heliyon 4 8 e007
44 

 2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ⛅⏣㕲ஓ   Coalescent framework for prokaryotes 
undergoing interspecific homologous 
recombination 

Heredity 120 5 474 484 2018 ᖺ

05 ᭶ 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 北水研 బᶫ⋞グ Ongoing localized extinctions of stream-
dwelling white-spotted charr 
populations in small dammed-off 
habitats of Hokkaido Island, Japan 

Hydrobiolog
ia  

online   10.1007/s1075
0-019-3891-1 

 

2019 ᖺ

01 ᭶ 

中央水研 ᐑ本ᖾኴ   Effects of water depth and structural 
complexity on survival and settlement 
of white-spotted charr (Salvelinus 
leucomaenis) 

 10.1007/s1075
0-019-3887-x 

 

2019 ᖺ 

02 ᭶ 

西水研 బ䚻༓⏤⣖   Estimation of the spawning biomass of 
myctophids based on larval production 
and reproductive parameters: the case 
study of Benthosema pterotum in the 
East China Sea  

ICES 
Journal of 
Marine 
Science  

online  10.1093/icesj
ms/fsy051  
Published: 02 
May 2018 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 北水研 ᒣୗኤᕹ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

中央水研 西ᔱ⩧ኴ 

Comparison of the performance of age-
structured models with few survey 
indices. 

75 6 2016 2024 2018 ᖺ

10 ᭶ 

北水研 本ከኴ㑻 北水研 ᩪ⸨ᑑᙪ 

北水研 ᾆⱱᙪ 
First report of growth rate of juvenile 
chum salmon Oncorhynchus keta 
captured in the Sea of Okhotsk offshore 

Ichthyologic
al Research  

online  10.1007/s1022
8-018-0643-6 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

ி㒔大学 Ώ㎶ᩄ 水大校 㓇ᕫ Comparative phylogeography of 
diadromous and freshwater daces of the 
genus Tribolodon (Cyprinidae) 

65 3 383 397 2018 ᖺ

07 ᭶ 

 

 

  
西水研 ᯘ 西水研 㧘ᶫ⣲ග How Japanese anchovy spawn in 

northern waters: start with surface 
warming and end with day length 
shortening 

online  10.1007/s1022
8-018-0652-5 

 

2018 ᖺ

07 ᭶ 
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

(国研)産
業ᢏ術⥲

合研究所 

Takashi 
Yarita 

中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 
Interlaboratory comparison of liquid 
chromatography-tandem mass 
spectrometry quanti䟺cation of diarrhetic 
shell䟺sh toxins in scallop midgut glands 

Food 
Chemistry  

252  366 372 2018 ᖺ

06 ᭶ 

Research 
and 
Developm
ent 
Center, 
Betagro 
Group 

Chirapiphat 
Phraephaisarn
a 

中央水研 大ᓥ༓ᑜ Multiple-locus variable-number tandem 
repeat analysis using multiplex 
polymerase chain reaction and next-
generation sequencing - A novel high-
throughput method for subtyping 
Listeria strains 

Food 
Control 

93  235 240 2018 ᖺ

06 ᭶ 

中央水研 ཬᕝᐶ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Large-scale cultivation of 
Gymnodinium catenatum for paralytic 
shellfish toxin standards 

Food Safety  6 2 83 87 2018 ᖺ

06 ᭶  

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Distribution of Diarrhetic Shellfish 
Toxins in Mussels, Scallops, and 
Ascidian 

6 2 101 106 

日本大学 ᐑ⃝㱟୍㑻 増養殖研 ᯇᾆ㞝ኴ Peculiar Expression of CD3-Epsilon in 
Kidney of Ginbuna Crucian Carp 

frontiers in 
Immunolog
y 

9  1321  2018 ᖺ

06 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

ᒣ⏣ὒ㍜ 瀬水研 外⿱ྖ Aggregate Formation During the Viral 
Lysis of a Marine Diatom 

Frontiers in 
Marine 
Science  

online  10.3389/fmars.
2018.00167 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

東北水研 ᱓⏣   Bolidophyceae, a Sister Picoplanktonic 
Group of Diatoms – A Review 

5  370  2018 ᖺ

10 ᭶ 

水大校 ᐑ⏣ᫀ᫂ 水大校 ᮡᾆ⩏ṇ Effects of fish oil-enriched Sasa-
kamaboko diet in decreasing hepatic 
lipid levels in a mouse fatty liver disease 
model.  

Fundamenta
l 
Toxicologic
al Sciences 

5 5 171 179 2018 ᖺ

11 ᭶ 

䜸タ䝂大

学 
Anh Tuan 
Nguyen 

増養殖研 㢼⸨⾜⣖ Expression of gonadotropin subunit and 
gonadotropin receptor genes in wild 
female New Zealand shortfinned eel 
(Anguilla australis) during yellow and 
silver stages 

General and 
Comparative  

272  83 92 2018 ᖺ

12 ᭶  

中央水研 入㊰ග㞝 増養殖研 ℈⏣ஂ 

増養殖研 㢼⸨⾜⣖ 

中央水研 㤿ஂ地䜏䜖

䛝 

西水研 ⋞ᾈ୍㑻 

増養殖研 ዟ⃝公୍ 

Photoperiodic regulation of plasma 
gonadotropin levels in previtellogenic 
greater amberjack (Seriola dumerili) 

269  149 155 

東北水研 Ύ水大㍜ 東北水研 ๓⏣▱ᕫ 

西水研 Ᏻ⸨ᛅ 
Effects of green light on the growth of 
spotted halibut, Verasper variegatus, 
and Japanese flounder, Paralichthys 
olivaceus, and on the endocrine system 
of spotted halibut at different water 
temperatures 

271  82 90 2019 ᖺ

01 ᭶ 

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

Igarashi Yoji 中央水研 㜝㔝ṇᚿ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 

本部 小ᯘᩗ 

東北水研 ᩧ⸨᠇ 

Whole-genome sequencing of 84 
Japanese eels reveals evidence against 
panmixia and support for sympatric 
speciation. 

Genes 9 10 474  2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ྜྷᕝᘅᖾ 水大校 㔝㟹Ꮚ 

西水研 ᯘ⏣㈗㞝 
Hybrid Sterility in Fish Caused by 
Mitotic Arrest of Primordial Germ Cells 

Genetics 209 2 507 521 2018 ᖺ

06 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

(国研) 
海ὒ研究

開発機ᵓ 

ሷᓮᣅᖹ 日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ 

西水研 ㇂⏣ᕘ 
Linkage between dinitrogen fixation and 
primary production in the oligotrophic 
South Pacific Ocean 

Global 
Biogeochem
ical Cycles  

32 7 1028 1044 2018 ᖺ

07 ᭶ 

Abo 
Akademi 
University 

M. Emilia 
Rohr 

瀬水研 ᇼṇ Blue carbon storage capacity of 
temperate eelgrass (Zostera marina) 
meadows 

32 10 1457 1475 2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 Sirje Sildever 中央水研 ཬᕝᐶ 

瀬水研 ᆏ本⠇Ꮚ 

北水研 㯮⏣ᐶ 

中央水研 Ⳣ㔝⳯䚻Ꮚ 

中央水研 㛗ᩄ 

Genetic relatedness of a new Japanese 
isolates of Alexandrium ostenfeldii 
bloom population with global isolates 

Harmful 
Algae 

online  10.1016/j.hal.2
019.02.005 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

北海道大

学大学院

水産⛉学

研究院 

工⸨⚽᫂ 瀬水研 ᣢ⏣ᙪ Detection and localization of the thyroid 
hormone receptor beta mRNA in the 
immature olfactory receptor neurons of 
chum salmon 

Heliyon 4 8 e007
44 

 2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ⛅⏣㕲ஓ   Coalescent framework for prokaryotes 
undergoing interspecific homologous 
recombination 

Heredity 120 5 474 484 2018 ᖺ

05 ᭶ 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 北水研 బᶫ⋞グ Ongoing localized extinctions of stream-
dwelling white-spotted charr 
populations in small dammed-off 
habitats of Hokkaido Island, Japan 

Hydrobiolog
ia  

online   10.1007/s1075
0-019-3891-1 

 

2019 ᖺ

01 ᭶ 

中央水研 ᐑ本ᖾኴ   Effects of water depth and structural 
complexity on survival and settlement 
of white-spotted charr (Salvelinus 
leucomaenis) 

 10.1007/s1075
0-019-3887-x 

 

2019 ᖺ 

02 ᭶ 

西水研 బ䚻༓⏤⣖   Estimation of the spawning biomass of 
myctophids based on larval production 
and reproductive parameters: the case 
study of Benthosema pterotum in the 
East China Sea  

ICES 
Journal of 
Marine 
Science  

online  10.1093/icesj
ms/fsy051  
Published: 02 
May 2018 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 北水研 ᒣୗኤᕹ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

中央水研 西ᔱ⩧ኴ 

Comparison of the performance of age-
structured models with few survey 
indices. 

75 6 2016 2024 2018 ᖺ

10 ᭶ 

北水研 本ከኴ㑻 北水研 ᩪ⸨ᑑᙪ 

北水研 ᾆⱱᙪ 
First report of growth rate of juvenile 
chum salmon Oncorhynchus keta 
captured in the Sea of Okhotsk offshore 

Ichthyologic
al Research  

online  10.1007/s1022
8-018-0643-6 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

ி㒔大学 Ώ㎶ᩄ 水大校 㓇ᕫ Comparative phylogeography of 
diadromous and freshwater daces of the 
genus Tribolodon (Cyprinidae) 

65 3 383 397 2018 ᖺ

07 ᭶ 

 

 

  
西水研 ᯘ 西水研 㧘ᶫ⣲ග How Japanese anchovy spawn in 

northern waters: start with surface 
warming and end with day length 
shortening 

online  10.1007/s1022
8-018-0652-5 

 

2018 ᖺ

07 ᭶ 
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

୕Ꮿ㝧୍ 国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Multiple habitat use of Japanese sea 
bass Lateolabrax japonicusin the estuary 
region of the Tone River system, 
implied by stable isotope analysis 

 10.1007/s1022
8-018-0655-2 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

北水研 బᶫ⋞グ 北水研 ᳃⏣ኴ㑻 Spatial expansion and increased 
population density of masu salmon parr 
independent of river restoration 

65  4  496 501 2018 ᖺ

10 ᭶ 

開発セ ୗග᫂   Protandry of the flathead Suggrundus 
meerdervoortii (Teleostei: 
Platycephalidae) 

507 509 2018 ᖺ

11 ᭶ 

大㜰ᕷ❧

大学 
బ⸨㥴 水大校 ⏣ୖⱥ᫂ 

水大校 ẟ㞞ᙪ 
Costs and benefits of biparental mucus 
provisioning in discus fish 
(Symphysodon aequifasciatus) 

510 514 2019 ᖺ

03 ᭶ 

水工研 Ἠᬛ人 水工研 ⸨⏣⸅ 

水工研 ᯇ▱ᙪ 

水工研 ㉺ᬛὒ 

水工研 ⃝⏣ᾈ୍ 

Development of a Method for 
Behavioral Observation of Deep Water 
Fishes Using Pingers 

IEEE 2018 
OCEANS - 
MTS/IEEE 
Kobe 
Techno-
Oceans 
(OTO) 

  1 4 2018 ᖺ

12 ᭶ 

西水研 㕥ᮌᆂ   Gliding patterns of Siberian flying 
squirrels in relation to forest structure 

iForest-
Biogeoscien
ces and 
Forestry 

12  114 117 2019 ᖺ

02 ᭶ 

⌰⌫大学 ᯇ㷂࿃㑻 増養殖研 ᒣ㷂㞞ಇ Dispensable role of chemokine 
receptors in migration of mycobacterial 
antigen-specific CD4+ T cells into 
Mycobacterium-infected lung 

Immunobiol
ogy 

online  10.1016/j.imbi
o.2019.01.006 

 

2019 ᖺ 

01 ᭶ 

西水研 ᰩཎኵ 西水研 ᶫ本ṇ 

西水研 中㔝ᫀḟ 

西水研 ᯇᒣᖾᙪ 

瀬水研 ఀ⸨⠜ 

瀬水研 වᯇṇ⾨ 

西水研 ᒸᮧ㯢 

Horizontal and vertical variations in 
survival rates of juvenile bivalves, 
Anadara kagoshimensis (Tokunaga, 
1906), Ruditapes philippinarum (Adams 
& Reeve, 1850) and Atrina sp., 
experimentally caged in the inner area 
of the Sea of Ariake, Japan 

International 
Aquatic 
Research 

10 4 349 359 2018 ᖺ

11 ᭶ 

↓所ᒓ   Ayaka 
Yurimoto 

西水研 ᅼ本㐩ஓ Wild otter observation on Gurney Drive 
coast in Penang Island, Malaysia 

International 
Journal of 
Aquatic 
Biology 

6 3 122 125 2018 ᖺ

06 ᭶ 

東ி海ὒ

大 
ᗈ瀬ṇᑦ 水大校 ୍瀬⣧ᘺ Development of the general correlation 

for condensation heat transfer and 
pressure drop inside horizontal 4 mm 
small-diameter smooth and microfin 
tubes 

International 
Journal of 
Refrigeratio
n 

90  238 248 2018 ᖺ

06 ᭶ 

㔠ἑ大学 Toshio 
Sekiguchi 

北水研 㯮ᕝᛅⱥ Molecular Characterization of Putative 
Calcitonin Gene-Related Peptide 
Receptors and Expression of Calcitonin 
Gene-Related Peptide and its Receptor 
in the Early Development of Flounder, 
Paralichthys olivaceus 

International 
Journal of 
Zoological 
Investigatio
ns 

4 2 107 114 2018 ᖺ

12 ᭶ 

(国研) 
海ὒ研究

開発機ᵓ 

Tzu-Hao Lin 中央水研 ㉥ᯇᡂ Comparison of passive acoustic 
soniferous fish monitoring with 
supervised andunsupervised approaches 

JASA 
Express 
Letters 

143 4 278 284 2018 ᖺ

04 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

日本㣗ရ

ศᯒセン

ター 

ᯇ本౫㔛 水大校 ᒣୗ᫂ Determination of Inorganic Arsenic in 
Seaweed and Seafood by LC-ICP-MS: 
Method Validation 

Journal of 
AOAC 
International  

102 2 590 604 2019 ᖺ

03 ᭶ 

国際水研 ⸨Ἴ⿱ᶞ 国際水研 Ἴ㟹Ꮚ 

西水研 大ୗㄔ 
Development of an alternative ageing 
technique for blue shark (Prionace 
glauca) using the vertebra 

Journal of 
Applied 
Ichthyology  

34  3 590 600 2018 ᖺ

05 ᭶ 

ᗈᓥ大学 高ᶫ⪽ 東北水研 ᰩ⏣㇏ 

東北水研 ᶔ༤ᖾ 
Diel feeding rhythms, daily ration, and 
seasonal changes thereof in marbled 
flounder Pseudopleuronectes 
yokohamae 

4 888 895 2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究

⛉ 

ᕝୖ㐩ஓ 北水研 ᩪ⸨ᑑᙪ Relationships between growth traits and 
sFale staEle isotoSes �į��&� į��1� of 
adult chum salmon Oncorhynchus keta 
in Hokkaido, Japan 

online  10.1111/jai.
13860  

2019 ᖺ 

01 ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
⛅⏣ಙ࿃ 中央水研 㛗ᩄ 

本部 ᱓ཎஂ⨾ 
Rapid detection of macroalgal seed bank 
on cobbles: application of DNA 
metabarcoding using next-generation 
sequencing 

Journal of 
Applied 
Phycology 

  1 11 2019 ᖺ 

02 ᭶ 

瀬水研 内⏣ᇶᬕ   Development of koji by culturing 
Aspergillus oryzae on nori (Pyropia 
yezoensis) 

Journal of 
Bioscience 
and 
Bioengineeri
ng 

online  10.1016/j.jbios
c.2018.07.017 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

瀬水研 㷏㔝ᚿ 瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 

瀬水研 内⏣ᇶᬕ 

Sample treatment optimization for fish 
stool metabolomics 

Journal of 
Chromatogr
aphy B 

1092  258 267 2018 ᖺ

06 ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
ᓮඞᖾ 増養殖研 ⚄ಖᛅ㞝 

開発セ ᮧୖᜨ♸ 
The influence of male size on 
competitive mating success in the 
Japanese spiny lobster Panulirus 
japonicus (von Siebold, 1824) 
(Decapoda: Palinuridae): implications 
for broodstock management techniques 

Journal of 
Crustacean 
Biology 

38 4 393 400 2018 ᖺ

05 ᭶ 

㔠ἑ大学 ୖ╬ኵ 中央水研 ⸨本㈼ 

中央水研 ୕ᮌᚿὠᕹ 
Vertical profiles of Fukushima Dai-ichi 
NPP-derived radiocesium 
concentrations in the waters of the 
southwesternOkhotsk Sea (2011-2017) 

Journal of 
Environmen
tal 
Radioactivit
y  

192  580 586 2018 ᖺ

05 ᭶ 

(国研) 
海ὒ研究

開発機ᵓ 

Yuichirou 
Kumamoto 

中央水研 ᖐᒣ⚽ᶞ Radiocesium in North Pacific coastal 
and offshore areas of Japan within 
several months after the Fukushima 
accident 

198  79 88 2019 ᖺ 

03 ᭶ 

中央水研 ⚟⏣㔝Ṍ人 中央水研 ᶓ内୍ᶞ 

中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 

中央水研 㯮ᮌὒ᫂ 

中央水研 ▮⏣ᓫ 

Salinity and odor preferences of 
Japanese eel during the first year of 
post-recruitment growth in saline water 

Journal of 
Ethology 

37 1 93 99 2019 ᖺ

01 ᭶ 

瀬水研 北㎷䛥䜋 瀬水研 㨣ሯ๛ Does Noctiluca scintillans end the 
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୕Ꮿ㝧୍ 国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Multiple habitat use of Japanese sea 
bass Lateolabrax japonicusin the estuary 
region of the Tone River system, 
implied by stable isotope analysis 

 10.1007/s1022
8-018-0655-2 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

北水研 బᶫ⋞グ 北水研 ᳃⏣ኴ㑻 Spatial expansion and increased 
population density of masu salmon parr 
independent of river restoration 

65  4  496 501 2018 ᖺ

10 ᭶ 

開発セ ୗග᫂   Protandry of the flathead Suggrundus 
meerdervoortii (Teleostei: 
Platycephalidae) 

507 509 2018 ᖺ

11 ᭶ 

大㜰ᕷ❧

大学 
బ⸨㥴 水大校 ⏣ୖⱥ᫂ 

水大校 ẟ㞞ᙪ 
Costs and benefits of biparental mucus 
provisioning in discus fish 
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510 514 2019 ᖺ
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Behavioral Observation of Deep Water 
Fishes Using Pingers 
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OCEANS - 
MTS/IEEE 
Kobe 
Techno-
Oceans 
(OTO) 
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Evidence of spawning by 
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 1233 1237 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 中央水研 ᆤ₶୍ 

北水研 బᶫ⋞グ 
Iteroparity of stream resident masu 
salmon Oncorhynchus masou 

 750 754 2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 ᒣ本⚈୍㑻   Genetic population structure of Japanese 
river sculpin Cottus pollux (Cottidae) 
large䇲egg type, inferred from 
mitochondrial DNA sequences 

94 2 325 329 2019 ᖺ
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multiplex PCR assay for the detection of 
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Diseases  
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水㔝ఙஓ 北水研 ᾆⱱᙪ Experimental evidence on prevention of 
infection by the ectoparasitic protozoans 
Ichthyobodo salmonis and Trichodina 
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42 1 129 140 2018 ᖺ
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SEAFDEC Rattana Tiaye 中央水研 ᐑ⏣ຮ The Role of Middle Persons as a 
Distribution Channel for Small-scale 
Marine Capture Fishery Products: Case 
Study in Rayong Province, Thailand 

Journal of 
Fisheries 
and 
Environmen
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42 1 66 80 2018 ᖺ

05 ᭶ 
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Inoue-
Sakamoto, K 

中央水研 ▼ཎ㈼ྖ Characterization of mycosporine-like 
amino acids in the cyanobacterium 
Nostoc verrucosum. 
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General and 
Applied 
Mictobiolog
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64 5 203 211 2018 ᖺ
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Ichthyology 

58 4 594 599 2018 ᖺ

08 ᭶ 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

㓇ᨻᏹ 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Averaging methods for estimating 
parametric roll in longitudinal and 
oblique waves 

Journal of 
Marine 
Science and 
Technology 

23 3 413 424 2018 ᖺ

10 ᭶ 

東ி大学

大学院 
㎰学生

⛉学研究
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࿘㜵⋹ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 
Poecillastrin H, a Chondropsin-
Type Macrolide with 
a Conjugated Pentaene Moiety, from 
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products  

81 5 1295 1299 2018 ᖺ
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㎰学生
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Colony-wise Analysis of a Theonella 
swinhoei Marine Sponge with a Yellow 
Interior Permitted the Isolation of 
Theonellamide I 

81 11 2595 2599 2018 ᖺ
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北海道大学 ၈ᮌ㐩㑻 北水研 㯮⏣ᐶ Buoyancy shutdown process for the 
development of the baroclinic jet 
structure of the Soya Warm Current 
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中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ   High-frequency ocean radar derived 
characteristics of sea surface currents in 
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4 431 437 
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⛉学研究
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水㔝ඃ 東北水研 ⏣中㞝大 Determination of the freshwater origin 
of Coastal Oyashio Water using humic-
like fluorescence in dissolved organic 
matter  

5 509 521 2018 ᖺ
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ᕞ大学 Haejin Kim 瀬水研 㨣ሯ๛ Biological modulation in the seasonal 
variation of dissolved oxygen 
concentration in the upper Japan Sea 

online 
online 

 10.1007/s1087
2-018-0497-6 

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

東北水研 ⏣中㞝大 東北水研 㛗㇂ᕝ大 Enhanced vertical turbulent nitrate flux 
in the Kuroshio across the Izu Ridge 

 10.1007/s1087
2-018-0500-2 
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Tunghai 
University 

Chia-Jung 
Hsieh 
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08 ᭶ 
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Malaysia 

Quang Dung 
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135  1 10 2018 ᖺ

05 ᭶ 

ᗈᓥ大学 ᒣẎ 瀬水研 ᇼṇ Ontogenetic changes in the optimal 
temperature for growth of juvenile 
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Spatiotemporal variations in the 
distribution of round herring eggs in the 
East China and Japan Seas during 1997–
2013 

 1 10 2018 ᖺ

12 ᭶ 

東ி海ὒ

大学 
Kanna Banno 中央水研 㛗ᩄ Deleterious effects of harmful 

dinoflagellates and raphidophytes on 
egg viability and spermatozoa 
swimming velocity in the Japanese Pearl 
Oyster Pinctada fucata martensii. 

Journal of 
Shellfish 
Research  

37  2 41 48 2018 ᖺ
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Laboratory Scale Culture of Early-Stage 
Kuruma Shrimp Marsupenaeus 
japonicus Larvae Fed on 
Thraustochytrids Aurantiochytrium and 
Parietichytrium 

3  571 579 2018 ᖺ
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東北大学

大学院㎰

学研究⛉ 

㧘ᮌ⪷ᐇ 中央水研 ᮧ⏣⿱Ꮚ Dietary effect of kelp (Saccharina 
japonica) on gonad quantity and quality 
in sea urchins (Mesocentrotus nudus) 
collected from a barren before the 
fishing season 

659 669 

University 
of Malaya 

Kean Chong 
Lim 

西水研 ᅼ本㐩ஓ Feeding ecology of three sympatric 
species of stingrays on a tropical 
mudflat 

Journal of 
the Marine 
Biological 
Association 
of the UK 

online  10.1017/S0025
315418000759 

 

2018 ᖺ

10 ᭶ 

東ி大学
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中本ኴ 西水研 ᒣ⏣⚽⛅ Seasonal fluctuation in food sources of 
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analysis. 
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Biological 
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Ontogenetic and inter-annual variation 
in the diet of Japanese jack mackerel 
(Trachurus japonicus) juveniles in the 
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Biological 
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03 ᭶ 

瀬水研 ཱྀᫀᕭ 瀬水研 ᓥ⿄ᐶ┒ 
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Quantitative real-time PCR and droplet 
digital PCR duplex assays for detecting 
Zostera marina DNA in coastal 
sediments. 

Limnology 
and 
Oceanograp
hy: Methods 

16 4 253 264 2018 ᖺ

04 ᭶ 

北海道大

学大学院 
ᯇ本ౡᏊ 国際水研 ᖹᒸඃᏊ 

国際水研 ⏣⠜ྐ 

西水研 大ୗㄔ 

A simplified gas chromatographic fatty 
acid analysis by the direct 
saponification/methylation procedure 
and its application of Pacific bluefin 
tuna, yellowfin tuna and skipjack tuna 
larvae. 

Lipids 53 9 919 929 2018 ᖺ

11 ᭶ 

西水研 㕥ᮌᆂ   Early and efficient detection of an 
endangered flying squirrel by arboreal 
camera trapping 

Mammalia online  10.1515/mam
malia-2018-
0055 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ᯇ⏣ᆂྐ   Internal illuminance and shelter shape 
affect shelter selection by the Japanese 
eel Anguilla japonica 

Marine and 
Freshwater 
Behaviour 
and 
Physiology 

51  67 78 2018 ᖺ

07 ᭶ 

西水研 大ୗㄔ 国際水研 ᖹᒸඃᏊ 

国際水研 బ⸨ᣅஓ 
Feeding habits of bigeye tuna (Thunnus 
obesus) in the North Pacific Ocean from 
2011 to 2013 

Marine and 
Freshwater 
Research  

69 4 585 606 2018 ᖺ

04 ᭶ 

ྎ‴大学 Chia-Ying 
Ko 

東北水研 ᶔ༤ᖾ Assessing alpha and beta diversities of 
benthic macroinvertebrates and their 
environmental drivers between 
watersheds with different levels of 
habitat transformation in Japan 

70 4 504 512 2018 ᖺ

11 ᭶ 

Pontificia 
Universida
d Católica 
de 
Valparaíso 

Guido Plaza 
Pasten 

中央水研 㧘㡲㈡᫂ Revisiting daily age determination in 
juvenile anchoveta Engraulis ringens 

online  10.1071/MF18
307 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

東北水研 ᕢᒣဴ 中央水研 ᰗ本༟ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 
Genetic and morphological variation in 
Pennella sp.(Copepoda: 
Siphonostomatoida) collected from 
Pacific saury, Cololabis saira 

Marine 
Biodiversity 
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05 ᭶ 

北水研 小ᒸᏕ 北水研 ℈ὠ⣖ Transported zooplankton from the 
Okhotsk Sea facilitate feeding and 
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continental shelf along the Oyashio 
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Marine 
Biology 
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㎰学生
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Biotechnolo
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水大校 ᮡᾆ⩏ṇ 水大校 ⮻ᑗ 

水大校 ᐑ⏣ᫀ᫂ 
Orally administered phlorotannins from 
Eisenia arborea suppress chemical 
mediator release and cyclooxygenase-2 
signaling to alleviate mouse ear 
swelling. 

Marine 
Drugs 

16 8 10.3390/md16
080267 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

ⓑཌኴᮁ 水大校 ༡ᲄᴋᅵ Reconstruction of the salinity history 
associated with movements of 
mangrove fishes using otolith oxygen 
isotopic analysis 

Marine 
Ecology 
Progress 
Series  

593   127 139 2018 ᖺ

04 ᭶  

西水研 ྥⲡୡ㤶 西水研 大ୗㄔ 

西水研 㯮⏣ၨ⾜ 

西水研 Ᏻ⏣༑ஓ 

西水研 ⚟ⱝ㞞❶ 

Long-term distribution change of 
Japanese sardine in the Sea of Japan 
with their population dynamics 

 141 154 

西水研 Ᏻ⏣༑ஓ   Diel vertical migration of chub 
mackerel: preliminary evidence from a 
biologging study  

598  147 151 2018 ᖺ

06 ᭶ 

Ifremer Franck 
Lagarde 

瀬水研 ᇼṇ 

瀬水研 ཱྀᫀᕭ 
Trophic environments impact size at 
metamorphosis and recruitment 
performance of Pacific oyster 

602  135 153 2018 ᖺ

08 ᭶ 

瀬水研 బ⸨⌶ 西水研 小ᯘ┿人 

西水研 ᰩཎኵ 

瀬水研 ᖹឿᜨ 

増養殖研 ዟ⃝公୍ 

本部 ⃝ཱྀ小᭷⨾ 

西水研 ୗ瀬⎔ 

西水研 ᒣཱྀᬛྐ 

西水研 ⠛⏣⌮ோ 

西水研 小☾㞞ᙪ 

本部 ↷ᒇஂ 

Impact of fishing losses of males on 
the reproductive output of the large 
protogynous fish, Choerodon 
schoenleinii 

602  225 235 2018 ᖺ

08 ᭶ 

西水研 㕥ᮌ 西水研 ⏥ᩫ Ύ㤶 

西水研 ⸨భ 

西水研 ᒣୗὒ 

Post-settlement survivorship of 
artificially supplied Acropora coral 
larvae in the Sekisei Lagoon 

603  105 115 2018 ᖺ

09 ᭶ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 中央水研 ᒸᮧᐶ Properly designed effort management 
for highly fluctuating small pelagic fish 
populations: a case study in a purse 
seine fishery targeting chub mackerel 

online  10.3354/meps
12688 

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

西水研 ྡἼᩔ 瀬水研 బ⸨⌶ 

西水研 ᒣཱྀᬛྐ 
Diel variation in home range size and 
precise returning ability after spawning 
migration of a coral reef grouper 
Epinephelus ongus: implications for 
effective marine protected area design 

606  119 132 2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 Ώᖿ㞝 国際水研 ᖹᒸඃᏊ 

国際水研 ▼ཎ大ᶞ 

国際水研 ኴ⏣᭸Ꮚ 

西水研 大ୗㄔ 

Comparative analysis of the early 
growth history of Pacific bluefin 
tuna Thunnus orientalis from different 
spawning grounds and nursery areas 

607  207 220 2018 ᖺ

12 ᭶ 

国際水研 㔠భ 国際水研 ᐑୗᐩኵ 

本部 ༡ᕝ┿࿃ 

国際水研 ྜྷ⏣ⱥྍ 

Abundance estimates of six species of 
Delphinidae cetaceans off the Pacific 
coast of Japan between 1985 and 2015: 
Delphinid Abundance Estimates 

Marine 
Mammal 
Science 

34 4 1034 1058 2018 ᖺ

10 ᭶ 

ᇸ⋢大学 ᭷㈡高 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ Consumer perceptions toward seafood 
produced near the Fukushima nuclear 
plant Marine Resource Economics 

Marine 
Resource 
Economics 

33 4 373 386 2018 ᖺ

07 ᭶ 

⩌㤿大学

大学院 
⌮工学部 

ᒣⓏ୍㍤ 水工研 㧘ᶫ❳୕ Call Localization of Fat 
Greenling Hexagrammos otakii Using 
Two Stereo Underwater Recorders 

Marine 
Technology 
Society 
Journal 

52 4 129 138 2018 ᖺ

08 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

Ἀ⦖工業

高等ᑓ㛛

学校 

ୗᔱ㈼ 水大校 Ώ㑓ᩄ Experimental Verification of the 
Softening of the Pork Using Underwater 
Shock Waves Generated by Wire 
Electrical Discharges 

Materials 
Scinece 
Forum 

910  176 179 2018 ᖺ

04 ᭶ 

水大校 ▼⏣Ṋᚿ   Possibility of Controlling Self-
Organized Patterns with Totalistic 
Cellular Automata Consisting of Both 
Rules like Game of Life and Rules 
Producing Turing Patterns 

Micromachi
nes 

9 7;3
39 

10.3390/mi907
0339 

 

2018 ᖺ

07 ᭶ 

Zhejiang 
OCean 
Universtiy 

Tian-Xaing 
gao 

中央水研 ᰗ本༟ Levels and patterns of genetic 
variation in japanese whiting 
(Sillago japonica) based on 
mitochondrial DNA control region 

mitochondri
al DNA 

online  10.1080/24701
394.2018.1467
411 

 

2018 ᖺ

06 ᭶ 

ᐑᓮ大学 Okamura, Yo 増養殖研 ✄⏣┿⌮ 

増養殖研 ୕㍯⌮ 
Characterization of xanthine 
dehydrogenase and aldehyde oxidase of 
Marsupenaeus japonicus and their 
response to microbial pathogen 

Molecular 
Biology 
Reports  

45  4 419 432 2018 ᖺ

08 ᭶ 

ᘯ๓大学 Takehiro 
Endo 

中央水研 㜝㔝ṇᚿ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 
Development and characterization of 19 
novel microsatellite markers in the 
Pacific seeweed pipefish Syngnathus 
schlegeli using next-generation 
sequencing 

6 2831 2834 2018 ᖺ

12 ᭶ 

Ἀ⦖⛉学

ᢏ術大学

院大学 

中ᓥၨ 中央水研 ┦㤿ᬛྐ Chitin-based barrier immunity and its 
loss predated mucus-colonization by 
indigenous gut microbiota 

Nature 
Communica
tions 

9 1 3402  2018 ᖺ

08 ᭶ 

ᒸᒣ大学 Junko 
Masuda 

中央水研 ୡྂ༟ஓ 

水大校 ᒣୗ᫂ 

中央水研 ᒣୗ⏤⨾Ꮚ 

Dietary Supplementation of 
Selenoneine-Containing Tuna Dark 
Muscle Extract Effectively Reduces 
Pathology of Experimental Colorectal 
Cancers in Mice  

Nutrients 10 10 10.3390/nu101
01380 

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

Yin Shengle 国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Selection of suitable coastal aquaculture 
sites using Multi-Criteria 
Decision TAnalysis in Menai Strait, UK 

Ocean & 
Coastal 
Managemen
t 

165  268 279 2018 ᖺ

11 ᭶ 

日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ 日水研 ᕝᣅ 

日水研 ཱྀ┤ᶞ 

日水研 高⏣ᐅṊ 

日水研 ⚟␃研୍ 

日水研 ᳃本ᬕஅ 

日水研 ᚋ⸨ᖖኵ 

Spatial variations in zooplankton 
community structure along the Japanese 
coastline in the Japan Sea: influence of 
the coastal current 

Ocean 
Science  

14   355 369 2018 ᖺ

06 ᭶ 

(国研) 
海ὒ研究

開発機ᵓ 

Shinsuke 
Kawagucci 

日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ Hadal water biogeochemistry over the 
Izu–Ogasawara Trench observed with a 
full-depth CTD-CMS 

 575 588 2018 ᖺ

07 ᭶ 

National 
Taiwan 
University 

Wen-Chien 
Huang 

国際水研 ⏣⠜ྐ Pelagic larval duration, growth rate, and 
population genetic structure ofthe 
tidepool snake moray 
Uropterygius micropterus around the 
southern Ryukyu Islands, Taiwan, and 
the central Philippines 

PeerJ  6   e474
1 

 2018 ᖺ

05 ᭶ 

西水研 ྡἼᩔ   Spatial distributions, feeding ecologies, 
and behavioral interactions of four 
rabbitfish species (Siganus 
unimaculatus, S. virgatus, S. corallinus, 
and S. puellus) 

 e614
5 

 2018 ᖺ

12 ᭶ 

ᇸ⋢大学 dna thgil gnorts fo stceffe esrevdA ᖾ▱⏣ຍ⣸ 研水瀬 ㈗ගὸ 
nitrogen deficiency on cell viability, 
photosynthesis, and motility of the red-
tide dinoflagellate Karenia mikimotoi. 

Phycologia 57 5 525 533 2018 ᖺ

07 ᭶ 
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

水大校 ᮡᾆ⩏ṇ 水大校 ⮻ᑗ 

水大校 ᐑ⏣ᫀ᫂ 
Orally administered phlorotannins from 
Eisenia arborea suppress chemical 
mediator release and cyclooxygenase-2 
signaling to alleviate mouse ear 
swelling. 

Marine 
Drugs 

16 8 10.3390/md16
080267 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

ⓑཌኴᮁ 水大校 ༡ᲄᴋᅵ Reconstruction of the salinity history 
associated with movements of 
mangrove fishes using otolith oxygen 
isotopic analysis 

Marine 
Ecology 
Progress 
Series  

593   127 139 2018 ᖺ

04 ᭶  

西水研 ྥⲡୡ㤶 西水研 大ୗㄔ 

西水研 㯮⏣ၨ⾜ 

西水研 Ᏻ⏣༑ஓ 

西水研 ⚟ⱝ㞞❶ 

Long-term distribution change of 
Japanese sardine in the Sea of Japan 
with their population dynamics 

 141 154 

西水研 Ᏻ⏣༑ஓ   Diel vertical migration of chub 
mackerel: preliminary evidence from a 
biologging study  

598  147 151 2018 ᖺ

06 ᭶ 

Ifremer Franck 
Lagarde 

瀬水研 ᇼṇ 

瀬水研 ཱྀᫀᕭ 
Trophic environments impact size at 
metamorphosis and recruitment 
performance of Pacific oyster 

602  135 153 2018 ᖺ

08 ᭶ 

瀬水研 బ⸨⌶ 西水研 小ᯘ┿人 

西水研 ᰩཎኵ 

瀬水研 ᖹឿᜨ 

増養殖研 ዟ⃝公୍ 

本部 ⃝ཱྀ小᭷⨾ 

西水研 ୗ瀬⎔ 

西水研 ᒣཱྀᬛྐ 

西水研 ⠛⏣⌮ோ 

西水研 小☾㞞ᙪ 

本部 ↷ᒇஂ 

Impact of fishing losses of males on 
the reproductive output of the large 
protogynous fish, Choerodon 
schoenleinii 

602  225 235 2018 ᖺ

08 ᭶ 

西水研 㕥ᮌ 西水研 ⏥ᩫ Ύ㤶 

西水研 ⸨భ 

西水研 ᒣୗὒ 

Post-settlement survivorship of 
artificially supplied Acropora coral 
larvae in the Sekisei Lagoon 

603  105 115 2018 ᖺ

09 ᭶ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 中央水研 ᒸᮧᐶ Properly designed effort management 
for highly fluctuating small pelagic fish 
populations: a case study in a purse 
seine fishery targeting chub mackerel 

online  10.3354/meps
12688 

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

西水研 ྡἼᩔ 瀬水研 బ⸨⌶ 

西水研 ᒣཱྀᬛྐ 
Diel variation in home range size and 
precise returning ability after spawning 
migration of a coral reef grouper 
Epinephelus ongus: implications for 
effective marine protected area design 

606  119 132 2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 Ώᖿ㞝 国際水研 ᖹᒸඃᏊ 

国際水研 ▼ཎ大ᶞ 

国際水研 ኴ⏣᭸Ꮚ 

西水研 大ୗㄔ 

Comparative analysis of the early 
growth history of Pacific bluefin 
tuna Thunnus orientalis from different 
spawning grounds and nursery areas 

607  207 220 2018 ᖺ

12 ᭶ 

国際水研 㔠భ 国際水研 ᐑୗᐩኵ 

本部 ༡ᕝ┿࿃ 

国際水研 ྜྷ⏣ⱥྍ 

Abundance estimates of six species of 
Delphinidae cetaceans off the Pacific 
coast of Japan between 1985 and 2015: 
Delphinid Abundance Estimates 

Marine 
Mammal 
Science 

34 4 1034 1058 2018 ᖺ

10 ᭶ 

ᇸ⋢大学 ᭷㈡高 中央水研 ⱝᯇᏹᶞ Consumer perceptions toward seafood 
produced near the Fukushima nuclear 
plant Marine Resource Economics 

Marine 
Resource 
Economics 

33 4 373 386 2018 ᖺ

07 ᭶ 

⩌㤿大学

大学院 
⌮工学部 

ᒣⓏ୍㍤ 水工研 㧘ᶫ❳୕ Call Localization of Fat 
Greenling Hexagrammos otakii Using 
Two Stereo Underwater Recorders 

Marine 
Technology 
Society 
Journal 

52 4 129 138 2018 ᖺ

08 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

Ἀ⦖工業

高等ᑓ㛛

学校 

ୗᔱ㈼ 水大校 Ώ㑓ᩄ Experimental Verification of the 
Softening of the Pork Using Underwater 
Shock Waves Generated by Wire 
Electrical Discharges 

Materials 
Scinece 
Forum 

910  176 179 2018 ᖺ

04 ᭶ 

水大校 ▼⏣Ṋᚿ   Possibility of Controlling Self-
Organized Patterns with Totalistic 
Cellular Automata Consisting of Both 
Rules like Game of Life and Rules 
Producing Turing Patterns 

Micromachi
nes 

9 7;3
39 

10.3390/mi907
0339 

 

2018 ᖺ

07 ᭶ 

Zhejiang 
OCean 
Universtiy 

Tian-Xaing 
gao 

中央水研 ᰗ本༟ Levels and patterns of genetic 
variation in japanese whiting 
(Sillago japonica) based on 
mitochondrial DNA control region 

mitochondri
al DNA 

online  10.1080/24701
394.2018.1467
411 

 

2018 ᖺ

06 ᭶ 

ᐑᓮ大学 Okamura, Yo 増養殖研 ✄⏣┿⌮ 

増養殖研 ୕㍯⌮ 
Characterization of xanthine 
dehydrogenase and aldehyde oxidase of 
Marsupenaeus japonicus and their 
response to microbial pathogen 

Molecular 
Biology 
Reports  

45  4 419 432 2018 ᖺ

08 ᭶ 

ᘯ๓大学 Takehiro 
Endo 

中央水研 㜝㔝ṇᚿ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 
Development and characterization of 19 
novel microsatellite markers in the 
Pacific seeweed pipefish Syngnathus 
schlegeli using next-generation 
sequencing 

6 2831 2834 2018 ᖺ

12 ᭶ 

Ἀ⦖⛉学

ᢏ術大学

院大学 

中ᓥၨ 中央水研 ┦㤿ᬛྐ Chitin-based barrier immunity and its 
loss predated mucus-colonization by 
indigenous gut microbiota 

Nature 
Communica
tions 

9 1 3402  2018 ᖺ

08 ᭶ 

ᒸᒣ大学 Junko 
Masuda 

中央水研 ୡྂ༟ஓ 

水大校 ᒣୗ᫂ 

中央水研 ᒣୗ⏤⨾Ꮚ 

Dietary Supplementation of 
Selenoneine-Containing Tuna Dark 
Muscle Extract Effectively Reduces 
Pathology of Experimental Colorectal 
Cancers in Mice  

Nutrients 10 10 10.3390/nu101
01380 

 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

Yin Shengle 国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Selection of suitable coastal aquaculture 
sites using Multi-Criteria 
Decision TAnalysis in Menai Strait, UK 

Ocean & 
Coastal 
Managemen
t 

165  268 279 2018 ᖺ

11 ᭶ 

日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ 日水研 ᕝᣅ 

日水研 ཱྀ┤ᶞ 

日水研 高⏣ᐅṊ 

日水研 ⚟␃研୍ 

日水研 ᳃本ᬕஅ 

日水研 ᚋ⸨ᖖኵ 

Spatial variations in zooplankton 
community structure along the Japanese 
coastline in the Japan Sea: influence of 
the coastal current 

Ocean 
Science  

14   355 369 2018 ᖺ

06 ᭶ 

(国研) 
海ὒ研究

開発機ᵓ 

Shinsuke 
Kawagucci 

日水研 ඣ⋢Ṋ⛱ Hadal water biogeochemistry over the 
Izu–Ogasawara Trench observed with a 
full-depth CTD-CMS 

 575 588 2018 ᖺ

07 ᭶ 

National 
Taiwan 
University 

Wen-Chien 
Huang 

国際水研 ⏣⠜ྐ Pelagic larval duration, growth rate, and 
population genetic structure ofthe 
tidepool snake moray 
Uropterygius micropterus around the 
southern Ryukyu Islands, Taiwan, and 
the central Philippines 

PeerJ  6   e474
1 

 2018 ᖺ

05 ᭶ 

西水研 ྡἼᩔ   Spatial distributions, feeding ecologies, 
and behavioral interactions of four 
rabbitfish species (Siganus 
unimaculatus, S. virgatus, S. corallinus, 
and S. puellus) 

 e614
5 

 2018 ᖺ

12 ᭶ 

ᇸ⋢大学 dna thgil gnorts fo stceffe esrevdA ᖾ▱⏣ຍ⣸ 研水瀬 ㈗ගὸ 
nitrogen deficiency on cell viability, 
photosynthesis, and motility of the red-
tide dinoflagellate Karenia mikimotoi. 

Phycologia 57 5 525 533 2018 ᖺ

07 ᭶ 

― 87 ―



➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

㮵ඣᓥ大

学 
Endo Hikaru 東北水研 ዟᮧ⿱ Influence of isotope fractionation on the 

nitrogen isotope composition of the 
brown macroalga Undaria pinnatifida 

Phycologica
l Research  

online  10.1111/pre.12
332 

 

2018 ᖺ

04 ᭶ 

日水研 ᆏ西ⰾᙪ   Long-term changes in a kelp bed of 
Eisenia bicyclis (Kjellman) Setchell due 
to subsidence caused by the 2011 Great 
East Earthquake in Shizugawa Bay, 
Japan 

66 4 253 261 2018 ᖺ

07 ᭶ 

(ᰴ)い䛷䛒 ᑎ⏣㱟 日水研 బஂ間ၨ 

東北水研 ᡂᯇᗤ 
Phylogeography of the North Pacific 
lightfish Maurolicus japonicus 

Plankton & 
Benthos 
Reseach 

13 4 180 184 2018 ᖺ

11 ᭶ 

東北大学

大学院㎰

学研究⛉ 

西㇂  中央水研 㛗ᩄ An effective method for detecting prey 
DNA from marine dinoflagellates 
belonging to the genera Dinophysis and 
Phalacroma using a combination of 
PCR and restriction digestion techniques 

Plankton 
Benthos 
Research 

13 2 90 94 2018 ᖺ

05 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

Kuan-Mei 
Hsiung 

国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Effect of ENSO events on larval and 
juvenile duration and transport of 
Japanese eel (Anguilla japonica) 

PLOS ONE  13  4 e0195544 
 

2018 ᖺ

04 ᭶ 

中央水研 ᯇཎ⣧ 中央水研 ᒾ㷂⿱㈗ 

中央水研 西ᮌ୍生 

増養殖研 㔝ᮧᬕ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

Identification of genetic linkage group 
1-linked sequences in Japanese eel 
(Anguilla japonica) by single 
chromosome sorting and sequencing 

5 e0197040 
 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

中央水研 㤿ஂ地䜏䜖

䛝 
西水研 ᒣཱྀᬛྐ 

本部 ↷ᒇஂ 
Intestinal microbiota composition is 
altered according to nutritional 
biorhythms in the leopard coral grouper 
(Plectropomus leopardus) 

6 e0197256 
 

2018 ᖺ

06 ᭶  

東ி大学 ┿㘠᫂ᘯ 中央水研 ㉥ᕊ㐩㑻 

東北水研 ᡂᯇᗤ 

国際水研 ⏣中ᐶ⦾ 

日水研 ୖ⏣♸ྖ 

日水研 ᒣ本ᓅ⏨ 

A novel growth function incorporating 
the effects of reproductive energy 
allocation. 

6 e0199346 
 

増養殖研 㔝ᮧᬕ 本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

中央水研 ᒾ㷂⿱㈗ 

中央水研 西ᮌ୍生 

中央水研 ᯇᾆឡᏊ 

増養殖研 ᑿᓮ↷㑂 

増養殖研 㡲⸨❳ 

Genetic parameters and quantitative trait 
loci analysis associated with body size 
and timing at metamorphosis into glass 
eels in captive-bred Japanese eels 
(Anguilla japonica) 

8 e0201784 
 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

小➟ཎ䝩

䜶ー䝹䜴

䜷䝑䝏ン

䜾༠会 

Koki Tsujii 中央水研 ㉥ᯇᡂ Change in singing behavior of 
humpbackwhales caused by shipping 
noise 

10 e0204112 
 

2018 ᖺ

10 ᭶ 

ᗈᓥ大学 ⴱཎ⿱ᜏ 瀬水研 ⡿⏣道ኵ 

瀬水研 ὠᓮ㱟㞝 

瀬水研 高ᶫṇ▱ 

瀬水研 Ἑ㔝᜶ᫀ 

Food availability before aestivation 
governs growth and winter reproductive 
potential in the capital breeding fish, 
Ammodytes japonicus 

online  10.1371/journa
l.pone.021361
1 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

⇃本┴❧

大学 
୍ᐑ╬㞝 東北水研 ᱓⏣ Parmales abundance and species 

composition in the waters surrounding 
Hokkaido, North Japan 

Polar 
Science 

online  10.1016/j.polar
.2018.08.001 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ⛅⏣㕲ஓ   Statistical test for detecting 
overdispersion in offspring number 
based on kinship information 

Population 
Ecology 

60 4 297 308 2018 ᖺ

10 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
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Ặྡ 
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ᖺ᭶ 

水大校 ᕝᓮ₶ 水工研 ୕ዲ₶ An Effective Method to Provide 
Weather and Relevant Information for 
Fishing Boat Operation 

Proceedings 
of 16th 
IAIN World 
Congress  

  83 87 2018 ᖺ

11 ᭶  

海ᢏ研 Takahiro, 
Seta 

水大校 ᯇ本ᾈᩥ Evaluation of an AIS Position Data  
Compression Method by Dropping 
Most Significant Bits 

  247 252 

水大校 ℈㔝᫂ 水大校 中ᮧṊྐ  
水大校 ⏣ୖⱥ᫂  

Development of a new monitoring 
methodology for counting bluefin tuna 
in net pens. 

Proceedings 
of 2018 
OCEANS - 
MTS/IEEE 
Kobe 

  1 5 2018 ᖺ

05 ᭶ 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

∾ᩔ生 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Capsize of a torpedo boat in following 
waves in 1930' 

Proceedings 
of the 13th 
International 
Conference 
on the 
Stability of 
Ships and 
Ocean 
Vehicles  

  25 26 2018 ᖺ

09 ᭶  

⚄戸大学 ᶫ本༤公 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ CFD prediction of wave-induced forces 
on ships running in irregular stern 
quartering seas 

  99 108 

水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ 水工研 㧘ᶫ❳୕ Capsizing phenomena due to water on 
deck with stern trim fishing vessel 

  140 147 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

Su Sandy 
Htun 

水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Water-on-Deck Effects on Roll Motions 
of an Offshore Supply Vessel in Regular 
Stern Quartering Waves 

  148 156 

⚄戸大学 ᶫ本༤公 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Some remarks on EFD and CFD for 
ship roll decay 

  339 349 

㜵⾨大学

校 
ᑎ⏣大 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Direct estimation of natural roll 

frequency using onboard data based on 
a Bayesian modeling procedure 

  517 523 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

∾ᩔ生 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Non-Gaussian PDF of ship roll motion 
in irregular beam sea and wind 
conditions-Comparison between theory 
and experiment- 

  541 553 

北海道大学 ᘬ地ᬒ 北水研 ⴱ西ᗈ海 Seasonal variability of zooplankton size 
spectra at Mombetsu Harbour in the 
southern Okhotsk Sea during 2011: An 
analysis using an optical plankton 
counter 
  

Regional 
Studies in 
Marine 
Science 

20  34 44 2018 ᖺ

04 ᭶ 

西水研 ୗ瀬⎔ 西水研 ྡἼᩔ Influence of the flesh quality and body 
size on the auction price of parrotfishes 
(Scaridae) at tropical island, southern 
Japan: Implications for fisheries 
management 

Regional 
Studies in 
Marine 
Science 

25 10
04
89 

1 12 2018 ᖺ

12 ᭶ 

Ἀ⦖⛉学

ᢏ術大学

院大学 

ᗙᏳభዉ 西水研 㕥ᮌ Comparisons of population density and 
genetic diversity in artificial and wild 
populations of an arborescent coral, 
Acropora yongei: implications for the 
efficacy of “artificial spawning 
hotspots” 

Restoration 
Ecology 

online  10.1111/rec.12
857 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

ᒣ┴⥲

合㎰業ヨ

㦂ሙ 

本⏣⊛ 中央水研 ᆤ₶୍ A review of urban wildlife management 
from the animal personality perspective: 
The case of urban deer 

Science of 
the Total 
Environmen
t 

644 10 576 582 2018 ᖺ

12 ᭶ 

᪩✄⏣大

学 
ఀ⸨㏻ᾈ 中央水研 ⩚ኴ㑻 

中央水研 ᙇᡂᖺ 
Enrichment of bacteria and alginate 
lyase genes potentially involved in 
brown alga degradation in the gut of 
marine gastropods 
  

Scientific 
Reports 

9  2129  2019 ᖺ

02 ᭶ 
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ᖺ᭶ 

㮵ඣᓥ大

学 
Endo Hikaru 東北水研 ዟᮧ⿱ Influence of isotope fractionation on the 

nitrogen isotope composition of the 
brown macroalga Undaria pinnatifida 

Phycologica
l Research  

online  10.1111/pre.12
332 

 

2018 ᖺ

04 ᭶ 

日水研 ᆏ西ⰾᙪ   Long-term changes in a kelp bed of 
Eisenia bicyclis (Kjellman) Setchell due 
to subsidence caused by the 2011 Great 
East Earthquake in Shizugawa Bay, 
Japan 

66 4 253 261 2018 ᖺ

07 ᭶ 

(ᰴ)い䛷䛒 ᑎ⏣㱟 日水研 బஂ間ၨ 

東北水研 ᡂᯇᗤ 
Phylogeography of the North Pacific 
lightfish Maurolicus japonicus 

Plankton & 
Benthos 
Reseach 

13 4 180 184 2018 ᖺ

11 ᭶ 

東北大学

大学院㎰

学研究⛉ 

西㇂  中央水研 㛗ᩄ An effective method for detecting prey 
DNA from marine dinoflagellates 
belonging to the genera Dinophysis and 
Phalacroma using a combination of 
PCR and restriction digestion techniques 

Plankton 
Benthos 
Research 

13 2 90 94 2018 ᖺ

05 ᭶ 

東ி大学

大Ẽ海ὒ

研究所 

Kuan-Mei 
Hsiung 

国際水研 ➉ⱱឡ࿃ Effect of ENSO events on larval and 
juvenile duration and transport of 
Japanese eel (Anguilla japonica) 

PLOS ONE  13  4 e0195544 
 

2018 ᖺ

04 ᭶ 

中央水研 ᯇཎ⣧ 中央水研 ᒾ㷂⿱㈗ 

中央水研 西ᮌ୍生 

増養殖研 㔝ᮧᬕ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

Identification of genetic linkage group 
1-linked sequences in Japanese eel 
(Anguilla japonica) by single 
chromosome sorting and sequencing 

5 e0197040 
 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

中央水研 㤿ஂ地䜏䜖

䛝 
西水研 ᒣཱྀᬛྐ 

本部 ↷ᒇஂ 
Intestinal microbiota composition is 
altered according to nutritional 
biorhythms in the leopard coral grouper 
(Plectropomus leopardus) 

6 e0197256 
 

2018 ᖺ

06 ᭶  

東ி大学 ┿㘠᫂ᘯ 中央水研 ㉥ᕊ㐩㑻 

東北水研 ᡂᯇᗤ 

国際水研 ⏣中ᐶ⦾ 

日水研 ୖ⏣♸ྖ 

日水研 ᒣ本ᓅ⏨ 

A novel growth function incorporating 
the effects of reproductive energy 
allocation. 

6 e0199346 
 

増養殖研 㔝ᮧᬕ 本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

中央水研 ᒾ㷂⿱㈗ 

中央水研 西ᮌ୍生 

中央水研 ᯇᾆឡᏊ 

増養殖研 ᑿᓮ↷㑂 

増養殖研 㡲⸨❳ 

Genetic parameters and quantitative trait 
loci analysis associated with body size 
and timing at metamorphosis into glass 
eels in captive-bred Japanese eels 
(Anguilla japonica) 

8 e0201784 
 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

小➟ཎ䝩

䜶ー䝹䜴

䜷䝑䝏ン

䜾༠会 

Koki Tsujii 中央水研 ㉥ᯇᡂ Change in singing behavior of 
humpbackwhales caused by shipping 
noise 

10 e0204112 
 

2018 ᖺ

10 ᭶ 

ᗈᓥ大学 ⴱཎ⿱ᜏ 瀬水研 ⡿⏣道ኵ 

瀬水研 ὠᓮ㱟㞝 

瀬水研 高ᶫṇ▱ 

瀬水研 Ἑ㔝᜶ᫀ 

Food availability before aestivation 
governs growth and winter reproductive 
potential in the capital breeding fish, 
Ammodytes japonicus 

online  10.1371/journa
l.pone.021361
1 

 

2019 ᖺ 

03 ᭶ 

⇃本┴❧

大学 
୍ᐑ╬㞝 東北水研 ᱓⏣ Parmales abundance and species 

composition in the waters surrounding 
Hokkaido, North Japan 

Polar 
Science 

online  10.1016/j.polar
.2018.08.001 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

中央水研 ⛅⏣㕲ஓ   Statistical test for detecting 
overdispersion in offspring number 
based on kinship information 

Population 
Ecology 

60 4 297 308 2018 ᖺ

10 ᭶ 
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ᖺ᭶ 

水大校 ᕝᓮ₶ 水工研 ୕ዲ₶ An Effective Method to Provide 
Weather and Relevant Information for 
Fishing Boat Operation 

Proceedings 
of 16th 
IAIN World 
Congress  

  83 87 2018 ᖺ

11 ᭶  

海ᢏ研 Takahiro, 
Seta 

水大校 ᯇ本ᾈᩥ Evaluation of an AIS Position Data  
Compression Method by Dropping 
Most Significant Bits 

  247 252 

水大校 ℈㔝᫂ 水大校 中ᮧṊྐ  
水大校 ⏣ୖⱥ᫂  

Development of a new monitoring 
methodology for counting bluefin tuna 
in net pens. 

Proceedings 
of 2018 
OCEANS - 
MTS/IEEE 
Kobe 

  1 5 2018 ᖺ

05 ᭶ 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

∾ᩔ生 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Capsize of a torpedo boat in following 
waves in 1930' 

Proceedings 
of the 13th 
International 
Conference 
on the 
Stability of 
Ships and 
Ocean 
Vehicles  

  25 26 2018 ᖺ

09 ᭶  

⚄戸大学 ᶫ本༤公 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ CFD prediction of wave-induced forces 
on ships running in irregular stern 
quartering seas 

  99 108 

水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ 水工研 㧘ᶫ❳୕ Capsizing phenomena due to water on 
deck with stern trim fishing vessel 

  140 147 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

Su Sandy 
Htun 

水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Water-on-Deck Effects on Roll Motions 
of an Offshore Supply Vessel in Regular 
Stern Quartering Waves 

  148 156 

⚄戸大学 ᶫ本༤公 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Some remarks on EFD and CFD for 
ship roll decay 

  339 349 

㜵⾨大学

校 
ᑎ⏣大 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Direct estimation of natural roll 

frequency using onboard data based on 
a Bayesian modeling procedure 

  517 523 

大㜰大学

大学院工

学研究⛉ 

∾ᩔ生 水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ Non-Gaussian PDF of ship roll motion 
in irregular beam sea and wind 
conditions-Comparison between theory 
and experiment- 

  541 553 

北海道大学 ᘬ地ᬒ 北水研 ⴱ西ᗈ海 Seasonal variability of zooplankton size 
spectra at Mombetsu Harbour in the 
southern Okhotsk Sea during 2011: An 
analysis using an optical plankton 
counter 
  

Regional 
Studies in 
Marine 
Science 

20  34 44 2018 ᖺ

04 ᭶ 

西水研 ୗ瀬⎔ 西水研 ྡἼᩔ Influence of the flesh quality and body 
size on the auction price of parrotfishes 
(Scaridae) at tropical island, southern 
Japan: Implications for fisheries 
management 

Regional 
Studies in 
Marine 
Science 

25 10
04
89 

1 12 2018 ᖺ

12 ᭶ 

Ἀ⦖⛉学

ᢏ術大学

院大学 

ᗙᏳభዉ 西水研 㕥ᮌ Comparisons of population density and 
genetic diversity in artificial and wild 
populations of an arborescent coral, 
Acropora yongei: implications for the 
efficacy of “artificial spawning 
hotspots” 

Restoration 
Ecology 

online  10.1111/rec.12
857 

 

2018 ᖺ

08 ᭶ 

ᒣ┴⥲

合㎰業ヨ

㦂ሙ 

本⏣⊛ 中央水研 ᆤ₶୍ A review of urban wildlife management 
from the animal personality perspective: 
The case of urban deer 

Science of 
the Total 
Environmen
t 

644 10 576 582 2018 ᖺ

12 ᭶ 

᪩✄⏣大

学 
ఀ⸨㏻ᾈ 中央水研 ⩚ኴ㑻 

中央水研 ᙇᡂᖺ 
Enrichment of bacteria and alginate 
lyase genes potentially involved in 
brown alga degradation in the gut of 
marine gastropods 
  

Scientific 
Reports 

9  2129  2019 ᖺ

02 ᭶ 
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ᖺ᭶ 

ᐑᓮ大学 中ᯘᮁ 中央水研 㛗ᩄ The potential role of temperate Japanese 
regions as refugia for the coral Acropora 
hyacinthus in the face of climate change 

Scientific 
Reports  

9   1892  2019 ᖺ

02 ᭶ 

東北大学

大学院㎰

学研究⛉ 

Yuko Cho 中央水研 ཬᕝᐶ Metabolomic study of saxitoxin 
analogues and biosynthetic 
intermediates in dinoflagellates using 
15N-labelled sodium nitrate as a 
nitrogen source 

 3460  2019 ᖺ

03 ᭶ 

ᕞ大学 Keishi 
Sakaguchi 

瀬水研 ⡿⏣道ኵ 

開発セ 北㔝ᡝ 
Comprehensive experimental system for 
a promising model organism candidate 
for marine teleosts 

 4948  2019 ᖺ

03 ᭶ 

⚟┴❧

大学 
小高ᬛஅ 東北水研 ๓⏣▱ᕫ Teleost Basophils Have IgM-Dependent 

and Dual Ig-Independent Degranulation 
Systems 

The Journal 
of 
Immunolog
y  

200 8 2767 2776 2018 ᖺ

04 ᭶ 

東北水研 ๓⏣▱ᕫ   Original Ligand for LTβR Is LIGHT: 
Insight into Evolution of the LT/LTβR 
System 

201 1 202 214 2018 ᖺ

07 ᭶ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 ㉥ᕊ㐩㑻 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Anatomical Distribution of Diarrhetic 
Shellfish Toxins (DSTs) in the Japanese 
Scallop Patinopecten yessoensis and 
Individual Variability in Scallops and 
Mytilus edulis Mussels: Statistical 
Considerations 

Toxins 10 10 395  2018 ᖺ

09 ᭶ 

Vietnam 
Academy 
of Science 
and 
Technolo
gy 

Dao Viet Ha 中央水研 ୖᮡ⥤ 

中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㛗ᩄ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Identification of Causative Ciguatoxins 
in Red Snappers Lutjanus bohar 
Implicated in Ciguatera Fish Poisonings 
in Vietnam 

10 10 420  2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 内⏣⫕ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㛗ᩄ 

瀬水研 ⚄ᒣᏕྐ 

西水研 ᯇᒣᖾᙪ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Toxin Profiles of Okadaic Acid 
Analogues and Other Lipophilic Toxins 
in Dinophysis from Japanese Coastal 
Waters 

10 11 457  2018 ᖺ

11 ᭶ 

水工研 㧘ᶫ❳୕ 水工研 ୕ዲ₶ 

水工研 ⁁ཱྀᘯὈ 
Comparison of Underwater Cruising 
Noise in Fuel-Cell Fishing Vessel, 
Same-Hull-Form Diesel Vessel, and 
Aquaculture Working Vessel 

Transactions 
of 
Navigation 

4 1 29 38 2019 ᖺ

03 ᭶ 

日本大 ⚟ᓥⱥⓏ 水大校 ⏣ᚊᏊ 

水大校 ๓⏣ಇ道 
Biological metabolism of frozen whale 
meat at subzero temperatures in relation 
to thaw rigor 

Transactions 
of the Japan 
Society of 
Refrigeratin
g and Air 
Conditionin
g Engineers  

online  10.11322/tjsra
e.18-10_OA 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

東ி海ὒ

大 
中⃝ዉ✑ 水大校 ๓⏣ಇ道 

水大校 ⏣ᚊᏊ 
漁⋓ᚋ の෭༷ ᮲௳ 䛜䝬䝃䝞 
Scomber japonicus ⫗の ATP ẚ⋡ 䛸 
pH 䛻ཬ䜌䛩ᙳ㡪 

online  10.11322/tjsra
e.19-01_OA 

 

2019 ᖺ

03 ᭶ 
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ᖺ᭶ 

増養殖研 ᯇᒣ▱ṇ 増養殖研 高㔝୍ 

増養殖研 ᆏ㈗ග 

中央水研 Ᏻụඖ㔜 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

増養殖研 Ἑ東ᗣᙪ 

増養殖研 ᰩ⏣₶ 

増養殖研 ྜྷ⏣୍⠊ 

増養殖研 ᔱ⏣ᖾ 

増養殖研 中᫆༓᪩ 

  

Antibody profiling using a recombinant 
protein–based multiplex ELISA array 
accelerates recombinant vaccine 
development: Case study on red sea 
bream iridovirus as a reverse 
vaccinology model 

Vaccine 36 19 2643 2649 2018 ᖺ

05 ᭶ 

日水研 高⏣ᐅṊ   Micro-distribution of four species of 
neritid gastropods in an upper mangrove 
area, Ishigaki Island, Japan 

Venus 76  53 64 2018 ᖺ

06 ᭶ 

増養殖研 ᯇᒣ▱ṇ 増養殖研 高㔝୍ 

増養殖研 ᆏ㈗ග 

増養殖研 中᫆༓᪩ 

Antibody-mediated bacterial killing of 
Ichthyobacterium seriolicida in Japanese 
amberjack 

Veterinary 
Immunolog
y and 
Immunopath
ology 

203  73 77 2018 ᖺ

09 ᭶ 

高▱大学 高㔝⩏人 瀬水研 外⿱ྖ Visualization of a Dinoflagellate-
Infecting Virus HcDNAV and Its 
Infection Process  

Viruses 10 10 554 554 2018 ᖺ

10 ᭶ 

Ocean 
University 
of Chiana 

Lu Liu 中央水研 ᰗ本༟ Population genetic structure of Marbled 
Rockfish, Sebastiscus marmoratus 
(Cuvier, 1829), in the northwestern 
Pacific Ocean 

ZooKeys 830  127 144 2019 ᖺ

03 ᭶ 

University 
of Silesia 
in 
Katowice 
⎔ቃ学部 

Anna Z. 
Urbisza 

瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 
The ovary organization in the marine 
limnodriloidin Thalassodrilides 
cf.briani (Annelida: Clitellata: 
Naididae) resembles the ovary of 
freshwater tubificins 

Zoology 128  16 26 2018 ᖺ

06 ᭶ 

日水研 ஂ㈡䜏䛵䛝 日水研 ᱆ᗤ 高ゎീᗘ海ὒ䝰䝕䝹䛷⾲⌧䛥䜜䛯ᐩ

ᒣ‴࿘㎶海ᇦ䛻䛚䛡䜛㏆័ᛶ内部

Ἴ・ἢᓊᤕᤊἼの発生・ఏ㐣⛬ 

䛖䜏(La mer) 56  95 111 2018 ᖺ

12 ᭶ 

中央水研 ᖐᒣ⚽ᶞ   ☻ℿ༡部䛻䛚䛡䜛᳜≀䝥䝷ン䜽䝖ン

⩌㞟ᵓ㐀の㛗ᮇኚື䛸増殖特ᛶの関

係（Skeletonema ᒓ䜢䛻） 

ἢᓊ海ὒ研

究  
56 2 79 85 2019 ᖺ

02 ᭶ 

㤶ᕝ大学 ᮅ日ಇ㞞 瀬水研 㜿ಖஅ 

瀬水研 㜿部㞝 
瀬戸内海⾲ᒙ䛻䛚䛡䜛 1990 ᖺ௦䛸

2010 ᖺ௦の⁐Ꮡ↓機ែ䛚䜘䜃᭷機

ែ❅⣲⃰ᗘのẚ㍑ 

56 2 123 132 2019 ᖺ

02 ᭶ 

ி㒔学ᅬ

大学 
⩚ⱥஅ 中央水研 ➉ᮧ⣸ⱌ ᯘᗋの䜸䝹䝋䝰䝄䜲䜽⏬ീ䛸 DSM の

⡆౽䛺ྲྀᚓ方法䠖䝬ン䜾䝻ー䝤ᯘ䜢

䛻䛧䛯᳨ウ 

ᛂ⏝生ែ工

学 
21 2 131 202 2019 ᖺ

01 ᭶ 

北海道大

学大学院 
水産⛉学

研究⛉

（研究院） 

ᯇཎ┤人 中央水研 ㉥ᯇᡂ 

水工研 㧘ᶫ❳୕ 
䜻䝒䝛䝯䝞䝹(Sebastes vulpes)の㬆㡢

の㡢㡪特ᛶ䛸ጾᄐ⾜ື䛻క䛖ኚ 
海ὒ㡢㡪学

会ㄅ  
45 2 37 46 2018 ᖺ

04 ᭶ 

水工研 㧘ᶫ❳୕ 中央水研 ㉥ᯇᡂ Measurement of the Stable Sound Field 
in the Small Tank for Simple 
Calibration 

45 3 99 109 2018 ᖺ

07 ᭶ 

国際水研 ⏣⠜ྐ   Ἀ⦖┴西⾲ᓥ䛛䜙ᚓ䜙䜜䛯日本ึグ

㘓の䜴䝭䝦䝡⛉㨶㢮䝬䝎䝷䝅䝬䜴䝭䝦䝡

（᪂⛠）Myrichthys paleracio 

㨶㢮学㞧ㄅ  65  1  41 47 2018 ᖺ

04 ᭶  
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

ᐑᓮ大学 中ᯘᮁ 中央水研 㛗ᩄ The potential role of temperate Japanese 
regions as refugia for the coral Acropora 
hyacinthus in the face of climate change 

Scientific 
Reports  

9   1892  2019 ᖺ

02 ᭶ 

東北大学

大学院㎰

学研究⛉ 

Yuko Cho 中央水研 ཬᕝᐶ Metabolomic study of saxitoxin 
analogues and biosynthetic 
intermediates in dinoflagellates using 
15N-labelled sodium nitrate as a 
nitrogen source 

 3460  2019 ᖺ

03 ᭶ 

ᕞ大学 Keishi 
Sakaguchi 

瀬水研 ⡿⏣道ኵ 

開発セ 北㔝ᡝ 
Comprehensive experimental system for 
a promising model organism candidate 
for marine teleosts 

 4948  2019 ᖺ

03 ᭶ 

⚟┴❧

大学 
小高ᬛஅ 東北水研 ๓⏣▱ᕫ Teleost Basophils Have IgM-Dependent 

and Dual Ig-Independent Degranulation 
Systems 

The Journal 
of 
Immunolog
y  

200 8 2767 2776 2018 ᖺ

04 ᭶ 

東北水研 ๓⏣▱ᕫ   Original Ligand for LTβR Is LIGHT: 
Insight into Evolution of the LT/LTβR 
System 

201 1 202 214 2018 ᖺ

07 ᭶ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 ㉥ᕊ㐩㑻 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Anatomical Distribution of Diarrhetic 
Shellfish Toxins (DSTs) in the Japanese 
Scallop Patinopecten yessoensis and 
Individual Variability in Scallops and 
Mytilus edulis Mussels: Statistical 
Considerations 

Toxins 10 10 395  2018 ᖺ

09 ᭶ 

Vietnam 
Academy 
of Science 
and 
Technolo
gy 

Dao Viet Ha 中央水研 ୖᮡ⥤ 

中央水研 内⏣⫕ 

中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㛗ᩄ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Identification of Causative Ciguatoxins 
in Red Snappers Lutjanus bohar 
Implicated in Ciguatera Fish Poisonings 
in Vietnam 

10 10 420  2018 ᖺ

10 ᭶ 

中央水研 内⏣⫕ 中央水研 Ώ㑔㱟୍ 

中央水研 ᯇᔱⰋḟ 

中央水研 ཬᕝᐶ 

中央水研 㛗ᩄ 

瀬水研 ⚄ᒣᏕྐ 

西水研 ᯇᒣᖾᙪ 

中央水研 㕥ᮌᩄஅ 

Toxin Profiles of Okadaic Acid 
Analogues and Other Lipophilic Toxins 
in Dinophysis from Japanese Coastal 
Waters 

10 11 457  2018 ᖺ

11 ᭶ 

水工研 㧘ᶫ❳୕ 水工研 ୕ዲ₶ 

水工研 ⁁ཱྀᘯὈ 
Comparison of Underwater Cruising 
Noise in Fuel-Cell Fishing Vessel, 
Same-Hull-Form Diesel Vessel, and 
Aquaculture Working Vessel 

Transactions 
of 
Navigation 

4 1 29 38 2019 ᖺ

03 ᭶ 

日本大 ⚟ᓥⱥⓏ 水大校 ⏣ᚊᏊ 

水大校 ๓⏣ಇ道 
Biological metabolism of frozen whale 
meat at subzero temperatures in relation 
to thaw rigor 

Transactions 
of the Japan 
Society of 
Refrigeratin
g and Air 
Conditionin
g Engineers  

online  10.11322/tjsra
e.18-10_OA 

 

2018 ᖺ

05 ᭶ 

東ி海ὒ

大 
中⃝ዉ✑ 水大校 ๓⏣ಇ道 

水大校 ⏣ᚊᏊ 
漁⋓ᚋ の෭༷ ᮲௳ 䛜䝬䝃䝞 
Scomber japonicus ⫗の ATP ẚ⋡ 䛸 
pH 䛻ཬ䜌䛩ᙳ㡪 

online  10.11322/tjsra
e.19-01_OA 

 

2019 ᖺ

03 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

増養殖研 ᯇᒣ▱ṇ 増養殖研 高㔝୍ 

増養殖研 ᆏ㈗ග 

中央水研 Ᏻụඖ㔜 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

増養殖研 Ἑ東ᗣᙪ 

増養殖研 ᰩ⏣₶ 

増養殖研 ྜྷ⏣୍⠊ 

増養殖研 ᔱ⏣ᖾ 

増養殖研 中᫆༓᪩ 

  

Antibody profiling using a recombinant 
protein–based multiplex ELISA array 
accelerates recombinant vaccine 
development: Case study on red sea 
bream iridovirus as a reverse 
vaccinology model 

Vaccine 36 19 2643 2649 2018 ᖺ

05 ᭶ 

日水研 高⏣ᐅṊ   Micro-distribution of four species of 
neritid gastropods in an upper mangrove 
area, Ishigaki Island, Japan 

Venus 76  53 64 2018 ᖺ

06 ᭶ 

増養殖研 ᯇᒣ▱ṇ 増養殖研 高㔝୍ 

増養殖研 ᆏ㈗ග 

増養殖研 中᫆༓᪩ 

Antibody-mediated bacterial killing of 
Ichthyobacterium seriolicida in Japanese 
amberjack 

Veterinary 
Immunolog
y and 
Immunopath
ology 

203  73 77 2018 ᖺ

09 ᭶ 

高▱大学 高㔝⩏人 瀬水研 外⿱ྖ Visualization of a Dinoflagellate-
Infecting Virus HcDNAV and Its 
Infection Process  

Viruses 10 10 554 554 2018 ᖺ

10 ᭶ 

Ocean 
University 
of Chiana 

Lu Liu 中央水研 ᰗ本༟ Population genetic structure of Marbled 
Rockfish, Sebastiscus marmoratus 
(Cuvier, 1829), in the northwestern 
Pacific Ocean 

ZooKeys 830  127 144 2019 ᖺ

03 ᭶ 

University 
of Silesia 
in 
Katowice 
⎔ቃ学部 

Anna Z. 
Urbisza 

瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 
The ovary organization in the marine 
limnodriloidin Thalassodrilides 
cf.briani (Annelida: Clitellata: 
Naididae) resembles the ovary of 
freshwater tubificins 

Zoology 128  16 26 2018 ᖺ

06 ᭶ 

日水研 ஂ㈡䜏䛵䛝 日水研 ᱆ᗤ 高ゎീᗘ海ὒ䝰䝕䝹䛷⾲⌧䛥䜜䛯ᐩ

ᒣ‴࿘㎶海ᇦ䛻䛚䛡䜛㏆័ᛶ内部

Ἴ・ἢᓊᤕᤊἼの発生・ఏ㐣⛬ 

䛖䜏(La mer) 56  95 111 2018 ᖺ

12 ᭶ 

中央水研 ᖐᒣ⚽ᶞ   ☻ℿ༡部䛻䛚䛡䜛᳜≀䝥䝷ン䜽䝖ン

⩌㞟ᵓ㐀の㛗ᮇኚື䛸増殖特ᛶの関

係（Skeletonema ᒓ䜢䛻） 

ἢᓊ海ὒ研

究  
56 2 79 85 2019 ᖺ

02 ᭶ 

㤶ᕝ大学 ᮅ日ಇ㞞 瀬水研 㜿ಖஅ 

瀬水研 㜿部㞝 
瀬戸内海⾲ᒙ䛻䛚䛡䜛 1990 ᖺ௦䛸

2010 ᖺ௦の⁐Ꮡ↓機ែ䛚䜘䜃᭷機

ែ❅⣲⃰ᗘのẚ㍑ 

56 2 123 132 2019 ᖺ

02 ᭶ 

ி㒔学ᅬ

大学 
⩚ⱥஅ 中央水研 ➉ᮧ⣸ⱌ ᯘᗋの䜸䝹䝋䝰䝄䜲䜽⏬ീ䛸 DSM の

⡆౽䛺ྲྀᚓ方法䠖䝬ン䜾䝻ー䝤ᯘ䜢

䛻䛧䛯᳨ウ 

ᛂ⏝生ែ工

学 
21 2 131 202 2019 ᖺ

01 ᭶ 

北海道大

学大学院 
水産⛉学

研究⛉

（研究院） 

ᯇཎ┤人 中央水研 ㉥ᯇᡂ 

水工研 㧘ᶫ❳୕ 
䜻䝒䝛䝯䝞䝹(Sebastes vulpes)の㬆㡢

の㡢㡪特ᛶ䛸ጾᄐ⾜ື䛻క䛖ኚ 
海ὒ㡢㡪学

会ㄅ  
45 2 37 46 2018 ᖺ

04 ᭶ 

水工研 㧘ᶫ❳୕ 中央水研 ㉥ᯇᡂ Measurement of the Stable Sound Field 
in the Small Tank for Simple 
Calibration 

45 3 99 109 2018 ᖺ

07 ᭶ 

国際水研 ⏣⠜ྐ   Ἀ⦖┴西⾲ᓥ䛛䜙ᚓ䜙䜜䛯日本ึグ

㘓の䜴䝭䝦䝡⛉㨶㢮䝬䝎䝷䝅䝬䜴䝭䝦䝡

（᪂⛠）Myrichthys paleracio 

㨶㢮学㞧ㄅ  65  1  41 47 2018 ᖺ

04 ᭶  
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

瀬水研 㔜⏣ᣅ   ⎔ቃ┬∧海産㨶㢮䝺䝑䝗䝸䝇䝖䛻䛚䛡

䜛水産ᑐ㇟✀（䝅䝸ー䝈䠖日本のᕼᑡ

㨶㢮の⌧≧䛸ㄢ㢟䛂海産㨶㢮䝺䝑䝗䝸䝇

䝖䛸そのㄢ㢟䛃䠈ᮌᮧΎᚿ・瀬⬟ ᏹ・

ᒣཱྀᩔᏊ・㕥ᮌᑑஅ・㔜⏣ᣅⴭ） 

97 116 

国際水研 大ᶫៅᖹ 国際水研 ༓ⴥᝅ 

国際水研 Ύ⸨⚽⌮ 
䜹䝒䜸 Katsuwonus pelamis の⛶㨶䛚

䜘䜃ᗂ㨶ᮇ䛻䛚䛡䜛㪰⪘数の増ຍ 
65 2 211 216 2018 ᖺ

11 ᭶ 

ி㒔大学 ୕⃝㑈 北水研 ℈ὠ⣖ 䝯䜺䝛䜹䝇䝧䛻䛚䛡䜛㑇ఏⓗ㞟団ᵓ㐀

䛸ᙧែⓗᕪ␗ 
66 1 23 35 2019 ᖺ

02 ᭶ 

瀬水研 㔜⏣ᣅ   瀬戸内海࿘㜵ℿ中ὠᖸ₲䛻䛚䛡䜛⤯

⁛༴✀䜰䜸䜼䝇 Sillago 
parvisquamis（䜻䝇⛉）の༴機ⓗ䛺生ᜥ

≧ἣ（2016-2018 ᖺ）  

ᗈᓥ大学⥲

合༤≀㤋研

究ሗ࿌ 

10  29 36 2018 ᖺ

12 ᭶ 

北海道大

学大学院

水産⛉学

研究院 

ྜྷᮧ⨾㤶 中央水研 ᐑ⏣ຮ タ䜲‴北部ἢᓊᇦ䛻䛚䛡䜛水産≀ಶ

人⤒Ⴀᕷሙのᡂ䜚❧䛱䛸㐠Ⴀᙧែ   
国際漁業研

究 
17  1 15 2019 ᖺ

03 ᭶ 

瀬水研 Ⳣ㇂⌶☻ 増養殖研 㔝䛛䛚䜛 

増養殖研 బ⸨⣧ 
䜽䝹䝬䜶䝡䛷の高ᡂ㛗ཬ䜃⪏ᛶရ

✀の開発䛻ྥ䛡䛯ྲྀ䜚⤌䜏䛸ᒎᮃ 
水産育✀  48  2 

2 
1 5 2019 ᖺ

02 ᭶ 

増養殖研 ṇᒸဴ 増養殖研 ྡྂᒇ༤அ 

増養殖研 ᒸ本⿱அ 

増養殖研 Ⲩᮌ⏨ 

䠴⥺↷ᑕ䛻䜘䜛㑇ఏᏊ⤌䛘䜰䝬䝂の

ዷ 
117 123 2019 ᖺ

02 ᭶ 

（社）漁業

ሗ䝃ー

䝡䝇セン

ター 

㇂ὠ᫂ᙪ 国際水研 ㉺ᬛ大 

国際水研 Ύ⸨⚽⌮ 
日本㏆海䛻䛚䛡䜛䜹䝒䜸の䛂Ꮨ⠇発生

⩌䛃䛻関䛩䜛⪥▼日࿘㍯䛚䜘䜃ᶆ㆑

ᨺὶ・ᤕ䝕ータゎᯒ䛻䜘䜛᥎ᐃᡂ㛗

䛻ᇶ䛵䛟᳨ウ 

水産海ὒ研

究 
83 4 161 166 2018 ᖺ

11 ᭶ 

東北水研 㜿ಖ⣧୍ 開発セ ㇂ཱྀⓙ人 

開発セ 高ᶫ 

水工研 ㉺ᬛὒ 

開発セ ᒣୗ⚽ᖾ 

日本の䛥䜣䜎Წ受⥙漁⯪䛻㐺合䛧䛯

漁⋓≀のὒୖ㌿㍕ᢏ術の開発 
水産ᢏ術  11  1  1 8 2019 ᖺ

01 ᭶  

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 北水研 ⚟⃝༤᫂ 

北水研 㕥ᮌ࿃ 
北海道༓ṓᕝ䛻䛚䛡䜛䝃䜿㔝生㨶䛸

ᨺὶ㨶のᅇᖐ⋡のẚ㍑ 
9 14 

瀬水研 㜿部㞝   ᗈᓥ┴䛷᥇ྲྀ䛥䜜䛯㞵水中のᰤ養ሷ

⃰ᗘ䛻䛴い䛶 
31 36 

増養殖研 西ᒸ㇏ᘯ   海産㨶の✀ⱑ生産㐣⛬䛻発生䛩䜛䜴

䜲䝹䝇ᛶ⚄⤒ቯṚの㜵㝖䛻関䛩䜛

研究 

水産研究・

教育機ᵓ研

究ሗ࿌ 

 48 1 60 2019 ᖺ

01 ᭶ 

水工研 ୕ዲ₶ 水工研 㛗㇂ᕝ⏨ 

水工研 ⁁ཱྀᘯὈ 

水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ 

開発セ 小Ἑ道生 

開発セ 㯮ᆏᾈᖹ 

開発セ ಖᑛ⬶ 

開発セ 日高ᾈ୍ 

㏆海䛛䛴䛚୍本㔮䜚漁⯪の ⯟海

䛻䛚䛡䜛䜴䜵䝄ー䝹ー䝔䜱ン䜾᳨ド 
水産工学  55 2 105 113 2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 ㉥ᯇᡂ   ᗈᖏᇦ䝇䝥䝸䝑䝖䝡ー䝮䝋䝘ー䛸㡢㡪ⓗ

ᶆ㆑ᤕ䛻䜘䜛㨶⩌のᑿ数䛚䜘䜃体

㛗ศᕸ計  

54 3 203 20䠓 
  

2018 ᖺ

12 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

日水研 㣤⏣┿ஓ 北水研 క┿ಇ ᒣᙧ┴᭶ගᕝ䛻䛚い䛶␗䛺䜛ᮇ䛻

ᨺὶ䛧䛯䝃䜿 Oncorhynchus keta のᅇ

ᖐ⋡ẚ㍑ 

水産増殖  66  2  137 140 2018 ᖺ

06 ᭶  

西水研 ᵽཱྀኴ㑻 西水研 高ᚿᐉ 

西水研 ⋞ᾈ୍㑻 

瀬水研 ᒸ㞞୍ 

ప水 ᮇ䛻䛚䛡䜛䜽䝻䝬䜾䝻人工✀ⱑ

の体䝃䜲䝈䛸生ṧの関係 
147 153 

⛅⏣┴水

産振興セ

ンター内

水㠃ヨ㦂

ụ 

  

బ⸨ṇ人 中央水研 ᆤ₶୍ 䜰䝴㔮䜚漁ሙ⟶⌮䛻䛚䛡䜛᪩ᮇ小

ᆺᨺὶの᭷⏝ᛶ 
3 227 233 2018 ᖺ

08 ᭶ 

西水研 ஂ㛛୍⣖ 国際水研 ⏣中ᗤ 

西水研 Ụሙᓅྐ 

西水研 ᵽཱྀኴ㑻 

増養殖研 西᫂ᩥ 

東北水研 㝵ᇽⱥᇛ 

ග࿘ᮇ䛜䜽䝻䝬䜾䝻㨶の生ṧ䠈ᡂ

㛗䠈䛚䜘䜃ᦤ㣵䛻䛘䜛ᙳ㡪 
66  3 177 184 2018 ᖺ

09 ᭶  

୕㔜大学 బ㔝⳯᥇ 増養殖研 㛗㇂ᕝኟᶞ 

水工研 ᱓ཎஂᐇ 
䝬䜲䜽䝻䝃䝔䝷䜲䝖 DNA 䝬ー䜹ー䛛䜙

ぢ䛯ఀໃ‴内の䜰䝃䝸の㑇ఏ㞟団ᵓ

㐀 

3 209 216 

大ศ┴㎰

ᯘ水産研

究センタ

ー水産ヨ

㦂ሙ 

ᒣ本᐀୍㑻 水工研 బ⸨ඔ ࿘㜵ℿ༡部海ᇦ䛻䛚䛡䜛䝬䝁䜺䝺䜲の

産༸ሙ䛸ᡂ⇍≧ἣ 
3 217 226 

瀬水研 ṇ 本部 ᆏぢ▱Ꮚ 

西水研 高ᚿᐉ 

瀬水研 ᳃⏣ဴ⏨ 

瀬水研 ᬛ 

水大校 ᒣ本⩏ஂ 

瀬水研 ᒸ㞞୍ 

海水ᆺ生≀䜝㐣ᵴの䜝ᮦの䜰ン䝰䝙

䜰㓟άᛶ䛸䜰ン䝰䝙䜰㓟ᚤ生≀

䛻ཬ䜌䛩䜰ン䝰䝙䜰౪⤥㊊のᙳ㡪 

3 243 250 

中央水研 ᱞᩜᏕᾈ   ᐑᇛ┴䛻䛚䛡䜛Ẇ䛝䝬䜺䜻の┤᥋

㈍ᑟ入䛻䜘䜛ᢞ資の⤒῭ᛶホ౯ 
67  1 1 7 2019 ᖺ

03 ᭶  

西水研 Ύ本⠇ኵ 中央水研 ๓㔝ᖾ⏨ 

西水研 ྜྷᮧᣅ 
海⸴⩌ⴠのඃ༨✀のᕪ␗䛜䜽䝻䜰䝽

䝡䛸䝯䜺䜲䜰䝽䝡の生産䛸ᡂ㛗䛻

䛘䜛ᙳ㡪 

1 65 79 

西水研 ▼ኴ 水大校 ᒣ㷂 ᗣ⿱ 

水大校 㜿部 ┿ẚྂ 

水大校 ᮧ瀬 ᪼ 

水 䛸ሷศ䛜㣵ᩱೃ⿵✀ Eutreptiella 
sp. の増殖䛻䛘䜛ᙳ㡪 

水産大学校

研究ሗ࿌  
67  1  1 11 2018 ᖺ

11 ᭶  

水大校 㜿部┿ẚྂ 水大校 ሷ⏣┿⏤ 

水大校 ᮧ瀬᪼ 

水大校 㮵㔝㝧 

䜽䝻䝻䝣䜱䝹⺯ග䜢ά⏝䛧䛯⣚⸴䝇䝃

䝡䝜䝸ⴥ≧体の㈋ᰤ養䝇䝖䝺䝇ホ౯ 
13 23 

水大校 ᭱㤳ኴ㑻   䛂日本ᆺ海ὒಖㆤ区䛃の⟇ᐃ䛻む䛡䛶

䠉生≀ከᵝᛶ᮲⣙ឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ

䠉 

25 31 

水大校 ᒣඖ᠇୍ 水大校 Ⲩᮌᬗ 

水大校 ༙⏣ᓅᚿ 
䝃䝹䝪䜴の㪰⤌⧊ 2  43 69 2019 ᖺ

01 ᭶  

― 92 ―



➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

瀬水研 㔜⏣ᣅ   ⎔ቃ┬∧海産㨶㢮䝺䝑䝗䝸䝇䝖䛻䛚䛡

䜛水産ᑐ㇟✀（䝅䝸ー䝈䠖日本のᕼᑡ

㨶㢮の⌧≧䛸ㄢ㢟䛂海産㨶㢮䝺䝑䝗䝸䝇

䝖䛸そのㄢ㢟䛃䠈ᮌᮧΎᚿ・瀬⬟ ᏹ・

ᒣཱྀᩔᏊ・㕥ᮌᑑஅ・㔜⏣ᣅⴭ） 

97 116 

国際水研 大ᶫៅᖹ 国際水研 ༓ⴥᝅ 

国際水研 Ύ⸨⚽⌮ 
䜹䝒䜸 Katsuwonus pelamis の⛶㨶䛚

䜘䜃ᗂ㨶ᮇ䛻䛚䛡䜛㪰⪘数の増ຍ 
65 2 211 216 2018 ᖺ

11 ᭶ 

ி㒔大学 ୕⃝㑈 北水研 ℈ὠ⣖ 䝯䜺䝛䜹䝇䝧䛻䛚䛡䜛㑇ఏⓗ㞟団ᵓ㐀

䛸ᙧែⓗᕪ␗ 
66 1 23 35 2019 ᖺ

02 ᭶ 

瀬水研 㔜⏣ᣅ   瀬戸内海࿘㜵ℿ中ὠᖸ₲䛻䛚䛡䜛⤯

⁛༴✀䜰䜸䜼䝇 Sillago 
parvisquamis（䜻䝇⛉）の༴機ⓗ䛺生ᜥ

≧ἣ（2016-2018 ᖺ）  

ᗈᓥ大学⥲

合༤≀㤋研

究ሗ࿌ 

10  29 36 2018 ᖺ

12 ᭶ 

北海道大

学大学院

水産⛉学

研究院 

ྜྷᮧ⨾㤶 中央水研 ᐑ⏣ຮ タ䜲‴北部ἢᓊᇦ䛻䛚䛡䜛水産≀ಶ

人⤒Ⴀᕷሙのᡂ䜚❧䛱䛸㐠Ⴀᙧែ   
国際漁業研

究 
17  1 15 2019 ᖺ

03 ᭶ 

瀬水研 Ⳣ㇂⌶☻ 増養殖研 㔝䛛䛚䜛 

増養殖研 బ⸨⣧ 
䜽䝹䝬䜶䝡䛷の高ᡂ㛗ཬ䜃⪏ᛶရ

✀の開発䛻ྥ䛡䛯ྲྀ䜚⤌䜏䛸ᒎᮃ 
水産育✀  48  2 

2 
1 5 2019 ᖺ

02 ᭶ 

増養殖研 ṇᒸဴ 増養殖研 ྡྂᒇ༤அ 

増養殖研 ᒸ本⿱அ 

増養殖研 Ⲩᮌ⏨ 

䠴⥺↷ᑕ䛻䜘䜛㑇ఏᏊ⤌䛘䜰䝬䝂の

ዷ 
117 123 2019 ᖺ

02 ᭶ 

（社）漁業

ሗ䝃ー

䝡䝇セン

ター 

㇂ὠ᫂ᙪ 国際水研 ㉺ᬛ大 

国際水研 Ύ⸨⚽⌮ 
日本㏆海䛻䛚䛡䜛䜹䝒䜸の䛂Ꮨ⠇発生

⩌䛃䛻関䛩䜛⪥▼日࿘㍯䛚䜘䜃ᶆ㆑

ᨺὶ・ᤕ䝕ータゎᯒ䛻䜘䜛᥎ᐃᡂ㛗

䛻ᇶ䛵䛟᳨ウ 

水産海ὒ研

究 
83 4 161 166 2018 ᖺ

11 ᭶ 

東北水研 㜿ಖ⣧୍ 開発セ ㇂ཱྀⓙ人 

開発セ 高ᶫ 

水工研 ㉺ᬛὒ 

開発セ ᒣୗ⚽ᖾ 

日本の䛥䜣䜎Წ受⥙漁⯪䛻㐺合䛧䛯

漁⋓≀のὒୖ㌿㍕ᢏ術の開発 
水産ᢏ術  11  1  1 8 2019 ᖺ

01 ᭶  

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 北水研 ⚟⃝༤᫂ 

北水研 㕥ᮌ࿃ 
北海道༓ṓᕝ䛻䛚䛡䜛䝃䜿㔝生㨶䛸

ᨺὶ㨶のᅇᖐ⋡のẚ㍑ 
9 14 

瀬水研 㜿部㞝   ᗈᓥ┴䛷᥇ྲྀ䛥䜜䛯㞵水中のᰤ養ሷ

⃰ᗘ䛻䛴い䛶 
31 36 

増養殖研 西ᒸ㇏ᘯ   海産㨶の✀ⱑ生産㐣⛬䛻発生䛩䜛䜴

䜲䝹䝇ᛶ⚄⤒ቯṚの㜵㝖䛻関䛩䜛

研究 

水産研究・

教育機ᵓ研

究ሗ࿌ 

 48 1 60 2019 ᖺ

01 ᭶ 

水工研 ୕ዲ₶ 水工研 㛗㇂ᕝ⏨ 

水工研 ⁁ཱྀᘯὈ 

水工研 ᯇ⏣⛅ᙪ 

開発セ 小Ἑ道生 

開発セ 㯮ᆏᾈᖹ 

開発セ ಖᑛ⬶ 

開発セ 日高ᾈ୍ 

㏆海䛛䛴䛚୍本㔮䜚漁⯪の ⯟海

䛻䛚䛡䜛䜴䜵䝄ー䝹ー䝔䜱ン䜾᳨ド 
水産工学  55 2 105 113 2018 ᖺ

11 ᭶ 

中央水研 ㉥ᯇᡂ   ᗈᖏᇦ䝇䝥䝸䝑䝖䝡ー䝮䝋䝘ー䛸㡢㡪ⓗ

ᶆ㆑ᤕ䛻䜘䜛㨶⩌のᑿ数䛚䜘䜃体

㛗ศᕸ計  

54 3 203 20䠓 
  

2018 ᖺ

12 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

日水研 㣤⏣┿ஓ 北水研 క┿ಇ ᒣᙧ┴᭶ගᕝ䛻䛚い䛶␗䛺䜛ᮇ䛻

ᨺὶ䛧䛯䝃䜿 Oncorhynchus keta のᅇ

ᖐ⋡ẚ㍑ 

水産増殖  66  2  137 140 2018 ᖺ

06 ᭶  

西水研 ᵽཱྀኴ㑻 西水研 高ᚿᐉ 

西水研 ⋞ᾈ୍㑻 

瀬水研 ᒸ㞞୍ 

ప水 ᮇ䛻䛚䛡䜛䜽䝻䝬䜾䝻人工✀ⱑ

の体䝃䜲䝈䛸生ṧの関係 
147 153 

⛅⏣┴水

産振興セ

ンター内

水㠃ヨ㦂

ụ 

  

బ⸨ṇ人 中央水研 ᆤ₶୍ 䜰䝴㔮䜚漁ሙ⟶⌮䛻䛚䛡䜛᪩ᮇ小

ᆺᨺὶの᭷⏝ᛶ 
3 227 233 2018 ᖺ

08 ᭶ 

西水研 ஂ㛛୍⣖ 国際水研 ⏣中ᗤ 

西水研 Ụሙᓅྐ 

西水研 ᵽཱྀኴ㑻 

増養殖研 西᫂ᩥ 

東北水研 㝵ᇽⱥᇛ 

ග࿘ᮇ䛜䜽䝻䝬䜾䝻㨶の生ṧ䠈ᡂ

㛗䠈䛚䜘䜃ᦤ㣵䛻䛘䜛ᙳ㡪 
66  3 177 184 2018 ᖺ

09 ᭶  

୕㔜大学 బ㔝⳯᥇ 増養殖研 㛗㇂ᕝኟᶞ 

水工研 ᱓ཎஂᐇ 
䝬䜲䜽䝻䝃䝔䝷䜲䝖 DNA 䝬ー䜹ー䛛䜙

ぢ䛯ఀໃ‴内の䜰䝃䝸の㑇ఏ㞟団ᵓ

㐀 

3 209 216 

大ศ┴㎰

ᯘ水産研

究センタ

ー水産ヨ

㦂ሙ 

ᒣ本᐀୍㑻 水工研 బ⸨ඔ ࿘㜵ℿ༡部海ᇦ䛻䛚䛡䜛䝬䝁䜺䝺䜲の

産༸ሙ䛸ᡂ⇍≧ἣ 
3 217 226 

瀬水研 ṇ 本部 ᆏぢ▱Ꮚ 

西水研 高ᚿᐉ 

瀬水研 ᳃⏣ဴ⏨ 

瀬水研 ᬛ 

水大校 ᒣ本⩏ஂ 

瀬水研 ᒸ㞞୍ 

海水ᆺ生≀䜝㐣ᵴの䜝ᮦの䜰ン䝰䝙

䜰㓟άᛶ䛸䜰ン䝰䝙䜰㓟ᚤ生≀

䛻ཬ䜌䛩䜰ン䝰䝙䜰౪⤥㊊のᙳ㡪 

3 243 250 

中央水研 ᱞᩜᏕᾈ   ᐑᇛ┴䛻䛚䛡䜛Ẇ䛝䝬䜺䜻の┤᥋

㈍ᑟ入䛻䜘䜛ᢞ資の⤒῭ᛶホ౯ 
67  1 1 7 2019 ᖺ

03 ᭶  

西水研 Ύ本⠇ኵ 中央水研 ๓㔝ᖾ⏨ 

西水研 ྜྷᮧᣅ 
海⸴⩌ⴠのඃ༨✀のᕪ␗䛜䜽䝻䜰䝽

䝡䛸䝯䜺䜲䜰䝽䝡の生産䛸ᡂ㛗䛻

䛘䜛ᙳ㡪 

1 65 79 

西水研 ▼ኴ 水大校 ᒣ㷂 ᗣ⿱ 

水大校 㜿部 ┿ẚྂ 

水大校 ᮧ瀬 ᪼ 

水 䛸ሷศ䛜㣵ᩱೃ⿵✀ Eutreptiella 
sp. の増殖䛻䛘䜛ᙳ㡪 

水産大学校

研究ሗ࿌  
67  1  1 11 2018 ᖺ

11 ᭶  

水大校 㜿部┿ẚྂ 水大校 ሷ⏣┿⏤ 

水大校 ᮧ瀬᪼ 

水大校 㮵㔝㝧 

䜽䝻䝻䝣䜱䝹⺯ග䜢ά⏝䛧䛯⣚⸴䝇䝃

䝡䝜䝸ⴥ≧体の㈋ᰤ養䝇䝖䝺䝇ホ౯ 
13 23 

水大校 ᭱㤳ኴ㑻   䛂日本ᆺ海ὒಖㆤ区䛃の⟇ᐃ䛻む䛡䛶

䠉生≀ከᵝᛶ᮲⣙ឡ▱┠ᶆの㐩ᡂ

䠉 

25 31 

水大校 ᒣඖ᠇୍ 水大校 Ⲩᮌᬗ 

水大校 ༙⏣ᓅᚿ 
䝃䝹䝪䜴の㪰⤌⧊ 2  43 69 2019 ᖺ

01 ᭶  
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

水大校 ୍瀬⣧ᘺ 水大校 西⏣ဴஓ 海水෭༷ᆺ䝥䝺ー䝖ᘧ⇕ჾの生

≀ởᦆ䛻関䛩䜛研究䠉海水 ᗘのᙳ

㡪䠉 

71 77 

水大校 ▼⏣Ṋᚿ 水大校 ▼⏣㞞↷ 

水大校 ὠ⏣⛱ 
発Ἳ䝇䝏䝻ー䝹⣔⁻╔䝂䝭の資源ᚠ

⎔䝅䝇䝔䝮の䛯䜑の⤒῭ᛶホ౯ᇶ♏

䝰䝕䝹 

79 90 

水大校 ᮧ瀬᪼ 水大校 㜿部┿ẚྂ 

水大校 㔝⏣ᖿ㞝 
ග㉁䛜␗䛺䜛 LED ↷ᑕୗ䛷の䝽䜹䝯

㓄അ体の生㛗䛸ᡂ⇍ 
91 97 

水大校 Takeshi 
Handa 

水大校 Ⲩᮌᬗ 

水大校  Ken-ichi 
Yamamoto 

Acid-Base Balance of Hemolymph in 
Disk Abalone Haliotis (Nordotis) discus 
discus in Normoxic Conditions 

3  133 139 2019 ᖺ

03 ᭶  

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 ❧▼⯟ᖹ 

水大校 ᖹᒣᑜᬦ 

水大校 Ᏻ本ಙဢ 

水大校 高ᶫᖾ๎  

䝗䝏䝄䝯⛉䝃䝯㢮（䝗䝏䝄䝯䠈䝩䝅䝄䝯䠈

䝅䝻䝄䝯）のዲ中⌫のᙧែ学ⓗ䛚䜘䜃

⣽⬊学ⓗ特ᚩ 

141 151 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 ❧▼⯟ᖹ 

水大校 ᖹᒣᑜᬦ 

水大校 Ᏻ本ಙဢ 

水大校 高ᶫᖾ๎ 

䝗䝏䝄䝯⛉䝃䝯㢮（䝗䝏䝄䝯䠈䝩䝅䝄䝯䠈

䝅䝻䝄䝯）の㠀㈎㣗ᛶ㢛⢏⌫のᙧែ学

ⓗ䛚䜘䜃⣽⬊学ⓗ特ᚩ 

153 159 2019 ᖺ

03 ᭶  

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  ྾の䝯タセ䝹䜹䝸䜰䛻ᐤ生䛥䜜䛯䝬

䝎䜲のዲ中⌫㢛⢏ 
161 166 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  䝁䝤䝒䜻䝘䜺䜽䝡䝮䝅䛻ᐤ生䛥䜜䛯䝬

䝎䜲のዲ中⌫㢛⢏ 
167 169 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  タ䜲䝜䜶䛻ᐤ生䛥䜜䛯䝬䝎䜲の➨䠏の

ዲ中⌫䠖ሗ࿌ 
4  223 229 2019 ᖺ

03 ᭶  

水大校 Ᏻ本ಙဢ 水大校 大ᮧᣅஓ 

水大校 中ᮧஓ 

水大校 ㏆⸨ᫀ  

䝬䝂䜲䛻⮬↛発䛧䛯ᶓ⣠➽⫗⭘の

⌮⤌⧊学ⓗ䛚䜘䜃ච⤌⧊学ⓗ

研究 

231 236 

水大校 ㇂ཱྀᡂ⣖ 水大校 大ஂಖㄔ 

水大校 ๓⏣ಇ道 
高ᅽ๓ฎ⌮䛻䜘䜛䝽䝙䜶䝋ᮍ⏝部

䛛䜙の䜶䜻䝇ᢳฟຠ⋡の増㐍 
237 241 

水大校 ⏠႐本᠇   ᒣཱྀ┴䛻䛚䛡䜛䝥䝷ン❧䛻係䜛

䛂ᨭᗑ別会㆟䛃の研究 
243 252 

水大校 㔝⏣ᖿ㞝 水大校 ⡿⏣ᐇ⏤ 

水大校 ᮧ瀬᪼ 
Ⅼ⁛㛝ග䛻ᑐ䛩䜛䜰䜲䝂の大ᆺ海⸴

の᥇㣵ᢚไຠᯝ 
253 261 

水大校 ➉ୗ┤ᙪ 水大校 ℈⏣ᩄ⠊ 

水大校 㬀ᒸྐ㝯 

水大校 ୖཎᓫ 

水大校 小ᮌ䛯䜎 

水大校 ụ⏣⮳ 

㣫育ᐦᗘ䛜䜹䝬䜻䝸ᙜṓ㨶のᡂ㛗䛸ᡂ

⇍䛻ཬ䜌䛩ᙳ㡪 
263 268 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  䝷䝯䝻䝆䝇䜹䝇䛻⨯ᝈ䛧䛯䝬䝎䜲のዲ

中⌫㢛⢏ 
269 272 

水大校 ẟ㞞ᙪ 水大校 ⏣ୖⱥ᫂ 

水大校 ᯽㔝♸ 

水大校 小ᯘⰋᗣ 

水大校 ㈡ぢΎᙪ 

水大校 㙊㔝ᛅ 

Longline Fishing for Southern Bluefin 
Tuna in Mid-latitude South Indian 
Ocean areas in 2017 

数⌮水産⛉

学 
16  8 23 2019 ᖺ

03 ᭶ 

北㔛大学 ⚄ಖ 西水研 ᒣୗὒ ᐟ主䛿生体㜵ᚚ機ᵓ䜢⏝い䛶共生者

䜢䝁ン䝖䝻ー䝹䛩䜛ʊʊ䝃ン䝂の䝺䜽䝏

ン䛸共生⸴䜢中ᚰ䛸䛧䛶ʊʊ 

生≀⛉学  69 4 200 208 2018 ᖺ

07 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

(国研)国
❧⎔ቃ研

究所 

⋢⨨㞞⣖ 中央水研 ᙇᡂᖺ 䜹䜲䝲䝗䝸䜴䝭䜾䝰の⣔⤫䛸ศ㢮 70 2 73 77 2019 ᖺ

02 ᭶  

東ி海ὒ

大学 
㫽⩚ගᬕ 中央水研 ᙇᡂᖺ 

中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 
䜹䜲䝲䝗䝸䜴䝭䜾䝰䛻䜘䜛漁業⿕ᐖ䛸そ

のᑐ⟇ 
70 2 78 88 

⇃本大学 ᒣ⏣㞞 中央水研 ᙇᡂᖺ 䜹䜲䝲䝗䝸䜴䝭䜾䝰研究の䜖䛟䛘 70 2 103 111 

中央水研 ⋢⨨Ὀྖ   ᐃ⨨⥙漁業の日ⓗホ౯ 地ᇦ漁業研

究 
58 1 1 10 2018 ᖺ

04 ᭶ 

国際⯟業

(ᰴ)  
⸨ᐙர 西水研 ᯇᒣᖾᙪ ᭷᫂海䜰䝃䝸ᾋ㐟ᗂ生のᖸ₲間౪⤥

䝛䝑䝖䝽ー䜽 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B2(海
ᓊ工学)  

74  2  I_126
1 

I_126
6 

2018 ᖺ

11 ᭶  

(ᰴ)䜰䝹

䝣䜯水工

䝁ン䝃䝹

タン䝒 

  

㐲⸨ḟ㑻 水工研 大ᮧᬛᏹ 

水工研 ྂᕷᑦᇶ 

西水研 ᮡᯇᏹ୍ 

┤ᮺᘧᱞᶫ䛻స⏝䛩䜛ὠἼἼຊ特ᛶ 
䛻関䛩䜛数値ゎᯒ 

I_253 I_258 

水工研 大ᮧᬛᏹ 水工研 ྂᕷᑦᇶ 

西水研 ᮡᯇᏹ୍ 
┤ᮺᘧᶓᱞᶫ䛻స⏝䛩䜛ὠἼἼຊ䛻

関䛩䜛ᐇ㦂ⓗ研究 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B2(海
ᓊ工学) 

74 2 I_283 I_288 2018 ᖺ

11 ᭶ 

㻔国研㻕海

ୖ・ ‴・

⯟✵ᢏ術

研究所 

 ‴✵ 

ᢏ術研究

所 

ᱱ㡰ᬑ 日水研 高⏣ᐅṊ ₻ᕪ䛜␗䛺䜛◁₻間ᖏ䛻生ᜥ䛩䜛

ᗏ生➃⬮㢮のศᕸ䛸地┙⎔ቃ㐺合ሙ

の୍⯡ᛶ 

ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B3(海
ὒ開発) 

74 2 I_486 I_491 2018 ᖺ

08 ᭶ 

水工研 బ公ᗣ   漁 の▮ᯈᘧ係⯪ᓊの⪏㟈ᛶ⬟↷

査ᡭ法の᳨ド 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B3（海

ὒ開発） 

74 2 1_24
0 

1_24
5 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ᔱ⏣㝧୍   ⾨ᫍ AIS 䛷♧䛥䜜䛯北ᴟ海⯟㊰䛸海

ịᇦのẚ㍑ 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B3(海
ὒ開発) 

74 2 I_324 I_329 2018 ᖺ

09 ᭶ 

瀬水研 ᬛ 瀬水研 小㔠㝯அ 

瀬水研 ᒣୗ㈗♧ 
人工✀ⱑ生産䛥䜜䛯䜻䝆䝝タ⛶㨶

の㐟Ὃ・ᦤ㣵関㐃ᙧ㉁の発㐩 
東ி海ὒ大

学研究ሗ࿌ 
15  17 32 2019 ᖺ

02 ᭶ 

(独)国❧

⛉学༤≀

㤋 

௰ᮧᗣ⚽ 東北水研 ᱓⏣ 

東北水研 ᐑ本ὒ⮧ 
䝥䝷ン䜽䝖ンྛ䜾䝹ー䝥の᭱᪂▱ぢʊ
ศ㢮・生ែ研究の⌧≧ 

日本䝥䝷ン

䜽䝖ン学会

ሗ 

66 1 19 21 2019 ᖺ

02 ᭶ 

㛗ᓮ┴⥲

合水産ヨ

㦂ሙ 

ᖹỤ 中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ 㛗ᓮ┴༑ᓥ海ᇦᴋἩ地ඛ䛻䛚䛡

䜛᭷ᐖ 㠴ẟ⸴ Karenia mikimotoi の

䝯䝋䝁䝇䝮内䛷の日࿘㖄┤⛣ື䛻䛴い

䛶 

日本䝥䝷ン

䜽䝖ン学会

ሗ 

66 1 1 10 2019 ᖺ

02 ᭶ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 㷏㔝ᚿ 

瀬水研 大ஂಖಙᖾ 

瀬水研 ᣢ⏣ᙪ 

ឡ┴⚟ᾆ‴㨶㢮養殖ሙୗ䛻生ᜥ

䛩䜛海産㈋ẟ㢮䝠䝯䝘䜲䝽ン䜲䝖䝭䝭䝈

Thalassodrilides cf. briani のᏘ⠇ኚື

䛚䜘䜃㣫育᮲௳䛻関䛩䜛研究 

日本䝧ン䝖

䝇学会ㄅ 
73 1 57 63 2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ᒣ西大   Application of a Newly Developed 
Water Mixture Fuel Generator 
to IMO Regulations 

日本䝬䝸ン

䜶ン䝆䝙䜰

䝸ン䜾学会

ㄅ 

53 3 107 112 2018 ᖺ

05 ᭶ 

水大校 㓇ฟᫀᑑ 水大校 㙊㔝ᛅ 関㛛海ᇦ䛷の小ᆺ漁⯪䛛䜙䜏䜛୍⯡

⯟⾜⯪⯧䛸の➇合⦆䛻䛴い䛶 ー䜰

ン䜿ー䝖䛻䜘䜛㐟漁⯪漁業者のព㆑調

査ー 

日本⯟海学

会ㄅ 
NAVIGATI
ON 

207  67 76 2019 ᖺ

01 ᭶ 

― 94 ―



➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

水大校 ୍瀬⣧ᘺ 水大校 西⏣ဴஓ 海水෭༷ᆺ䝥䝺ー䝖ᘧ⇕ჾの生

≀ởᦆ䛻関䛩䜛研究䠉海水 ᗘのᙳ

㡪䠉 

71 77 

水大校 ▼⏣Ṋᚿ 水大校 ▼⏣㞞↷ 

水大校 ὠ⏣⛱ 
発Ἳ䝇䝏䝻ー䝹⣔⁻╔䝂䝭の資源ᚠ

⎔䝅䝇䝔䝮の䛯䜑の⤒῭ᛶホ౯ᇶ♏

䝰䝕䝹 

79 90 

水大校 ᮧ瀬᪼ 水大校 㜿部┿ẚྂ 

水大校 㔝⏣ᖿ㞝 
ග㉁䛜␗䛺䜛 LED ↷ᑕୗ䛷の䝽䜹䝯

㓄അ体の生㛗䛸ᡂ⇍ 
91 97 

水大校 Takeshi 
Handa 

水大校 Ⲩᮌᬗ 

水大校  Ken-ichi 
Yamamoto 

Acid-Base Balance of Hemolymph in 
Disk Abalone Haliotis (Nordotis) discus 
discus in Normoxic Conditions 

3  133 139 2019 ᖺ

03 ᭶  

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 ❧▼⯟ᖹ 

水大校 ᖹᒣᑜᬦ 

水大校 Ᏻ本ಙဢ 

水大校 高ᶫᖾ๎  

䝗䝏䝄䝯⛉䝃䝯㢮（䝗䝏䝄䝯䠈䝩䝅䝄䝯䠈

䝅䝻䝄䝯）のዲ中⌫のᙧែ学ⓗ䛚䜘䜃

⣽⬊学ⓗ特ᚩ 

141 151 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 ❧▼⯟ᖹ 

水大校 ᖹᒣᑜᬦ 

水大校 Ᏻ本ಙဢ 

水大校 高ᶫᖾ๎ 

䝗䝏䝄䝯⛉䝃䝯㢮（䝗䝏䝄䝯䠈䝩䝅䝄䝯䠈

䝅䝻䝄䝯）の㠀㈎㣗ᛶ㢛⢏⌫のᙧែ学

ⓗ䛚䜘䜃⣽⬊学ⓗ特ᚩ 

153 159 2019 ᖺ

03 ᭶  

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  ྾の䝯タセ䝹䜹䝸䜰䛻ᐤ生䛥䜜䛯䝬

䝎䜲のዲ中⌫㢛⢏ 
161 166 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  䝁䝤䝒䜻䝘䜺䜽䝡䝮䝅䛻ᐤ生䛥䜜䛯䝬

䝎䜲のዲ中⌫㢛⢏ 
167 169 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  タ䜲䝜䜶䛻ᐤ生䛥䜜䛯䝬䝎䜲の➨䠏の

ዲ中⌫䠖ሗ࿌ 
4  223 229 2019 ᖺ

03 ᭶  

水大校 Ᏻ本ಙဢ 水大校 大ᮧᣅஓ 

水大校 中ᮧஓ 

水大校 ㏆⸨ᫀ  

䝬䝂䜲䛻⮬↛発䛧䛯ᶓ⣠➽⫗⭘の

⌮⤌⧊学ⓗ䛚䜘䜃ච⤌⧊学ⓗ

研究 

231 236 

水大校 ㇂ཱྀᡂ⣖ 水大校 大ஂಖㄔ 

水大校 ๓⏣ಇ道 
高ᅽ๓ฎ⌮䛻䜘䜛䝽䝙䜶䝋ᮍ⏝部

䛛䜙の䜶䜻䝇ᢳฟຠ⋡の増㐍 
237 241 

水大校 ⏠႐本᠇   ᒣཱྀ┴䛻䛚䛡䜛䝥䝷ン❧䛻係䜛

䛂ᨭᗑ別会㆟䛃の研究 
243 252 

水大校 㔝⏣ᖿ㞝 水大校 ⡿⏣ᐇ⏤ 

水大校 ᮧ瀬᪼ 
Ⅼ⁛㛝ග䛻ᑐ䛩䜛䜰䜲䝂の大ᆺ海⸴

の᥇㣵ᢚไຠᯝ 
253 261 

水大校 ➉ୗ┤ᙪ 水大校 ℈⏣ᩄ⠊ 

水大校 㬀ᒸྐ㝯 

水大校 ୖཎᓫ 

水大校 小ᮌ䛯䜎 

水大校 ụ⏣⮳ 

㣫育ᐦᗘ䛜䜹䝬䜻䝸ᙜṓ㨶のᡂ㛗䛸ᡂ

⇍䛻ཬ䜌䛩ᙳ㡪 
263 268 

水大校 ㏆⸨ᫀ 水大校 Ᏻ本ಙဢ  䝷䝯䝻䝆䝇䜹䝇䛻⨯ᝈ䛧䛯䝬䝎䜲のዲ

中⌫㢛⢏ 
269 272 

水大校 ẟ㞞ᙪ 水大校 ⏣ୖⱥ᫂ 

水大校 ᯽㔝♸ 

水大校 小ᯘⰋᗣ 

水大校 ㈡ぢΎᙪ 

水大校 㙊㔝ᛅ 

Longline Fishing for Southern Bluefin 
Tuna in Mid-latitude South Indian 
Ocean areas in 2017 

数⌮水産⛉

学 
16  8 23 2019 ᖺ

03 ᭶ 

北㔛大学 ⚄ಖ 西水研 ᒣୗὒ ᐟ主䛿生体㜵ᚚ機ᵓ䜢⏝い䛶共生者

䜢䝁ン䝖䝻ー䝹䛩䜛ʊʊ䝃ン䝂の䝺䜽䝏

ン䛸共生⸴䜢中ᚰ䛸䛧䛶ʊʊ 

生≀⛉学  69 4 200 208 2018 ᖺ

07 ᭶ 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

(国研)国
❧⎔ቃ研

究所 

⋢⨨㞞⣖ 中央水研 ᙇᡂᖺ 䜹䜲䝲䝗䝸䜴䝭䜾䝰の⣔⤫䛸ศ㢮 70 2 73 77 2019 ᖺ

02 ᭶  

東ி海ὒ

大学 
㫽⩚ගᬕ 中央水研 ᙇᡂᖺ 

中央水研 ᒣ本ᩄ༤ 
䜹䜲䝲䝗䝸䜴䝭䜾䝰䛻䜘䜛漁業⿕ᐖ䛸そ

のᑐ⟇ 
70 2 78 88 

⇃本大学 ᒣ⏣㞞 中央水研 ᙇᡂᖺ 䜹䜲䝲䝗䝸䜴䝭䜾䝰研究の䜖䛟䛘 70 2 103 111 

中央水研 ⋢⨨Ὀྖ   ᐃ⨨⥙漁業の日ⓗホ౯ 地ᇦ漁業研

究 
58 1 1 10 2018 ᖺ

04 ᭶ 

国際⯟業

(ᰴ)  
⸨ᐙர 西水研 ᯇᒣᖾᙪ ᭷᫂海䜰䝃䝸ᾋ㐟ᗂ生のᖸ₲間౪⤥

䝛䝑䝖䝽ー䜽 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B2(海
ᓊ工学)  

74  2  I_126
1 

I_126
6 

2018 ᖺ

11 ᭶  

(ᰴ)䜰䝹

䝣䜯水工

䝁ン䝃䝹

タン䝒 

  

㐲⸨ḟ㑻 水工研 大ᮧᬛᏹ 

水工研 ྂᕷᑦᇶ 

西水研 ᮡᯇᏹ୍ 

┤ᮺᘧᱞᶫ䛻స⏝䛩䜛ὠἼἼຊ特ᛶ 
䛻関䛩䜛数値ゎᯒ 

I_253 I_258 

水工研 大ᮧᬛᏹ 水工研 ྂᕷᑦᇶ 

西水研 ᮡᯇᏹ୍ 
┤ᮺᘧᶓᱞᶫ䛻స⏝䛩䜛ὠἼἼຊ䛻

関䛩䜛ᐇ㦂ⓗ研究 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B2(海
ᓊ工学) 

74 2 I_283 I_288 2018 ᖺ

11 ᭶ 

㻔国研㻕海

ୖ・ ‴・

⯟✵ᢏ術

研究所 

 ‴✵ 

ᢏ術研究

所 

ᱱ㡰ᬑ 日水研 高⏣ᐅṊ ₻ᕪ䛜␗䛺䜛◁₻間ᖏ䛻生ᜥ䛩䜛

ᗏ生➃⬮㢮のศᕸ䛸地┙⎔ቃ㐺合ሙ

の୍⯡ᛶ 

ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B3(海
ὒ開発) 

74 2 I_486 I_491 2018 ᖺ

08 ᭶ 

水工研 బ公ᗣ   漁 の▮ᯈᘧ係⯪ᓊの⪏㟈ᛶ⬟↷

査ᡭ法の᳨ド 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B3（海

ὒ開発） 

74 2 1_24
0 

1_24
5 

2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ᔱ⏣㝧୍   ⾨ᫍ AIS 䛷♧䛥䜜䛯北ᴟ海⯟㊰䛸海

ịᇦのẚ㍑ 
ᅵᮌ学会ㄽ

ᩥ㞟 B3(海
ὒ開発) 

74 2 I_324 I_329 2018 ᖺ

09 ᭶ 

瀬水研 ᬛ 瀬水研 小㔠㝯அ 

瀬水研 ᒣୗ㈗♧ 
人工✀ⱑ生産䛥䜜䛯䜻䝆䝝タ⛶㨶

の㐟Ὃ・ᦤ㣵関㐃ᙧ㉁の発㐩 
東ி海ὒ大

学研究ሗ࿌ 
15  17 32 2019 ᖺ

02 ᭶ 

(独)国❧

⛉学༤≀

㤋 

௰ᮧᗣ⚽ 東北水研 ᱓⏣ 

東北水研 ᐑ本ὒ⮧ 
䝥䝷ン䜽䝖ンྛ䜾䝹ー䝥の᭱᪂▱ぢʊ
ศ㢮・生ែ研究の⌧≧ 

日本䝥䝷ン

䜽䝖ン学会

ሗ 

66 1 19 21 2019 ᖺ

02 ᭶ 

㛗ᓮ┴⥲

合水産ヨ

㦂ሙ 

ᖹỤ 中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ 㛗ᓮ┴༑ᓥ海ᇦᴋἩ地ඛ䛻䛚䛡

䜛᭷ᐖ 㠴ẟ⸴ Karenia mikimotoi の

䝯䝋䝁䝇䝮内䛷の日࿘㖄┤⛣ື䛻䛴い

䛶 

日本䝥䝷ン

䜽䝖ン学会

ሗ 

66 1 1 10 2019 ᖺ

02 ᭶ 

瀬水研 ఀ⸨ඞᩄ 瀬水研 ఀ⸨┿ዉ 

瀬水研 㷏㔝ᚿ 

瀬水研 大ஂಖಙᖾ 

瀬水研 ᣢ⏣ᙪ 

ឡ┴⚟ᾆ‴㨶㢮養殖ሙୗ䛻生ᜥ

䛩䜛海産㈋ẟ㢮䝠䝯䝘䜲䝽ン䜲䝖䝭䝭䝈

Thalassodrilides cf. briani のᏘ⠇ኚື

䛚䜘䜃㣫育᮲௳䛻関䛩䜛研究 

日本䝧ン䝖

䝇学会ㄅ 
73 1 57 63 2018 ᖺ

09 ᭶ 

水大校 ᒣ西大   Application of a Newly Developed 
Water Mixture Fuel Generator 
to IMO Regulations 

日本䝬䝸ン

䜶ン䝆䝙䜰

䝸ン䜾学会

ㄅ 

53 3 107 112 2018 ᖺ

05 ᭶ 

水大校 㓇ฟᫀᑑ 水大校 㙊㔝ᛅ 関㛛海ᇦ䛷の小ᆺ漁⯪䛛䜙䜏䜛୍⯡

⯟⾜⯪⯧䛸の➇合⦆䛻䛴い䛶 ー䜰

ン䜿ー䝖䛻䜘䜛㐟漁⯪漁業者のព㆑調

査ー 

日本⯟海学

会ㄅ 
NAVIGATI
ON 

207  67 76 2019 ᖺ

01 ᭶ 

― 95 ―



➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

増養殖研 ⚄ಖᛅ㞝 開発セ ᮧୖᜨ♸ 䜲セ䜶䝡䝣䜱䝻䝋ー䝬ᗂ生のᡂ㛗䛻క

䛖㉮ගᛶのኚ 
日本水産学

会ㄅ  
84  3  361 368 2018 ᖺ

06 ᭶  

中央水研 㛗ᩄ   ᭷ᐖ・᭷ẘ䝥䝷ン䜽䝖ン䝰䝙タ䝸ン䜾ᢏ

術の高ᗘ䛸ᛂ⏝ 
357 360 

中央水研 ᆤ₶୍ 増養殖研 ᑎᓥ⚈Ꮚ 

増養殖研 高㔝୍ 

本部 ᳃ᗈ୍㑻 

増養殖研 㕥ᮌಇဢ 

䜰䝴の Edwardsiella ictaluri ឤᰁ䛸

㔮䜚䛷の㔮䜙䜜䜔䛩䛥の関係 
393 398 

ᒸᒣ┴㎰

ᯘ水産研

究センタ

ー水産研

究所 

ᮧᒣྐᗣ 中央水研 東⏿㢧 

中央水研 ▼⏣Ꮚ 
ᢪ༸䛚䜘䜃㌾⏥䜺䝄䝭 Portunus 
trituberculatus ➽⫗䛛䜙ᢳฟ䛧䛯䜶䜻

䝇の࿊ホ౯ 

425 433 

開発セ ᒣୗ⚽ᖾ 中央水研 ᰗ本༟ 

日水研 బஂ間ၨ 

開発セ ᮌᮧᣅ人 

開発セ 㯮ᆏᾈᖹ 

国際水研 小ᮍᇶ 

ᕞ࿘㎶海ᇦ䛷漁⋓䛥䜜䜛䜹䝒䜸の

ᅇ㐟生ែー㯮₻ὶᇦ䛷の䝃䜲䝈䝇䜽䝸

ー䝙ン䜾のྍ⬟ᛶ䠉 

4  630 640 2018 ᖺ

07 ᭶ 

瀬水研 ∦ᒣ㈗ኈ   日本海西部海ᇦ䛻䛚䛡䜛䝖䝷䝣䜾䛿䛘

⦖漁業の㔮㔪㑅ᢥᛶ 
656 665 2018 ᖺ

07 ᭶  

中央水研 ᙇᡂᖺ 瀬水研 ṇ 

中央水研 ⟽ᒣὒ 

中央水研 ▮⏣ᓫ 

中央水研 ⩚ኴ㑻 

中央水研 㛗ᩄ 

中央水研 ᰗ本༟ 

䝇䝆䜶䝡 Palaemon paucidens の 2 タ䜲

䝥䜢ุ別䛩䜛䛯䜑の DNA 䝬ー䜹ー䛚

䜘䜃日本䛻䛚䛡䜛 2 タ䜲䝥のศᕸ 

674 681 

中央水研 ᒣ本⚈୍㑻 中央水研 Ᏻಸ大 ᰣᮌ┴中⚙ᑎ†の†ᗏᅵ䛻྾╔䛧䛯

ᨺᑕᛶセ䝅䜴䝮の✵間ศᕸ,Ꮡᅾᙧ

ែ,䛚䜘䜃間ⓗ᥎⛣ 

682 695 

中央水研 中ᮧᬛᖾ   内水㠃漁༠䛻䛚䛡䜛䜰䝴䛸ὶ㨶の

ᨺὶ業の᥇⟬ᛶ 
705 710 

北水研 㛗㇂ᕝຌ   北海道༡西部ᑼ別ᕝᨭὶ䛻䛚䛡䜛䝃

䜽䝷䝬䝇䛸䜲䝽䝘の生ᜥᐦᗘ 
728 730 

北海道大

学大学院

水産⛉学

研究院 

ⰾᒣᣅ 中央水研 ᆤ₶୍ 北海道の†䛻䛚䛡䜛ᕼᑡ㨶䜢ᑐ㇟䛸

䛧䛯㐟漁者のᾘ㈝ᐇែ䛸その㔠㢠 
5  858 871 2018 ᖺ

09 ᭶  

本部 大関ⰾἈ   SH “U” N 䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᒎ開䛸ᚋの

㐍ᒎ 
974 976 

水工研 ୖㄔ❶ 水工研 ༡部ுඖ 

水工研 ᱓ཎஂᐇ 
㛗ᓮ┴ኍᒱ࿘㎶海ᇦ䛻䛚䛡䜛人工㨶

♋の⏝≧ἣ䛸䝯䝎䜲䛚䜘䜃䝬䝎䜲資

源ᐦᗘ䛻䛘䜛人工㨶♋のຠᯝ 

6  1010 1016 2018 ᖺ

11 ᭶  

中央水研 大ᮧ⿱ 中央水研 ᮌᐑ㝯 

中央水研 㕥ᮌ道Ꮚ 
䜰䜹䝬ン䝪䜴䛻含䜎䜜䜛䝞䝺䝙ンの䜰䝭

䝜㓟⮬ືศᯒ計䛻䜘䜛ᐃ㔞 
1025 1033 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

西水研 ᕝ内㝧ᖹ 開発セ ᒾཎ⏤ె 

西水研 㓇⊛ 

西水研 㑮ⰼᱵ 

西水研 中ᕝ㞞ᘯ 

ᒇ内大ᆺ水ᵴ䜢⏝い䛯⮬⏤㐟Ὃ䛩䜛

䝬䜰䝆のター䝀䝑䝖䝇䝖䝺ン䜾䝇 ᐃ 
85  1  2 16 2019 ᖺ

01 ᭶  

中央水研 ⚄ᒣ㱟ኴ㑻 水工研 㧘ᶫ⚽⾜ ຍ⇕調⌮䜢┠ⓗ䛸䛧䛯ᾘ㈝者のᐑᇛ

┴産生㣗⏝む䛝㌟䜹䜻䛻ᑐ䛩䜛ホ౯ 
55 63 

開発セ ᮌᮧᣅ人 中央水研 ᰗ本༟ 

開発セ 日高ᾈ୍ 

開発セ ୖཎ ᓫᩗ 

開発セ 大ᓥ 㐩ᶞ 

開発セ అᓥ ୍ᖹ 

西水研 㓇 ⊛ 

北西ኴᖹὒ䛸タ䝇䝬ン海の外ὒᇦ䛷

漁⋓䛥䜜䛯䝠䝷䝬䝃㞟団の㑇ఏⓗ特ᛶ 
2  142 149 2019 ᖺ

03 ᭶  

㮵ඣᓥ┴

水産ᢏ術

開発セン

ター 

中ᓥᗈᶞ 瀬水研 北㎷䛥䜋 

瀬水研 ⣸ຍ⏣▱ᖾ 

瀬水研 㜿部㞝 

西水研 ᚨỌ㈗ஂ 

西水研 ᒸᮧ㯢 

中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ 

瀬水研 㨣ሯ๛ 

2016 ᖺኟᏘ䛻ඵ௦海䛷発生䛧䛯

Chattonella ㉥₻䠖発生⎔ቃ䛸養殖䝤䝸

のᩢṚ 

162 172 

北大院水

⛉学 
ⰾᒣᣅ 中央水研 ᆤ₶୍ 㝆海ᆺ䝃䜿⛉㨶㢮䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯䝹䜰

ー㔮䜚䛻䛚䛡䜛㕍ᙧ≧䛸╔方法䛻䜘

䜛䛛䜚䜔䛩䛥の㐪い 

176 178 

西水研 ᳃ᒸὈ୕ 中央水研 ர┿࿃ 

瀬水研 ṇ 

水大校 ᒣ本⩏ஂ 

䝏䝸䝯ン䝰ン䝇ター䜢⏝い䛯䝅䝷䝇漁⋓

≀中への䝃䝽䝷 Scomberomorus 
niphonius ⛶㨶ΰ入数᥎ᐃ 

85 2 179 181 2019 ᖺ

03 ᭶ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 中央水研 ᰗ本༟ 

瀬水研 ṇ 
䝇䝆䜶䝡 Palaemon paucidens の㑇ఏ

ⓗศ 
日本生≀地

⌮学会会ሗ  
73   1 16 2018 ᖺ

12 ᭶  

日水研 ᮌᬽ㝧୍   日本㏆海産䝠䝖䝕㢮（Ჲ⓶ື≀㛛䝠䝖

䝕⥘）✀ྡ┠㘓 
 1 17 

北海道大

学 
ᮌᮧඞஓ 東北水研 ᡂᯇᗤ ᒾᡭ┴Ἀ䛛䜙᥇㞟䛥䜜䛯国内 2 ┠

の䝴䜴䝺䜲䜸䝙䜰ン䝁䜴 Haplophryne 
mollis 

71  1 1 2019 ᖺ

01 ᭶ 

水大校 ኴ⏣༤ග   ࿘Ἴ数㡿ᇦ⮬ᕫᅇᖐ䝰䝕䝹䜢ᛂ⏝䛧

䛯䝞䜿䝑䝖䜶䝺䝧ータప㏿㌿䛜䜚㍈受

の≧ែ┘ど･デ᩿法 ʊ ✌ാ中の䝥

䝷ン䝖内ᐇ機䛻㐺⏝䛧䛯ሙ合のᐇ⏝ᛶ 
ʊ 

日本タഛ⟶

⌮学会ㄅ 
30 4 21 29 2019 ᖺ

02 ᭶ 

水大校 ᳝ᮌᮁ   䝦䝹䝮䝩䝹䝒共㬆䜢⏝䛧䛯䝬䜺䜻㌾

体部の体✚᥎ᐃ方法 
㎰業㣗ᩱ工

学会ㄅ 
81 1 51 59 2018 ᖺ

04 ᭶ 

水大校 ⏣ᮧ㈼ 水大校 ᮡᒣ⪔ᖹ ᗫᲠ∻⾃Ẇ䜢㝡ჾ㔙⸆䛸䛧䛶⏝䛩

䜛䛯䜑の調合・↝ᡂ᮲௳の᭱㐺 
ᗫᲠ≀資源

ᚠ⎔学会ㄽ

ᩥㄅ 

30  29 37 2019 ᖺ

03 ᭶ 

水大校 ኴ⏣༤ග   AE 法䛻䜘䜛䝞䜿䝑䝖䜶䝺䝧ータ㍈受ᦆ

യ᳨▱の高⢭ᗘ 
㠀◚ቯ᳨査 67 10 507 512 2018 ᖺ

10 ᭶ 

（地独）北

海道❧⥲

合研究機

ᵓ 

Ύ水ὒᖹ 水大校 高ᶫὒ 北海道࿘㎶ἢᓊ海ᇦ䛻䛚い䛶産༸䛩

䜛䝙䝅ン（Clupea pallasii）の mtDNA
ሗ䜢⏝い䛯㞟団ᵓ㐀の᳨ウ 

北水ヨ研究

ሗ࿌ 
 94 1 40 2018 ᖺ

09 ᭶ 
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➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

増養殖研 ⚄ಖᛅ㞝 開発セ ᮧୖᜨ♸ 䜲セ䜶䝡䝣䜱䝻䝋ー䝬ᗂ生のᡂ㛗䛻క

䛖㉮ගᛶのኚ 
日本水産学

会ㄅ  
84  3  361 368 2018 ᖺ

06 ᭶  

中央水研 㛗ᩄ   ᭷ᐖ・᭷ẘ䝥䝷ン䜽䝖ン䝰䝙タ䝸ン䜾ᢏ

術の高ᗘ䛸ᛂ⏝ 
357 360 

中央水研 ᆤ₶୍ 増養殖研 ᑎᓥ⚈Ꮚ 

増養殖研 高㔝୍ 

本部 ᳃ᗈ୍㑻 

増養殖研 㕥ᮌಇဢ 

䜰䝴の Edwardsiella ictaluri ឤᰁ䛸

㔮䜚䛷の㔮䜙䜜䜔䛩䛥の関係 
393 398 

ᒸᒣ┴㎰

ᯘ水産研

究センタ

ー水産研

究所 

ᮧᒣྐᗣ 中央水研 東⏿㢧 

中央水研 ▼⏣Ꮚ 
ᢪ༸䛚䜘䜃㌾⏥䜺䝄䝭 Portunus 
trituberculatus ➽⫗䛛䜙ᢳฟ䛧䛯䜶䜻

䝇の࿊ホ౯ 

425 433 

開発セ ᒣୗ⚽ᖾ 中央水研 ᰗ本༟ 

日水研 బஂ間ၨ 

開発セ ᮌᮧᣅ人 

開発セ 㯮ᆏᾈᖹ 

国際水研 小ᮍᇶ 

ᕞ࿘㎶海ᇦ䛷漁⋓䛥䜜䜛䜹䝒䜸の

ᅇ㐟生ែー㯮₻ὶᇦ䛷の䝃䜲䝈䝇䜽䝸

ー䝙ン䜾のྍ⬟ᛶ䠉 

4  630 640 2018 ᖺ

07 ᭶ 

瀬水研 ∦ᒣ㈗ኈ   日本海西部海ᇦ䛻䛚䛡䜛䝖䝷䝣䜾䛿䛘

⦖漁業の㔮㔪㑅ᢥᛶ 
656 665 2018 ᖺ

07 ᭶  

中央水研 ᙇᡂᖺ 瀬水研 ṇ 

中央水研 ⟽ᒣὒ 

中央水研 ▮⏣ᓫ 

中央水研 ⩚ኴ㑻 

中央水研 㛗ᩄ 

中央水研 ᰗ本༟ 

䝇䝆䜶䝡 Palaemon paucidens の 2 タ䜲

䝥䜢ุ別䛩䜛䛯䜑の DNA 䝬ー䜹ー䛚

䜘䜃日本䛻䛚䛡䜛 2 タ䜲䝥のศᕸ 

674 681 

中央水研 ᒣ本⚈୍㑻 中央水研 Ᏻಸ大 ᰣᮌ┴中⚙ᑎ†の†ᗏᅵ䛻྾╔䛧䛯

ᨺᑕᛶセ䝅䜴䝮の✵間ศᕸ,Ꮡᅾᙧ

ែ,䛚䜘䜃間ⓗ᥎⛣ 

682 695 

中央水研 中ᮧᬛᖾ   内水㠃漁༠䛻䛚䛡䜛䜰䝴䛸ὶ㨶の

ᨺὶ業の᥇⟬ᛶ 
705 710 

北水研 㛗㇂ᕝຌ   北海道༡西部ᑼ別ᕝᨭὶ䛻䛚䛡䜛䝃

䜽䝷䝬䝇䛸䜲䝽䝘の生ᜥᐦᗘ 
728 730 

北海道大

学大学院

水産⛉学

研究院 

ⰾᒣᣅ 中央水研 ᆤ₶୍ 北海道の†䛻䛚䛡䜛ᕼᑡ㨶䜢ᑐ㇟䛸

䛧䛯㐟漁者のᾘ㈝ᐇែ䛸その㔠㢠 
5  858 871 2018 ᖺ

09 ᭶  

本部 大関ⰾἈ   SH “U” N 䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᒎ開䛸ᚋの

㐍ᒎ 
974 976 

水工研 ୖㄔ❶ 水工研 ༡部ுඖ 

水工研 ᱓ཎஂᐇ 
㛗ᓮ┴ኍᒱ࿘㎶海ᇦ䛻䛚䛡䜛人工㨶

♋の⏝≧ἣ䛸䝯䝎䜲䛚䜘䜃䝬䝎䜲資

源ᐦᗘ䛻䛘䜛人工㨶♋のຠᯝ 

6  1010 1016 2018 ᖺ

11 ᭶  

中央水研 大ᮧ⿱ 中央水研 ᮌᐑ㝯 

中央水研 㕥ᮌ道Ꮚ 
䜰䜹䝬ン䝪䜴䛻含䜎䜜䜛䝞䝺䝙ンの䜰䝭

䝜㓟⮬ືศᯒ計䛻䜘䜛ᐃ㔞 
1025 1033 

➹㢌ⴭ者

所ᒓ 
➹㢌ⴭ者 
Ặྡ 

共ⴭ者 所ᒓẶྡ 
䈜機ᵓ⫋員の䜏 タ䜲䝖䝹 ᥖ㍕ㄅ ᕳ ྕ 開ጞ㡫 ⤊㡫 公ห 

ᖺ᭶ 

西水研 ᕝ内㝧ᖹ 開発セ ᒾཎ⏤ె 

西水研 㓇⊛ 

西水研 㑮ⰼᱵ 

西水研 中ᕝ㞞ᘯ 

ᒇ内大ᆺ水ᵴ䜢⏝い䛯⮬⏤㐟Ὃ䛩䜛

䝬䜰䝆のター䝀䝑䝖䝇䝖䝺ン䜾䝇 ᐃ 
85  1  2 16 2019 ᖺ

01 ᭶  

中央水研 ⚄ᒣ㱟ኴ㑻 水工研 㧘ᶫ⚽⾜ ຍ⇕調⌮䜢┠ⓗ䛸䛧䛯ᾘ㈝者のᐑᇛ

┴産生㣗⏝む䛝㌟䜹䜻䛻ᑐ䛩䜛ホ౯ 
55 63 

開発セ ᮌᮧᣅ人 中央水研 ᰗ本༟ 

開発セ 日高ᾈ୍ 

開発セ ୖཎ ᓫᩗ 

開発セ 大ᓥ 㐩ᶞ 

開発セ అᓥ ୍ᖹ 

西水研 㓇 ⊛ 

北西ኴᖹὒ䛸タ䝇䝬ン海の外ὒᇦ䛷

漁⋓䛥䜜䛯䝠䝷䝬䝃㞟団の㑇ఏⓗ特ᛶ 
2  142 149 2019 ᖺ

03 ᭶  

㮵ඣᓥ┴

水産ᢏ術

開発セン

ター 

中ᓥᗈᶞ 瀬水研 北㎷䛥䜋 

瀬水研 ⣸ຍ⏣▱ᖾ 

瀬水研 㜿部㞝 

西水研 ᚨỌ㈗ஂ 

西水研 ᒸᮧ㯢 

中央水研 㟷ᮌ୍ᘯ 

瀬水研 㨣ሯ๛ 

2016 ᖺኟᏘ䛻ඵ௦海䛷発生䛧䛯

Chattonella ㉥₻䠖発生⎔ቃ䛸養殖䝤䝸

のᩢṚ 

162 172 

北大院水

⛉学 
ⰾᒣᣅ 中央水研 ᆤ₶୍ 㝆海ᆺ䝃䜿⛉㨶㢮䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯䝹䜰

ー㔮䜚䛻䛚䛡䜛㕍ᙧ≧䛸╔方法䛻䜘

䜛䛛䜚䜔䛩䛥の㐪い 

176 178 

西水研 ᳃ᒸὈ୕ 中央水研 ர┿࿃ 

瀬水研 ṇ 

水大校 ᒣ本⩏ஂ 

䝏䝸䝯ン䝰ン䝇ター䜢⏝い䛯䝅䝷䝇漁⋓

≀中への䝃䝽䝷 Scomberomorus 
niphonius ⛶㨶ΰ入数᥎ᐃ 

85 2 179 181 2019 ᖺ

03 ᭶ 

中央水研 ᙇᡂᖺ 中央水研 ᰗ本༟ 

瀬水研 ṇ 
䝇䝆䜶䝡 Palaemon paucidens の㑇ఏ

ⓗศ 
日本生≀地

⌮学会会ሗ  
73   1 16 2018 ᖺ

12 ᭶  

日水研 ᮌᬽ㝧୍   日本㏆海産䝠䝖䝕㢮（Ჲ⓶ື≀㛛䝠䝖

䝕⥘）✀ྡ┠㘓 
 1 17 

北海道大

学 
ᮌᮧඞஓ 東北水研 ᡂᯇᗤ ᒾᡭ┴Ἀ䛛䜙᥇㞟䛥䜜䛯国内 2 ┠

の䝴䜴䝺䜲䜸䝙䜰ン䝁䜴 Haplophryne 
mollis 

71  1 1 2019 ᖺ

01 ᭶ 

水大校 ኴ⏣༤ග   ࿘Ἴ数㡿ᇦ⮬ᕫᅇᖐ䝰䝕䝹䜢ᛂ⏝䛧

䛯䝞䜿䝑䝖䜶䝺䝧ータప㏿㌿䛜䜚㍈受

の≧ែ┘ど･デ᩿法 ʊ ✌ാ中の䝥

䝷ン䝖内ᐇ機䛻㐺⏝䛧䛯ሙ合のᐇ⏝ᛶ 
ʊ 

日本タഛ⟶

⌮学会ㄅ 
30 4 21 29 2019 ᖺ

02 ᭶ 

水大校 ᳝ᮌᮁ   䝦䝹䝮䝩䝹䝒共㬆䜢⏝䛧䛯䝬䜺䜻㌾

体部の体✚᥎ᐃ方法 
㎰業㣗ᩱ工

学会ㄅ 
81 1 51 59 2018 ᖺ

04 ᭶ 

水大校 ⏣ᮧ㈼ 水大校 ᮡᒣ⪔ᖹ ᗫᲠ∻⾃Ẇ䜢㝡ჾ㔙⸆䛸䛧䛶⏝䛩

䜛䛯䜑の調合・↝ᡂ᮲௳の᭱㐺 
ᗫᲠ≀資源

ᚠ⎔学会ㄽ

ᩥㄅ 

30  29 37 2019 ᖺ

03 ᭶ 

水大校 ኴ⏣༤ග   AE 法䛻䜘䜛䝞䜿䝑䝖䜶䝺䝧ータ㍈受ᦆ

യ᳨▱の高⢭ᗘ 
㠀◚ቯ᳨査 67 10 507 512 2018 ᖺ

10 ᭶ 

（地独）北

海道❧⥲

合研究機

ᵓ 

Ύ水ὒᖹ 水大校 高ᶫὒ 北海道࿘㎶ἢᓊ海ᇦ䛻䛚い䛶産༸䛩

䜛䝙䝅ン（Clupea pallasii）の mtDNA
ሗ䜢⏝い䛯㞟団ᵓ㐀の᳨ウ 

北水ヨ研究

ሗ࿌ 
 94 1 40 2018 ᖺ

09 ᭶ 
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表 18 学会㈹等 
䛆学会㈹䛇 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

漁業⤒῭学会 ዡບ㈹ 
水産≀の産地ὶ㏻䛸漁ᮧ䛻䛚䛡

䜛ዪᛶのᙺ䛻関䛩䜛研究 
水大校 ᓥஂᐇ 18/06/01 

㻼㻵㻯㻱㻿㻞㻜㻝㻤 ᖺḟ大

会 

㻼㻵㻯㻱㻿 㻯㼔㼍㼕㼞 

㻭㼣㼍㼞㼐 㻔㆟㛗㈹）  
㐠Ⴀᨵ㠉䛸䛺㐠Ⴀ䛻㈉⊩ ⌮ ⏣ኵ 18/10/29 

㻰㻺㻭 ከᆺ学会 ⱝᡭ研究㈹ 

 ᬮ䛷北ୖ・ศᕸ䛧䛶い䜛日本

の ᖏ䝃ン䝂ᇦ䛿㐀♋䝃ン䝂の

㑊㞴所䛸䛺䜚䛘䜛の䛛䠛 

中央水研 㛗ᩄ 18/12/07 

日本▱⬟ሗ䝣䜯

䝆䜱学会中国・ᅄ国

ᨭ部 

ዡບ㈹ 
䝣䜯䝆䜱᥎ㄽ䜢⏝い䛯㌟Ḟ䛝䝣䜾

の㩭ᗘ᥎ᐃ䝰䝕䝹 
水大校 高ᒸభከ 18/12/22 

㟁Ẽ学会中国ᨭ部 ዡບ㈹ 

㉸㡢Ἴ䜢⏝い䛯㨶⫗の㠀◚ቯホ

౯䝅䝇䝔䝮の開発 䡚 䝙䝳ー䝷䝹

䝛䝑䝖䝽ー䜽䜢⏝い䛯ホ౯方法の

᳨ド䡚 

水大校 ┾㘠ᬛྐ 

水大校 中ᮧ ㄔ 

水大校 ᳝ᮌᮁ 

水大校 Ώ㑓ᩄ 

水大校 ๓⏣ಇ道 

19/02/28 

水産海ὒ学会 Ᏹ⏣㈹ 
小ᆺᾋ㨶㢮の㨶✀᭰䜢中ᚰ䛸

䛩䜛資源ኚື機ᵓ䛻関䛩䜛研究 
中央水研 㧘㡲㈡᫂ 19/03/23 

水産海ὒ学会 ዡບ㈹ 

北ኴᖹὒ䛻䛚䛡䜛小ᆺ㪒㢮の生

ᜥ地⏝䛸資源ືែ䛻関䛩䜛研

究 

国際水研 㔠భ 19/03/23 

日本水産学会漁業

᠓ヰ会 
ዡບ㈹ 

ᒣཱྀ┴日本海ഃ䛻䛚䛡䜛ᶆ本䛻

ᇶ䛵い䛯㨶㢮䝸䝇䝖సᡂのྲྀ䜚⤌

䜏 

水大校 Ọ⠇Ꮚ 19/03/26 

 

䛆ㄽᩥ㈹䛇 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

日本海ὒ学会 日高ㄽᩥ㈹ 

Fine-scale structure and mixing 
across the front between the 
Tsugaru Warm and Oyashio 
Currents in summer along the 
Sanriku Coast, east of Japan 

東北水研 ዟ西Ṋ 18/05/21 

International Institute 
for Fisheries 
Economics and Trade 

Best Aquaculture 
Economics Paper 
Prize 

Manageable Risks and the Demand 
for Food Products: The Case of 
Oyster 

中央水研 ⱝᯇᏹᶞ 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 
18/07/17 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

Canadian Journal of 
Fisheries and Aquatic 
Sciences 

Editor’s choice 
papers for 2018 

Earlier migration timing of 
salmonids: an adaptation to climate 
change or maladaptation to the 
fishery? 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 18/10/03 

日本㨶㢮学会 ㄽᩥ㈹ 

Evolutionary process of iwame, a 
markless form of the red-spotted 
masu salmon Oncorhynchus masou 
ishikawae, in the Ôno River, 
Kyushu 

水大校 高ᶫὒ 

水大校 ➉ୗ┤ᙪ 
18/10/06 

日本䝃ン䝂♋学会 ㄽᩥ㈹ 

Megafaunal composition of cold-
water coralsand other deep-sea 
benthos in the southern Emperor 
Seamounts area, North Pacific 
Ocean 

国際水研 ᐑ本㯞⾰ 

国際水研 Ύ⏣㞞ྐ 

西水研 ᯘཎẎ 

18/11/23 

日本䝃ン䝂♋学会 ㄽᩥ㈹ 

Low species diversity of 
hermatypic corals on an isolated 
reef, Okinotorishima, in the 
northwestern Pacific 

西水研 ᯘཎẎ 18/11/23 

日本ື≀学会 
Zoological 
Science Award 

External Asymmetry and Pectoral 
Fin Loss in the Bamboo Sole 
(Heteromycteris japonica): Small-
Sized Sole with Potential as a 
Pleuronectiformes Experimental 
Model 

増養殖研 Ᏹ╩ 18/12/09 

水産海ὒ学会 ㄽᩥ㈹ 

Climate change and interspecific 
interactions drive species 
alternations between anchovy and 
sardine in the western North 
Pacific: Detection of causality by 
convergent cross mapping 

中央水研 中ᒣ᪂୍ᮁ 

中央水研 㧘㡲㈡᫂ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

19/03/23 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Ontogenetic habitat shift of age-0 
Japanese flounder Paralichthys 
olivaceus on the Pacific coast of 
northeastern Japan: differences in 
timing of the shift among areas and 
potential effects on recruitment 
success 
（東北地方ኴᖹὒᓊ䛻䛚䛡䜛䝠䝷

䝯ᙜṓ㨶のᡂ㛗䛻క䛖生ᜥሙ所

ኚ䠖ຍ入ᡂຌ䛻䛚䜘䜌䛩ᙳ㡪） 

東北水研 ᰩ⏣㇏ 19/03/28 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Impacts of the nonlinear 
relationship between abundance 
and its index in a tuned virtual 
population analysis（䝏䝳ー䝙ン䜾

㼂㻼㻭 䛻䛚䛡䜛資源㔞ᣦ数の㠀⥺

ᙧᛶのᙳ㡪） 

中央水研 ᶫ本⥳ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

19/03/28 
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表 18 学会㈹等 
䛆学会㈹䛇 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

漁業⤒῭学会 ዡບ㈹ 
水産≀の産地ὶ㏻䛸漁ᮧ䛻䛚䛡

䜛ዪᛶのᙺ䛻関䛩䜛研究 
水大校 ᓥஂᐇ 18/06/01 

㻼㻵㻯㻱㻿㻞㻜㻝㻤 ᖺḟ大

会 

㻼㻵㻯㻱㻿 㻯㼔㼍㼕㼞 

㻭㼣㼍㼞㼐 㻔㆟㛗㈹）  
㐠Ⴀᨵ㠉䛸䛺㐠Ⴀ䛻㈉⊩ ⌮ ⏣ኵ 18/10/29 

㻰㻺㻭 ከᆺ学会 ⱝᡭ研究㈹ 

 ᬮ䛷北ୖ・ศᕸ䛧䛶い䜛日本

の ᖏ䝃ン䝂ᇦ䛿㐀♋䝃ン䝂の

㑊㞴所䛸䛺䜚䛘䜛の䛛䠛 

中央水研 㛗ᩄ 18/12/07 

日本▱⬟ሗ䝣䜯

䝆䜱学会中国・ᅄ国

ᨭ部 

ዡບ㈹ 
䝣䜯䝆䜱᥎ㄽ䜢⏝い䛯㌟Ḟ䛝䝣䜾

の㩭ᗘ᥎ᐃ䝰䝕䝹 
水大校 高ᒸభከ 18/12/22 

㟁Ẽ学会中国ᨭ部 ዡບ㈹ 

㉸㡢Ἴ䜢⏝い䛯㨶⫗の㠀◚ቯホ

౯䝅䝇䝔䝮の開発 䡚 䝙䝳ー䝷䝹

䝛䝑䝖䝽ー䜽䜢⏝い䛯ホ౯方法の

᳨ド䡚 

水大校 ┾㘠ᬛྐ 

水大校 中ᮧ ㄔ 

水大校 ᳝ᮌᮁ 

水大校 Ώ㑓ᩄ 

水大校 ๓⏣ಇ道 

19/02/28 

水産海ὒ学会 Ᏹ⏣㈹ 
小ᆺᾋ㨶㢮の㨶✀᭰䜢中ᚰ䛸

䛩䜛資源ኚື機ᵓ䛻関䛩䜛研究 
中央水研 㧘㡲㈡᫂ 19/03/23 

水産海ὒ学会 ዡບ㈹ 

北ኴᖹὒ䛻䛚䛡䜛小ᆺ㪒㢮の生

ᜥ地⏝䛸資源ືែ䛻関䛩䜛研

究 

国際水研 㔠భ 19/03/23 

日本水産学会漁業

᠓ヰ会 
ዡບ㈹ 

ᒣཱྀ┴日本海ഃ䛻䛚䛡䜛ᶆ本䛻

ᇶ䛵い䛯㨶㢮䝸䝇䝖సᡂのྲྀ䜚⤌

䜏 

水大校 Ọ⠇Ꮚ 19/03/26 

 

䛆ㄽᩥ㈹䛇 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

日本海ὒ学会 日高ㄽᩥ㈹ 

Fine-scale structure and mixing 
across the front between the 
Tsugaru Warm and Oyashio 
Currents in summer along the 
Sanriku Coast, east of Japan 

東北水研 ዟ西Ṋ 18/05/21 

International Institute 
for Fisheries 
Economics and Trade 

Best Aquaculture 
Economics Paper 
Prize 

Manageable Risks and the Demand 
for Food Products: The Case of 
Oyster 

中央水研 ⱝᯇᏹᶞ 

中央水研 ᐑ⏣ຮ 
18/07/17 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

Canadian Journal of 
Fisheries and Aquatic 
Sciences 

Editor’s choice 
papers for 2018 

Earlier migration timing of 
salmonids: an adaptation to climate 
change or maladaptation to the 
fishery? 

北水研 ᳃⏣ኴ㑻 18/10/03 

日本㨶㢮学会 ㄽᩥ㈹ 

Evolutionary process of iwame, a 
markless form of the red-spotted 
masu salmon Oncorhynchus masou 
ishikawae, in the Ôno River, 
Kyushu 

水大校 高ᶫὒ 

水大校 ➉ୗ┤ᙪ 
18/10/06 

日本䝃ン䝂♋学会 ㄽᩥ㈹ 

Megafaunal composition of cold-
water coralsand other deep-sea 
benthos in the southern Emperor 
Seamounts area, North Pacific 
Ocean 

国際水研 ᐑ本㯞⾰ 

国際水研 Ύ⏣㞞ྐ 

西水研 ᯘཎẎ 

18/11/23 

日本䝃ン䝂♋学会 ㄽᩥ㈹ 

Low species diversity of 
hermatypic corals on an isolated 
reef, Okinotorishima, in the 
northwestern Pacific 

西水研 ᯘཎẎ 18/11/23 

日本ື≀学会 
Zoological 
Science Award 

External Asymmetry and Pectoral 
Fin Loss in the Bamboo Sole 
(Heteromycteris japonica): Small-
Sized Sole with Potential as a 
Pleuronectiformes Experimental 
Model 

増養殖研 Ᏹ╩ 18/12/09 

水産海ὒ学会 ㄽᩥ㈹ 

Climate change and interspecific 
interactions drive species 
alternations between anchovy and 
sardine in the western North 
Pacific: Detection of causality by 
convergent cross mapping 

中央水研 中ᒣ᪂୍ᮁ 

中央水研 㧘㡲㈡᫂ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

19/03/23 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Ontogenetic habitat shift of age-0 
Japanese flounder Paralichthys 
olivaceus on the Pacific coast of 
northeastern Japan: differences in 
timing of the shift among areas and 
potential effects on recruitment 
success 
（東北地方ኴᖹὒᓊ䛻䛚䛡䜛䝠䝷

䝯ᙜṓ㨶のᡂ㛗䛻క䛖生ᜥሙ所

ኚ䠖ຍ入ᡂຌ䛻䛚䜘䜌䛩ᙳ㡪） 

東北水研 ᰩ⏣㇏ 19/03/28 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Impacts of the nonlinear 
relationship between abundance 
and its index in a tuned virtual 
population analysis（䝏䝳ー䝙ン䜾

㼂㻼㻭 䛻䛚䛡䜛資源㔞ᣦ数の㠀⥺

ᙧᛶのᙳ㡪） 

中央水研 ᶫ本⥳ 

中央水研 ᒸᮧᐶ 

中央水研 ᕷ㔝ᕝ᱈Ꮚ 

19/03/28 
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学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Oocyte maturation and active 
motility of spermatozoa are 
triggered by retinoic acid in pen 
shell Atrina pectinata 
（䝺䝏䝜䜲ン㓟䛿タ䜲䝷䜼の༸ᡂ⇍

䜢ㄏ㉳䛧⢭Ꮚ㐠ື䜢άᛶ䛩䜛） 

増養殖研 ῐ㊰㞞ᙪ 

増養殖研 ᯇ本ᡯ⤮ 

瀬水研 小ᓥ大㍜ 

瀬水研 ୖಇ 

瀬水研 වᯇṇ⾨ 

19/03/28 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Effect of feeding rotifers enriched 
with taurine on the growth and 
survival of larval amberjack Seriola 
dumerili 
（タ䜴䝸ンᙉ䝽䝮䝅の⤥䛜䜹ン

䝟䝏㨶のᡂ㛗䛚䜘䜃生ṧ䛻ཬ

䜌䛩ᙳ㡪） 

増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

西水研 ᶫ本༤ 

増養殖研 ᒾᓮ㝯ᚿ 

開発セ 小⏣᠇ኴᮁ 

増養殖研 増⏣㈼Ⴙ 

増養殖研 Ἠᆒ 

本部 ↷ᒇஂ 

増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

増養殖研 ⏣ஂ 

増養殖研 ᫂ᩗ୍ 

19/03/28 

 

䛆䝧䝇䝖䝥䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ン㈹䛇 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

ᅵᮌ学会水工学ጤ

員会 

䜰䜴䝖䝇タン䝕䜱ン

䜾・䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵

ン㈹ 

➨ 㻢㻝 ᅇ水工学ㅮ₇会 
西水研 ᭷᫂海・ඵ௦海漁ሙ⎔ቃ研究 㻯 

⎔ቃಖ 㻳 研究員 ᚨỌ㈗ஂ 
17/04/24 

瀬戸内海研究会㆟ 

➨ 㻞㻢 ᅇ瀬戸内海研

究䝣䜷ー䝷䝮 㼕㼚 රᗜ 

䝫䝇ターඃ⚽㈹ 

瀬戸内海東部海ᇦ䛻䛚䛡䜛

᳜≀䝥䝷ン䜽䝖ン䛚䜘䜃ぶ生

ඖ⣲のศᕸ䛸Ꮨ⠇ኚື 

瀬水研 ᆏ本⠇Ꮚ 18/08/31 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best oral 
presentation 
award (FIS 
Committee) 

Development of male-specific 
DNA markers in the Pacific 
bluefin tuna (Thunnus 
orientalis): Potential 
applications for sex ratio 
control in aquaculture and 
contribution to tuna resource 
management 

中央水研 㡲⏣ளᘺᏊ 

中央水研 内㔝⩼ 

中央水研 西ᮌ୍生 

中央水研 㜝㔝ṇᚿ 

中央水研 ⛅⏣㕲ஓ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

18/11/02 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best oral 
presentation 
award  (HD 
Committee) 

Environment and culture in an 
island community: some 
insights for re-building the 
framework of Cultural 
Ecosystem Services 

中央水研 ᮡ本䛒䛚い 18/11/02 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best poster 
presentation 
award 
(MONITOR 
Committee) 

Why the body size of walleye 
pollock larvae in Funka Bay 
and the adjacent waters, 
Hokkaido was large in 2016? 

北水研 ▼㔝ගᘯ 

北水研 ༓ᮧᫀஅ 

北水研 ᒣୗኤᕹ 

北水研 ℈ὠ⣖ 

国際水研 ⏣中ᐶ⦾ 

18/11/02 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best poster 
presentation 
award (BIO 
Committee) 

Nitrogen fixation and 
diazotroph community 
structure in the high latitude 
region around Hokkaido, 
northern Japan  

北水研 ㇂内⏤㈗Ꮚ 

北水研 ⴱ西ᗈ海 
18/11/02 

➨ 㻝㻞 ᅇ䜰䝆䜰水産

㡢㡪学会䠈

㻭㻲㻭㻿㻞㻜㻝㻤 

Young Fisheries 
Acoustician 
Award 

Classification of various types 
of seaweed beds by statistical 
analysis of acoustic data from a 
scientific echosounder 

西水研 㑮ⰼᱵ 

西水研 Ύ本⠇ኵ 

西水研 㛛⏣❧ 

西水研 中ᕝ㞞ᘯ 

西水研 ྜྷᮧᣅ 

西水研 ᕝ内㝧ᖹ 

18/11/14 

日本⾑⟶⾑ὶ学会

➨ 㻡 ᅇ学術㞟会 

ⱝᡭ研究部㛛の

研究ዡບ㈹ 

㻤 㐌㱋・㻠㻤 㐌㱋のᚰ➽᱾ሰ䝰

䝕䝹䝬䜴䝇のᚰ機⬟の⤒ⓗ

ኚ 

中央水研 ୡྂ༟ஓ 18/11/18 

水産海ὒ学会研究

発⾲大会  
ⱝᡭඃ⚽ㅮ₇㈹ 

⛅Ꮨの道東㝣Ჴୖの海ὒᵓ

㐀㻙高ᐦᗘほ 䛜ᤊ䛘䛯ᴟ➃

⌧㇟㻙 

 

北水研 ၈ᮌ㐩㑻 

北水研 㯮⏣ᐶ 

北水研 ㇂内⏤㈗Ꮚ 

北水研 ⴱ西ᗈ海 

北水研 ᒸ本海 

  

18/11/18 

 

䛆学会௨外䛛䜙のಶ人⾲ᙲ䛇 

団体ྡ 受㈹ྡ 内ᐜ 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

⯪員⅏ᐖ㜵Ṇ༠会 

ᖹᡂ 㻟㻜 ᖺᗘ（➨

㻢㻞 ᅇ） ⯪員ປാ

Ᏻ⾨生᭶間

䛆ᶆㄒの部䛇ඃ⚽

㈹ 

䕿ᡠ䜜䛺い ᨾ発生の 㻡

ศ๓  

水大校 ᑓᨷ⛉⯪⯧㐠⯟ㄢ⛬  

学生 ᪂㇂░ኴ  
18/07/03 

⯪員⅏ᐖ㜵Ṇ༠会 

ᖹᡂ 㻟㻜 ᖺᗘ（➨

㻢㻞 ᅇ） ⯪員ປാ

Ᏻ⾨生᭶間

䛆ᶆㄒの部䛇ඃ⚽

㈹ 

䕿༴㝤ಶ所 ᪩ᮇ発ぢ ༶ᨵ

ၿ 
水大校 ⪔ὒ 機関員 中ᑿ᪫ 18/07/03 

日本⯪⯧工学会䚸日

本䝬䝸ン䜶ン䝆䝙䜰䝸

ン䜾学会䚸日本⯟海

学会 

䝅䝑䝥･䜸䝤･䝄･

䜲䝲ー㻞㻜㻝㻣 
漁⯪・స業⯪部㛛㈹ 

水大校 中⏣⸅ 

水大校 水㇂ኊኴ㑻 

水大校 ὠ⏣⛱ 

水大校 ⛙୍ᾈ 

水大校 中ᮧṊྐ 

18/07/13 

ᒣཱྀ┴ 

䛂䜔䜎䛠䛱の䜻䝺

䜲䛺海ᓊ䝣䜷䝖䝁

ン䝔䝇䝖䛃ඃ⚽㈹ 

ྜྷぢ地区のΎᤲάື（䛧䜒の

䛫䛝䜄䛛䜄䛛大సᡓ）䛻䛚䛡

䜛水大校学生のάື䜢䜑䛯

┿ 

水大校 ๓⏣᐀ᘯ 18/11/02 
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学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Oocyte maturation and active 
motility of spermatozoa are 
triggered by retinoic acid in pen 
shell Atrina pectinata 
（䝺䝏䝜䜲ン㓟䛿タ䜲䝷䜼の༸ᡂ⇍

䜢ㄏ㉳䛧⢭Ꮚ㐠ື䜢άᛶ䛩䜛） 

増養殖研 ῐ㊰㞞ᙪ 

増養殖研 ᯇ本ᡯ⤮ 

瀬水研 小ᓥ大㍜ 

瀬水研 ୖಇ 

瀬水研 වᯇṇ⾨ 

19/03/28 

日本水産学会 ㄽᩥ㈹ 

Effect of feeding rotifers enriched 
with taurine on the growth and 
survival of larval amberjack Seriola 
dumerili 
（タ䜴䝸ンᙉ䝽䝮䝅の⤥䛜䜹ン

䝟䝏㨶のᡂ㛗䛚䜘䜃生ṧ䛻ཬ

䜌䛩ᙳ㡪） 

増養殖研 ᯇᡂᏹஅ 

西水研 ᶫ本༤ 

増養殖研 ᒾᓮ㝯ᚿ 

開発セ 小⏣᠇ኴᮁ 

増養殖研 増⏣㈼Ⴙ 

増養殖研 Ἠᆒ 

本部 ↷ᒇஂ 

増養殖研 ྂᯈ༤ᩥ 

増養殖研 ᒣ本๛ྐ 

増養殖研 ⏣ஂ 

増養殖研 ᫂ᩗ୍ 

19/03/28 

 

䛆䝧䝇䝖䝥䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ン㈹䛇 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

ᅵᮌ学会水工学ጤ

員会 

䜰䜴䝖䝇タン䝕䜱ン

䜾・䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵

ン㈹ 

➨ 㻢㻝 ᅇ水工学ㅮ₇会 
西水研 ᭷᫂海・ඵ௦海漁ሙ⎔ቃ研究 㻯 

⎔ቃಖ 㻳 研究員 ᚨỌ㈗ஂ 
17/04/24 

瀬戸内海研究会㆟ 

➨ 㻞㻢 ᅇ瀬戸内海研

究䝣䜷ー䝷䝮 㼕㼚 රᗜ 

䝫䝇ターඃ⚽㈹ 

瀬戸内海東部海ᇦ䛻䛚䛡䜛

᳜≀䝥䝷ン䜽䝖ン䛚䜘䜃ぶ生

ඖ⣲のศᕸ䛸Ꮨ⠇ኚື 

瀬水研 ᆏ本⠇Ꮚ 18/08/31 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best oral 
presentation 
award (FIS 
Committee) 

Development of male-specific 
DNA markers in the Pacific 
bluefin tuna (Thunnus 
orientalis): Potential 
applications for sex ratio 
control in aquaculture and 
contribution to tuna resource 
management 

中央水研 㡲⏣ளᘺᏊ 

中央水研 内㔝⩼ 

中央水研 西ᮌ୍生 

中央水研 㜝㔝ṇᚿ 

中央水研 ⛅⏣㕲ஓ 

本部 ⸨ཎ⠜ᚿ 

18/11/02 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best oral 
presentation 
award  (HD 
Committee) 

Environment and culture in an 
island community: some 
insights for re-building the 
framework of Cultural 
Ecosystem Services 

中央水研 ᮡ本䛒䛚い 18/11/02 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best poster 
presentation 
award 
(MONITOR 
Committee) 

Why the body size of walleye 
pollock larvae in Funka Bay 
and the adjacent waters, 
Hokkaido was large in 2016? 

北水研 ▼㔝ගᘯ 

北水研 ༓ᮧᫀஅ 

北水研 ᒣୗኤᕹ 

北水研 ℈ὠ⣖ 

国際水研 ⏣中ᐶ⦾ 

18/11/02 

学会等ྡ 受㈹ྡ ㄢ㢟ྡ等 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

PICES2018 ᖺḟ大

会 

Best poster 
presentation 
award (BIO 
Committee) 

Nitrogen fixation and 
diazotroph community 
structure in the high latitude 
region around Hokkaido, 
northern Japan  

北水研 ㇂内⏤㈗Ꮚ 

北水研 ⴱ西ᗈ海 
18/11/02 

➨ 㻝㻞 ᅇ䜰䝆䜰水産

㡢㡪学会䠈

㻭㻲㻭㻿㻞㻜㻝㻤 

Young Fisheries 
Acoustician 
Award 

Classification of various types 
of seaweed beds by statistical 
analysis of acoustic data from a 
scientific echosounder 

西水研 㑮ⰼᱵ 

西水研 Ύ本⠇ኵ 

西水研 㛛⏣❧ 

西水研 中ᕝ㞞ᘯ 

西水研 ྜྷᮧᣅ 

西水研 ᕝ内㝧ᖹ 

18/11/14 

日本⾑⟶⾑ὶ学会

➨ 㻡 ᅇ学術㞟会 

ⱝᡭ研究部㛛の

研究ዡບ㈹ 

㻤 㐌㱋・㻠㻤 㐌㱋のᚰ➽᱾ሰ䝰

䝕䝹䝬䜴䝇のᚰ機⬟の⤒ⓗ

ኚ 

中央水研 ୡྂ༟ஓ 18/11/18 

水産海ὒ学会研究

発⾲大会  
ⱝᡭඃ⚽ㅮ₇㈹ 

⛅Ꮨの道東㝣Ჴୖの海ὒᵓ

㐀㻙高ᐦᗘほ 䛜ᤊ䛘䛯ᴟ➃

⌧㇟㻙 

 

北水研 ၈ᮌ㐩㑻 

北水研 㯮⏣ᐶ 

北水研 ㇂内⏤㈗Ꮚ 

北水研 ⴱ西ᗈ海 

北水研 ᒸ本海 

  

18/11/18 

 

䛆学会௨外䛛䜙のಶ人⾲ᙲ䛇 

団体ྡ 受㈹ྡ 内ᐜ 所ᒓ・Ặྡ 受㈹日 

⯪員⅏ᐖ㜵Ṇ༠会 

ᖹᡂ 㻟㻜 ᖺᗘ（➨

㻢㻞 ᅇ） ⯪員ປാ

Ᏻ⾨生᭶間

䛆ᶆㄒの部䛇ඃ⚽

㈹ 

䕿ᡠ䜜䛺い ᨾ発生の 㻡

ศ๓  

水大校 ᑓᨷ⛉⯪⯧㐠⯟ㄢ⛬  

学生 ᪂㇂░ኴ  
18/07/03 

⯪員⅏ᐖ㜵Ṇ༠会 

ᖹᡂ 㻟㻜 ᖺᗘ（➨

㻢㻞 ᅇ） ⯪員ປാ

Ᏻ⾨生᭶間

䛆ᶆㄒの部䛇ඃ⚽

㈹ 

䕿༴㝤ಶ所 ᪩ᮇ発ぢ ༶ᨵ

ၿ 
水大校 ⪔ὒ 機関員 中ᑿ᪫ 18/07/03 

日本⯪⯧工学会䚸日

本䝬䝸ン䜶ン䝆䝙䜰䝸

ン䜾学会䚸日本⯟海

学会 

䝅䝑䝥･䜸䝤･䝄･

䜲䝲ー㻞㻜㻝㻣 
漁⯪・స業⯪部㛛㈹ 

水大校 中⏣⸅ 

水大校 水㇂ኊኴ㑻 

水大校 ὠ⏣⛱ 

水大校 ⛙୍ᾈ 

水大校 中ᮧṊྐ 

18/07/13 

ᒣཱྀ┴ 

䛂䜔䜎䛠䛱の䜻䝺

䜲䛺海ᓊ䝣䜷䝖䝁

ン䝔䝇䝖䛃ඃ⚽㈹ 

ྜྷぢ地区のΎᤲάື（䛧䜒の

䛫䛝䜄䛛䜄䛛大సᡓ）䛻䛚䛡

䜛水大校学生のάື䜢䜑䛯

┿ 

水大校 ๓⏣᐀ᘯ 18/11/02 
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⾲ �� 成ᯝⓎ⾲䞉䝅䞁䝫䝆䜴䝮の㛤ദ䚸䜲䝧䞁䝖䜈のฟᒎ 
成ᯝⓎ⾲ 

主ദ研究所等  ྡ タイ䝖䝹 開ദ年月日 

本部㻌 第 㻝㻢ᅇ水産研究･教育機構㻌 成果発表会㻌 19�02�12 

海㐨༊水産研究所㻌

㻌

第 㻢ᅇ䝃イ䜶ンス䜹䝣䜵おさかな海㐨㼍㼠䝃䜿の䜅るさと༓ṓ水᪘㤋㻌

䛂䝃䜿科㨶㢮の㔮りの科学䛃㻌

㻌

㻌

18�08�04 

ᮾ༊水産研究所㻌

第 㻠ᅇᐑྂᆅᇦ水産シン䝫䝆䜴ム㻌 18�10�12 

第㻠ᅇᮾ༊水産研究所㻌 研究成果報告会㻌 19�01�19 

平成㻟㻜年度ᐑᇛ水産⯆連携༠㆟会公開シン䝫䝆䜴ム㻌 19�03�1� 

℩ᡞ内海༊水産研究所㻌
平成㻟㻜年度℩ᡞ内海༊水産研究所㻌 研究成果発表会䡚水産業のᮍ来をᨭえる新技術

䡚㻌
18�10�20 

す海༊水産研究所㻌
第 㻡ᅇ海の科学ㅮᗙ㻌 䡅䡊㻌ᕞ㻌 ⇕ᖏからの㉗り物㻌䡚㯮₻とᕞの海と㨶た䛱䡚㻌

共ദ䠖⚟ᒸ管༊Ẽ㇟ྎ、ᕞ大学応用力学研究所㻌
18�08�0� 

開発調査センター㻌
平成㻟㻜年度海洋水産資源開発業成果報告会㻌

䡚漁⯪漁業や㣴Ṫ業における新技術の社会実にྥけて䡚㻌
19�01�31 

 
䝅䞁䝫䝆䜴䝮 

主ദ�共ദ� 
研究所等  ྡ タイ䝖䝹 開ദ年月日 

海㐨༊水産研究所㻌

平成㻟㻜年度㻌 さけます報告会㻌 18�08�0� 

平成㻟㻜年度㻌 日本水産学会海㐨ᨭ部大会公開シン䝫䝆䜴ム㻌

䛂⎔ቃኚືを⪃៖した海㐨の水産ቑṪの展ᮃ䛃㻌
18�11�24 

中ኸ水産研究所㻌 第 㻝㻡ᅇᲲ⓶ື物研究㞟会㻌 18�12�01 

国㝿水産資源研究所㻌 平成㻟㻜年度㻌 ま䛠ろ調査研究成果報告会㻌
  19�02�2�䡚

19�02�2� 

ቑ㣴Ṫ研究所㻌

第 㻥ᅇ䜏え水産䝣䜷ー䝷ム䛂┿⌔㣴Ṫ研究の現≧と展ᮃ䛃㻌 19�03�0� 

水産育✀研究会定シン䝫䝆䜴ム䛂↓⬨᳝ື物の育✀の現≧と展ᮃ䛃㻌 18�12�19 
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䜲䝧䞁䝖䜈のฟᒎ 

研究所等  ྡ タイ䝖䝹 主ദ（開ദ場所） 開ദ年月日 

本部㻌

海と日本䝥䝻䝆䜵䜽䝖㻌 㼕㼚㻌ᬕ海㻌
総合海洋政策本部、国ᅵ㏻┬、日本㈈ᅋ䠋ᮾ

ி 㻌 ᬕ海ᐈ⯪ター䝭䝘䝹㻌
18�0��1� 

㻌

こ䛹も㟘が関見学䝕ー㻌 ㎰ᯘ水産┬

㻌

㻌

㎰ᯘ水産┬㻛㎰ᯘ水産┬㻌
18�08�01䡚

18�08�02 

第㻡㻣ᅇ㻌㎰ᯘ水産⚍㻌実りの䝣䜵ス

䝔䜱䝞䝹㻌

㎰ᯘ水産┬・（公㈈）日本㎰ᯘ漁業⯆会䠋䝃ン

シ䝱インシ䝔䜱㻌

  18�11�02䡚

18�11�03 

本部㻌
䝆䝱䝟ン䝣䜱䝑シングショー㻞㻜㻝㻥㻙㼕㼚㻌

㼅㻻㻷㻻㻴㻭㻹㻭㻙㻌

一⯡社ᅋ法人㻌日本㔮用ရᕤ業会䠋䝟シ䝣䜱䝁ᶓ

㻌

  19�01�18䡚

19�01�20 

本部㻌

中ኸ水研㻌
海洋㒔ᕷᶓう䜏༤㻞㻜㻝㻤㻌 海洋㒔ᕷᶓう䜏༠㆟会䠋大さん橋䝩ー䝹㻌

  18�0��21䡚

18�0��22 

本部㻌

℩水研㻌

᫂㻝㻡㻜年記ᛕ㻌第㻟㻤ᅇ全国豊か

な海づくり大会䡚高知ᐙ大会䡚㻌 㻌

関連行㻌 豊かな海づくり䝣䜵ス䝖㻌

㼕㼚㻌 高知㻌

豊かな海づくり大会推進ጤဨ会㻌 第䠏䠔ᅇ全国豊

かな海づくり大会㻌高知┴実行ጤဨ会䠋高知ᕷ中

ኸ公ᅬ㻌

  18�10�2�䡚

18�10�28 

水研㻌

大䝃イ䜶ンス䝷䝪㻌
海㐨大学大学⚍全学実行ጤဨ会務ᒁ䠋

海㐨大学ᮐᖠ䜻䝱ン䝟ス第㻞体育㤋㻌

  18�0��02䡚

18�0��03 

わくわくኟఇ䜏Ꮚ䛹も体験䝕ー㻌

㎰ᯘ水産┬海㐨㎰政務所・ᯘ野庁海㐨᳃

ᯘ管理ᒁ・国ᅵ㏻┬海㐨開発ᒁ䠋ᮐᖠᕷᮾ

༊モ䜶䝺公ᅬ㻌

  18�08�02䡚

18�08�03 

さっ䜍ろ䝃䜿䝣䜵スタ 㻞㻜㻝㻤㻌
㻔公㈈㻕ᮐᖠᕷ公ᅬ⥳化༠会䠋ᮐᖠᕷ豊平ᕝさけ

科学㤋㻌
18�09�1� 

海㐨定置漁業༠会㻌 ⛅さけ⚍㻌 海㐨定置漁業༠会䠋㻶㻾ᮐᖠ㥐๓広場㻌 18�10�13 

ᮾ水研㻌

ඵᡞイ䜹の日㻌 大研究㻌 ඵᡞᕷ㻛ඵᡞ水産科学㤋㻌 18�08�10 

ሷ❤・海ឤㅰ⚍㻞㻜㻝㻤㻌
ሷ❤・海ឤㅰ⚍㻞㻜㻝㻤実行ጤဨ会䠋ሷ㔩 すᇧ

㢌㻌
18�09�02 

䜏なとሷ❤䜖め༤㻞㻜㻝㻤㻌 䜏なとሷ❤䜖め༤㻞㻜㻝㻤実行ጤဨ会㻛ሷ❤ 㻌 18�10�08 

日水研㻌

㻻㻮㻭㻹㻭㣗のまつり㻌
ⱝ⊃お䜀ま活性化イベン䝖実行ጤဨ会（ᑠᕷၟ

ᕤほග課）㻛⚟┴ᑠᕷ㻌
18�10�20 

ி㒔ᗓ䜅るさと海づくり大会㻌
ி㒔ᗓ漁連䜅るさと海づくり大会実行ጤဨ会䠋ி

㒔ᗓ漁༠ఀ᰿ᨭ所㻌
18�09�08 

― 103 ―



研究所等  ྡ タイ䝖䝹 主ദ（開ദ場所） 開ദ年月日 

国㝿水研㻌 Ύ水ま䛠ろ⚍り㻌
Ύ水 䝬グ䝻まつり実行ጤဨ会䠋Ύ水㥐ᮾ口広

場・ከ目的広場ほか㻌
18�10�0� 

℩水研㻌

中国㎰政ᒁᾘ費者の部ᒇ㻌 中国㎰政ᒁ㻛ᒸᒣ┴ᒸᒣᕷ㻌
  18�0��28䡚

18�08�1� 

㎰研機構す日本㎰業研究センター

一⯡公開㻌

㎰研機構す日本㎰業研究センター䠋広ᓥ┴⚟ᒣ

ᕷ㻌
18�09�29 

℩水研㻌 ᘘ日ᕷ⎔ቃ䝣䜵スタ㻌 ᘘ日ᕷᕷ䠋広ᓥ┴ᘘ日ᕷᕷ㻌 䜖めᱜ公ᅬ㻌 18�10�14 

水ᕤ研㻌
㟷ᑡ年のための科学の⚍㮵行ᆅ

༊大会行方会場㻌

㟷ᑡ年のための科学の⚍㮵行ᆅ༊大会実行ጤ

ဨ会䠋行方ᕷ立ᾆ中学校㻌
18�11�18 

ቑ㣴Ṫ研㻌

୕重大学䜸ー䝥ン䜻䝱ン䝟ス㻌 ୕重大学生物資源学部䠋୕重┴ὠᕷ㻌 18�08�08 

㎰研機構野⳯ⰼき研究部㛛安⃰野

⳯研究ᣐ点一⯡公開㻌

㎰研機構野⳯ⰼき研究部㛛安⃰野⳯研究ᣐ点䠋

୕重┴安⃰ᕷ㻌
18�11�03 

 
 
⾲ �� ጤဨὴ㐵䠄ேᩘ䠅 

主ദ者 
研究所等 

国 ᆅ方 
公共ᅋ体

国研 
独法 

漁業・水産

関ಀᅋ体
大学 Ẹ㛫 その 合計 

本部 3 3 2 � 3 0 1 18 

海㐨༊水産研究所 19 4 0 9 0 3 4 39 

ᮾ༊水産研究所 11 4 0 10 0 3 0 28 

中ኸ水産研究所 3� 14 13 2� 1 � 10 10� 

日本海༊水産研究所 � 8 3 2 1 0 4 24 

国㝿水産資源水産研究所 11 0 2 0 1 � 1 20 

℩ᡞ内海༊水産研究所 12 18 � � 1 3 10 �4 

す海༊水産研究所 13 8 0 � 3 4 � 40 

ቑ㣴Ṫ研究所 8 9 3 2 1 1 2 2� 

水産ᕤ学研究所 1 � 1 11 0 0 2 22 

開発調査センター 3 1 0 10 1 0 2 1� 

水産大学校 2� �� 1 9 4 � 11 113 

合㻌 計 1�0 133 30 98 1� 29 �2 �08 
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⾲ �� ㄪᰝ⯟ᾏᩘཬ䜃ඹྠㄪᰝ⯟ᾏᩘ  
༊㻌 分 調査⯟海  ᩘ 共同調査⯟海  ᩘ う䛱水研・水大校共同 

機構調査⯪（旧水研セ） 111 43 0 

機構⦎⩦⯪（水大校） 1� 4 4 

公庁⯪（用⯪） 12 0 0 

Ẹ㛫⯪（用⯪） 10 3 0 

開発調査センター（用⯪） 10 0 0 

水産庁⯪ 4 1 0 

合㻌 計 1�3 �1 4 

䞉ඹྠㄪᰝ⯟ᾏᩘは䚸ㄪᰝண⟬⛉┠ཬ䜃⇞Ἔᨭฟண⟬䛜」ᩘ䛒䜛ㄪᰝᩘ䛷䚸ㄪᰝ⯟ᾏᩘのෆᩘ䛸䛩䜛䚹䠄⥲ィ䛷は ������䠅 
 
 
⾲ �� እ㒊ᶵ㛵に䜘䜛タ䞉ᶵᲔの⏝≧ἣ  
 タ 

研究所等  ྡ ᆅ方 
公共ᅋ体 

漁業・水産 
関ಀᅋ体 教育機関 Ẹ㛫 海外 その 合計 

海㐨༊水産研究所 1 8 3 0 0 0 12 

ᮾ༊水産研究所 0 1 � 0 0 0 � 

中ኸ水産研究所 1 1 12 0 0 1 1� 

日本海༊水産研究所 0 0 1 0 0 0 1 

国㝿水産資源研究所 0 0 1 0 0 0 1 

℩ᡞ内海༊水産研究所 1 1 � 2 0 1 12 

す海༊水産研究所 0 0 19 9 1 1 30 

ቑ㣴Ṫ研究所 4 0 4 0 0 0 8 

水産ᕤ学研究所 1 0 � � 0 0 12 

開発調査センター 0 0 0 0 0 0 0 

水産大学校 1 0 0 0 0 1 2 

合計 9 11 �9 1� 1 4 100 
 

 

ᶵ Ე 

研究所等  ྡ ᆅ方 
公共ᅋ体 

漁業・水産 
関ಀᅋ体 教育機関 Ẹ㛫 海外 その 合計 

海㐨༊水産研究所 1 0 1 0 0 0 2 

ᮾ༊水産研究所 0 0 0 0 0 0 0 

中ኸ水産研究所 1 0 1 0 0 0 2 

日本海༊水産研究所 0 0 0 0 0 0 0 

国㝿水産資源研究所 0 0 0 0 0 0 0 

℩ᡞ内海༊水産研究所 0 0 4 0 0 0 4 

す海༊水産研究所 0 0 0 0 0 0 0 

ቑ㣴Ṫ研究所 0 0 0 0 0 0 0 

水産ᕤ学研究所 2 0 0 0 0 1 3 

開発調査センター 0 0 0 0 0 0 0 

水産大学校 0 0 0 0 0 0 0 

合計 4 0 � 0 0 1 11 
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⾲ �� 平成 30 年度Ỵ⟬ 

法人༢ 
 

༊㻌 㻌 分 
研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 

研究開発 
水産業の健全な発展と安全な水産物の 

安定供給のための研究開発 
予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 

収入 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
㐠Ⴀ費㔠 �02��0��000 884�244��2� 181��38��2� 2�9�3�449�000 2�823�4�9�4�9 䕦 149�989��31 8���2�343�000 8�33���80�42� 䕦 23����2����
㐠Ⴀ費㔠 �02��0��000 884�244��2� 181��38��2� 2�9�3�449�000 2�823�4�9�4�9 䕦 149�989��31 8���2�343�000 8�33���80�42� 䕦 23����2����
ᮾ日本大㟈⅏⯆㐠Ⴀ費㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等収入 0 0 0 �02�18��000 �09�809��21 ���24��21 1���443�000 �2�0�4�4�8 䕦 124�3�8��22
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠 12�92��000 0 䕦 12�92��000 90�4�3�000 0 䕦 90�4�3�000 180�94��000 0 䕦 180�94��000
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク収入 0 0 0 1�449��0��000 1��94�201�1�� 344��9��1�� 1�183�3�1�000 9���24���89 䕦 20��10��311
ㅖ収入 ��34��000 4�2���2�0 䕦 1�0�8��30 3�292�000 20��3��0�0 1��244�0�0 1��2��8�1�000 1��02�919�821 䕦 24�931�1�9
๓年度からの⧞㉺ 0 0 0 142��88�944 408�130�133 2���341�189 2���3����9� 1�����129�0�3 1�399���3�3��

計 �20�9���000 888��11��9� 1����34��9� ��1�1��92�944 ������13���29 394�343��8� 11�91��299��9� 12��44�039�4�� �2���39���9
ᨭ出 㻌 㻌

一⯡管理費 38��29�000 40�11��1�� 䕦 1��88�1�� 0 0 0 0 0 0
業務経費 21��002�000 20��833�938 10�1�8�0�2 �30���4�000 ��0��43�149 䕦 19�9�9�149 ���11�9���000 ��383�9�0�920 128�00��080
研究・教育等経費 21��002�000 20��833�938 10�1�8�0�2 �30���4�000 ��0��43�149 䕦 19�9�9�149 2�3����93�000 2�38��122��30 䕦 29�429��30
ᮾ日本大㟈⅏旧・⯆研究開発等経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
開発調査経費 0 0 0 0 0 0 3�1���2�3�000 2�99��828�390 1���434��10

政ᗓ⿵ຓ㔠等業費 0 0 0 �02�18��000 �09�809��21 䕦 ���24��21 1���443�000 �2�0�4�4�8 124�3�8��22
施設ᩚ備費 12�92��000 0 12�92��000 90�4�3�000 0 90�4�3�000 180�94��000 0 180�94��000
⯪⯧ᘓ造費  0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク経費 0 0 0 1�449��0��000 1��94�201�1�� 䕦 344��9��1�� 1�183�3�1�000 9���20����9 20��144�331
人௳費 4�2��21�000 �38�3�0�4�� 䕦 8��829�4�� 2�488�8���944 2�1���3�4�081 331��01�8�3 4�8�4��03��9� 4�389��93�2�� 4�4�810�432

計 �20�9���000 �8��301���0 䕦 �4�324���0 ��1�1��92�944 ��112�018�10� 49���4�83� 11�91��299��9� 10�802�01��332 1�11��284�3��
 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 
収入 
㐠Ⴀ費㔠 1�148��0��000 1�184�243���4 3���3����4 1�380�203�000 1��29�484�81� 349�281�81� 2�343�0�2�000 2�1�2�24��199 䕦 180�804�801
㐠Ⴀ費㔠 9�8�334�000 1�003�9�0���4 3���3����4 1�380�203�000 1��29�484�81� 349�281�81� 2�343�0�2�000 2�1�2�24��199 䕦 180�804�801
ᮾ日本大㟈⅏⯆㐠Ⴀ費㔠 180�2�3�000 180�2�3�000 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等収入 0 0 0 18�3�2�000 ���24�284 䕦 11�84���1� 0 0 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠 2��8�0�000 0 䕦 2��8�0�000 �0�31��000 0 䕦 �0�31��000 �0�31��000 430�811��10 3�0�49���10
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク収入 32��422�000 318�3�8�40� 䕦 ��0�3��93 9���22�000 103�018�84� ��39��84� 0 0 0
ㅖ収入 922�000 10�808�448 9�88��448 �0��988�000 ����324���1 49�33����1 2�239�000 1��3���99 䕦 �03�201
๓年度からの⧞㉺ 41�4�4�8�� 144�4���9�4 103�012�099 0 48��3�1 48��3�1 0 1�921��00 1�921��00

計 1��42�2���8�� 1�����88��3�3 11���31��18 2�0�2��00�000 2�39��839�0�8 333�339�0�8 2�40���0��000 2��9���1��008 191�010�008
ᨭ出 
一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 8�4��9��000 �01�������0 2�2�939�430
業務経費 �12�202�000 �04��18�01� ��483�983 �29��28�000 �33�����120 䕦 204�14��120 0 0 0
研究・教育等経費 331�929�000 34��09��32� 䕦 14�1���32� �29��28�000 �33�����120 䕦 204�14��120 0 0 0
ᮾ日本大㟈⅏旧・⯆研究開発等経費 180�2�3�000 1�8��22��92 21���0�308 0 0 0 0 0 0
開発調査経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等業費 0 0 0 18�3�2�000 ���24�284 11�84���1� 0 0 0
施設ᩚ備費 2��8�0�000 0 2��8�0�000 �0�31��000 0 �0�31��000 �0�31��000 430�811��10 䕦 3�0�49���10
⯪⯧ᘓ造費  0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク経費 32��422�000 31��880�841 8��41�1�9 9���22�000 103�018�84� 䕦 ��39��84� 0 0 0
人௳費 ��8��81�8�� �2��331��0� �2�4�0�348 1�3�����3�000 1��33�3�9�483 䕦 1���81��483 1�4�0��94�000 1��41�9�3�832 䕦 �1�2�9�832

計 1��42�2���8�� 1�44��930�3�� 94�32��490 2�0�2��00�000 2�3����9���33 䕦 314�19���33 2�40���0��000 2���4�422�912 䕦 1�8�81��912
 

༊㻌 㻌 分 
合㻌 計 

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 
収入 
㐠Ⴀ費㔠 1��120�3�0�000 1��120�3�0�000 0
㐠Ⴀ費㔠 1��940�08��000 1��940�08��000 0
ᮾ日本大㟈⅏⯆㐠Ⴀ費㔠 180�2�3�000 180�2�3�000 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等収入 �9��000�000 ��8�398�483 䕦 128��01��1�
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠 430�824�000 430�811��10 䕦 12�490
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠 0 0 0
ཷク収入 3�0���000�000 3�191�834�098 13��834�098
ㅖ収入 2�04���38�000 2�09��492�149 49�8�4�149
๓年度からの⧞㉺ 4�0��09�49� 2�231�134�011 1���0��24��1�

計 23�810�431�49� 2���39�030�2�1 1�828��98����
ᨭ出 
一⯡管理費 913�12��000 �41���4��4� 2�1�3�1�2�3
業務経費 ��401�4�2�000 ��4�9�921�144 䕦 �8�4�9�144
研究・教育等経費 4�0���91��000 4�323�4�0�0�2 䕦 2�����4�0�2
ᮾ日本大㟈⅏旧・⯆研究開発等経費 180�2�3�000 1�8��22��92 21���0�308
開発調査経費 3�1���2�3�000 2�99��828�390 1���434��10

政ᗓ⿵ຓ㔠等業費 �9��000�000 ��8�398�483 128��01��1�
施設ᩚ備費 430�824�000 430�811��10 12�490
⯪⯧ᘓ造費  0 0 0
ཷク経費 3�0���000�000 3�190�30���12 䕦 13��30���12
人௳費 11�313�029�49� 10��8��1�2��23 �2��8���8�3

計 23�810�431�49� 23�098�38��019 �12�04��4��
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◊✲䞉ᩍ⫱຺ᐃ 

༊㻌 㻌 分 
研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 

研究開発 
水産業の健全な発展と安全な水産物の 

安定供給のための研究開発 
予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 

収入 
  

㐠Ⴀ費㔠 �02��0��000 884�244��2� 181��38��2� 2�9�3�449�000 2�823�4�9�4�9 䕦 149�989��31 ������89��000 ���30�232�42� 䕦 23����2����
㐠Ⴀ費㔠 �02��0��000 884�244��2� 181��38��2� 2�9�3�449�000 2�823�4�9�4�9 䕦 149�989��31 ������89��000 ���30�232�42� 䕦 23����2����
ᮾ日本大㟈⅏⯆㐠Ⴀ費㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等収入 0 0 0 �02�18��000 �09�809��21 ���24��21 1���443�000 �2�0�4�4�8 䕦 124�3�8��22
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠 12�92��000 0 䕦 12�92��000 90�4�3�000 0 䕦 90�4�3�000 180�94��000 0 䕦 180�94��000
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク収入 0 0 0 1�449��0��000 1��94�201�1�� 344��9��1�� 1�183�3�1�000 9���24���89 䕦 20��10��311
ㅖ収入 ��34��000 4�2���2�0 䕦 1�0�8��30 3�292�000 20��3��0�0 1��244�0�0 ���1��000 8��41��3�0 �8��00�3�0
๓年度からの⧞㉺ 0 0 0 142��88�944 408�130�133 2���341�189 23���89�400 �1��13��9�8 480�348���8

計 �20�9���000 888��11��9� 1����34��9� ��1�1��92�944 ������13���29 394�343��8� 8���0�140�400 8�3�1�09��940 䕦 189�043�4�0
ᨭ出  
一⯡管理費 38��29�000 40�11��1�� 䕦 1��88�1�� 0 0 0 0 0 0
業務経費 21��002�000 20��833�938 10�1�8�0�2 �30���4�000 ��0��43�149 䕦 19�9�9�149 2�3����93�000 2�38��122��30 䕦 29�429��30
研究・教育等経費 21��002�000 20��833�938 10�1�8�0�2 �30���4�000 ��0��43�149 䕦 19�9�9�149 2�3����93�000 2�38��122��30 䕦 29�429��30
ᮾ日本大㟈⅏旧・⯆研究開発等経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等業費 0 0 0 �02�18��000 �09�809��21 䕦 ���24��21 1���443�000 �2�0�4�4�8 124�3�8��22
施設ᩚ備費 12�92��000 0 12�92��000 90�4�3�000 0 90�4�3�000 180�94��000 0 180�94��000
⯪⯧ᘓ造費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク経費 0 0 0 1�449��0��000 1��94�201�1�� 䕦 344��9��1�� 1�183�3�1�000 9���20����9 20��144�331
人௳費 4�2��21�000 �38�3�0�4�� 䕦 8��829�4�� 2�488�8���944 2�1���3�4�081 331��01�8�3 4���2��0��400 4�1����43�3�9 4���1�4�021

計 �20�9���000 �8��301���0 䕦 �4�324���0 ��1�1��92�944 ��112�018�10� 49���4�83� 8���0�140�400 ���89�93��0�� 9�0�203�344
 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 㻌 法人共㏻㻌  

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 
収入 
㐠Ⴀ費㔠 1�148��0��000 1�184�243���4 3���3����4 1�380�203�000 1��29�484�81� 349�281�81� 2�1����1��000 1�984�912�199 䕦 180�804�801
㐠Ⴀ費㔠 9�8�334�000 1�003�9�0���4 3���3����4 1�380�203�000 1��29�484�81� 349�281�81� 2�1����1��000 1�984�912�199 䕦 180�804�801
ᮾ日本大㟈⅏⯆㐠Ⴀ費㔠 180�2�3�000 180�2�3�000 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等収入 0 0 0 18�3�2�000 ���24�284 䕦 11�84���1� 0 0 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠 2��8�0�000 0 䕦 2��8�0�000 �0�31��000 0 䕦 �0�31��000 �0�31��000 430�811��10 3�0�49���10
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク収入 32��422�000 318�3�8�40� 䕦 ��0�3��93 9���22�000 103�018�84� ��39��84� 0 0 0
ㅖ収入 922�000 10�808�448 9�88��448 �0��988�000 ����324���1 49�33����1 2�239�000 1��3���99 䕦 �03�201
๓年度からの⧞㉺ 41�4�4�8�� 144�4���9�4 103�012�099 0 48��3�1 48��3�1 0 1�921��00 1�921��00

計 1��42�2���8�� 1�����88��3�3 11���31��18 2�0�2��00�000 2�39��839�0�8 333�339�0�8 2�228�2�1�000 2�419�281�008 191�010�008
ᨭ出 
一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 �92�4�1�000 �20������8� 2�1�89��41�
業務経費 �12�202�000 �04��18�01� ��483�983 �29��28�000 �33�����120 䕦 204�14��120 0 0 0
研究・教育等経費 331�929�000 34��09��32� 䕦 14�1���32� �29��28�000 �33�����120 䕦 204�14��120 0 0 0
ᮾ日本大㟈⅏旧・⯆研究開発等経費 180�2�3�000 1�8��22��92 21���0�308 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等業費 0 0 0 18�3�2�000 ���24�284 11�84���1� 0 0 0
施設ᩚ備費 2��8�0�000 0 2��8�0�000 �0�31��000 0 �0�31��000 �0�31��000 430�811��10 䕦 3�0�49���10
⯪⯧ᘓ造費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ཷク経費 32��422�000 31��880�841 8��41�1�9 9���22�000 103�018�84� 䕦 ��39��84� 0 0 0
人௳費 ��8��81�8�� �2��331��0� �2�4�0�348 1�3�����3�000 1��33�3�9�483 䕦 1���81��483 1�3���49��000 1�4�1��8��1�2 䕦 8��290�1�2

計 1��42�2���8�� 1�44��930�3�� 94�32��490 2�0�2��00�000 2�3����9���33 䕦 314�19���33 2�228�2�1�000 2�413�1�2�2�� 䕦 184�891�2��
 

༊㻌 㻌 分 
㻌 合㻌 計 

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 
収入 
㐠Ⴀ費㔠 1��13������000 1��13������000 0
㐠Ⴀ費㔠 14�9���304�000 14�9���304�000 0
ᮾ日本大㟈⅏⯆㐠Ⴀ費㔠 180�2�3�000 180�2�3�000 0

政ᗓ⿵ຓ㔠等収入 �9��000�000 ��8�398�483 䕦 128��01��1�
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠 430�824�000 430�811��10 䕦 12�490
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠 0 0 0
ཷク収入 3�0���000�000 3�191�834�098 13��834�098
ㅖ収入 �2���03�000 ��8�988��98 1�3�48���98
๓年度からの⧞㉺ 421�033�199 1�2�2�142�93� 8�1�109��3�

計 20�2���93��199 21�2�8���2��2� 1�012�81���2�
ᨭ出 
一⯡管理費 830�990�000 ��0��82���2 2�0�30��238
業務経費 4�24��189�000 4�482�092���4 䕦 23��903���4
研究・教育等経費 4�0���91��000 4�323�4�0�0�2 䕦 2�����4�0�2
ᮾ日本大㟈⅏旧・⯆研究開発等経費 180�2�3�000 1�8��22��92 21���0�308

政ᗓ⿵ຓ㔠等業費 �9��000�000 ��8�398�483 128��01��1�
施設ᩚ備費 430�824�000 430�811��10 12�490
⯪⯧ᘓ造費 0 0 0
ཷク経費 3�0���000�000 3�190�30���12 䕦 13��30���12
人௳費 11�00��934�199 10�492���4�0�� �13�180�122

計 20�2���93��199 19��2��04��098 �40�890�101
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ᾏὒỈ⏘㈨※㛤Ⓨ຺ᐃ 

༊㻌 㻌 分 
研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 

研究開発 
水産業の健全な発展と安全な水産物の 

安定供給のための研究開発 

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 

収入 
  

㐠Ⴀ費㔠 0 0 0 0 0 0 1�80��448�000 1�80��448�000 0

㐠Ⴀ費㔠 0 0 0 0 0 0 1�80��448�000 1�80��448�000 0

ㅖ収入 0 0 0 0 0 0 1��21�13��000 1�41���03�4�1 䕦 103��31��49

๓年度からの⧞㉺ 0 0 0 0 0 0 39�����29� 9�8�991�0�� 919�414���8

計 0 0 0 0 0 0 3�3���1�9�29� 4�182�942��2� 81���83�229

ᨭ出 
  

一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

業務経費 0 0 0 0 0 0 3�1���2�3�000 2�99��828�390 1���434��10

開発調査経費 0 0 0 0 0 0 3�1���2�3�000 2�99��828�390 1���434��10

人௳費 0 0 0 0 0 0 211�89��29� 214�249�88� 䕦 2�3�3��89

計 0 0 0 0 0 0 3�3���1�9�29� 3�212�0�8�2�� 1���081�021
 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務㻌  㻌 法人共㏻㻌  

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 

収入 

㐠Ⴀ費㔠 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1���33��000 0

㐠Ⴀ費㔠 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1���33��000 0

ㅖ収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

๓年度からの⧞㉺ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1���33��000 0

ᨭ出 

一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 82�13��000 81�091�98� 1�044�01�

業務経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

開発調査経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人௳費 0 0 0 0 0 0 9��199�000 80�1�8���0 1��030�340

計 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1�1�2�0��4� 1��0�4�3��
 

༊㻌 㻌 分 
合㻌 計 

予算㢠（） 決算㢠（） ᕪ㢠（） 

収入 

㐠Ⴀ費㔠 1�983��83�000 1�983��83�000 0

㐠Ⴀ費㔠 1�983��83�000 1�983��83�000 0

ㅖ収入 1��21�13��000 1�41���03�4�1 䕦 103��31��49

๓年度からの⧞㉺ 39�����29� 9�8�991�0�� 919�414���8

計 3��44�494�29� 4�3�0�2����2� 81���83�229

ᨭ出 

一⯡管理費 82�13��000 81�091�98� 1�044�01�

業務経費 3�1���2�3�000 2�99��828�390 1���434��10

開発調査経費 3�1���2�3�000 2�99��828�390 1���434��10

人௳費 30��09��29� 294�418��4� 12�������1

計 3��44�494�29� 3�3�3�338�921 1�1�1���3��
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⾲ �� 平成 30 年度ᨭィ⏬ 䠄Ỵ⟬䠅 
ἲே༢ 

༊㻌 㻌 分 
研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 

研究開発 
水産業の健全な発展と安全な水産物の 

安定供給のための研究開発 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㻌 㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

費用の部 �0��411�000 �9��88��182 90�4���182 ��038��83�944 ��100�90��383 �2�121�439 11��8��90���9� 11�000�009���� 䕦 �8��89��932
経ᖖ費用 �0��411�000 �94�9�4�494 89���3�494 ��038��83�944 ��093�224���1 �4�440��0� 11��8��90���9� 10�984�9����30 䕦 �02�9�1�1��
一⯡管理費 34�892�000 38�931�8�� 4�039�8�� 0 0 0 0 0 0
業務経費 202���8�000 20����4��23 3�01���23 �20�413�000 �4��018�9�� 2���0��9�� ��23��294�000 ��309�902�84� �2��08�84�
研究・教育等経費 202���8�000 20����4��23 3�01���23 �20�413�000 �4��018�9�� 2���0��9�� 2�098�218�000 2�21��304�1�0 118�08��1�0
ᮾ日本大㟈⅏旧 
・⯆研究開発等経費 

0 0 0 0 0 0 0 0 0

開発調査経費 0 0 0 0 0 0 3�139�0���000 3�093��98��9� 䕦 4��4���304
政ᗓ⿵ຓ業等業費 0 0 0 4�8�49��000 �02��18��91 44�223��91 1�1�092�000 �1�0�3�103 䕦 110�028�89�
ཷク業務費 0 0 0 1�3�9�942�000 1���9�3�1�848 399�419�848 1�118�320�000 93��1����32 䕦 182�1�4�2�8
人௳費 4�2��21�000 �38�3�0�4�� 8��829�4�� 2�488�8���944 2�1���3�4�081 䕦 331��01�8�3 4�8�4��03��9� 4�389��93�2�� 䕦 4�4�810�432
ῶ価ൾ༷費 1��240�000 11�90���39 䕦 3�332�4�1 201�0�8�000 11����0�9�� 䕦 84�30��044 30���9��000 298�040��84 䕦 8�����41�

㈈務費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⮫ᦆኻ 0 921��88 921��88 0 ���80��32 ���80��32 0 1��0�4�23� 1��0�4�23�

収┈の部 �0��411�000 842�0���119 13������119 ��0�0��4��944 ��118�904�1�� 48�2���223 11��13�918��9� 10�939�482���� 䕦 ��4�43��122
㐠Ⴀ費㔠収┈ �84�82��000 819��39�21� 134��14�21� 3�00��98��944 2��49�289�333 䕦 3����9���11 8���4�04���9� 8�080�439�9�1 䕦 493��0���2�
政ᗓ⿵ຓ㔠等収┈ 0 0 0 4�8�49��000 �02��18��91 44�223��91 1�1�092�000 �1�0�3�103 䕦 110�028�89�
ཷク収入 0 0 0 1�449��0��000 1��94�201�1�� 344��9��1�� 1�183�3�1�000 9���24���89 䕦 20��10��311
自己収入 ��34��000 4�2���2�0 䕦 1�0�8��30 3�292�000 20��30�923 1��238�923 1��2��8�1�000 1�494�032�090 䕦 33�818�910
資産見㏉㈇മᡠ入 1��240�000 1��2���41� 2�03��41� 1�3�2�9�000 143�9�0�122 䕦 9�298�8�8 2�����8�000 321�448�938 �3�8�0�938
資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 14�83��000 1���9���92 8�0��92 103�849�000 130�80����1 2��9�����1 244�849�000 29���4���88 �0��9���88
資産見㏉物ရཷ㉗㢠ᡠ入 29�000 21�8�� 䕦 ��144 203�000 182�131 䕦 20�8�9 40��000 3���9�� 䕦 49�023
資産見㏉ᐤ㝃㔠ᡠ入 3���000 3�0���2 䕦 24�438 3�12��000 2�921�348 䕦 20����2 ��129�000 ���2��843 䕦 403�1��
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 1�20��30� 1�20��30� 4��090�000 10�0�0�882 䕦 3��029�118 1��194�000 19��19�330 3��2��330

ᐤ㝃㔠収┈ 0 899�8�2 899�8�2 0 ��498���4 ��498���4 0 14��9����8 14��9����8
㈈務収┈ 0 0 0 0 380 380 0 193��9� 193��9�
⮫利┈ 0 83�3�4 83�3�4 0 �94��98 �94��98 0 1�3�1��09 1�3�1��09

⣧利┈ 0 4��1�9�93� 4��1�9�93� 31�8�4�000 1��998��84 䕦 13�8���21� 2��012�000 䕦 �0��2��190 䕦 8���39�190
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 0 0 0 28��12�204 28��12�204 0 ���31��990 ���31��990
総利┈ 0 4��1�9�93� 4��1�9�93� 31�8�4�000 4���10�988 14��4��988 2��012�000 䕦 4�211�200 䕦 30�223�200

 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
費用の部 1�49���3��8�� 1�442�004��04 䕦 ����31�2�1 1�98����3�000 2�420�330�422 432�����422 2�331�213�000 2�2�0�9����20 䕦 �0�23��380

経ᖖ費用 1�49���3��8�� 1�439�8�3�999 䕦 ����81�8�� 1�98����3�000 2�41��414���4 42����1���4 2�331�213�000 2�2�9��32��0� 䕦 �1��80�494
一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 �91�1�1�000 ��0��99�222 䕦 220�4�1���8
業務経費 4�9�981�000 4�3�829�08� 3�848�08� 44��8�2�000 �0��98���01 2�0�12���01 0 0 0

研究・教育等経費 311��82�000 32��94��289 1��2���289 44��8�2�000 �0��98���01 2�0�12���01 0 0 0

ᮾ日本大㟈⅏旧 
・⯆研究開発等経費 

1�8�299�000 14��881��9� 䕦 11�41��204 0 0 0 0 0 0

開発調査経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ業等業費 0 0 0 1����4�000 ���24�284 䕦 10�249��1� 0 0 0

ཷク業務費 30���38�000 302��82�0�1 䕦 4�8���939 91�312�000 99��9����� 8�384���� 0 0 0

人௳費 ��8��81�8�� �2��331��0� 䕦 �2�4�0�348 1�3�����3�000 1��33�3�9�483 1���81��483 1�4�0��94�000 1��41�9�3�832 �1�2�9�832

ῶ価ൾ༷費 41�33��000 3��011�34� 䕦 4�323���4 ���242�000 �9�82���20 䕦 ��41��280 �9�3�8�000 1���9�9�4�2 8���11�4�2

㈈務費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⮫ᦆኻ 0 2�1�0��0� 2�1�0��0� 0 4�91����8 4�91����8 0 1�344�114 1�344�114

収┈の部 1��04��89�8�� 1�442�91��303 䕦 �1�8�3���2 1�989�8���000 2�421������30 431�8�9��30 2�331�213�000 2�2�9�414�898 䕦 �1��98�102
㐠Ⴀ費㔠収┈ 1�14��840�8�� 1�0�2��23��11 䕦 ���21��144 1�29��43��000 1���2�944��44 3����0���44 2�2�9��0��000 2�119�4���133 䕦 140�140�8��
政ᗓ⿵ຓ㔠等収┈ 0 0 0 1����4�000 ���24�284 䕦 10�249��1� 0 0 0

ཷク収入 32��422�000 31��880�841 䕦 8��41�1�9 9���22�000 103�018�84� ��39��84� 0 0 0

自己収入 922�000 10�80���48 9�883��48 �0��988�000 ��1�884�1�1 44�89��1�1 2�239�000 1��3���00 䕦 �03�300
資産見㏉㈇മᡠ入 30��0��000 40�311��33 9��0���33 �3�0���000 92�140�8�9 19�084�8�9 �9�3�8�000 1���9�9�8�2 8���01�8�2

資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 29���1�000 3���2���13 ��9�4��13 �9�232�000 83��1���8� 14�483��8� �9�232�000 1���884�1�0 8����2�1�0

資産見㏉物ရཷ㉗㢠ᡠ入 �8�000 �0�99� 䕦 ��004 13��000 11����4 䕦 19�43� 13��000 31���2 䕦 104�248
資産見㏉ᐤ㝃㔠ᡠ入 8���000 81��9�� 䕦 �8�023 2�002�000 1�8�9���3 䕦 132�33� 0 �3�940 �3�940

資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 2�81��04� 2�81��04� 1��8��000 ��438�9�� 4���2�9�� 0 0 0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 2�099���4 2�099���4 0 4��99�209 4��99�209 0 0 0

㈈務収┈ 0 200 200 0 0 0 0 99 99

⮫利┈ 0 194��1� 194��1� 0 444��0� 444��0� 0 1�344�114 1�344�114

⣧利┈ ��1�4�000 911��99 䕦 ��242�301 2�124�000 1�42��208 䕦 �9���92 0 8�438�2�8 8�438�2�8

๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 ��38��001 ��38��001 0 ��319�848 ��319�848 0 0 0

総利┈ ��1�4�000 8�29���00 1�143��00 2�124�000 ���4��0�� ���22�0�� 0 8�438�2�8 8�438�2�8
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༊㻌 㻌 分 合㻌 㻌 計 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

費用の部 23�248��03�49� 23�030�112�9�� 䕦 218��90��20
経ᖖ費用 23�248��03�49� 22�998�04��934 䕦 2�0�������2
一⯡管理費 82��043�000 �09��31�099 䕦 21��411�901
業務経費 ��8���308�000 ��242��13�030 3���20��030

研究・教育等経費 3���8�933�000 4�002�032��38 423�099��38

ᮾ日本大㟈⅏旧 
・⯆研究開発等経費 

1�8�299�000 14��881��9� 䕦 11�41��204

開発調査経費 3�139�0���000 3�093��98��9� 䕦 4��4���304
政ᗓ⿵ຓ業等業費 �3��3�1�000 ��0�30��1�8 䕦 ���0�4�822
ཷク業務費 2�88��112�000 3�10��89��40� 220��84�40�

人௳費 11�313�029�49� 10��8��1�2��23 䕦 �2��8���8�3
ῶ価ൾ༷費 �09�8�0�000 �90��2���9� 䕦 19�323�403

㈈務費用 0 0 0

⮫ᦆኻ 0 32�0���042 32�0���042

収┈の部 23�31��8���49� 23�044��40��92 䕦 2�1�31��804
㐠Ⴀ費㔠収┈ 1��9�8��42�49� 1��404�302�009 䕦 ��4�440�48�
政ᗓ⿵ຓ㔠等収┈ �3��3�1�000 ��0�30��1�8 䕦 ���0�4�822
ཷク収入 3�0���000�000 3�190�34���32 13��34���32

自己収入 2�04���38�000 2�083�1���892 3���1��892

資産見㏉㈇മᡠ入 �09�11��000 ��2�11��840 1�3�001�840

資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 �31���9�000 �19�3�4��01 18���0���01

資産見㏉物ရཷ㉗㢠ᡠ入 9�8�000 ��0�2�� 䕦 20���24
資産見㏉ᐤ㝃㔠ᡠ入 12��09�000 11��39�333 䕦 ��9����
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 �3�9�0�000 40�243��30 䕦 23��2��4�0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 29�99��0�� 29�99��0��

㈈務収┈ 0 194�2�� 194�2��

⮫利┈ 0 4�122�908 4�122�908

⣧利┈ ���1�4�000 14�42���1� 䕦 �2��2��284
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 98��34�043 98��34�043

総利┈ ���1�4�000 113�0�1���9 4��90����9
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◊✲䞉ᩍ⫱຺ᐃ 

༊㻌 㻌 分 研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 
研究開発 

水産業の健全な発展と安全な水産物の

安定供給のための研究開発 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

費用の部 �0��411�000 �9��88��182 90�4���182 ��038��83�944 ��100�90��383 �2�121�439 8�299��82�400 ����4�122��2� 䕦 �4����9����
経ᖖ費用 �0��411�000 �94�9�4�494 89���3�494 ��038��83�944 ��093�224���1 �4�440��0� 8�299��82�400 ���39�0�8�492 䕦 ��0��13�908
一⯡管理費 34�892�000 38�931�8�� 4�039�8�� 0 0 0 0 0 0

業務経費 202���8�000 20����4��23 3�01���23 �20�413�000 �4��018�9�� 2���0��9�� 2�098�218�000 2�21��304�1�0 118�08��1�0

研究開発等経費 202���8�000 20����4��23 3�01���23 �20�413�000 �4��018�9�� 2���0��9�� 2�098�218�000 2�21��304�1�0 118�08��1�0

ᮾ日本大㟈⅏旧 
・⯆研究開発等経費 

0 0 0 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ業等業費 0 0 0 4�8�49��000 �02��18��91 44�223��91 1�1�092�000 �1�0�3�103 䕦 110�028�89�
ཷク業務費 0 0 0 1�3�9�942�000 1���9�3�1�848 399�419�848 1�118�320�000 93��1����32 䕦 182�1�4�2�8
人௳費 4�2��21�000 �38�3�0�4�� 8��829�4�� 2�488�8���944 2�1���3�4�081 䕦 331��01�8�3 4���2��0��400 4�1����43�3�9 䕦 4���1�4�021
ῶ価ൾ༷費 1��240�000 11�90���39 䕦 3�332�4�1 201�0�8�000 11����0�9�� 䕦 84�30��044 2�9�44��000 2�0�002�128 䕦 9�442�8�2

㈈務費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⮫ᦆኻ 0 921��88 921��88 0 ���80��32 ���80��32 0 1��0�4�233 1��0�4�233

収┈の部 �0��411�000 842�0���119 13������119 ��0�0��4��944 ��118�904�1�� 48�2���223 8�32���94�400 ���93��9���3� 䕦 �32�198�8��
㐠Ⴀ費㔠収┈ �84�82��000 819��39�21� 134��14�21� 3�00��98��944 2��49�289�333 䕦 3����9���11 ���44�209�400 ��191�323�8�9 䕦 ��2�88���21
政ᗓ⿵ຓ㔠等収┈ 0 0 0 4�8�49��000 �02��18��91 44�223��91 1�1�092�000 �1�0�3�103 䕦 110�028�89�
ཷク収入 0 0 0 1�449��0��000 1��94�201�1�� 344��9��1�� 1�183�3�1�000 9���24���89 䕦 20��10��311
自己収入 ��34��000 4�2���2�0 䕦 1�0�8��30 3�292�000 20��30�923 1��238�923 ���1��000 ����20�81� �0�004�81�

資産見㏉㈇മᡠ入 1��240�000 1��2���41� 2�03��41� 1�3�2�9�000 143�9�0�122 䕦 9�298�8�8 230�42��000 282�181�442 �1�����442

資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 14�83��000 1���9���92 8�0��92 103�849�000 130�80����1 2��9�����1 20���9��000 2���3�9�292 48��82�292

資産見㏉物ရཷ㉗㢠ᡠ入 29�000 21�8�� 䕦 ��144 203�000 182�131 䕦 20�8�9 40��000 3���9�� 䕦 49�023
資産見㏉ᐤ㝃㔠ᡠ入 3���000 3�0���2 䕦 24�438 3�12��000 2�921�348 䕦 20����2 ��129�000 ���2��843 䕦 403�1��
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 1�20��30� 1�20��30� 4��090�000 10�0�0�882 䕦 3��029�118 1��194�000 19��19�330 3��2��330

ᐤ㝃㔠収┈ 0 899�8�2 899�8�2 0 ��498���4 ��498���4 0 14��9����8 14��9����8

㈈務収┈ 0 0 0 0 380 380 0 1�420 1�420

⮫利┈ 0 83�3�4 83�3�4 0 �94��98 �94��98 0 1�3�1��08 1�3�1��08

⣧利┈ 0 4��1�9�93� 4��1�9�93� 31�8�4�000 1��998��84 䕦 13�8���21� 2��012�000 䕦 �0��2��190 䕦 8���39�190
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 0 0 0 28��12�204 28��12�204 0 ���31��990 ���31��990

総利┈ 0 4��1�9�93� 4��1�9�93� 31�8�4�000 4���10�988 14��4��988 2��012�000 䕦 4�211�200 䕦 30�223�200

 
 
 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
費用の部 1�49���3��8�� 1�442�004��04 䕦 ����31�2�1 1�98����3�000 2�420�330�422 432�����422 2�1�3�8�8�000 2�109��31�898 䕦 44�34��102

経ᖖ費用 1�49���3��8�� 1�439�8�3�999 䕦 ����81�8�� 1�98����3�000 2�41��414���4 42����1���4 2�1�3�8�8�000 2�108�18���8� 䕦 4���90�21�
一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 �09�01��000 492�������8 䕦 21��4�9�422
業務経費 4�9�981�000 4�3�829�08� 3�848�08� 44��8�2�000 �0��98���01 2�0�12���01 0 0 0

研究開発等経費 311��82�000 32��94��289 1��2���289 44��8�2�000 �0��98���01 2�0�12���01 0 0 0

ᮾ日本大㟈⅏旧 
・⯆研究開発等経費 

1�8�299�000 14��881��9� 䕦 11�41��204 0 0 0 0 0 0

政ᗓ⿵ຓ業等業費 0 0 0 1����4�000 ���24�284 䕦 10�249��1� 0 0 0

ཷク業務費 30���38�000 302��82�0�1 䕦 4�8���939 91�312�000 99��9����� 8�384���� 0 0 0

人௳費 ��8��81�8�� �2��331��0� 䕦 �2�4�0�348 1�3�����3�000 1��33�3�9�483 1���81��483 1�3���49��000 1�4�1��8��1�2 8��290�1�2

ῶ価ൾ༷費 41�33��000 3��011�34� 䕦 4�323���4 ���242�000 �9�82���20 䕦 ��41��280 �9�3�8�000 1�3�84��03� 84�4�9�03�

㈈務費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⮫ᦆኻ 0 2�1�0��0� 2�1�0��0� 0 4�91����8 4�91����8 0 1�344�113 1�344�113

収┈の部 1��04��89�8�� 1�442�91��303 䕦 �1�8�3���2 1�989�8���000 2�421������30 431�8�9��30 2�1�3�8�8�000 2�114��12��12 䕦 39�2���288
㐠Ⴀ費㔠収┈ 1�14��840�8�� 1�0�2��23��11 䕦 ���21��144 1�29��43��000 1���2�944��44 3����0���44 2�082�2�1�000 1�9����9��3�� 䕦 124�4����3�
政ᗓ⿵ຓ㔠等収┈ 0 0 0 1����4�000 ���24�284 䕦 10�249��1� 0 0 0

ཷク収入 32��422�000 31��880�841 䕦 8��41�1�9 9���22�000 103�018�84� ��39��84� 0 0 0

自己収入 922�000 10�80���48 9�883��48 �0��988�000 ��1�884�1�1 44�89��1�1 2�239�000 1��3���00 䕦 �03�300
資産見㏉㈇മᡠ入 30��0��000 40�311��33 9��0���33 �3�0���000 92�140�8�9 19�084�8�9 �9�3�8�000 1�3�83��43� 84�4�9�43�

資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 29���1�000 3���2���13 ��9�4��13 �9�232�000 83��1���8� 14�483��8� �9�232�000 1�3���1��43 84��19��43

資産見㏉物ရཷ㉗㢠ᡠ入 �8�000 �0�99� 䕦 ��004 13��000 11����4 䕦 19�43� 13��000 31���2 䕦 104�248
資産見㏉ᐤ㝃㔠ᡠ入 8���000 81��9�� 䕦 �8�023 2�002�000 1�8�9���3 䕦 132�33� 0 �3�940 �3�940

資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 2�81��04� 2�81��04� 1��8��000 ��438�9�� 4���2�9�� 0 0 0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 2�099���4 2�099���4 0 4��99�209 4��99�209 0 0 0

㈈務収┈ 0 200 200 0 0 0 0 99 99

⮫利┈ 0 194��1� 194��1� 0 444��0� 444��0� 0 1�344�113 1�344�113

⣧利┈ ��1�4�000 911��99 䕦 ��242�301 2�124�000 1�42��208 䕦 �9���92 0 ��080�814 ��080�814

๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 ��38��001 ��38��001 0 ��319�848 ��319�848 0 0 0

総利┈ ��1�4�000 8�29���00 1�143��00 2�124�000 ���4��0�� ���22�0�� 0 ��080�814 ��080�814
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༊㻌 㻌 分 合㻌 計 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
費用の部 19��83�244�199 19��22��81�214 䕦 1�0�4�2�98�

経ᖖ費用 19��83�244�199 19�490��14�1�� 䕦 192��30�024
一⯡管理費 �43�90��000 �31�48��4�� 䕦 212�419��4�
業務経費 3��3��232�000 4�148�914�334 411��82�334

研究開発等経費 3���8�933�000 4�002�032��38 423�099��38

ᮾ日本大㟈⅏旧 
・⯆研究開発等経費 

1�8�299�000 14��881��9� 䕦 11�41��204

政ᗓ⿵ຓ業等業費 �3��3�1�000 ��0�30��1�8 䕦 ���0�4�822
ཷク業務費 2�88��112�000 3�10��89��40� 220��84�40�

人௳費 11�00��934�199 10�492���4�0�� 䕦 �13�180�122
ῶ価ൾ༷費 ��2��98�000 �49�3����24 䕦 23�342�2��

㈈務費用 0 0 0

⮫ᦆኻ 0 32�0���039 32�0���039

収┈の部 19���0�398�199 19��33�8�1�4�� 䕦 21���4���33
㐠Ⴀ費㔠収┈ 14�9�1���0�199 14�3�3��1��149 䕦 �08�0�4�0�0
政ᗓ⿵ຓ㔠等収┈ �3��3�1�000 ��0�30��1�8 䕦 ���0�4�822
ཷク収入 3�0���000�000 3�190�34���32 13��34���32

自己収入 �2���03�000 ����844��18 140�341��18

資産見㏉㈇മᡠ入 ��1�9�4�000 �29��1��92� 1�����3�92�

資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 494��1��000 ����9�4��88 182�4����88

資産見㏉物ရཷ㉗㢠ᡠ入 9�8�000 ��0�2�� 䕦 20���24
資産見㏉ᐤ㝃㔠ᡠ入 12��09�000 11��39�333 䕦 ��9����
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 �3�9�0�000 40�243��30 䕦 23��2��4�0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 29�99��0�� 29�99��0��

㈈務収┈ 0 2�099 2�099

⮫利┈ 0 4�122�90� 4�122�90�

⣧利┈ ���1�4�000 11�0�0�2�2 䕦 ���083��48
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 98��34�043 98��34�043

総利┈ ���1�4�000 109��04�29� 42���0�29�
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༊㻌 㻌 分 研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 
研究開発 

水産業の健全な発展と安全な水産物の 
安定供給のための研究開発 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
費用の部 0 0 0 0 0 0 3�388�124�29� 3�34��88��040 䕦 42�23��2��

経ᖖ費用 0 0 0 0 0 0 3�388�124�29� 3�34��88��038 䕦 42�23��2�9
一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
業務経費（開発調査経費） 0 0 0 0 0 0 3�139�0���000 3�093��98��9� 䕦 4��4���304
人௳費 0 0 0 0 0 0 211�89��29� 214�249�88� 2�3�3��89
ῶ価ൾ༷費 0 0 0 0 0 0 3��1�2�000 38�038�4�� 88��4��

㈈務費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⮫ᦆኻ 0 0 0 0 0 0 0 2 2

収┈の部 0 0 0 0 0 0 3�388�124�29� 3�34��88��040 䕦 42�23��2��
㐠Ⴀ費㔠収┈ 0 0 0 0 0 0 1�829�83��29� 1�889�11��092 �9�2�8��9�
自己収入 0 0 0 0 0 0 1��21�13��000 1�41��311�2�4 䕦 103�823��2�
資産見㏉㈇മᡠ入 0 0 0 0 0 0 3��1�2�000 39�2���49� 2�11��49�
資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 0 0 0 0 0 0 3��1�2�000 39�2���49� 2�11��49�
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
㈈務収┈ 0 0 0 0 0 0 0 192�1�� 192�1��
⮫利┈ 0 0 0 0 0 0 0 1 1

⣧ᦆኻ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総ᦆኻ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
費用の部 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1�1�444��22 䕦 1��890�2�8

経ᖖ費用 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1�1�444��21 䕦 1��890�2�9
一⯡管理費 0 0 0 0 0 0 82�13��000 �8�143��44 䕦 3�992�3��
業務経費（開発調査経費） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人௳費 0 0 0 0 0 0 9��199�000 80�1�8���0 䕦 1��030�340
ῶ価ൾ༷費 0 0 0 0 0 0 0 3�132�41� 3�132�41�

㈈務費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⮫ᦆኻ 0 0 0 0 0 0 0 1 1

収┈の部 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1�4�802�18� 䕦 12��32�814
㐠Ⴀ費㔠収┈ 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1�1���9���8 䕦 1������232
自己収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資産見㏉㈇മᡠ入 0 0 0 0 0 0 0 3�132�41� 3�132�41�
資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 0 0 0 0 0 0 0 3�132�41� 3�132�41�
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
㈈務収┈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⮫利┈ 0 0 0 0 0 0 0 1 1

⣧ᦆኻ 0 0 0 0 0 0 0 3�3���4�4 3�3���4�4
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総ᦆኻ 0 0 0 0 0 0 0 3�3���4�4 3�3���4�4

 

༊㻌 㻌 分 合㻌 計 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

費用の部 3�����4�9�29� 3��0��331���2 䕦 �8�12���3�
経ᖖ費用 3�����4�9�29� 3��0��331���9 䕦 �8�12���38
一⯡管理費 82�13��000 �8�143��44 䕦 3�992�3��
業務経費（開発調査経費） 3�139�0���000 3�093��98��9� 䕦 4��4���304
人௳費 30��09��29� 294�418��4� 䕦 12�������1
ῶ価ൾ༷費 3��1�2�000 41�1�0�8�3 4�018�8�3

㈈務費用 0 0 0
⮫ᦆኻ 0 3 3

収┈の部 3�����4�9�29� 3��10��89�22� 䕦 �4���0�0�1
㐠Ⴀ費㔠収┈ 2�00��1�2�29� 2�0�0��8��8�0 43��13���3
自己収入 1��21�13��000 1�41��311�2�4 䕦 103�823��2�
資産見㏉㈇മᡠ入 3��1�2�000 42�399�913 ��24��913
資産見㏉㐠Ⴀ費㔠ᡠ入 3��1�2�000 42�399�913 ��24��913
資産見㏉⿵ຓ㔠ᡠ入 0 0 0

ᐤ㝃㔠収┈ 0 0 0
㈈務収┈ 0 192�1�� 192�1��
⮫利┈ 0 2 2

⣧ᦆኻ 0 3�3���4�4 3�3���4�4
๓期中期目ᶆ期㛫⧞㉺積立㔠取ᔂ 0 0 0
総ᦆኻ 0 3�3���4�4 3�3���4�4
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⾲ �� 平成 30 年度㈨㔠ィ⏬䠄Ỵ⟬䠅 
ἲே༢ 

༊㻌 㻌 分 研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 
研究開発 

水産業の健全な発展と安全な水産物の

安定供給のための研究開発 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

資㔠ᨭ出 
 

業務活ືによるᨭ出 �90�1�1�000 80���11���� 䕦 11��440���� 4�83���1��944 3�833���3�14� 1�004�0�2��99 11�381�309��9� 10��03��90�44� �����19�2�0
ᢞ資活ືによるᨭ出 30�80��000 �1��9��4�8 䕦 20�890�4�8 324�0���000 188�2�1�2�2 13��80���28 ����990�000 �89�4���2�3 18���13��3�
㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 0 0
次年度への⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 130�000 1�40���29�881 䕦 1�40��499�881

計 �20�9���000 8�8�308�214 䕦 13��331�214 ��1�1��92�944 4�021�924�41� 1�139�8�8��2� 12�1���429��9� 12��99��9���91 䕦 �42�3���894

資㔠収入 
 

業務活ືによる収入 �08�0�2�000 884�244��2� 1���192��2� 4�928��31�000 ��121��81�0�8 193�1�0�0�8 11�4�9�988�000 10�94��2���30� 䕦 �12��12��94
㐠Ⴀ費㔠による収入 �02��0��000 884�244��2� 181��38��2� 2�9�3�449�000 2�823�4�9�4�9 䕦 149�989��31 8���2�343�000 8�33���80�42� 䕦 23����2����
ཷク収入 0 0 0 1�449��0��000 1��98�243���� 348��38���� 1�183�3�1�000 9�8�44��32� 䕦 204�90�����
政ᗓ⿵ຓ㔠等による収入 0 0 0 �02�18��000 499�9���4�3 䕦 2�20���4� 1���443�000 �1�0�0�3�4 䕦 12��382��4�
自己収入 ��34��000 0 䕦 ��34��000 3�292�000 380 䕦 3�291��20 1��2��8�1�000 1��81�089�202 �3�238�202

ᢞ資活ືによる収入 12�92��000 0 䕦 12�92��000 90�4�3�000 2��84� 䕦 90�44��1�4 180�94��000 �2�82� 䕦 180�893�1�4
定期㡸㔠のᡶᡠによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
有価ドๆのൾ還による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠による収入 12�92��000 0 䕦 12�92��000 90�4�3�000 0 䕦 90�4�3�000 180�94��000 0 䕦 180�94��000
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そのの収入 0 0 0 0 2��84� 2��84� 0 �2�82� �2�82�

㈈務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
๓年度よりの⧞㉺㔠 0 0 0 142��88�944 ��9�999�942 �2��210�998 �1��49���9� 2���4�101�484 2�14���0���8�

計 �20�9���000 884�244��2� 1�3�2����2� ��1�1��92�944 ��891��0��8�� �29�914�922 12�1���429��9� 13��11�429��1� 1�4�3�999�919

 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
資㔠ᨭ出 
業務活ືによるᨭ出 1�4���300�8�� 1�10��493�313 349�80���42 1�911��11�000 2���2��28�041 䕦 ��1�21��041 2�2�1�84��000 2��1��211�0�� 䕦 4�3�3���0��
ᢞ資活ືによるᨭ出 8��9���000 �3�8�4�11� 32�080�88� 1�0�989�000 12��409��4� 2����9�2�3 1�3���1�000 201��08�208 䕦 3��94��208
㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 10�801�080 䕦 10�801�080
次年度への⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 424�000 2��32��80�910 䕦 2��32�3���910

計 1��42�2���8�� 1�1�0�3���428 381�888�42� 2�0�2��00�000 2��88�13���88 䕦 �2���3���88 2�42��030�000 ����0��01�2�� 䕦 3�134�4�1�2��
資㔠収入 
業務活ືによる収入 1�4�4�9�1�000 1��03�329��0� 28�3�8��0� 2�002�18��000 2�3���12��38� 3�4�941�38� 2�34��291�000 2�244�394�0�3 䕦 100�89��93�
㐠Ⴀ費㔠による収入 1�148��0��000 1�184�243���4 3���3����4 1�380�203�000 1��29�484�81� 349�281�81� 2�343�0�2�000 2�1�2�24��199 䕦 180�804�801
ཷク収入 32��422�000 319�08���41 䕦 ��33��2�9 9���22�000 103�2�0�9�4 ���28�9�4 0 0 0
政ᗓ⿵ຓ㔠等による収入 0 0 0 18�3�2�000 ��398�4�� 䕦 11�9�3��44 0 0 0
自己収入 922�000 200 䕦 921�800 �0��988�000 �2��992�1�0 21�004�1�0 2�239�000 82�14��8�4 �9�90��8�4

ᢞ資活ືによる収入 2��8�0�000 ��928 䕦 2��843�0�2 �0�31��000 0 䕦 �0�31��000 80�31��000 3�2�824�4�0 282��09�4�0
定期㡸㔠のᡶᡠによる収入 0 0 0 0 0 0 20�000�000 20�000�000 0
有価ドๆのൾ還による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠による収入 2��8�0�000 0 䕦 2��8�0�000 �0�31��000 0 䕦 �0�31��000 �0�31��000 342�824�4�0 282��09�4�0
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
そのの収入 0 ��928 ��928 0 0 0 0 0 0

㈈務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
๓年度よりの⧞㉺㔠 41�4�4�8�� 223��48�3�2 182�093��1� 0 0 0 424�000 424�000 0

計 1��42�2���8�� 1��2��884�80� 184��28�9�0 2�0�2��00�000 2�3���12��38� 304��2��38� 2�42��030�000 2��0���42��13 181��12��13

 

༊㻌 㻌 分 合㻌 計 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

資㔠ᨭ出 
業務活ືによるᨭ出 22��38�8�3�49� 21�828�38����9 �10�4����1�
ᢞ資活ືによるᨭ出 1��31���8�000 1�210�43��0�3 321�141�93�
㈈務活ືによるᨭ出 0 10�801�080 䕦 10�801�080
次年度への⧞㉺㔠 ��4�000 4�039�410��91 䕦 4�038�8����91

計 24�0�0�98��49� 2��089�03���13 䕦 3�018�0�0�21�
資㔠収入 
業務活ືによる収入 22�918�998�000 23�0�8�0�0�8�� 149�0�2�8��
㐠Ⴀ費㔠による収入 1��120�3�0�000 1��120�3�0�000 0
ཷク収入 3�0���000�000 3�199�02��80� 144�02��80�
政ᗓ⿵ຓ㔠等による収入 �9��000�000 ����43��2�3 䕦 139���3��3�
自己収入 2�04���38�000 2�191�228��9� 144��90��9�

ᢞ資活ືによる収入 4�0�824�000 3�2�911�0�0 䕦 8��912�9�0
定期㡸㔠のᡶᡠによる収入 20�000�000 20�000�000 0
有価ドๆのൾ還による収入 0 0 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠による収入 430�824�000 342�824�4�0 䕦 8��999���0
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠による収入 0 0 0
そのの収入 0 8���00 8���00

㈈務活ືによる収入 0 0 0
๓年度よりの⧞㉺㔠 �01�1�3�49� 3���8�0�3��98 2�9���910�302

計 24�0�0�98��49� 2��089�03���13 3�018�0�0�21�
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༊㻌 㻌 分 研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 
研究開発 

水産業の健全な発展と安全な水産物の

安定供給のための研究開発 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

資㔠ᨭ出 
   

業務活ືによるᨭ出 �90�1�1�000 80���11���� 䕦 11��440���� 4�83���1��944 3�833���3�14� 1�004�0�2��99 8�030�33��400 ���10�4�4�209 �19�8�3�191

ᢞ資活ືによるᨭ出 30�80��000 �1��9��4�8 䕦 20�890�4�8 324�0���000 188�2�1�2�2 13��80���28 �19�803�000 3���2����18 143��3��482

㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次年度への⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 �20�9���000 8�8�308�214 䕦 13��331�214 ��1�1��92�944 4�021�924�41� 1�139�8�8��2� 8���0�140�400 ��88���31��2� ��3�408���3

資㔠収入 
  

業務活ືによる収入 �08�0�2�000 884�244��2� 1���192��2� 4�928��31�000 ��121��81�0�8 193�1�0�0�8 8�132�40��000 ����9��39��24 䕦 ��2�����4��
㐠Ⴀ費㔠による収入 �02��0��000 884�244��2� 181��38��2� 2�9�3�449�000 2�823�4�9�4�9 䕦 149�989��31 ������89��000 ���30�232�42� 䕦 23����2����
ཷク収入 0 0 0 1�449��0��000 1��98�243���� 348��38���� 1�183�3�1�000 9�8�44��32� 䕦 204�90�����
政ᗓ⿵ຓ㔠等による収入 0 0 0 �02�18��000 499�9���4�3 䕦 2�20���4� 1���443�000 �1�0�0�3�4 䕦 12��382��4�
自己収入 ��34��000 0 䕦 ��34��000 3�292�000 380 䕦 3�291��20 ���1��000 1�420 䕦 ���14��80

ᢞ資活ືによる収入 12�92��000 0 䕦 12�92��000 90�4�3�000 2��84� 䕦 90�44��1�4 180�94��000 �2�82� 䕦 180�893�1�4
定期㡸㔠のᡶᡠによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

施設ᩚ備費⿵ຓ㔠による収入 12�92��000 0 䕦 12�92��000 90�4�3�000 0 䕦 90�4�3�000 180�94��000 0 䕦 180�94��000
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そのの収入 0 0 0 0 2��84� 2��84� 0 �2�82� �2�82�

㈈務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

๓年度よりの⧞㉺㔠 0 0 0 142��88�944 ��9�999�942 �2��210�998 23���89�400 1�2���904�3�4 1�040�114�9�4

計 �20�9���000 884�244��2� 1�3�2����2� ��1�1��92�944 ��891��0��8�� �29�914�922 8���0�140�400 8�83���9���04 28������304

 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
資㔠ᨭ出 㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  㻌  
業務活ືによるᨭ出 1�4���300�8�� 1�10��493�313 349�80���42 1�911��11�000 2���2��28�041 䕦 ��1�21��041 2�084��10�000 2���9�221�103 䕦 494��11�103
ᢞ資活ືによるᨭ出 8��9���000 �3�8�4�11� 32�080�88� 1�0�989�000 12��409��4� 2����9�2�3 1�3���1�000 198��9��134 䕦 34�934�134
㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 10�801�080 䕦 10�801�080
次年度への⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 424�000 2��32��80�910 䕦 2��32�3���910

計 1��42�2���8�� 1�1�0�3���428 381�888�42� 2�0�2��00�000 2��88�13���88 䕦 �2���3���88 2�248��9��000 ��421�498�22� 䕦 3�1�2�803�22�
資㔠収入 
業務活ືによる収入 1�4�4�9�1�000 1��03�329��0� 28�3�8��0� 2�002�18��000 2�3���12��38� 3�4�941�38� 2�1���9���000 2�0���0�9�0�3 䕦 100�89��93�
㐠Ⴀ費㔠による収入 1�148��0��000 1�184�243���4 3���3����4 1�380�203�000 1��29�484�81� 349�281�81� 2�1����1��000 1�984�912�199 䕦 180�804�801
ཷク収入 32��422�000 319�08���41 䕦 ��33��2�9 9���22�000 103�2�0�9�4 ���28�9�4 0 0 0
政ᗓ⿵ຓ㔠等による収入 0 0 0 18�3�2�000 ��398�4�� 䕦 11�9�3��44 0 0 0
自己収入 922�000 200 䕦 921�800 �0��988�000 �2��992�1�0 21�004�1�0 2�239�000 82�14��8�4 �9�90��8�4

ᢞ資活ືによる収入 2��8�0�000 ��928 䕦 2��843�0�2 �0�31��000 0 䕦 �0�31��000 80�31��000 3�2�824�4�0 282��09�4�0
定期㡸㔠のᡶᡠによる収入 0 0 0 0 0 0 20�000�000 20�000�000 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠による収入 2��8�0�000 0 䕦 2��8�0�000 �0�31��000 0 䕦 �0�31��000 �0�31��000 342�824�4�0 282��09�4�0

⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そのの収入 0 ��928 ��928 0 0 0 0 0 0
㈈務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0
๓年度よりの⧞㉺㔠 41�4�4�8�� 223��48�3�2 182�093��1� 0 0 0 424�000 424�000 0

計 1��42�2���8�� 1��2��884�80� 184��28�9�0 2�0�2��00�000 2�3���12��38� 304��2��38� 2�248��9��000 2�430�30���13 181��12��13

 
 

 

༊㻌 㻌 分 合㻌 計 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

資㔠ᨭ出 㻌  㻌  㻌  
業務活ືによるᨭ出 19�010��4��199 18�499�1�1���� �11�3�4��32
ᢞ資活ືによるᨭ出 1�2���391�000 994�214�244 281�1������
㈈務活ືによるᨭ出 0 10�801�080 䕦 10�801�080
次年度への⧞㉺㔠 424�000 2��32��80�910 䕦 2��32�3���910

計 20�28��3�1�199 22�13��9���801 䕦 1�8�0��0���02
資㔠収入 㻌  㻌  㻌  
業務活ືによる収入 19�414�080�000 19��03�180�083 89�100�083
㐠Ⴀ費㔠による収入 1��13������000 1��13������000 0
ཷク収入 3�0���000�000 3�199�02��80� 144�02��80�
政ᗓ⿵ຓ㔠等による収入 �9��000�000 ����43��2�3   139���3��3�
自己収入 �2���03�000 �10�141�014 84��38�014

ᢞ資活ືによる収入 4�0�824�000 3�2�911�0�0   8��912�9�0
定期㡸㔠のᡶᡠによる収入 20�000�000 20�000�000 0
施設ᩚ備費⿵ຓ㔠による収入 430�824�000 342�824�4�0   8��999���0
⯪⯧ᘓ造費⿵ຓ㔠による収入 0 0 0
そのの収入 0 8���00 8���00

㈈務活ືによる収入 0 0 0
๓年度よりの⧞㉺㔠 421�4���199 2�2�0�8�����8 1�849�419�4�9

計 20�28��3�1�199 22�13��9���801 1�8�0��0���02
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༊㻌 㻌 分 
研究成果の最大化等 水産資源の持続的な利用のための 

研究開発 
水産業の健全な発展と安全な水産物の

安定供給のための研究開発 
予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 

資㔠ᨭ出 
  

業務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 3�3�0�9�2�29� 3�193�22��238 1����4��0�9

ᢞ資活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 2���18��000 213�208��4� 42�9�8�2��

㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次年度への⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 130�000 1�40���29�881 䕦 1�40��499�881

計 0 0 0 0 0 0 3��0��289�29� 4�813�0�4�8�4 䕦 1�20���������

資㔠収入 
  

業務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 3�32���83�000 3�38���3���82 �9�9�2��82

㐠Ⴀ費㔠による収入 0 0 0 0 0 0 1�80��448�000 1�80��448�000 0

自己収入 0 0 0 0 0 0 1��21�13��000 1��81�08���82 �9�9�2��82

ᢞ資活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

有価ドๆのൾ還による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そのの収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

㈈務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

๓年度よりの⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 2�9��0��29� 1�38��19��130 1�10��490�833

計 0 0 0 0 0 0 3��0��289�29� 4���4��32�912 1�1���443��1�

 

༊㻌 㻌 分 
海洋・生態系モニタリングと 

次世代水産業のための基盤研究 人材育成業務 法人共㏻ 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
資㔠ᨭ出 
業務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 1���33��000 13��989�9�4 41�34��02�

ᢞ資活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 3�013�0�4 䕦 3�013�0�4

㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次年度への⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 1���33��000 139�003�048 38�331�9�2

資㔠収入 
業務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1���33��000 0

㐠Ⴀ費㔠による収入 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1���33��000 0

自己収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ᢞ資活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

有価ドๆのൾ還による収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そのの収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

㈈務活ືによる収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0

๓年度よりの⧞㉺㔠 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 1���33��000 1���33��000 0

 

༊㻌 㻌 分 
合㻌 計 

予算㢠�� 決算㢠�� ᕪ㢠�� 
資㔠ᨭ出 
業務活ືによるᨭ出 3��28�30��29� 3�329�21��212 199�091�08�

ᢞ資活ືによるᨭ出 2���18��000 21��221�819 39�9���181

㈈務活ືによるᨭ出 0 0 0

次年度への⧞㉺㔠 130�000 1�40���29�881 䕦 1�40��499�881

計 3��84��24�29� 4�9�2�0���912 䕦 1�1���443��1�

資㔠収入 
業務活ືによる収入 3��04�918�000 3���4�8�0��82 �9�9�2��82

㐠Ⴀ費㔠による収入 1�983��83�000 1�983��83�000 0

自己収入 1��21�13��000 1��81�08���82 �9�9�2��82

ᢞ資活ືによる収入 0 0 0

有価ドๆのൾ還による収入 0 0 0

そのの収入 0 0 0

㈈務活ືによる収入 0 0 0

๓年度よりの⧞㉺㔠 2�9��0��29� 1�38��19��130 1�10��490�833

計 3��84��24�29� 4�9�2�0���912 1�1���443��1�
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表 㻞㻢 ➇தⓗ㈨㔠の⋓ᚓ≧ἣ 

所 ⟶ ไ ᗘ 
ᢸᙜㄢ㢟 
⋓ᚓண⟬㢠 
  （ⓒ） 

ศᢸᢸᙜㄢ㢟 
⋓ᚓண⟬㢠 
   （ⓒ） 

㎰ᯘ水産┬ ㎰ᯘ水産業・㣗ရ産業⛉学ᢏ術研究᥎㐍業 56 10 

ᩥ部⛉学┬ 

⛉学研究㈝ຓᡂ業 161 53 

ᡓ␎ⓗ㐀研究᥎㐍業 0 3 

研究ᡂᯝᒎ開業 20 0 

国際⛉学ᢏ術共ྠ研究᥎㐍業 0 11 

⎔ቃ┬ ⎔ቃ研究⥲合᥎㐍㈝ 28 8 

内㛶ᗓ 㣗ရᗣᙳ㡪ホ౯ᢏ術研究 0 0 

ཌປ┬ ཌ生ປാ⛉学研究㈝⿵ຓ㔠 10 0 

合  計 275 85 

 
 

 

 

       

 

ὀព䠖本᭩ 表に䛚いて、ᙜᶵᵓ 研究所等の⤌⧊名䜔ἲ人名な䛹で、┬␎し表記している⟠所があ䜚ます。 

      䠘ซ䠚 

研究所等 

・北海道区水産研究所：北水研        ・東北区水産研究所      ：東北水研 

・中央水産研究所    ：中央水研         ・日本海区水産研究所    ：日水研 

・国際水産研究所    ：国際水研         ・瀬戸内海区水産研究所  ：瀬水研 

・西海区水産研究所  ：西水研           ・増養殖研究所          ：増養殖研 

・水産工学研究所    ：水工研           ・開発調査センター      ：開発セ 

・水産大学校        ：水大校           ・本部                  ：本部 

 

法人等 

・国立研究開発法人：（国研）           ・独立行政法人：（独） 

・地方独立行政法人：（地独） 
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表紙写真

左上　マサバ

左下　スジアラ

右上　ニホンウナギのレプトセファルス

右下　タイラギ着底稚貝
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